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○ 基本計画の名称 ： 第 2 期豊後高田市中心市街地活性化基本計画 

○ 作 成 主 体 ： 大分県豊後高田市 

○ 計 画 期 間 ： 平成 24 年 4 月から平成 29 年 3 月まで（5 年） 

 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

[１]豊後高田市の概要 

豊後高田市は、大分県の北東部、国東半島の西側

に位置し、西は宇佐市、東は国東市、南は杵築市と

接した、東西の距離 17.1km、南北の距離 23.2km、総

面積は 206.6km2の都市である。 

なお、平成 17 年 3 月 31 日に旧豊後高田市、旧真玉

町、旧香々地町の 1 市 2 町が合併し、新「豊後高田

市」が発足している。 

 

【沿革】【沿革】【沿革】【沿革】    

本市は、奈良時代末から宇佐神宮の影響を強く受け、平

安時代には宇佐神宮の荘園となり、その経済力を背景とし

て独特の山岳仏教文化「六郷満山文化」を開花させた。 

また、当時は海路交通により関西方面との交流が盛んであったため、直接、都の文

化の影響を受けたものと考えられている。 

鎌倉時代から戦国時代まで、当地域は国東半島地域の武士団の瀬戸内海への根拠地

であり、明治以降においては関門地域への内海航路の拠点となるなど歴史的には西瀬

戸地域の交流結節点としての役割を果たしてきた。その後、昭和にかけて町村合併に

より、昭和 29 年に豊後高田市、真玉町、香々地町の 1 市 2 町が誕生した。 

しかし、それから半世紀後、我が国の産業構造の変化に伴う、都市部への人口流出

により、過疎化、高齢化が進行したため、新たな時代の変化に対応すべく、平成 17

年 3 月 31 日に 1 市 2 町が合併し、人口 26,101 人（男性：12,207 人、女性：13,894 人）

の新「豊後高田市」が発足した。 

 

【地勢】【地勢】【地勢】【地勢】    

域内には、瀬戸内海国立公園及び国東半島県立自然公園を擁し、山間部及び海岸部

の自然景観や農村集落景観、六郷満山文化ゆかりの史跡等、豊かな自然と歴史文化な

どの地域資源が豊富である。 

市の東部から南部にかけては、ハジカミ山、尻付山、両子山や日本三叡山に数えら

れる西叡山等の山々が連なり、国東半島のほぼ中央の両子山から、放射状に谷や峰々

が延びた地形となっている。その谷間から市内中心部を流れる桂川の河口付近に市街

地が形成されており、国道 213 号線が南北に縦断する国東半島西側の要衝地である。 
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[２]中心市街地活性化に向けた取り組み 

（１）中心市街地の概要 

豊後高田市の中心市街地の歴史は、安土桃山時代から江戸時代初期にかけて築かれ

た城下町に端を発し、寛文 9 年（1669 年）には島原藩の飛び地となって、その年貢

米を積み出す港町としても栄えてきた。 

現在でも、その街並みの骨格はそのまま残り、道幅も当時とほとんど変わっていな

いと言われている。 

明治時代に入り、その街並みの骨格の上に商店街が形成され、以降、本市が地理的

に国東半島の西の入口に当たることから、半島の玄関口として歴史的に国東半島の需

要をまかなう商業都市として栄えてきた。 

本市の中心市街地は、市の中心部を流れる桂川によって東西に 2 分されており、桂

川西側が『高田地区』、桂川東側が『玉津地区』と呼ばれている。 

中心市街地には、8つの商店街が存在しており、高田地区は 6商店街、玉津地区は

2商店街となっている。 

また、豊後高田市役所、中央公民館、図書館などの主要な公共施設、病院、学校な

どの都市福利施設は中心市街地内に立地しており、特に公共施設については『玉津地

区』に多く立地しているのが特徴である。 

 

 

（２）中心市街地活性化に向けたこれまでの歩み（豊後高田昭和の町の取り組み） 

１１１１）中心市街地の）中心市街地の）中心市街地の）中心市街地の賑わい賑わい賑わい賑わい、そして衰退へ、そして衰退へ、そして衰退へ、そして衰退へ    

本市の中心市街地にある 8商店街は、江戸、明治、大正時代から昭和 30 年代にかけ

て、大分県北地域の商業都市として大いに栄えてきた歴史があった。 

また交通面においても、かつて運行されていた宇佐神宮と豊後高田を結ぶ私鉄の宇

佐参宮鉄道の終点として、さらには、国東半島一円のバス路線の起点であり、鉄道と

バスの交通結節点として、駅前から続く中心市街地は、必然的に人々が集う賑やかな

場所であった。 

このような基盤を背景として、昭和 30 年代に中心市街地は、地元でいうところの「お

まち」としてピークを迎えていた。 

しかし、昭和 40 年の宇佐参宮鉄道廃線やモータリゼーション進展により人の流れに

変化が起こったこと、商業において、郊外型大型店という新業態が進出したことなど

から、中心市街地も急速に衰退し続け、ついに「人通りよりも犬や猫の方が多い」と

まで表現されるようになり、商店街は“昭和”の姿のまま時代に取り残されていった。 
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２２２２）かつての）かつての）かつての）かつての賑わい賑わい賑わい賑わい再生に向けて再生に向けて再生に向けて再生に向けて    

このような状況の中、衰退する商店街に

かつての賑わいを取り戻そうと、官民一体

となって取り組みを開始した。 

「中心市街地はまちの顔、ほかのまちに

はない、自分たちの地域の個性を活かした

まちづくりを」との思いで、商業者・商工

会議所・行政の 3者が足かけ 9年にわたり、

議論に議論を重ね、“まち全体”の活性化

に商店街が最も華やかで元気であった『昭

和 30 年代』というテーマを与えた。 

実態調査の結果、商店街に存在する建物の約 7 割が昭和 30 年代以前の建物であった

ことから、この“昭和”の姿のまま時代に取り残されていた商店街の活性化に観光振

興という新しい要素を加えることとした。 

 

 

３３３３）「豊後高田昭和の）「豊後高田昭和の）「豊後高田昭和の）「豊後高田昭和の町」の取り組みスタート（昭和の町町」の取り組みスタート（昭和の町町」の取り組みスタート（昭和の町町」の取り組みスタート（昭和の町    誕生）誕生）誕生）誕生）    

「豊後高田昭和の町」（以下、「昭和の町」という。）は「商業と観光の一体的振興策」

として平成 13 年度から取り組みを開始した。 

まず、①昭和の建築再生、②昭和の歴史再生、③昭和の商品再生、④昭和の商人再

生の 4つの“再生”を各個店で取り組み、あわせて昭和の町のコンセプトを観光客に

伝える『ご案内人制度』、中心市街地にかつての姿のまま眠っていた“米蔵”を活用し

た観光拠点施設『豊後高田昭和ロマン蔵』の整備、そして数々の“昭和のイベント”

を官民一体となって推進した。 

本物の商店街で懐かしさを再現した取り組み、

時代の潮流、ご案内人によるコンセプトの説明、

旅行会社への PR活動やマスコミ等での紹介も相

まって、「昭和の町」は着実に地域に浸透し、多

くの観光客が訪れるようになり、“おまち”はか

つての活力を取り戻した。 
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４４４４））））計画的なまちづくりと効果の波及拡大を目指計画的なまちづくりと効果の波及拡大を目指計画的なまちづくりと効果の波及拡大を目指計画的なまちづくりと効果の波及拡大を目指して（昭和の町ファーストステージ）して（昭和の町ファーストステージ）して（昭和の町ファーストステージ）して（昭和の町ファーストステージ）    

「昭和の町」の取り組み開始当初、観光客については、年間 5万人を目標としてい

たものの、地元商業者、商工会議所、行政が三位一体で取り組み、戦略的・集中的な

投資が相乗効果を生んだことにより、平成 16 年には予想をはるかに上回る 25万人の

観光客が訪れるまでに至った。 

この取り組みを一層支援し、地域が一体となった計画的な取り組みへとつなげてい

くことが必要であると考え、平成 16 年 3 月に「豊後高田“昭和の町”活性化基本計画」

（旧豊後高田市中心市街地活性化基本計画（以下、「旧基本計画」という。））を策定し

た。 

この計画では、一定の実績をあげている「昭和の町」の取り組みを主軸として、引

き続き中心市街地の全商店街において取り組むため、各種制度等活用のあり方を整理

するとともに、活性化に向けた新たな取り組みを支援することとした。 

 

 

５５５５）旧豊後高田市中心市街地活性化基本計画の）旧豊後高田市中心市街地活性化基本計画の）旧豊後高田市中心市街地活性化基本計画の）旧豊後高田市中心市街地活性化基本計画の取り組み検証取り組み検証取り組み検証取り組み検証    

旧基本計画では、活性化の目標を設定し、計 67 と多くの事業が盛り込まれたが、事

業の進捗率は非常に低く、平成 18 年度時点で約 30％にとどまった。 

その原因として、計画策定当時の客観的データの分析・把握不足が大きく影響した

と考えられた。 

また、「昭和の町」の取り組みは、桂川によって 2 分されている西側商店街で進め

られ、これにより、まちに多くの観光客が訪れ、にぎわいを創出してきたが、もう一

方の東側商店街（玉津地区）については、依然として人通りも少なく、さみしい状況

が続いていた。 

このことについては、旧基本計画では玉津地区活性化のコンセプト、具体的な戦略

が見出せずに、取り組み提案に近い意味合いになっていたことが反省点としてあげら

れた。 

また、平成 15 年（旧基本計画策定の前年）の観光客数は、想定を大きく上回る約

20万人（前年比の 2倍超）であった。これにより、団体客の受付・駐車場の整理・ご

案内人の不足・団体客の昼食の受け入れなど、次々に新しい問題が生じたが、これに

対応する専属組織がない状態であった。 

商工会議所を中心として、市もバックアップをし、それぞれが必死に頑張っていた

ものの、「昭和の町」の受け入れ体制については、不十分であり、持続可能なまちづく

りのシステム確立が課題となった。 

そのため、これらの課題を解消し、来訪者にまちづくりのコンセプトを正しく伝え、

「昭和の町」における管理運営をその業務の一環とする組織として、平成 17 年 11 月

に『豊後高田市観光まちづくり株式会社』が設立された。ここから、基本計画に基づ

く各種事業の実施について、これまでの市・商工会議所・地域住民に、市観光まちづ

くり株式会社が加わり、それぞれが連携・役割分担することで、継続的・安定的に取

り組む体制ができたと考えられる。 
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[３]第１期中心市街地活性化基本計画の各施策の実施状況と検証 

（１）第１期基本計画策定の経過～真の活性化に向け、昭和の町はセカンドステージへ～ 

中心市街地の真の活性化を図るためには、まず旧基本計画の取り組み検証の結果、

見出された反省点を踏まえ、中心市街地の現状を、西側商店街と東側商店街について

それぞれ深堀り現状分析を行うことにより、強みと弱みを洗い出す必要があった。 

その上で、地域活力の“源”となる「元気あるまちなか」を目指すため、西側・東

側地区の特色を活かし、「昭和の町」の進化と「玉津地区」のコンセプト確立、そして

戦略的な取り組みを推し進めていく必要があった。 

また、市全体の人口減少・高齢化に加え、現役世代の減少が進むと予想される中で、

地域活力維持のために、中心市街地における都市機能集積を維持し、効率的・安定的

な都市機能を管理する必要性もあった。 

これらを具現化するため、本市の目指すべき

中心市街地の基本的な方針、目標を明確にし、

中心市街地活性化に資する事業を盛り込んだ

『豊後高田市中心市街地活性化基本計画』（以下、

「第１期基本計画」という。）を平成 19 年に策

定、その年の 5 月 28 日に全国第 2 番目のグル

ープとして内閣総理大臣の認定を受けた。 

第１期基本計画では、『にぎわいと憩いの創出

で愛されるまちなかへ』を目指すべき中心市街

地の姿に定め、旧基本計画の検証、さらに市の

厳しい財政状況を踏まえ、「実施を検討すべき施

策」ではなく、「真に必要で効果の高い施策」を

行うため、「コンパクトシティの維持」「選択と

集中」の視点から、活性化の方針を設定し、『地

域の生き残り』をかけて取り組むこととした。 

 

 

 

市民市民市民市民にもにもにもにも観光客観光客観光客観光客にもにもにもにも愛愛愛愛されるされるされるされる““““おまちおまちおまちおまち””””へへへへ    

「「「「にぎわいとにぎわいとにぎわいとにぎわいと憩憩憩憩いのいのいのいの創出創出創出創出でででで愛愛愛愛されるまちなかへされるまちなかへされるまちなかへされるまちなかへ」」」」    
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（２）第１期基本計画の中心市街地活性化の方針 

１１１１））））いとおしく懐かしいおまちいとおしく懐かしいおまちいとおしく懐かしいおまちいとおしく懐かしいおまち    －－－－進化進化進化進化－－－－    

商業者・観光まちづくり株式会社・商工会議所・市の 4者が一体となって、これま

での経験を活かし連携を図りながら、さらに「昭和の町」を“進化”させ、その活性

化に努めることとした。 

その具体的な手法として、昭和の建築物を活用した新たな拠点施設の整備、昭和の

店の拡大など「昭和の 4 つの“再生”」の推進、ニーズ・課題の解消のためのソフト

とハードの一体的整備を進め、観光客数の増大はもとより、滞在時間の延長を促すこ

とにより、観光消費額の増加を図り、商店街における従業員の増加等その波及効果を

地域に拡大させることとした。 

 

 

２２２２））））高齢者が楽しいおまち高齢者が楽しいおまち高齢者が楽しいおまち高齢者が楽しいおまち    －－－－創造創造創造創造－－－－    

空きビルを活用した高齢者の交流施設の整備、商店街に隣接するお寺等との連携、

空き店舗等を活用した高齢者にとって魅力ある店舗の誘致等、公共施設の集積やお寺

等の既存ストックも活用しながら、「健康と御利益」＝高齢の市民の交流の場として、

玉津地区に訪れるための動機を新たに付与するとともに、高田地区・昭和の町を訪れ

る観光客に対しても来街を促すなど、新しいまちづくりにチャレンジすることとした。 

 

 

３３３３））））わたってみたいおまちわたってみたいおまちわたってみたいおまちわたってみたいおまち    －－－－交流交流交流交流－－－－    

市の中心部を流れる桂川によって、2 分されている中心市街地の「弱み」を「強み」

へと転換させ、中心市街地全体の活性化を図ることとした。 

具体的な手法として、桂川に架かる桂橋を、「昭和の町」にマッチし、わたってみた

いと思う橋に架け替えることにより、「昭和の町」の景観統一を促進させ、玉津地区の

お寺等との連携による同地区への来街など、「昭和の町」における滞在時間の延長をさ

らに促進させることとした。 

また、「昭和の町」の魅力アップや高田側で行うニーズ・課題の解消のための公園整

備等により、玉津側から高田側への市民の来街も促進させるなど、双方で行うまちづ

くり施策の相乗効果を図ることとした。 
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（３）第１期中心市街地活性化基本計画に基づく各種事業の実施状況 

１１１１））））土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に、公園、駐車場等の公共の用に、公園、駐車場等の公共の用に、公園、駐車場等の公共の用に

供する施設の整備その他の市街地の整備改善供する施設の整備その他の市街地の整備改善供する施設の整備その他の市街地の整備改善供する施設の整備その他の市街地の整備改善のための事業に関する事項のための事業に関する事項のための事業に関する事項のための事業に関する事項    

○認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業○認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業○認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業○認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業    

事業名 
①桂橋道路改築事業 

②桂橋道路改築と併せた美装化事業 

実施主体 豊後高田市 

実施年度 

(計画年度) 

①平成 19 年度～平成 22 年度 （平成 19 年度～平成 22 年度） 

②平成 20 年度～平成 22 年度 （平成 20 年度～平成 22 年度） 

実施場所 桂橋 

事業概要 

本市の中心市街地には 8商店街があり、市内の中心を流れる桂川によ

って、西側に 6商店街、そして東側に 2商店街と 2 分されている。「昭

和の町」の取り組みにより、かつての賑わいを取り戻しているのは、西

側の 6商店街であり、東側の 2商店街については、依然として人通りも

少なく低迷している状態が続いていた。 

そのため、川により 2 分されている地

形を逆に活かし、桂橋を多くの観光客が

訪れる「昭和の町」にマッチした橋へと

整備し、橋りょう等に「昭和」の雰囲気

を醸し出す美装化を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 
「昭和の町」にマッチした橋が完成し、まちなかの魅力向上と西側商

店街、東側商店街の回遊性の向上に貢献できた。 

 

事業名 
①中央公園改修事業 

②高質空間形成施設（中央公園遊具等整備事業） 

実施主体 豊後高田市 

実施年度 

(計画年度) 

①平成 20 年度～平成 22 年度 （平成 20 年度～平成 22 年度） 

②平成 22 年度 （平成 22 年度） 

実施場所 中央公園 

事業概要 
中央公園は、市街地の中心に位置し、利用者は市民をはじめ、「昭和

の町」の来訪者で、各イベントに活用されていた。しかし、昭和 50 年

〈改修前〉 〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉    
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に建設され、遊具などの公園施設も老朽化が進み、また、隣接する旧保

育園の用地の有効活用も課題となっていた。 

このような状況から、市民、観光客双方

にとって魅力ある憩いの場として、公園改

修を行った。併せてコンビネーション遊具

等を整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 
市内だけでなく市外から親子連れなど多くの来訪者があり、中心市街

地の活性化に大きく貢献できた。 

 

事業名 

①地域生活基盤施設（昭和の町バス駐車場） 

②地域生活基盤施設（中央商店街駐車場） 

③市道金谷町新地線改修事業 

実施主体 豊後高田市 

実施年度 

(計画年度) 

①平成 20 年度～平成 22 年度 （平成 20 年度～平成 22 年度） 

②平成 20 年度～平成 22 年度 （平成 20 年度～平成 22 年度） 

③平成 20 年度～平成 21 年度 （平成 20 年度～平成 21 年度） 

実施場所 中央商店街駐車場等 

事業概要 

中央商店街駐車場は、大型バスと自家用車等との駐車場を兼ねていた

ため、急増した「昭和の町」の来訪者及び市民の商店街利用者の駐車ス

ペースが不足していた。 

その課題解消を図るため、中央公園用地の一部を用途変更して大型バ

ス専用の駐車場を整備し、併せて中央商店街駐車場を自家用車等の専用

駐車場として再整備した。また中央公園及び周辺駐車場の整備に伴い、

隣接する市道及び用水路の改修を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 地域生活基盤施設（昭和の町バス駐車場、中央商店街駐車場）の整備

〈改修前〉 〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉    

〈改修前〉 〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉    
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は、中心市街地の現状分析と市民ニーズで最も必要性・要望が高かった

事項であり、本事業の実施により、課題の解消が図られ、中心市街地の

活性化に大きく貢献できた。 

    

２２２２））））都市福利施設を整備する事業に関する事項都市福利施設を整備する事業に関する事項都市福利施設を整備する事業に関する事項都市福利施設を整備する事業に関する事項    

○○○○認定と認定と認定と認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業    

事業名 ①地域創造支援事業（拠点施設活用事業） 

実施主体 豊後高田市 

実施年度 

(計画年度) 
①平成 18 年度～一部未着工（平成 18 年度～平成 23 年度） 

実施場所 昭和の町、玉津地区 

事業概要 

平成 19 年度に玉津商店街の中にある旧金融機関の建物を取得、周辺

施設との機能分担・連携状況を踏まえた上で、拠点施設としての活用の

あり方について検討を行い、平成 21 年度に同建物を活用した高齢者交

流施設を整備した。 

また、平成 18 年度に「昭和の町」の中にある拠点遊休地を取得、そ

の用地に平成 23 年度までに昭和の暮らし体験広場等を再現する予定で

あったが、より魅力あるコンセプトによる整備を目指すこととして、引

き続き検討しており、第１期基本計画期間内では整備ができない見込み

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 

高齢者交流施設では、元気な高齢者向けデイサービス事業とコミュニ

ティカフェを運営する「玉津座 銀鈴堂」として平成 22 年 4 月にオープ

ン。郊外で実施していたデイサービス事業を中心市街地へ移設したこと

により、事業内容の充実に加え、利用者の買物の利便性が向上、中心市

街地の活性化に大きく貢献できた。 

一方、「昭和の町」の拠点施設整備については、未着工となっている。

（詳細な分析については p.18･19 を参照） 

 

〈改修前〉 〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉    
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事業名 ①図書館建設事業 

実施主体 豊後高田市 

実施年度 

(計画年度) 
①平成 23度～ （平成 23 年度～平成 24 年度） 

実施場所 玉津・御玉地区 

事業概要 

老朽化・狭小化した中心市街地区域内の図書館を見直し、区域の中で

も特に公共施設が集積し、徒歩や自転車でのアクセス面でも利便性の高

い場所に新図書館を建設中である。 

本来の図書館機能の充実に加え、

市民講座や読み聞かせなど、世代間

交流事業を展開する空間を創出す

るほか、定住対策としても重要な要

素である子育てや教育（学び）の観

点も含めた魅力ある都市空間機能

を整備する。また、観光情報の発信

も図ることで、同区域への新たな来

街目的を付与する。 

評価 
平成 23 年度から予定通り着工し、平成 24 年度中の開館を目指してい

る。 

 

３３３３））））公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供住宅供給事業その他の住宅の供住宅供給事業その他の住宅の供住宅供給事業その他の住宅の供

給のための事業及び当該事業と一体として行給のための事業及び当該事業と一体として行給のための事業及び当該事業と一体として行給のための事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事う居住環境の向上のための事う居住環境の向上のための事う居住環境の向上のための事

業等に関する事項業等に関する事項業等に関する事項業等に関する事項    

該当なし 

    

４４４４）中小小売商業高度化事業、）中小小売商業高度化事業、）中小小売商業高度化事業、）中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性特定商業施設等整備事業その他の商業の活性特定商業施設等整備事業その他の商業の活性特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化の化の化の化の

ための事業及び措置に関する事項ための事業及び措置に関する事項ための事業及び措置に関する事項ための事業及び措置に関する事項    

①①①①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業    

事業名 ①地域創造支援事業（店舗修景事業） 

実施主体 豊後高田市観光まちづくり会社／商工会議所 

実施年度 

(計画年度) 
①平成 18 年度～平成 22 年度 （平成 18度～平成 22 年度） 

実施場所 西側商店街（昭和の町） 

事業概要 

商店街における店舗の外観を、その建物本来が持つ素材を活かしなが

ら、その店舗が建てられた年代や建築様式にあうような昔ながらの素材

の趣を活かした外観や看板に改修し、「昭和 30 年代」をテーマとした昭

和の街並み景観整備を行った。 

さらなる観光客の増加を図るため、引き続き、『昭和 30 年代』をテー

マとした個店づくりを行うものであり、「昭和の４つの“再生”」のうち

「昭和の建築再生」に該当する取り組みである。 

〈〈〈〈新図書館整備イメージ新図書館整備イメージ新図書館整備イメージ新図書館整備イメージ〉〉〉〉    
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評価 
『昭和 30 年代』をテーマとした個店づくりの推進が図られ、さらな

る観光客の増加に大きく貢献できた。 

  
事業名 ①地域創造支援事業（空き店舗・空家活用事業） 

実施主体 豊後高田市観光まちづくり会社／商工会議所 

実施年度 

(計画年度) 
①平成 18 年度～平成 22 年度 （平成 18度～平成 22 年度） 

実施場所 西側商店街・東側商店街 

事業概要 

商店街のにぎわいを一層増大させ、商業

活性化につなげるため、「昭和の町」に存

在する空き店舗・空家を活用して、新規開

業者への紹介・起業支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 
西側・東側商店街のにぎわいに寄与し、中心市街地の活性化に大きく

貢献できた。 

 

〈改修前〉 〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉    

〈改修前〉 〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉〈改修後〉    
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事業名 
実施主体 

実施年度 
事業内容 評価 

ま ち の 魅力度

調査 

豊後高田市 

H22 年度 

中心市街地全体の魅力度についてア

ンケート調査等により都市再生整備計

画事業（まちづくり交付金事業）の事後

評価を実施した。 

継続的なまちづ

くりに貢献した。 

地元ま ちづく

り活動支援 

豊後高田市 

H18～H22 年度 

官・民一体となったまちづくりを行う

ことへの意識の醸成を図るため、今後の

まちづくりの方向性についての協議・研

究に対して支援を行った。 

中心市街地活性

化協議会構成員

等のまちづくり

に対する意識醸

成に貢献した。 

地元ま ちづく

り活動支援（昭

和の町誕生 10

周年記念行事

実 行委員会活

動支援） 

豊後高田市 

H22 年度 

「昭和の町」が誕生 10周年を迎える

にあたり、記念行事の検討や記念品、共

通ロゴ等各種ツールの検討・作成等を行

う実行委員会に対し支援を行った。 

関係者のコンセ

ンサス形成 と 、

「昭和の町」の魅

力向上に貢献し

た。 

中 心 市 街地活

性 化ソフト事

業（昭和ロマン

蔵北蔵オープ

ニ ングイベン

ト） 

豊後高田市観

光まちづくり

会社 

H19 年度 

昭和ロマン蔵北蔵のオープニングに

あわせて、イベントを実施した。 

「昭和の町」のさ

らなる活性化に

貢献した。 

地 域 創 造支援

事業（昭和のボ

ンネッ トバス

活用支援事業） 

豊後高田市観

光協会 

H21～H22 年度 

平成 21 年度に導入した「昭和のボン

ネットバス」を活用した新たなイベント

等の事業に対して支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「昭和の町」の新

たな魅力のツー

ルとなり、中心市

街地の活性化に

貢献した。 

    

②②②②中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業    

事業名 
実施主体 

（実施年度） 
事業内容 評価 

豊後高田「昭和

の町」・懐かし

さ再発見・創造

プロジェクト 

商工会議所 

H20 年度 

「昭和の町」のコンセプトをブラッシ

ュアップさせるため、新たな魅力発信シ

ステムを構築、「昭和検定」を開発・実

施した。 

昭和の魅力再発

見に寄与でき、

「昭和の町」の

コンセプトのブ

ラッシュアップ

に貢献した。 
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高 齢 者 が楽し

い「おまち」推

進事業 

 

 

商工会議所 

H21～H23 年度 

玉津地区において「遊んで楽しいおま

ち」のキーワードに基づき、玉津地区の

空き店舗を活用して囲碁や将棋、スマー

トボールができる施設「遊戯館」を整備

し、運営を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉津地区におけ

る「高齢者が楽

しいおまち－創

造－」を目標と

する中心市街地

の活性化に貢献

した。 

農 林 水 産 直

売・食材提供供

給施 設 整備事

業 

豊後高田市 

H21 年度 

玉津地区において「交流する楽しいお

まち」のキーワードに基づき、地元農産

物等の直売やその農産物等を使用した

加工品や飲食ができる施設「夢むすび」

を整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉津地区におけ

る「高齢者が楽

しいおまち－創

造－」を目標と

する中心市街地

の活性化に貢献

した。 

    

③③③③国の支援がないその他の事業国の支援がないその他の事業国の支援がないその他の事業国の支援がないその他の事業    

事業名 
実施主体 

（実施年度） 
事業内容 評価 

事 業 活 用調査

（ 街 な み修景

のあり 方検討

調査） 

豊後高田市 

H23 年度 

商店街の店舗修景はもちろん、道路

等の公共空間を含めた「昭和の町」全

体として統一感のある街なみ景観を目

指し、景観形成の基本的な方向性につ

いて検討した。 

「昭和の町」の景

観的な魅力アッ

プに貢献した。 

チャレ ンジシ

ョッ プネクス

ト事業 

商工会議所 

H20 年度～ 

商店街の店舗を活用して、地場産品

等を取り扱う事業者等に短期間貸し出

し、「昭和の町」への本格出店（空き店

舗解消）を促す事業を実施した。 

平成 20 年度から

実施をしている

が、これまで実績

がなく、事業効果

が現れていない

状況にある。 

昭 和 の 町マイ

バッ ク 推進実

証事業 

豊後高田市 

Ｈ20 年度 

マイバック運動の推進によるごみ減

量化及び商店街振興を図る目的で、「昭

和の町」でマイバック運動を実施した。 

環境にやさしい

地域づくりの推

進に貢献した。 
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旧大分 合同銀

行整備事業/旧

大分 合同銀行

活用検討事業 

豊後高田市観

光まちづくり

株式会社 

H19 年度 

 

平成 14年の駄菓子屋の夢博物館、平

成 16 年の昭和の絵本美術館、平成 18

年の旬彩南蔵、平成 19 年の昭和の夢町

三丁目館に続く新たな観光拠点施設と

して、「昭和の町」に眠る未活用の「昭

和の建築物」を改修、整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「昭和の町」のさ

らなる魅力アッ

プにより、観光客

の増加、滞在時間

の増加、それに伴

う観光消費額の

増加につながり、

中心市街地の活

性化に貢献した。 

豊 後 高 田昭和

の 町ノスタル

ジック“昭和”

広告事業 

4 商店街及び

豊後高田市観

光まちづくり

株式会社 

H20 年度 

商店街街路灯に「昭和の町」にふさ

わしい企業広告を設置し、景観統一の

促進と自主財源の確保の一体的な取り

組みを行った。 

景観統一の促進

等が図られ、中心

市街地の活性化

に貢献した。 

商店街ＣＡＴＶ活

用調査事業 

商工会議所 

H19 年度 

商工会議所、観光まちづくり株式会

社、市商店街連合会が「商店街ＣＡＴV

活用調査研究会」を設置し、市と連携

してCATVを使った商品の宣伝や宅配シ

ステムの調査・検討を行う活動に対し

て支援を行った。 

居住者向けサー

ビスとして、既存

商店街における

商 品 の 販 売 に

CATV を活用する

ことにより、今後

の高齢化を視野

に入れた、新しい

商店街活性化の

きっかけづくり

に貢献した。 

お ま ち にぎわ

い 創 出イベン

ト事業 

商工会議所 

H19 年度～ 

玉津地区を中心とした、地元のまち

づくりに対する機運の高まりにあわ

せ、地元の史跡・お寺等といった豊富

な地域の特色を活かした、「高齢者に魅

力ある商店街」「地区にとって新たな社

会的役割をつける」まちづくりという

基本コンセプトを設定し、それに基づ

く新たなイベントを実施した。 

地元の高齢者や

「昭和の町」に訪

れた多くの観光

客が玉津地区を

訪れ、活性化に大

きく貢献した。 

昭和の町・新拠

点施設オープニ

ングイベント 

豊後高田市観

光まちづくり

株式会社 

当初 H20･21 年度

実施予定 

⇒未実施 

「昭和の町」に新たな拠点施設を整

備し、そのオープニングに伴い、イベ

ントを実施する予定としていた。 

昭和の町・新拠点

施設整備の遅延

に伴い、イベント

は未実施である。 

新桂橋オープニ

ングイベント 

豊後高田市 

当初 H23 年度

に実施予定 

⇒H22年度実施 

市発展の“架け橋”新桂橋開通に伴

い、オープニングイベントを実施した。 

にぎわいの向上

に貢献した。 
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旧車ミーティ

ング「昭和の町

レ ト ロカー大

集合」 

｢昭和の町レト

ロカー大集合｣

実行委員会 

H15 年～ 

「昭和の町」及び豊後高田市全域の

観光 PR と誘客効果を図ることを目的

に、恒例イベントとして実施している。 

交流、にぎわいの

向上、魅力アップ

に貢献している。 

昭 和 の 町キャ

ンドルナイト 

豊後高田市 

H18 年～ 

環境と商業の一体的推進を図るた

め、「昭和の町」において、最小の電力

でスローな時間を過ごすイベントを実

施している。 

「昭和の町」の魅

力アップに貢献

している。 

昭 和 の 町打ち

水大作戦／ゆ

かたDEナイト

in昭和の町 

豊後高田市 

H17 年～ 

地球温暖化対策や循環型社会を目指

す取り組みとして毎年 8 月を「打ち水

月間」として打ち水の習慣化を図って

いるが、そのオープニングセレモニー

として商店街の“土曜夜市”に併せて、

「昭和の町打ち水大作戦」を実施して

いる。 

また、あわせて夏の風物詩である浴

衣を着て、昔懐かしい商店街を散策す

る取り組みも実施している。 

にぎわいの向上、

商店街の活性化

に貢献している。 

豊 後 高 田昭和

の 町 街並みめ

ぐり 

豊後高田街並

みめぐり実行

委員会 

H10 年～ 

8 商店街の店舗が参加し、古くからの

店が建ち並ぶ通りをギャラリーに見立

て、各店舗のショーウインドーや店内

で、古い民具や骨董品、手作りの作品

などを展示。買い物客の減った商店街

に人を呼び戻し、商業の活性化を図る

ため行われている。 

「昭和の町」の取

り組みの素地と

なり、交流・にぎ

わいの創出、回遊

性の向上に貢献

している。 

昭 和 の 町豊後

高 田 おひなさ

まめぐり 

豊後高田街並

みめぐり実行

委員会 

H11 年～ 

8 商店街の店舗が参加し、古くからの

店が建ち並ぶ通りをギャラリーに見立

て、各店舗のショーウインドーや店内

で、おひなさまを展示。買い物客の減

った商店街に人を呼び戻し、商業の活

性化を図るため行われている。 

「昭和の町」の取

り組みの素地と

なり、交流・にぎ

わいの創出、回遊

性の向上に貢献

している。 

おかみさん市 おかみさん市

の会 

H12 年～ 

大型店が商店街から撤退し、深刻な

打撃を被ったため、商店街のおかみさ

んたちによる“市”を開催。毎月第 2・

4 日曜日におかみさんたちが昔なつか

しい割烹着、気前のいいサービスで商

店街に活気を呼び寄せている。 

「昭和の町」の取

り組みの素地と

なり、交流・にぎ

わいの創出、回遊

性の向上に貢献

している。 

宝来祭り 豊後高田市商

店街連合会 

H16 年～ 

毎年 1 月に市の中心部、桂川で行わ

れる伝統行事『ホーランエンヤ』にあ

わせて、振舞酒の提供や豪華景品が当

たる抽選会などを行い、商店街への集

客を図っている。 

にぎわいの創出、

回遊性の向上等

商店街の活性化

に貢献している。 

昭 和 の 町なみ

スタンプラリー 

豊後高田市商

店街連合会 

H18 年～ 

平成 19年から祝日法の改正で、4月

29 日が「昭和の日」となったことを記

念して大型連休中に開催しているイベ

ント。 

8 商店街が参加し、商店街の町なみを

楽しみながらスタンプを集め、抽選で

賞品も用意するなど、「昭和の町」の集

客や滞在時間の延長を図っている。 

にぎわいの創出、

回遊性の向上等

商店街の活性化

に貢献している。 
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仏の里・昭和の

町 豊 後 高田五

月祭 

仏の里・昭和の

町豊後高田五

月祭委員会 

継続実施 

毎年 5 月に、2 日間にわたり市をあ

げて、中心市街地の商店街駐車場を中

心に開催され、様々なイベントが実施

される。2日目には、「昭和の町」をコ

ースの一部とした「ふれあいマラソン

大会」を開催し、全国から数多くのラ

ンナーが集まっている。これらの相乗

効果で商店街の活性化を図っている。 

交流・にぎわいの

創出、回遊性の向

上等商店街の活

性化に貢献して

いる。 

高 田 観 光盆踊

り大会 

高田観光盆踊

り大会実行委

員会 

継続実施 

毎年 8 月に、「昭和の町」を約 1,000

人の踊り子が練り歩くイベント。文化

の振興と商店街の活性化を図ってい

る。 

伝統文化の振興、

にぎわいの向上

に貢献している。 

昭 和 の 町エコ

マネー事業 

豊後高田市 

H16 年～ 

豊かな自然を守り、環境に配慮した

快適な美しいまちづくりを推進し、リ

サイクル（再利用）リユース（再使用）、

リデュース（減量）を住民に意識付け

するための起爆剤として、“昭和の町エ

コマネー”を発行し、清掃活動やリサ

イクル活動に参加した市民等に配布、

エコ商品との交換などを行うことで、

「昭和の町」づくりの意識の醸成と環

境に優しいまちづくりを進めている。 

「昭和の町」の魅

力アップに貢献

している。 

昭 和 の 町クリ

ーン大作戦 

豊後高田市及

び豊後高田市

青少年健全育

成市民会議 

H16 年～ 

中央公園で市民参加による一斉清掃

活動を行い、市民の環境保全意識の高

揚を図り、「昭和の町」の環境美化を保

つことで、訪れる観光客に配慮したま

ちづくりを行っている。 

「昭和の町」の魅

力アップに貢献

している。 

うぃーらぶ 

玉津寄席 

豊後高田市 

H22 年～ 

玉津地区において「集まる」のキー

ワードに基づき、拠点施設活用事業で

整備した玉津地区高齢者交流施設を活

用して、高齢者の娯楽文化としての落

語会を定期開催している。 

玉津地区におけ

る「高齢者が楽し

いおまち－創造

－」を目標とする

中心市街地の活

性化に貢献して

いる。 

    

５５５５））））1111))))からからからから 4444))))までに掲げる事業及び措置と一体的に推進すまでに掲げる事業及び措置と一体的に推進すまでに掲げる事業及び措置と一体的に推進すまでに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項る事業に関する事項る事業に関する事項る事業に関する事項    

事業名 
実施主体 

（実施年度） 
事業内容 評価 

市民乗合いタ

クシー事業 

豊後高田市 

H19 年度～ 

高齢者等の通院、買い物など、車を運

転しない者の日常生活の移動手段を確保

することにより、福祉・日常生活の利便

性の向上を図る。また地域の活性化に資

することを目的に、区域内における路線

バスの代替として、運行している。 

中心市街地への

アクセス向上を

図ることにより、

中心市街地の活

性化に貢献して

いる。 
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（４）第１期基本計画に基づく各種事業の進捗状況の把握 

第１期基本計画では、中心市街地活性化の目標を設定し、その達成に資する計 45

の事業を設定した。各種事業の進捗状況は下記のとおりとなっている。 

 

〈第１期基本計画に掲載している事業の進捗状況（平成 23 年 10 月現在）〉 

 事業数事業数事業数事業数    実施数実施数実施数実施数    未実施数未実施数未実施数未実施数    実施率実施率実施率実施率    

1111    市街地の整備改善のための事業市街地の整備改善のための事業市街地の整備改善のための事業市街地の整備改善のための事業    7 7 0 100.0％ 

2222    都市福利施設を整備する事業都市福利施設を整備する事業都市福利施設を整備する事業都市福利施設を整備する事業    2 1 1 50.0％ 

3333    居住環境の向上のための事業居住環境の向上のための事業居住環境の向上のための事業居住環境の向上のための事業    0 － － － 

4444    商業活性化のための事業商業活性化のための事業商業活性化のための事業商業活性化のための事業（※）（※）（※）（※）    35 33 2 94.3％ 

5555    1111 からからからから 4444 までに掲げる事業と一体的に推進する事業までに掲げる事業と一体的に推進する事業までに掲げる事業と一体的に推進する事業までに掲げる事業と一体的に推進する事業    1 1 0 100.0％ 

計計計計    45 42 3 93.3％ 

※再掲の事業を含む 

 

旧基本計画では、事業の進捗が非常に悪く、第１期基本計画策定時にはその原因と

して、下記の点を反省事項としてあげている。 

 

全体の事業の進捗状況は、平成 18 年度末で約 18％、このうち、短期（3 年以内に

実施）としていた事業の進捗状況については、約 33％となっている。このことにつ

いては、旧基本計画策定当時、昭和の町の取り組みを始めて 2 年ほどしか経過して

おらず、客観的データの分析・把握に基づくものではなかった点が大きい。 

とにかく『ブームを一過性のものに終わらせないため』、事業主体、実施主体が不

明確で、『実施が必要な施策』というよりも『実施を検討すべき施策』という意味合

いが強く、実効性が欠如した事業も多くあったことからである。これらは十分に反

省しなければならない。 

 

以上の反省に基づき、第１期基本計画の策定に際しては、中心市街地を東側・西側

に分けて、それぞれの地区において徹底的な現状分析を行い、「強み」「弱み」の洗い

出しを行った。 

その分析・把握を踏まえ、『実施を検討すべき施策』ではなく、中心市街地活性化の

ために効果があり、目標達成のために真に『実施が必要な施策』を、商業者、商工会

議所、観光まちづくり株式会社及び市の 4者連携のもとで議論を重ねて検討したもの

を盛り込んだ。その結果が、事業進捗率 93.3％（全体）という高い数値に現れている。

このことは、十分評価できるものと考えている。 
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（５）第１期基本計画掲載事業のうち遅延となった事業、その原因分析及び今後の展開 

１１１１）遅延事業）遅延事業）遅延事業）遅延事業    

○○○○地域創造支援事業（拠点施設活用事業）地域創造支援事業（拠点施設活用事業）地域創造支援事業（拠点施設活用事業）地域創造支援事業（拠点施設活用事業）    

本事業は、西側商店街の中にある拠点遊休地（旧金融機関跡地）を取得し、その用

地に昭和の暮らし体験広場等を再現（西側商店街の新たな観光拠点施設を整備）する

ものであった。 

〈本事業の位置付け〉 

項項項項        目目目目    事事事事    業業業業    名名名名    

都市福利施設を整備する事業都市福利施設を整備する事業都市福利施設を整備する事業都市福利施設を整備する事業    地域創造支援事業（拠点施設活用事業） 

商業の活性化のための事業商業の活性化のための事業商業の活性化のための事業商業の活性化のための事業     〃 

    〃〃〃〃    昭和の町・新拠点施設オープニングイベント 

計計計計    3 事業 

 

 

２２２２）遅延となった原因・分析）遅延となった原因・分析）遅延となった原因・分析）遅延となった原因・分析    

①①①①外的要因外的要因外的要因外的要因    

「昭和の町」の観光入り込み客数は順調に伸び続け、平成 19 年には当初の目標を大

きく上回る 36万人となった。しかし、事業着手を本格的に開始しようとした平成 20

年の秋、世界同時不況が発生し、その後の景気低迷の影響を受けて、同年の観光客は

30 万人まで落ち込んだ。平成 13 年の「昭和の町」誕生以来、右肩上がりで伸び続け

てきた観光客が初めて減少した。 

また「昭和の町」の観光客数に占める団体客数の割合は、平成 17 年度では、全体の

46％を占めていたが、年々減少し、平成 21 年度には 27％となり、個人客数の割合が

全体の 73％を占めるまでに至った。 

以上のように、当初予測できなかった観光トレンドの大きな変化により、「昭和の町」

の中心部に位置し、重要な拠点施設の整備となる本事業については、安易なアイデア

ではなく、整備内容を抜本的に見直し、より慎重かつ積極的に検討した方がよいとい

う判断に至った。そのため、事業着手の時期を延期することとした。 

 

②②②②内的要因内的要因内的要因内的要因    

本事業の当初の整備方針では、昭和の民家、校舎、商家を再現した昭和の暮らし体

験広場等を整備するものであった。しかし、平成 19 年 4 月には拠点施設である「昭和

ロマン蔵（平成 14 年整備）」内に、昭和の民家、学校の教室等を再現し、昭和の暮ら

しを体験できる施設としての要素を兼ね備えた「昭和の夢町三丁目館」をオープンさ

せた。 

したがって、本事業のコンセプトと重複する部分も多く、より魅力ある誘客施設と

して整備するため、インパクトあるコンセプトにする必要性があった。 
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③③③③本事業に係る動き本事業に係る動き本事業に係る動き本事業に係る動き    

平成 18年度 用地取得 

平成 20年度 世界同時不況、景気低迷・「昭和の町」が初めて観光客減少を経験 

平成 21年度 本事業着手を延期 

中心市街地活性化協議会に大分銀行跡地活用ワーキンググループを設置 

本事業について再検討を開始 

平成 22年度 再検討（コンセプト検討） 

平成 23年度 「昭和の町展示館」を活用し、実証事業を実施 

 

 

３３３３））））本事業の今後の展開本事業の今後の展開本事業の今後の展開本事業の今後の展開    

平成 21 年度に大分銀行跡地活用ワーキンググループを設置し、本事業をコンセプト

から再検討する作業を開始した。 

これまでの「昭和の町」の整備状況等を分析した結果、昭和を「見る」、「食す」、「体

感」する施設の整備はできているが、昭和という文化を「学ぶ」ことができる施設が

必要ではないかという一つの方向性が示された。 

昭和という時代を“学び”、各年代それぞれに本当の「昭和」を理解してもらうこと

とあわせ、地域住民と観光客の交流の場となる施設を整備することにより、真に愛さ

れる「昭和の町」につながっていくのではないかと考えた。 

以上のことから、平成 23 年 10 月から「昭和の町展示館」を活用し、平成 24 年度以

降の「昭和の町新拠点施設整備事業」に繋げるための実証事業（緊急雇用創出事業を

活用）を実施している。 
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（６）第１期基本計画目標の達成状況について 

１１１１）目標達成の見通し）目標達成の見通し）目標達成の見通し）目標達成の見通し    

目標目標目標目標    目標指標目標指標目標指標目標指標    基準値基準値基準値基準値    目標値目標値目標値目標値    最新値最新値最新値最新値    達成見通し達成見通し達成見通し達成見通し    

いとおしく懐かしいおまち 

－進化－ 

①豊後高田昭和の

町の年間観光入り

込み客数 

259,647人 

（H17年） 

400,000人 

（H23年） 

329,968人 

（H22年） 

達成見込み 

（※） 

②豊後高田昭和の

町の観光客滞在時

間の増（滞在時間が

2 時間を超える観

光客の割合） 

26％ 

（H18年度） 

36％ 

(H23年度) 

18.5％ 

（H22年度） 

達成見込み 

（※） 

高齢者が楽しいおまち 

－創造－ 

③玉津地区“豊後高

田昭和の町”高齢者

交流施設の入り込

み客数 

-人 

（H18年度） 

3,600人 

(H23年度) 

7,031人 

(H22年度) 
達成見込み 

※上記表の目標指標①及び②については、平成23年度の昭和の町誕生10周年記念行事・関連

イベント等の影響により達成が見込まれる。ただし、昭和の町誕生10周年は当該年度のみの事象

であることから、一時的な達成と考えられる。 

 

２２２２）目標毎の数値分析）目標毎の数値分析）目標毎の数値分析）目標毎の数値分析    

①昭和の町の年間観光客入り込み客数①昭和の町の年間観光客入り込み客数①昭和の町の年間観光客入り込み客数①昭和の町の年間観光客入り込み客数    

■■■■目標設定の考え方目標設定の考え方目標設定の考え方目標設定の考え方（第（第（第（第 1111 期基本計画から抜粋）期基本計画から抜粋）期基本計画から抜粋）期基本計画から抜粋）    

平成 17 年の「昭和の絵本美術館」開館に伴う観光客数の増加実績を踏まえ、当該

美術館の面積当たりの観光客増加数を、新たに整備される施設の面積に乗じること

で、新規施設整備に伴う入り込み客数増加分を予測し、目標値として設定した。 
 

〈新規施設整備による観光入り込み客数の増加予測〉 

施設名施設名施設名施設名    施設面積施設面積施設面積施設面積    入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分    備備備備    考考考考    

昭和の絵本美術館（既存）昭和の絵本美術館（既存）昭和の絵本美術館（既存）昭和の絵本美術館（既存）    143 ㎡ 観光客数の増：約 10,000 人 実績値[H17] 

新
規
施
設

新
規
施
設

新
規
施
設

新
規
施
設
    

昭和の夢町三丁目館昭和の夢町三丁目館昭和の夢町三丁目館昭和の夢町三丁目館    633 ㎡ 10,000×633/143≒45,000 人 予測値[H19] 

旧大分合同銀行旧大分合同銀行旧大分合同銀行旧大分合同銀行    356 ㎡ 10,000×356/143≒25,000 人 予測値[H20] 

野村財閥屋敷跡（大野村財閥屋敷跡（大野村財閥屋敷跡（大野村財閥屋敷跡（大分銀行後）分銀行後）分銀行後）分銀行後）    945 ㎡※ 10,000×945/143≒67,000 人 予測値[H21] 

新規増加分計新規増加分計新規増加分計新規増加分計    1,9641,9641,9641,964 ㎡㎡㎡㎡    137,000137,000137,000137,000 人人人人        

※敷地面積 1,182 ㎡×建ぺい率 80％＝945 ㎡ 
 

平成 17 年入り込み客数+新規施設整備による入り込み客数増加分 

=259,647 人+137,000 人=396,647 人 ≒ 400,000400,000400,000400,000 人人人人    

 

「昭和の町」については、「昭和の夢町三丁目館（昭和ロマン蔵）」「旧大分合同銀行

整備事業（昭和の町展示館）」などの整備をはじめ、昭和時代の商店街をモチーフとし

た店舗の修景事業が進むとともに、昭和にちなんだ様々なイベントが催されるなど、

観光入り込み客数増加に資する取り組みが着実に効果をあげている。 
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〈昭和の町の年間観光入り込み客数推移〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（豊後高田市資料より） 

 

平成 20 年の観光入り込み客数は、前年の「昭和の夢町三丁目館（昭和ロマン蔵北蔵）」

のオープン、「昭和の日」にちなんだイベント等の効果が落ち着いたことや、景気低迷

の影響などにより、306,844 人と急激に増加した平成 19 年（361,320 人）に対して減少

した。 

しかし、平成 21 年については、昭和の町展示館のオープン、土日祝日におけるＥＴ

Ｃ割引の効果や、新たな魅力を生むツールとして導入したボンネットバス「昭和ロマ

ン号」に運行等によって再び増加に転じ、平成 20 年を上回る 333,488 人となった。 

平成 22 年については、例年にない猛暑と寒波の影響等により、329,968 人と伸び悩

んだものの、特殊要因であり、増加基調に大きな変化はないと思われる。 

また、平成 22 年度については、中心市街地に位置する中央公園について、市民、観

光客双方にとって魅力ある憩いの場となるように全面改修を行った。さらに同年、高

田地区・玉津地区を分断する桂川に架かる桂橋を改修・美装化し、市民はもとより観

光客を含め、両地区双方から「わたってみたい」と思わせる橋として整備を行った。

これらの事業により、本目標の達成に向けて、大きく前進できたと考えられる。 

しかし、主要事業の一つである野村財閥屋敷跡（大分銀行跡地）における拠点施設

活用事業については、第１期基本計画期間内で整備できない見込みである。遅延の理

由（p.18･19 に詳細に分析）は、平成 20 年の観光入り込み客数の減少等を受けて、よ

り慎重かつ積極的に整備内容を再検討することが必要と判断したためである。当該事

業については、平成 21 年度より中心市街地活性化協議会に大分銀行跡地ワーキンググ

ループを設置し、より魅力あるコンセプトによる整備を図るため、全面的な整備案の

見直しを行っている。 

p.20 の表にもあるように、第１期基本計画策定当初、当該事業の実施により、最終

的に目標 400,000 人の達成を目指すものであったが、当該事業遅延の影響分を他事業の

強化で補完することにより、目標達成を目指している。 

25,71225,71225,71225,712

80,52880,52880,52880,528

202,334202,334202,334202,334

249,392249,392249,392249,392

基準値基準値基準値基準値

259,647259,647259,647259,647
275,260275,260275,260275,260

361,320361,320361,320361,320

306,844306,844306,844306,844

333,488333,488333,488333,488
329,968329,968329,968329,968
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前述の平成 22 年度に整備した「昭和の町にマッチ」した魅力ある桂橋、広大な芝生、

野外イベント広場、小さな子どもから楽しめる巨大なコンビネーション遊具を備えた

中央公園の完成により誘客効果が期待できる。また「昭和の町」が誕生 10周年を迎え

るにあたって、記念事業や関連イベントなどを実施している。そのため観光客増加に

資する要素は十分備えていると考えられ、これらの事業を着実に実行することにより、

最終的な目標達成は可能だと思われる。ただし、「昭和の町」誕生 10周年は平成 23

年度のみの事象であることから、一時的な達成と考えられる。 

 

②②②②「豊後高田昭和の町の観光客滞在時間「豊後高田昭和の町の観光客滞在時間「豊後高田昭和の町の観光客滞在時間「豊後高田昭和の町の観光客滞在時間の増の増の増の増」」」」    

■■■■目標設定の考え方目標設定の考え方目標設定の考え方目標設定の考え方（第（第（第（第 1111 期基本計画から抜粋）期基本計画から抜粋）期基本計画から抜粋）期基本計画から抜粋）    

平成 14 年の「駄菓子屋の夢博物館」開館、及び平成 17 年の「昭和の絵本美術館」

開館に伴う滞在時間延長の実績を踏まえ、当該施設面積当たりの滞在延長時間を、

新たに整備される施設面積に乗じることに加え、飲食施設である旬彩南蔵での滞在

時間を加味して、新規施設も含めた観光拠点施設等により期待できる滞在時間を予

測した。 

さらに、その他の施策展開等との相乗効果なども勘案しつつ、滞在時間が 2 時間

を超える個人の観光客数の割合を想定し、目標値として設定した。 
 

〈観光拠点施設等による期待できる滞在時間予測〉 

観光拠点施設等観光拠点施設等観光拠点施設等観光拠点施設等    施設面積施設面積施設面積施設面積    滞滞滞滞在時間在時間在時間在時間        

現行現行現行現行    

商店街回遊商店街回遊商店街回遊商店街回遊    － 60 分 
現行の滞在時間は計
約 90 分※1 駄菓子屋の夢博物館駄菓子屋の夢博物館駄菓子屋の夢博物館駄菓子屋の夢博物館    

昭和の絵本美術館昭和の絵本美術館昭和の絵本美術館昭和の絵本美術館    
計 741 ㎡ 30 分 

新規新規新規新規

施設施設施設施設    

昭和の夢町三丁目館（昭和ロ昭和の夢町三丁目館（昭和ロ昭和の夢町三丁目館（昭和ロ昭和の夢町三丁目館（昭和ロ

マン蔵の北蔵）、旧大分合同マン蔵の北蔵）、旧大分合同マン蔵の北蔵）、旧大分合同マン蔵の北蔵）、旧大分合同

銀行の空きビル、野村財閥屋銀行の空きビル、野村財閥屋銀行の空きビル、野村財閥屋銀行の空きビル、野村財閥屋

敷跡・大分銀行跡の施設敷跡・大分銀行跡の施設敷跡・大分銀行跡の施設敷跡・大分銀行跡の施設    

計 1,934 ㎡ 
30×1,934/741 

＝78 分の延長 
 

旬彩南蔵旬彩南蔵旬彩南蔵旬彩南蔵     60 分※2  

計計計計        228228228228 分分分分        

※1 現行の団体客案内コースから推計 
※2 旬彩南蔵は、飲食施設であり、滞在時間の延長には大きな効果が期待でき、食事時間等を勘案し

て 1 時間と推計 
 

拠点施設整備以外にも、商店街としての魅力向上に向け、まちづくりの 4つの“再

生”である「昭和の建築再生」「昭和の歴史再生」「昭和の商品再生」「昭和の商人再生」、

昭和の町のコンセプトをお客さんにきちんと伝える『ご案内人制度』についても引き

続き取り組みを続け、また店舗修景事業、昭和のイベントも実施することとしており、

上記の観光拠点施設整備等の相乗効果で昭和の町自体での回遊性等を高め、滞在時間

の延長を促すことは可能である。 

よって、平成 23 年における滞在時間が 2 時間を超える個人の観光客数の割合は、現

行の 26パーセントから 10パーセント増を目標とし、36％とする。 
 

現行の 26％＋10％ ＝ 36363636％％％％    
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観光入り込み客数同様、「豊後高田昭和の町の観光客滞在時間の増（滞在時間が 2

時間を超える観光客の割合）」についても、これまでの事業効果が着実に現れ、平成

20 年度では 28％と基準値である平成 18 年の数値を上回り、平成 21 年度についても、

30.3％と順調に増加した。 

これに伴い、一人当たりの観光消費額についても、平成 18 年度⇒平成 21 年度で、

3,233円⇒4,347円（1,114円増）となった。しかし滞在時間については、現況値の平成

22 年度には 18.5％とかなり低

い数値となり、目標達成はお

ろか、基準年度である平成 18

年度の 26％を大きく下回る結

果となった。 

そもそも、「昭和の町」に取

り組みにより、観光客の滞在時

間を延長させ、それに伴い観光

消費額を増加させることによ

り商店街の活性化を図るねら

いがあった。そのため、効果の

測定がしやすいと思われた滞

在時間の延長を指標として用

いた。 

 

右記グラフが示すとおり、

平成 21 年度までは滞在時間の

延長に伴い、観光消費額も伸び

ていたが、平成 22 年度につい

ては、滞在時間が大きく減少し

たにも関わらず、観光消費額は

4,285円と平成 21年度と比較し、

微減に留まっている。平成 22

年のフォローアップの調査で

は、観光消費額と滞在時間との

明確な因果関係は見られなか

った。 

 

本指標のフォローアップは、

来街者に対する年 2回（11 月、3 月の市内で大きなイベントがない日曜日）のアンケ

ート調査で把握しているが、平成 22 年の調査日の天候が非常に悪かったことが大きく

影響し、それがそのまま数値となって現れたと推測される。 

本目標については、上記のとおり、平成 22 年度は一時的に低い数値となっているも
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第一期計画期間第一期計画期間第一期計画期間第一期計画期間    

〈滞在時間が 2 時間を超える観光客の割合推移（個人客）〉

〈観光消費額と滞在時間の関係〉 

（昭和の町来街者アンケート調査より）

（商圏分析レポート A調査及び昭和の町来街者アンケート調査より）

第一期計画期間第一期計画期間第一期計画期間第一期計画期間    
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のの、全体としては、滞在時間は延長傾向にあると言え、①と同様に、平成 23 年度に

ついても観光客の滞在時間の延長に資する要素は十分備えており、最終的な目標達成

は可能だと考えている。ただし、本指標についても①と同様の理由により一時的な達

成と考えられる。 

また、本指標のフォローアップについては、予算等の制約もあり、年 2回の来街者

アンケートに頼る他方法がなく、また、調査日の天候、客層によって、数値結果に大

きく影響することが分かった。また、平成 22 年度に限っては観光消費額との関係を見

ても、必ずしも数値が実態を正確に現しているとは言い切れないことから、目標達成

の状況を測定する正式な指標としては、不確定な部分があると言える。 

 

③玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数③玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数③玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数③玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数    

■■■■目標設定の考え方目標設定の考え方目標設定の考え方目標設定の考え方（第（第（第（第 1111 期基本計画から抜粋）期基本計画から抜粋）期基本計画から抜粋）期基本計画から抜粋）    

玉津地区において、まちづくりの核となる高齢者交流施設の整備を予定しており、

当該施設では、高齢者交流スペースの整備を行い、さらにそのスペースを活用して、

元気な高齢者に昭和の回想法を通じて、デイサービス事業なども提供する予定であ

る。 

現在、市が行っているデイサービスの利用者数は、日平均 15 人程度であること

から、当該施設についても年間を通じて同等程度の利用が見込まれるものと想定し、

目標値として設定した。 
 

15 人/日×20 日/月×12 カ月 ＝ 3333,,,,666600000000 人人人人    

 

「玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数」の達成を実現さ

せる主要事業として、平成 21 年度に拠点施設活用事業により玉津側の商店街にあった

空きビル（金融機関跡地）を取得し、高齢者交流施設を整備した。当該施設に郊外で

実施されていたデイサービス事業を誘導し、平成 22 年 4 月 1 日に「玉津座 銀鈴堂」

の名でオープン。コミュニティカフェも併設し、公募により選定した民間事業者が運

営を行った。デイサービス登

録者はオープンから 40 人以上

（83 人⇒125 人）増加し、コミ

ュニティカフェ事業について

も、落語会（毎月）や地域と

連携した講座が開催されるな

どして波及効果も現れた。そ

の結果、当該施設の入り込み

客数は、平成 22 年度の現況値

で 23 年度の目標数値を上回り、

7,031 人となった。 

この状況が維持されるよう

3,0673,0673,0673,067 2,9522,9522,9522,952
2,4932,4932,4932,493

4,1714,1714,1714,171

目標値目標値目標値目標値

3,603,603,603,600000

7,0317,0317,0317,031
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((((参考参考参考参考)H19)H19)H19)H19～～～～21212121

高齢者交流施設整備以前の

デイサービス事業利用者数

デイサービス事業利用者数デイサービス事業利用者数デイサービス事業利用者数デイサービス事業利用者数

コミュニティカフェコミュニティカフェコミュニティカフェコミュニティカフェ利用者数利用者数利用者数利用者数

〈高齢者交流施設の入り込み客数〉 

（豊後高田市資料より）
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に、イベント・相談事業・講座等を開催し、事業内容を充実させるなど、事業者、市、

商店街を含む地域が連携して、来訪、利用の動機を付与しており、目標達成は可能と

考えている。 

 

 

（７）目標達成に向けた具体的な取り組み 

「昭和の町年間観光入り込み客数」及び「昭和の町の観光客滞在時間」の最終的な

目標達成に向け、平成 23 年度について下記イベント（昭和の町誕生 10周年記念イベ

ント等）、拠店施設である昭和ロマン蔵（昭和の夢町三丁目館）のリニューアルを実施

している。 

 

4444 月月月月    豊後高田「昭和の町」誕生祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7777 月月月月    昭和の町 de 竹水鉄砲大会 

 

 

 

 

 

8888 月月月月    昭和の町音楽祭 

9999 月月月月    踊りの祭典 in昭和の町 

 

 

 

 

 

10101010 月月月月    昭和の夢町三丁目館リニューアル 

12121212 月月月月    昭和の町鍋フェスティバル 
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（８）第１期基本計画の取り組みを進めて（総括） 

第１期基本計画では、旧基本計画の反省を踏まえ、中心市街地の深堀り調査を行い、

西側商店街、東側商店街の「強み」と「弱み」を洗い出し、それぞれの目指すべき方

向性、目標を明確にした。その上で、中心市街地の活性化のために実施すべき施策を、

商業者、商工会議所、観光まちづくり株式会社及び市の 4者が連携し、それぞれの役

割を果たしながら着実に実行してきた結果、事業進捗率は 93.3％となり、中心市街地

の活性化の目標は、計画期間内での達成が可能な見通しとなっている。 

また、数値に現れた効果以外にも、下記の波及効果が生まれている。 

 

●「昭和の町」に代表される本市の中心市街地活性化の取り組みについては、元来、

商店主・商工会議所が、衰退する商店街を何とか再生し、かつてのにぎわいを取り

戻そうと取り組みを開始したことが発端であり、民間主導であることが特徴である。

この意識・流れは第１期基本計画期間中も変わることなく、商店街が主体となって

イベントを開催するなど、依然として、地元商店街における高いまちづくりの意識

が維持されている。 
 

●「玉津地区」の高齢者が楽しいまちづくりについても、地域住民と地元商店街が連

携して、主体的に活動している。第１期基本計画に基づき整備した高齢者交流施設

「玉津座 銀鈴堂」では、運営管理する社会福祉法人がコミュニティカフェ事業や、

地元商店街と連携してイベントを実施している。また、平成 23 年度に整備した新た

な高齢者交流施設「プラチナ笑話館」では、市老人クラブが主体となり、まちなか

のにぎわい創出に資する取り組みを行っている。 

 以上のように、玉津地区においても、地元住民、商店街におけるまちづくりに対す

る意識・機運は高まりを見せている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

豊後高田市 

事業・活動支援事業・活動支援事業・活動支援事業・活動支援    施設整備施設整備施設整備施設整備    

中心市街地活性化に資する取り組み 

商工会議所 

市観光まちづくり会社 地域住民・地元商店街・NPO 等 

支援支援支援支援    

支援支援支援支援    

支援支援支援支援    

主体主体主体主体的に実施的に実施的に実施的に実施    主体主体主体主体的に実施的に実施的に実施的に実施    主体主体主体主体的に実施的に実施的に実施的に実施    

連携 

※商業活性化マネジメント・

コーディネート 

※観光まちづくり

マネジメント･ 

 コーディネート 
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以上のように、4 年 11 カ月を計画期間とする第１期基本計画は、全体としては、本

市の中心市街地活性化に大きく寄与し、貢献したと評価できると考えるが、計画の取

り組みを推進する中で、反省点、課題も浮き彫りとなった。 

 

○○○○市市市市担当部署の所掌事務が広範多岐にわたり、戦略的なコーディネート・コ担当部署の所掌事務が広範多岐にわたり、戦略的なコーディネート・コ担当部署の所掌事務が広範多岐にわたり、戦略的なコーディネート・コ担当部署の所掌事務が広範多岐にわたり、戦略的なコーディネート・コンンンントロトロトロトロ

ーーーールルルルをををを行行行行うにうにうにうにはははは組組組組織織織織的に的に的に的に限界限界限界限界    
    
⇒⇒⇒⇒平平平平成成成成 23232323 年年年年度度度度からからからからはははは、、、、よよよより戦略的かり戦略的かり戦略的かり戦略的かつ幅つ幅つ幅つ幅広い分広い分広い分広い分野で野で野で野での施策推進にの施策推進にの施策推進にの施策推進に対応で対応で対応で対応できる組きる組きる組きる組織織織織

体制に改善体制に改善体制に改善体制に改善    
 

まず、内面的な反省点、課題として、組織・体制のあり方（組織的反省）があげら

れる。 

第１期基本計画では、中心市街地の活性化に資する事業を効果的・集中的に実施し

てきた。前述のとおり商業者、商工会議所、観光まちづくり株式会社及び市が連携を

図りながら、役割分担を明確にし、それぞれの責任の下、精力的に取り組みを行って

きた。 

しかし市の担当部署である商工観光課については、第１期基本計画全体のコントロ

ールに加え、新規事業のコーディネート、主要な支援措置である社会資本整備総合交

付金の進行・管理などの所掌事務が広範多岐にわたる結果となった。担当部署として

精力的に業務を執行してきたものの、所管を超えるまちづくり全体の戦略的なコーデ

ィネート・コントロールを行うという点では、組織的な限界があったことは否めなか

った。 

この反省を踏まえ、平成 23 年度からは、市の担当部署を市全体の施策をコントロー

ルする企画政策課に移管し、より戦略的かつ幅広い分野での施策の推進に対応できる

ように改善を図ったところである。 

 

○○○○商商商商工工工工会議所・観光まちづくり会議所・観光まちづくり会議所・観光まちづくり会議所・観光まちづくり株式株式株式株式会会会会社社社社の組の組の組の組織対応織対応織対応織対応のののの限界や限界や限界や限界や、商、商、商、商店店店店街に街に街に街におおおおける取りける取りける取りける取り

組みの組みの組みの組みの停停停停滞滞滞滞    
    
⇒⇒⇒⇒いまいまいまいま一一一一度度度度、、、、それそれそれそれぞぞぞぞれれれれが担うが担うが担うが担うべべべべきききき役割役割役割役割をををを再再再再整整整整理理理理・・・・再再再再認認認認識識識識し、し、し、し、相互相互相互相互にににに補完補完補完補完・連携しな・連携しな・連携しな・連携しな

がら取り組みを推進していくことが必要がら取り組みを推進していくことが必要がら取り組みを推進していくことが必要がら取り組みを推進していくことが必要    
 

組織・体制の反省点、課題は行政のみではなく、観光まちづくり株式会社、商工会

議所、そして商業者にもあげられる。 

本来、行政と商店主を結ぶコーディネーター役である商工会議所においては、西側

商店街（昭和の町）の取り組みと、始まったばかりの東側商店街（玉津地区）の取り

組みが重なり、組織対応としてのキャパシティを超える状態となった。 

一方で、観光まちづくり株式会社についても、お越しいただく観光客の対応と「昭

和の町」の魅力を高める取り組み双方に、この 5年間追われてきた。 

今後の課題として、観光まちづくりに関する分野については観光まちづくり株式会

社に重点的に役割を移行し、商工会議所においては、本来の役割である商店街振興の

ための取り組みに特化する必要がある。 

また、「昭和の町」の本来の主人公である商店街についても、「昭和の 4つの“再生”」
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である一店一品などの取り組みが停滞している課題も浮き彫りとなっている。商業の

店と観光の店が混在している中で難しい課題ではあるが、真に魅力ある「昭和の町」

とするため、再度、各個店の在り方を商店街自身が見つめ直す必要がある。 

以上のことから、第１期基本計画の取り組みの中で見えてきた組織的な課題を踏ま

え、今後については、再度、それぞれのまちづくりにおける役割分担を明確にし、相

互に補完・連携を図りながら取り組みを推進していくことが求められる。 

 

○○○○観光観光観光観光情報情報情報情報のののの発信や発信や発信や発信や観光客の観光客の観光客の観光客の受受受受け入れなけ入れなけ入れなけ入れなどどどどのののの「フロ「フロ「フロ「フロンンンント業務」ト業務」ト業務」ト業務」のののの強強強強化・化・化・化・充充充充実が実が実が実が不可不可不可不可

欠であ欠であ欠であ欠であるが、るが、るが、るが、そのためにそのためにそのためにそのためには財源は財源は財源は財源が必要が必要が必要が必要    
    
⇒平⇒平⇒平⇒平成成成成 23232323 年年年年 4444月よ月よ月よ月より、中り、中り、中り、中央央央央商商商商店店店店街街街街駐車場駐車場駐車場駐車場の有の有の有の有料料料料化に化に化に化によよよよりりりり自主財源自主財源自主財源自主財源をををを確保確保確保確保    
 

第１期基本計画は、商店街の活性化に「観光」をいう要素を取り入れて、商業と観

光の一体的振興を図ることで、「昭和の町」を核とした中心市街地の活性化を目指して

きた。普段の市民生活の上で成り立つ“生きた商店街”を舞台に、観光というエッセ

ンスを加えて交流人口の増加をねらったものであるが、ここでは 2つの切り口から取

り組みを進めていくことが求められた。 

それは、商店街の活性化という各個店が実践する「商店街での個人戦」と、観光と

いう「地域の団体戦」である。 

そのうち観光については、「ただ見にきてください」というだけでは、なかなか観光

客を引き入れることは難しく、お越しいただいた観光客を丁寧にお迎えすることがリ

ピーターの増加にも繋がり、持続的なまちづくりには不可欠であった。そのため、観

光情報の発信や観光客の受け入れなど、「フロント業務」が非常に重要になってきた。 

急増する「昭和の町」の観光客受け入れについては、平成 17 年度に設立した観光ま

ちづくり株式会社が「フロント業務」を担ってきたが、「フロント業務」を強化・充実

させるためには、そのための財源の確保が必要となる。 

しかしながら、「昭和の町」はテーマパークではなく、“生きた商店街”で取り組み

を進めているまちづくりのため、入場料的な自主財源がなかった。また、これらの財

源は国・県の補助金等も望めないことから、他の手法で自らが生み出していかなけれ

ばならなかった。 

こうした課題を踏まえ、「フロント業務」を強化するための取り組みとして、第１期

基本計画に基づき整備した中央商店街駐車場について、有料化を決定し、平成 23 年 4

月から実施したところである。 

 

○○○○急速急速急速急速にににに変変変変化する観光ト化する観光ト化する観光ト化する観光トレンドレンドレンドレンドにににに対対対対してしてしてして、“まち、“まち、“まち、“まち自身自身自身自身””””も迅速も迅速も迅速も迅速かかかかつつつつ適適適適切切切切にににに変変変変化・化・化・化・対応対応対応対応

していくことが必要していくことが必要していくことが必要していくことが必要    
    
⇒⇒⇒⇒観光ト観光ト観光ト観光トレンドやレンドやレンドやレンドやニーズのニーズのニーズのニーズの変変変変化を化を化を化を注視注視注視注視し、し、し、し、PDCAPDCAPDCAPDCAサイサイサイサイククククルルルルに基づいに基づいに基づいに基づいてててて取り組みを進取り組みを進取り組みを進取り組みを進

めていくことがめていくことがめていくことがめていくことが引引引引きききき続続続続きききき重重重重要な課題要な課題要な課題要な課題    
 

次に対外的な課題として、p.18 で記載した観光トレンドの変化に対する対応があげ

られる。 
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平成 20 年度に端を発した世界同時不況に伴う長引く景気低迷により、同年には、こ

れまで右肩上がりであった観光客数が初めて減少に転じた。また「昭和の町」の観光

客数に占める団体客数、個人客数の割合も変動した。 

ここ数年間で当初想定していなかった外的要因により、観光トレンドの変化が生じ

たが、これに迅速かつ適切に対応していくためには、予想以上に短いスパンで“まち

自身”が変化しなければならないということが分かった。 

中心市街地の持続的な発展を目指すためには、常に状況を分析・把握し、ニーズの

変化に対応した施策に随時見直していくことが重要である。 

観光トレンドの変化を注視し、既存施設のあり方を含め、計画全体について、PDCA

サイクルに基づいた取り組みを推進していくことが、第１期基本計画に引き続き今後

の重要な課題と言える。 
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～～～～    昭和昭和昭和昭和のののの町誕生町誕生町誕生町誕生 10101010 周年周年周年周年    10101010 年目年目年目年目のおかえりなさいのおかえりなさいのおかえりなさいのおかえりなさい    ～～～～    
 

   軽便鉄道の廃止、車社会の進展・・・・・ 

   シャッター通り化する商店街対策は全国的な課題でした 
 
時代時代時代時代にににに取取取取りりりり残残残残されたされたされたされた商店街商店街商店街商店街－－－－    
   しかし、目線を変えるとにぎわいがあふれていた昭和 30 年代の姿のままでした 
 
「「「「おまちおまちおまちおまち」」」」はははは豊後高田豊後高田豊後高田豊後高田のののの顔顔顔顔－－－－    
   いつまでも元気であってほしい 
 
議論に議論を重ねて、官民共同で一つのプロジェクトが立ち上がりました 
 
商店街が最も華やかで元気だった「昭和 30 年代」をテーマに、当時の街並みを再現して

売り込んでみよう 

本物の商店街で始まった全国に例のない取り組みでした 
 
平成平成平成平成 13131313 年年年年 9999 月月月月にににに「「「「開店開店開店開店」」」」しししし、、、、今今今今ではではではでは 30303030 万人万人万人万人のののの観光客観光客観光客観光客がががが訪訪訪訪れるれるれるれる「「「「おまちおまちおまちおまち」」」」となりましたとなりましたとなりましたとなりました    

 

続・豊後高田昭和の町 History 

平成13年 9 月 昭和の町開店 [写真①] 

平成14年 10 月 
昭和の町新装開店・“昭和ロマン蔵”開館

（駄菓子屋の夢博物館開館） [写真②] 

平成15年 5 月 
「ダイハツミゼット」昭和の町に集まれ！開

催 [写真③] 

平成17年 

2 月 昭和の絵本美術館開館 [写真④] 

3 月 
昭和の町電飾アーチ看板完成 

昭和の町ポケットパーク完成 

平成18年 

3 月 
レトロカーで行く「仏の里・昭和の町」回顧ス

トリート 

4 月 
“旬彩南蔵”オープン（昭和ロマン蔵南蔵）

[写真⑤] 

平成19年 4 月 
昭和の夢町三丁目館オープン（昭和ロマン

蔵北蔵） [写真⑥] 

平成20年 4 月 昭和の町展示館オープン 

平成21年 7 月 ボンネットバス復活 

平成22年  「玉津プラチナ通り」本格始動 [写真⑦] 

平成23年 
3 月 中央公園リニューアル・桂橋架け替え 

4 月～ 昭和の町誕生 10 周年記念イベントを開催 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑦ ⑥ ⑤ 
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〈昭和の町マップ（平成 23 年現在〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「20202020 年目年目年目年目のおかえりなさいのおかえりなさいのおかえりなさいのおかえりなさい」」」」にににに向向向向けてけてけてけて－－－－    

昭和昭和昭和昭和のののの町町町町はははは新新新新たなステージへたなステージへたなステージへたなステージへ    
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[４]中心市街地の現状と課題 

（１）中心市街地のおける都市機能・人口の状況 

改正後の中心市街地の活性化に関する法律の中心市街地の要件に基づき、本市中心

市街地の現状について分析する。 

 

１）中心市街地１）中心市街地１）中心市街地１）中心市街地のののの都市機能都市機能都市機能都市機能に関するに関するに関するに関する状況状況状況状況    

中心市街地エリア及びその隣接エリアは、市役所、消防署、県総合庁舎及び警察署

などの行政機関が一定区域に集積している官庁街を有するとともに、銀行、郵便局、

図書館などの公共施設、医療施設･小売商店も立地しており、市民生活に必要な機能の

集積が図られている状況にある。 

 

<中心市街地エリアにおける都市機能の立地状況> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[[[[医療施設医療施設医療施設医療施設]]]]    

① 高田中央病院 

② 高田内科 

③ 佐藤医院 

④ 安部内科 

⑤ 鴛海医院 

⑥ 井福医院 

⑦ 畔元外科医院 

⑧ むなかた眼科 

[[[[学学学学    校校校校]]]]    

１１１１ 高田中学校 

２２２２ 桂陽小学校 

[[[[公共公共公共公共施設施設施設施設]]]]    

ａ 豊後高田市役所 

ｂ 豊後高田警察署 

ｃ 大分県高田総合庁舎 

ｄ 豊後高田消防署 

ｅ ＪＡおおいた高田支所 

ｆ 新図書館（建設中） 

ｇ 簡易裁判所 

ｈ 教育会館 

ｉ 勤労青少年ホーム 

  ハローワーク豊後高田事務所 

ｊ 市民体育センター 

ｋ 商工会議所 

Ｌ 福祉事務所玉津プラチナ支所 

Ｍ 中央公民館・旧図書館 
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<中心市街地に立地している医療機関> 

 

 

 

 

（豊後高田市資料より） 

 

２）中心市街地２）中心市街地２）中心市街地２）中心市街地の住宅立地に関するの住宅立地に関するの住宅立地に関するの住宅立地に関する状況状況状況状況    

①①①①市内市内市内市内民民民民間間間間賃貸賃貸賃貸賃貸住住住住宅宅宅宅の立地状況の立地状況の立地状況の立地状況    

平成 21 年度の調査から豊後高田市内における民間賃貸住宅の立地場所を見ると、市

役所と中心とする「500ｍ圏内」は 43物件、「500ｍ～1,000ｍ圏内」は 46物件であり、

中心部である『1,000ｍ圏内』の物件が 6 割以上（61.0%）を占めている。居住環境の整

備は進み、一定のまちなか居住が確保されている状況にあると言える。 

なお、「1,000ｍ～1,500ｍ圏内」は 27物件、「1,500ｍ～2,000ｍ圏内」は 20物件、「2,000

ｍ圏外」は 10物件となっている。 

 

〈市役所を中心とする賃貸住宅立地状況〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（平成 22 年 2 月 緊急雇用豊後高田市賃貸住宅実態調査より）

3・4

●5

7●
●10

●12

●11

17・18●
13●

●22
●25

●27

28～30
●31

37

42

●72
●73

74

93●

●

100●

102・103

●101

●104

105～108

●109

●110
●111～114

●115
●116

117・118

●119

●120

26

●

14～16,19・20

97～99

96

41

9●

8●

●

38
40

45
46

47

44

49
53 54

55

50
56・57

5859

48

23・

60

61

62

64・65

63 66
67

6869

70
71

76・77 78

79

75

80

上から81・82・83

84

85・87

86

88

89・90

91

92

121

128

129

21 130

131

132・133

●

●134
●

137

152・153

122
123 125●

124

126

●127

39

43
140

141

148・ 上から143・142・144

34～35
145・146・147

151

●32・33 ★
500m 1km 1.5km 2km

29号線

34号線

213号線 ★：豊後高田市役所

135・136・138・

139

●6

市内開業市内開業市内開業市内開業
うち中心市街地にうち中心市街地にうち中心市街地にうち中心市街地に

立地している医療機関立地している医療機関立地している医療機関立地している医療機関

立地率立地率立地率立地率

（％）（％）（％）（％）

病　院病　院病　院病　院 16 8 50.0

歯科医院歯科医院歯科医院歯科医院 13 10 76.9

計計計計 29 18 62.1
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〈中心市街地エリアの賃貸住宅立地状況〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（豊後高田市資料より） 

 

②②②②中心市街地に中心市街地に中心市街地に中心市街地におおおおける住ける住ける住ける住宅宅宅宅の状況からの分析の状況からの分析の状況からの分析の状況からの分析    

平成 22年の国勢調査の基礎

資料に基づく分析結果から、

中心市街地活性化基本計画区

域の民間賃貸住宅は 53物件、

居住人口は 702 人となってい

る。さらに隣接区域※を含める

と、74物件に 971 人が居住し

ている。 

上記区域の平成 22 年 4 月 1

日時点の住民基本台帳人口が

4,323 人であることから、時

点・区域ともにやや異なるが、

中 心 部 に居住す る 人 口 の

22.5％が民間賃貸住宅に居住していることとなる。 

なお、平成 22 年国勢調査の基礎資料に基づく基本計画エリアの民間賃貸住宅の空室

率は 20.2％、隣接区域については、34.8％となっている。 

※隣接区域：中心市街地区域に隣接する自治会の区域 

 

〈中心市街地区域･隣接区域の賃貸住宅の状況〉 

平成17年平成17年平成17年平成17年 平成22年平成22年平成22年平成22年 増減数増減数増減数増減数 増減率増減率増減率増減率

物件数(件）物件数(件）物件数(件）物件数(件） 67676767 74747474 7777 10.4%10.4%10.4%10.4%

区域内 50 53 3 6.0%

区域隣接 17 21 4 23.5%

戸数（戸）戸数（戸）戸数（戸）戸数（戸） 630630630630 726726726726 96969696 15.2%15.2%15.2%15.2%

区域内 488 539 51 10.5%

区域隣接 142 187 45 31.7%

世帯数（世帯）世帯数（世帯）世帯数（世帯）世帯数（世帯） 491491491491 552552552552 61616161 12.4%12.4%12.4%12.4%

区域内 385 430 45 11.7%

区域隣接 106 122 16 15.1%

居住人口（人）居住人口（人）居住人口（人）居住人口（人） 920920920920 971971971971 51515151 5.5%5.5%5.5%5.5%

区域内 690 702 12 1.7%

区域隣接 230 269 39 17.0%

（国勢調査より）
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３）豊後高田市全体の人口に関する状況３）豊後高田市全体の人口に関する状況３）豊後高田市全体の人口に関する状況３）豊後高田市全体の人口に関する状況    

①①①①豊後高田市豊後高田市豊後高田市豊後高田市全全全全体の体の体の体の人人人人口口口口推推推推移移移移    

本市全体の人口は、一貫して減少を続けており、ここ 10 年間では 2,744 人の減少（減

少率 10.2%）となっている。 
 

（Ｈ13 26,836 人 ⇒ Ｈ23 24,092 人 減少率 10.2％） 

 

〈豊後高田市全体の人口推移〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より：各年 4 月 1日時点） 

    

②②②②豊後高田市豊後高田市豊後高田市豊後高田市全全全全体の体の体の体の年齢区分年齢区分年齢区分年齢区分別別別別人人人人口口口口の推の推の推の推移移移移    

平成 23 年 4 月 1 日時点の高齢化率は 33.9％で、超高齢化となっている。 

平成 22 年 4 月 1 日時点から、0.1ポイント減少したものの、平成 17 年 4 月 1 日時点

から 2ポイントも上昇している。 

また年少人口については、平成 23 年 4 月 1 日時点で、11.1％で、平成 17 年 4 月 1

日時点から 1.1ポイント減少し、少子化も進んでいる。 

 

26,83626,83626,83626,836 26,65426,65426,65426,654 26,45726,45726,45726,457
26,18726,18726,18726,187

25,94525,94525,94525,945
25,63525,63525,63525,635 25,41525,41525,41525,415

25,04925,04925,04925,049
24,68824,68824,68824,688

24,34124,34124,34124,341
24,09224,09224,09224,092

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

人
口

（
人
）

人
口

（
人
）

人
口

（
人
）

人
口

（
人
）

2,7442,7442,7442,744 人減少人減少人減少人減少    

（減少率（減少率（減少率（減少率 10.210.210.210.2％）％）％）％）    
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〈豊後高田市全体の年齢区分別人口構成〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より：各年 4 月 1日時点） 

 

年少・生産年齢・老年の区分別人口の推移を、平成 17 年度からの 6 年間の増減数で

見てみると、年少人口は▲504 人（増減率▲15.9％）、生産年齢人口は▲1,259 人（増減率

▲8.8％）、老年人口は▲90 人（増減率▲1.1％）となっている。 

 

〈豊後高田市全体の年齢区分別人口推移〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より：各年 4 月 1日時点） 

 

③豊後高田市③豊後高田市③豊後高田市③豊後高田市全全全全体の人体の人体の人体の人口変口変口変口変動要因動要因動要因動要因    

ここ数年の人口動態を見ると、社会増減は減少幅が縮小する傾向にあるが、自然増

減についてはほぼ横ばいで推移している。なお、社会増減については、ここ 5 年間で

大分県北部中核工業団地等への企業進出が進んでいることから、雇用の創出が図られ

ている効果が現れているものと考えられる。 

 

3,1753,1753,1753,175 3,0603,0603,0603,060 3,0083,0083,0083,008 2,9522,9522,9522,952 2,8372,8372,8372,837 2,7212,7212,7212,721 2,6712,6712,6712,671

14,50214,50214,50214,502 14,23014,23014,23014,230 13,99013,99013,99013,990 13,71913,71913,71913,719 13,54013,54013,54013,540 13,34013,34013,34013,340 13,24313,24313,24313,243

8,2688,2688,2688,268 8,3458,3458,3458,345 8,4178,4178,4178,417 8,3788,3788,3788,378 8,3118,3118,3118,311 8,2808,2808,2808,280 8,1788,1788,1788,178
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〈豊後高田市全体の人口動態〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より） 
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自然増減 社会増減 合計

6666年間計年間計年間計年間計

681681681681人減人減人減人減

6666年間計年間計年間計年間計

1,2671,2671,2671,267人減人減人減人減

6666年間計年間計年間計年間計

1,9481,9481,9481,948人減人減人減人減
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４）４）４）４）中心市街地活性化基本計画エリアの中心市街地活性化基本計画エリアの中心市街地活性化基本計画エリアの中心市街地活性化基本計画エリアの人口に関する人口に関する人口に関する人口に関する状況状況状況状況    

①①①①中中中中心市街地活性化基本計画心市街地活性化基本計画心市街地活性化基本計画心市街地活性化基本計画エリエリエリエリアのアのアのアの人人人人口口口口推推推推移移移移    

平成 23 年 4 月 1 日時点で、豊後高田市の総人

口 24,092 人の約 11.7％にあたる 2,817 人が中心市

街地活性化基本計画エリア内に居住しており、

相当数の人口が集中している状況にある。 

人口の経年的な変化をみると、中心市街地活

性化基本計画エリアの人口は、平成 18 年 4 月 1

日時点では、いったん増加に転じるも、その後

は、再び減少傾向にあり、ここ 10 年間では 171

人減少している。 

ただし、市全体の人口減少（減少率 10.7％）と比べれば、中心市街地の人口減少は、

ゆるやかであると言える。 
 

（Ｈ13 2,988 人 ⇒ Ｈ23 2,817 人 減少率 5.7％） 

 

<中心市街地活性化基本計画区域内の人口推移> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より：各年 4 月 1日時点） 

 

②②②②中心市街地活性化基本計画中心市街地活性化基本計画中心市街地活性化基本計画中心市街地活性化基本計画エリエリエリエリアのアのアのアの年齢区分年齢区分年齢区分年齢区分別別別別人人人人口口口口の推の推の推の推移移移移    

中心市街地活性化基本計画区域内の高齢化率は、平成 23 年 4 月 1 日時点で 29.5％と

なっており、平成 17 年 4 月 1 日時点からの 6 年間で 3.2ポイント上昇している。 

市全体の高齢化率（平成 23 年 4 月 1 日時点で 33.9％）と比較すると、低い数値にな

っているが、上昇率は、市全体の 2.0ポイントを大きく上回っており、市全体に比べて

高齢化が急速に進んできていることが分かる。 

一方で年少人口については、市全体で減少傾向にある中で、平成 23 年 4 月 1 日時点

で 13.6％となっており、平成 17 年 4 月 1 日時点からの 6 年間で 0.4ポイント上昇して

いる。 
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<中心市街地活性化基本計画区域内の年齢区分別人口構成> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より：各年 4 月 1日時点） 

 

平成 17 年度から 6 年間の年少・生産年齢・老年区分別の人口推移を見ると、年少人

口は±0、生産年齢人口は▲167 人（増減率▲9.4％）、老年人口は+63 人（増減率 8.2％）

となっている。 

特徴としては、年少人口、老年人口ともに市全体で減少傾向にある中で、年少人口

は平成 17 年度の数値を維持しており、老年人口は増加している。また生産年齢人口の

減少率が、市全体と比較して高いことがあげられる。 

 

<中心市街地活性化区域内の年齢区分別人口推移> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より：各年 4 月 1日時点） 
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中心市街地活性化基本計画エリアの人口推移を年齢階層別に細かく分析すると、平

成 17 年度からの 6 年間で、35歳～49歳の階層では比較的大きな人口増加がみられる。

しかし一方で、その前後の 20歳～34歳の区分と 50歳～59歳の区分では、逆に顕著に

人口が減少する状況となっている。 

なお、35歳～49歳の階層の増加は商店街の“後継者”の Uターンなどによるもので

あると考えられ、「昭和の町」の取り組みによる効果が発現してきているものと推察さ

れる。 

 

<中心市街地活性化基本計画区域内の年齢階層別人口の変化> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より） 
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③中心市街地活性化基本計画③中心市街地活性化基本計画③中心市街地活性化基本計画③中心市街地活性化基本計画エリエリエリエリアの人アの人アの人アの人口変口変口変口変動要因動要因動要因動要因    

中心市街地活性化基本計画区域内の人口増減は、6 年間で自然減・社会減をあわせ

8 人の減少にとどまっており、大きな変化は見られない。 

ただし、上記には豊後高田市内での転居（中心部⇔郊外部間の転居等）は含まれて

いない。中心部からの市内転居者数は年度によってばらつきがあるものの、6 年間の

合計では 96 人の減となっており、中心市街地における人口減少の大きな要因になって

いるものと考えられる。 

 

<中心市街地活性化基本計画区域内の人口動態> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より） 
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参考参考参考参考：：：：中心市街地活性化中心市街地活性化中心市街地活性化中心市街地活性化基本計画基本計画基本計画基本計画隣接隣接隣接隣接区域の人区域の人区域の人区域の人口口口口動動動動態態態態    

参考までに、中心市街地活性化基本計画区域に隣接するエリアの人口動態を見てみ

ると、市全体の人口が減少傾向で推移するなか、6 年間の合計で自然増減・社会増減

ともに増加しており、人口増加の傾向を示している。 

中心市街地活性化基本計画区域内は低未利用地等が少ないことなどを考えると、中

心市街地活性化による効果が隣接エリアにおける人口増加につながっているものと推

察される。 

 

<中心市街地活性化基本計画隣接区域の人口動態> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳より） 
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（２）観光・商業に関する状況 

１１１１）中心市街地の観光に関する状況）中心市街地の観光に関する状況）中心市街地の観光に関する状況）中心市街地の観光に関する状況    

①観光入り込み状況①観光入り込み状況①観光入り込み状況①観光入り込み状況    

平成 19 年の観光入り込み客数は「昭和の夢町三丁目館（昭和ロマン蔵北蔵）」のオ

ープンや「昭和の日」にちなんだイベント等により大きく増加し、約 36万人に達した。 

翌平成 20 年はそうしたオープニング効果が落ち着いたことに加え、景気低迷の影響

等により約 31万人にとどまったが、平成 21 年は再び増加に転じ 33万人を超えるなど、

基準年である平成 18 年以降、引き続き増加基調を維持している。 

 

〈昭和の町の年間観光入り込み客数推移（再掲）〉 
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合が、50.3％となっていたが、

平成 22 年には 57.2％となって

いる。 

 

 

 

50.350.350.350.3

57.257.257.257.2

40

45

50

55

60

Ｈ18（基準年） Ｈ22

大
分

県
外

か
ら

の
来

訪
者

割
合

大
分

県
外

か
ら

の
来

訪
者

割
合

大
分

県
外

か
ら

の
来

訪
者

割
合

大
分

県
外

か
ら

の
来

訪
者

割
合
(( ((
％％ ％％

)) ))

25,71225,71225,71225,712

80,52880,52880,52880,528

202,334202,334202,334202,334

249,392249,392249,392249,392

基準値基準値基準値基準値

259,647259,647259,647259,647
275,260275,260275,260275,260

361,320361,320361,320361,320

306,844306,844306,844306,844

333,488333,488333,488333,488
329,968329,968329,968329,968

目標値目標値目標値目標値

400,000400,000400,000400,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

観
光

入
り

込
み

客
数

（
人

観
光

入
り

込
み

客
数

（
人

観
光

入
り

込
み

客
数

（
人

観
光

入
り

込
み

客
数

（
人

// //
年
）

年
）

年
）

年
）

参考：昭和の町の年間入り込み客数の参考：昭和の町の年間入り込み客数の参考：昭和の町の年間入り込み客数の参考：昭和の町の年間入り込み客数の把握把握把握把握方法方法方法方法等について等について等について等について    

調査方法：昭和ロマン蔵の出入口である「昭和ロマン蔵北小蔵」の入場者数をカウント 

調査月 ：毎年 1 月～12 月 

調査主体：豊後高田市 

調査対象：昭和ロマン蔵の出入口である「昭和ロマン蔵北小蔵」の入場者 

〈大分県外からの来街者の割合〉 

（商圏分析レポート A調査及び昭和の町来街者アンケート調査より）
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中心市街地（昭和の町）における 1 人当たりの買い物、飲食等の平均消費額につい

ては、基準年の平成 18 年では 3,233円であったが、平成 22 年では 4,285円と増加して

いる。（32.5％増）また、市全体の観光消費額と比較し、依然として高い傾向にある。 

 

〈一人当たり観光消費額の推移〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（商圏分析レポート A調査及び昭和の町来街者アンケート調査より） 

 

なお、「昭和の町」における買物・飲食等

での購入金額をみると、「2,000円～5,000円

未満」（45.1％）が 4 割以上を占め最も多く、

次いで「2,000円未満」（38.1％）となってお

り、5,000円未満が大半を占めている。なお、

平均金額は 4,285円となっている。 

年代別にみると、50 歳代の平均金額は

6,834 円と他の年代よりも大幅に高くなっ

ている。 

また、職業別にみると、「主婦（有職・無

職含む）」の平均金額は 5,231円と他よりも

高くなっている。 
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以上以上以上以上

2.6%2.6%2.6%2.6%

未定･利未定･利未定･利未定･利

用なし用なし用なし用なし

4.0%4.0%4.0%4.0%

【N=309】

平均：4,285円

〈平成 22 年観光消費額〉 

〈年代別観光消費額(H22)〉 〈職業別観光消費額(H22)〉 

3,0003,0003,0003,000
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6,8346,8346,8346,834
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2,2002,2002,2002,200

3,8253,8253,8253,825

3,8543,8543,8543,854

5,2315,2315,2315,231

3,6603,6603,6603,660

0 2,000 4,000 6,000
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会社員･公務員･教職員
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主婦(有職･無職含む)

無職･その他

観光消費額（円）観光消費額（円）観光消費額（円）観光消費額（円）
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②滞在時間の状況②滞在時間の状況②滞在時間の状況②滞在時間の状況    

平成 18 年の基準年では、滞在時間 2 時間を超える回答は全体の 26.7％であった。平

成 21 年には 30.3％まで上昇したが、平成 22 年には 18.5％と大きく落ち込んでいる状況

にある。 

この要因としては、調査日の天候が大きく影響したことが考えられる。（目標値は

36.0％(Ｈ23)） 

 

<観光客の平均滞在時間等> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和の町来街者アンケート調査より） 

 

また、平成 21 年までは滞在時間が延びるに従い、観光消費額も増加する傾向が見ら

れたが、平成 22 年には滞在時間が大きく落ち込んだものの観光消費額には顕著な変化

は見られなかった。 

 

<滞在時間と観光消費額> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（商圏分析レポートＡ調査及び昭和の町来街者アンケート調査より） 
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２）中心市街地の商業に関する状況２）中心市街地の商業に関する状況２）中心市街地の商業に関する状況２）中心市街地の商業に関する状況    

    

    

    

①中心商①中心商①中心商①中心商店店店店街街街街売場面売場面売場面売場面積の状況積の状況積の状況積の状況    

商店街ごとの売場面積を分析すると、平成 11 年から減少傾向にあった西側 5商店街

について、平成 19 年に増加している。（※データ補正を加味しない場合のＨ19 年の西

側商店街の売場面積は、3,538㎡）、逆に稲荷商店街の平成 19 年をみると、平成 16 年

から減少している。（▲3,450㎡のうちデータ補正影響分▲1,615㎡）また、同様に東側

商店街も減少している。 

<中心商店街の売場面積の推移> 
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■出典データについて 
・中心市街地の商業に関する状況については、商業統計を基に市内８商店街を分析しているが、稲荷

商店街については、一部中心市街地エリアに含まれていないことから、商業統計資料を基に市で集
計をしている。 

・今回の分析にあたり、Ｈ16 年までのデータのうち数店舗が本来西側商店街でカウントされるべきと
ころを稲荷商店街でカウントされていたため、Ｈ19年データから補正を行っている。 

 

（単位：㎡）

H3H3H3H3 H6H6H6H6 H9H9H9H9 H11H11H11H11 H14H14H14H14 H16H16H16H16 H19H19H19H19

東側2商店街東側2商店街東側2商店街東側2商店街 1,3771,3771,3771,377 1,1031,1031,1031,103 1,2571,2571,2571,257 956956956956 1,0551,0551,0551,055 721721721721 632632632632

対前年比 ▲ 274 154 ▲ 301 99 ▲ 334 ▲ 89

西側5商店街西側5商店街西側5商店街西側5商店街 4,2144,2144,2144,214 4,9684,9684,9684,968 4,6424,6424,6424,642 5,8435,8435,8435,843 4,3474,3474,3474,347 3,1093,1093,1093,109 5,1535,1535,1535,153

対前年比 754 ▲ 326 1,201 ▲ 1,496 ▲ 1,238 2,044

稲荷商店街稲荷商店街稲荷商店街稲荷商店街 8,0988,0988,0988,098 7,5417,5417,5417,541 7,4527,4527,4527,452 7,4517,4517,4517,451 6,0976,0976,0976,097 8,8488,8488,8488,848 5,3985,3985,3985,398

対前年比 ▲ 557 ▲ 89 ▲ 1 ▲ 1,354 2,751 ▲ 3,450

合　計合　計合　計合　計 13,68913,68913,68913,689 13,61213,61213,61213,612 13,35113,35113,35113,351 14,25014,25014,25014,250 11,49911,49911,49911,499 12,67812,67812,67812,678 11,18311,18311,18311,183

対前年比 ▲ 77 ▲ 261 899 ▲ 2,751 1,179 ▲ 1,495

（商業統計･豊後高田市資料より）
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②②②②中心商中心商中心商中心商店店店店街商街商街商街商品販売額品販売額品販売額品販売額の状況の状況の状況の状況    

商店街ごとの年間販売額の推移を分析すると、東側商店街、西側商店街は一貫して

減少傾向が続いており、依然として衰退傾向にあると言える。 

（※データ補正を加味しない場合のＨ19 年の西側商店街の販売額は、1、593百万円） 

なお、平成 19 年の稲荷商店街の大幅増は、大手薬品会社の進出によるものである。 

 

 

<中心商店街の商品販売額の推移> 
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（単位：百万円）

H3H3H3H3 H6H6H6H6 H9H9H9H9 H11H11H11H11 H14H14H14H14 H16H16H16H16 H19H19H19H19

東側2商店街東側2商店街東側2商店街東側2商店街 1,0511,0511,0511,051 768768768768 869869869869 754754754754 428428428428 378378378378 377377377377

対前年比 ▲ 283 101 ▲ 115 ▲ 326 ▲ 50 ▲ 1

西側5商店街西側5商店街西側5商店街西側5商店街 2,8632,8632,8632,863 3,4713,4713,4713,471 4,0164,0164,0164,016 3,4913,4913,4913,491 2,2262,2262,2262,226 1,9551,9551,9551,955 1,8711,8711,8711,871

対前年比 608 545 ▲ 525 ▲ 1,265 ▲ 271 ▲ 84

稲荷商店街稲荷商店街稲荷商店街稲荷商店街 5,4985,4985,4985,498 5,9745,9745,9745,974 5,2035,2035,2035,203 5,3275,3275,3275,327 4,4004,4004,4004,400 4,3004,3004,3004,300 5,9215,9215,9215,921

対前年比 476 ▲ 771 124 ▲ 927 ▲ 100 1,621

合　計合　計合　計合　計 9,4129,4129,4129,412 10,21310,21310,21310,213 10,08810,08810,08810,088 9,5729,5729,5729,572 7,0547,0547,0547,054 6,6336,6336,6336,633 8,1698,1698,1698,169

対前年比 801 ▲ 125 ▲ 516 ▲ 2,518 ▲ 421 1,536

（商業統計･豊後高田市資料より）
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③中心商③中心商③中心商③中心商店店店店街街街街小売小売小売小売商商商商店店店店数の状況数の状況数の状況数の状況    

中心市街地の小売商店数は、平成 11 年⇒平成 14 年の 22店舗減少と衰退傾向が続い

ていたが、平成 14 年⇒平成 16 年には、「昭和の町」の取り組みを進めた西側商店街の

店舗減少は食い止められた。しかし平成 16 年⇒平成 19 年では、再び減少に転じてい

る。（※データ補正を加味しない場合のＨ19 年の西側商店街の小売商店数は、65店舗） 

一方で、平成 11 年⇒平成 16 年で 7店舗減少と衰退が続いていた東側商店街につい

ては、平成 16⇒平成 19 年では、1店舗増加している。 

 

<中心商店街の小売商店数の推移> 
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（単位：店舗）

H3H3H3H3 H6H6H6H6 H9H9H9H9 H11H11H11H11 H14H14H14H14 H16H16H16H16 H19H19H19H19

東側2商店街東側2商店街東側2商店街東側2商店街 33333333 29292929 32323232 30303030 26262626 23232323 24242424

対前年比 ▲ 4 3 ▲ 2 ▲ 4 ▲ 3 1

西側5商店街西側5商店街西側5商店街西側5商店街 85858585 82828282 79797979 80808080 66666666 71717171 69696969

対前年比 ▲ 3 ▲ 3 1 ▲ 14 5 ▲ 2

稲荷商店街稲荷商店街稲荷商店街稲荷商店街 53535353 50505050 44444444 44444444 40404040 42424242 34343434

対前年比 ▲ 3 ▲ 6 0 ▲ 4 2 ▲ 8

合　計合　計合　計合　計 171171171171 161161161161 155155155155 154154154154 132132132132 136136136136 127127127127

対前年比 ▲ 10 ▲ 6 ▲ 1 ▲ 22 4 ▲ 9

（商業統計･豊後高田市資料より）
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④④④④中心商中心商中心商中心商店店店店街街街街小売小売小売小売商業商業商業商業従従従従業業業業員員員員数の状況数の状況数の状況数の状況    

中心市街地の従業員数は、平成 11 年⇒平成 14 年の 120 人減少と大きく減少したが、

平成 14 年⇒平成 16 年には、11 人増加しており減少傾向は食い止められた。平成 16 年

⇒平成 19 年では、1 人減でほぼ横ばいとなっている。 

商店街ごとにみてみると、「昭和の町」の取り組みを進めた西側商店街では、平成

16 年⇒平成 19 年には 30 人増となっており（※データ補正を加味しない場合のＨ19 年

の西側商店街の小売商業従業員数は 253 人で、平成 16 年と比較すると 8 人の増）、1

店舗増加した東側商店街においては 3 人の増となっている。 
 

<中心商店街の小売商業従業員数の推移> 
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（単位：人）

H3H3H3H3 H6H6H6H6 H9H9H9H9 H11H11H11H11 H14H14H14H14 H16H16H16H16 H19H19H19H19

東側2商店街東側2商店街東側2商店街東側2商店街 129129129129 83838383 99999999 79797979 60606060 55555555 58585858

対前年比 ▲ 46 16 ▲ 20 ▲ 19 ▲ 5 3

西側5商店街西側5商店街西側5商店街西側5商店街 272272272272 311311311311 314314314314 334334334334 248248248248 245245245245 275275275275

対前年比 39 3 20 ▲ 86 ▲ 3 30

稲荷商店街稲荷商店街稲荷商店街稲荷商店街 301301301301 295295295295 255255255255 294294294294 279279279279 298298298298 264264264264

対前年比 ▲ 6 ▲ 40 39 ▲ 15 19 ▲ 34

合　計合　計合　計合　計 702702702702 689689689689 668668668668 707707707707 587587587587 598598598598 597597597597

対前年比 ▲ 13 ▲ 21 39 ▲ 120 11 ▲ 1

（商業統計･豊後高田市資料より）
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⑤⑤⑤⑤空空空空きききき店舗店舗店舗店舗の状況の状況の状況の状況    

中心商店街の空き店舗数については、平成 15 年の 35件をピークに減少している。 

「昭和の町」の取り組みを始めた平成 13 年以降、事業により解消されているものも

あるが、それを上回る新たな空き店舗がでてきており、依然として相当数の空き店舗

が見られる。 

 

<中心商店街の空き店舗数の推移> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｈ15 年度⇒Ｈ22 年度の▲17 店舗の内訳については、取壊し等によるもの▲7 店舗、住宅等により対象から除外するも

の▲17 店舗、事業等による解消▲8 店舗、新たに空き店舗となったもの+15 となっている。 

 

 

 

 

 

商店街名商店街名商店街名商店街名 H8H8H8H8 H15H15H15H15 H17H17H17H17 H18H18H18H18 H21H21H21H21 H22H22H22H22 H23H23H23H23

中町商店街 2 2 2 1 3 1 1

銀座街商店街 2 2 2 2 2 1 1

東側商店街　計東側商店街　計東側商店街　計東側商店街　計 4444 4444 4444 3333 5555 2222 2222

中央通り商店街 2 9 9 4 6 6 5

宮町商店街 2 3 3 5 3 3 3

新町１丁目商店街 2 2 2 2 2 0 0

新町２丁目商店街 2 3 3 0 2 1 2

駅通り商店街 2 8 7 2 1 1 1

稲荷通り商店街 2 6 6 6 2 5 5

西側商店街　計西側商店街　計西側商店街　計西側商店街　計 12121212 31313131 30303030 19191919 16161616 16161616 16161616

合 計合 計合 計合 計 16161616 35353535 34343434 22222222 21212121 18181818 18181818
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（３）中心市街地の歩行者通行量に関する状況 

中心市街地における歩行者通行量を分析すると、平成 11 年⇒平成 21 年には一時的

に減少した時期はあるものの、1,848 人増と大幅に増加した。しかし、その後の平成 22

年には、大きく落ち込んでいる状況にある。（要因については p.45 の「滞在時間の状

況」と同様） 

 

<中心市街地の歩行者通行量の推移> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度年度年度年度    H7H7H7H7    H9H9H9H9    H11H11H11H11    H13H13H13H13    H15H15H15H15    H17H17H17H17    H18H18H18H18    H19H19H19H19    H20H20H20H20    H21H21H21H21    H22H22H22H22    

歩行者通行量（人）歩行者通行量（人）歩行者通行量（人）歩行者通行量（人）    3,114 2,113 1,958 2,248 2,359 3,106 2,605 2,207 3,092 3,806 1,829

前年度比前年度比前年度比前年度比    
 

▲1,001 ▲155 290 111 747 ▲501 ▲398 885 714 ▲1,977

認定年度（認定年度（認定年度（認定年度（19191919 年度）比年度）比年度）比年度）比    
        

885 1,599 ▲378

 

 

 

 

 

中心市街地における歩行者通行量を通りごとに分析すると、平成 13 年までは、いず

れの通りも低調で、玉津銀座街が一番多くなっている。その後は、「昭和の町」の取り

組みにより、新町 1丁目、2丁目の歩行者通行量が増加したが、中央通りは依然とし

て人通りが少なく、同じく「昭和の町」の取り組み進める区域内でも格差が生じてい

る。 

また玉津側の中町・銀座街の通りについても依然として歩行者通行量が少ない状況

にあるが、玉津地区高齢者交流施設がオープンした平成 22 年には、中町商店街で歩行

者通行量が増加しており、確実に効果が現れている。 

商店街全体でみれば、平成 22 年は調査日の関係で減少したが特殊要因であり、平成

19 年以降については、歩行者通行量は増加基調にあると言える。 
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参考：参考：参考：参考：歩行者通行量の観測歩行者通行量の観測歩行者通行量の観測歩行者通行量の観測方法方法方法方法等について等について等について等について    

調査方法：中心市街地内の 9 箇所で 8:00～17:00の 30分おきに調査 

調査月 ：年 2 回 ①11月 or12月、②3 月に調査を実施、通行量が多いほうのデータを採用 

調査主体：中心市街地活性化協議会 

1,848 人増！ 
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<通り別の歩行者通行量の推移> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（歩行者通行量調査結果より） 
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中町(玉津)

銀座街(玉津)

中央通り(高田)

新町1丁目(高田)

新町2丁目(高田)

通り通り通り通り H7H7H7H7 H9H9H9H9 H11H11H11H11 H13H13H13H13 H15H15H15H15 H17H17H17H17 H18H18H18H18 H19H19H19H19 H20H20H20H20 H21H21H21H21 H22H22H22H22

中町(玉津)中町(玉津)中町(玉津)中町(玉津) 446 268 259 293 207 359 267 283 68 16 205

銀座街(玉津)銀座街(玉津)銀座街(玉津)銀座街(玉津) 627 389 415 357 225 263 284 218 133 142 111

中央通り(高田)中央通り(高田)中央通り(高田)中央通り(高田) 262 259 164 204 330 347 251 278 358 198 285

新町1丁目(高田)新町1丁目(高田)新町1丁目(高田)新町1丁目(高田) 271 221 222 198 463 941 564 473 1,063 745 560

新町2丁目(高田)新町2丁目(高田)新町2丁目(高田)新町2丁目(高田) 547 376 312 263 299 879 543 514 900 1,046 389
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（４）既存ストックの状況 

１１１１）西側商店街の状況）西側商店街の状況）西側商店街の状況）西側商店街の状況    

西側商店街では「昭和の町」

の取り組みにより、平成 22 年

には、現行計画認定時から 13

店舗増え、51 店舗となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１期基本計画策定時には、西側商店街には、かつて金融機関として営業されてい

た建物など、昭和の時代に建築された建築物が多く存在しており、全くの未活用とな

っている施設が存在していた。 
 

<昭和の時代の建築物の位置> 
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（豊後高田市資料より）
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<昭和の時代の建築物の活用状況> 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年時点で空きビルとなっていた旧大分合同銀行については、「昭和の町」の

新たな観光拠点施設として平成 20 年 4 月に「昭和の町展示館」として整備を行った。

しかし、まだ未活用の施設が存在している。 

 

 

２）東側商店街の状況２）東側商店街の状況２）東側商店街の状況２）東側商店街の状況    

①①①①第１期第１期第１期第１期基本計画策定時（基本計画策定時（基本計画策定時（基本計画策定時（平平平平成成成成 18181818 年）の分析年）の分析年）の分析年）の分析    

西側商店街と比較すると、東側商店街の方が、延長距離が短いにもかかわらず、住

宅・駐車場等が多いなど商店街としての連続性が低下している状況にあった。 

また、東側商店街には、金融機関の移転に伴う空きビルが 1箇所、空家が複数存在

していた。 

 

<東側商店街の状況（H18 年当時）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番番番番

号号号号    
施設名施設名施設名施設名    位置する商店街位置する商店街位置する商店街位置する商店街    建築次期建築次期建築次期建築次期    

ＨＨＨＨ18181818（現行計画（現行計画（現行計画（現行計画    

策定時）の状況策定時）の状況策定時）の状況策定時）の状況    
ＨＨＨＨ23232323（現状）（現状）（現状）（現状）    

① 旧共立高田銀行 中央通り商店街 大正10年 車庫 車庫 

② 旧大分合同銀行   〃 昭和８年 空きビル 活用（昭和の町展示館） 

③ 旧中津信用金庫   〃 昭和36年 車庫 車庫 

④ 旧共同野村銀行 新町１丁目商店街 昭和８年 民間活用 民間活用 

⑤ 野村財閥屋敷跡（大分銀行跡） 〃 － 駐車場 駐車場 

⑥ 旧宇佐参宮鉄道豊後高田駅 駅通り商店街 昭和29年 バスターミナル バスターミナル 

⑦ 寿湯 宮町商店街 昭和41年 空き店舗 空き店舗  
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②現状の分析②現状の分析②現状の分析②現状の分析    

玉津商店街活性化のコンセプト“高齢者が楽しいおまち”に基づき、平成 19 年に同

地区の空きビルを取得し、高齢者交流施設を整備した（平成 22 年度）。また隣接地に

農産物直売所、さらに空き店舗を活用し、手打ちそば屋がオープンするなど、食に関

する集客基盤も整備した。 

 

<東側商店街の現在の状況> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３）市庁舎周辺の状況）市庁舎周辺の状況）市庁舎周辺の状況）市庁舎周辺の状況    

現市庁舎周辺については、消防庁舎、警察署、県総合庁舎、ＪＡ等多くの公共機関

が集積し、一定の官公庁街を形成している。 

今後については、中之島児童公園跡地と市役所北側駐車場の位置に、新図書館を建

設する。 

市庁舎については、平成 26 年度までに移転する方針で、現庁舎から東に 200ｍ～300

ｍに位置する是永・御玉地区（第２期基本計画で中心市街地として新たに追加する区

域）へ移転する方向で具体的な作業に入っている。 

市庁舎移転後の跡地利用については、中心市街地活性化に資する都市公園を整備す

る方針である。 

また、旧ライスセンター跡地については、平成 17 年度から市の所有地となり、ＪＡ

等に貸し付けを行い、有効活用してきたが、平成 23 年度から未活用の状態となってい

る。 
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<市役所周辺の現状> 
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（５）観光客ニーズの分析 

１）１）１）１）昭和の町昭和の町昭和の町昭和の町商店街に対する評価商店街に対する評価商店街に対する評価商店街に対する評価    

昭和の町商店街に対する評価項

目のうち、「そう思う」という回答

率が高い（評価が高い）項目として

は、平成 18 年と平成 22 年の調査と

もに、「なつかしい感じがする」が

あがっている。2 位以下の順位に変

動があるものの、相対的に平成 22

年の方が、評価は高くなっている。 

ただし、「ほしい商品がある」に

ついては、平成 22 年は 17.8％にと

どまり、平成 18 年調査より 4.2ポイ

ント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和の町来街者アンケート調査より） 
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20.320.320.320.3

22.022.022.022.0

0 10 20 30 40 50 60
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お店の陳列がよい

魅力的な店がある

ＢＧＭがよい

商品の価格に満足してい

る

ほしい商品がある

評価：「そう思う」の回答率（％）評価：「そう思う」の回答率（％）評価：「そう思う」の回答率（％）評価：「そう思う」の回答率（％）

平成22年調査 平成18年調査

〈昭和の町商店街に対する評価〉 

順位順位順位順位 項　目項　目項　目項　目 評価評価評価評価 順位順位順位順位 項　目項　目項　目項　目 評価評価評価評価
Ｈ18とＨ18とＨ18とＨ18と

の比較の比較の比較の比較

Ｈ18のＨ18のＨ18のＨ18の

順位順位順位順位

1 なつかしい感じがする 53.0 1 なつかしい感じがする 54.0 ↑ 1

2 商店街の雰囲気がよい 45.7 2 お店に入りやすい 46.0 ↑ 5

3 お店の対応がよい 45.3 3 商店街の雰囲気がよい 45.7 - 2

4 また来たいと思う 45.3 4 お店の対応がよい 42.4 ↓ 3

5 お店に入りやすい 42.7 5 また来たいと思う 42.1 ↓ 4

6 お店の陳列がよい 28.7 6 お店の陳列がよい 29.8 ↑ 6

7 魅力的な店がある 26.0 7 魅力的な店がある 27.2 ↑ 7

8 ほしい商品がある 22.0 8 ＢＧＭがよい 24.6 ↑ 9

9 ＢＧＭがよい 22.0 9 商品の価格に満足している 22.3 ↑ 10

10 商品の価格に満足している 20.3 10 ほしい商品がある 17.8 ↓ 8

平成18年調査 平成22年調査
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<平成 22 年昭和の町来街者アンケート調査結果> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和の町来街者アンケート調査より） 

 

 

41.741.741.741.7

42.442.442.442.4

27.227.227.227.2

22.322.322.322.3

17.817.817.817.8

46.046.046.046.0

29.829.829.829.8

42.142.142.142.1

54.054.054.054.0

24.624.624.624.6

39.239.239.239.2

35.035.035.035.0

35.335.335.335.3

33.733.733.733.7

30.730.730.730.7

32.732.732.732.7

33.333.333.333.3

30.430.430.430.4

27.827.827.827.8

29.129.129.129.1

16.216.216.216.2

22.022.022.022.0

32.032.032.032.0

35.935.935.935.9

36.236.236.236.2

17.517.517.517.5

35.035.035.035.0

17.817.817.817.8

13.613.613.613.6

39.539.539.539.5

2.92.92.92.9

0.60.60.60.6

4.24.24.24.2

6.56.56.56.5

12.012.012.012.0

2.92.92.92.9

1.91.91.91.9

7.47.47.47.4

2.92.92.92.9

2.92.92.92.9

1.31.31.31.3

1.61.61.61.6

3.23.23.23.2

1.01.01.01.0

2.32.32.32.3

1.61.61.61.6

3.93.93.93.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街の雰囲気がよい

お店の対応がよい

魅力的な店がある

商品の価格に満足している

ほしい商品がある

お店に入りやすい

お店の陳列がよい

また来たいと思う

なつかしい感じがする

ＢＧＭがよい

そう思う まあ思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

平均

評定値

4.204.204.204.20

4.194.194.194.19

3.833.833.833.83

3.693.693.693.69

3.483.483.483.48

4.204.204.204.20

3.913.913.913.91

4.034.034.034.03

4.304.304.304.30

3.683.683.683.68
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２）２）２）２）昭和の町に充実してほしいもの昭和の町に充実してほしいもの昭和の町に充実してほしいもの昭和の町に充実してほしいもの    

昭和の町に充実してほしいものについては、平成 18 年、平成 22 年調査ともに、1

位「昭和時代のイベント」、2 位「みやげ品の販売」となっている。 

 

<昭和の町に充実してほしいもの> 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和の町来街者アンケート調査より） 

 

<平成 22 年昭和の町来街者アンケート調査結果> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和の町来街者アンケート調査より） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

順位順位順位順位 項目項目項目項目 評価評価評価評価 順位順位順位順位 項目項目項目項目 評価評価評価評価
Ｈ18のＨ18のＨ18のＨ18の

順位順位順位順位

1 昭和時代のイベント 24.0 1 昭和時代のイベント 19.4 1

2 みやげ品の販売 21.0 2 みやげ品の販売 16.2 2

3 昭和時代の娯楽施設 11.3 3 その他 8.4 7

4 地元の買い物客のための店 7.3 4 昭和時代の娯楽施設 6.1 3

5 昭和時代の文化・芸術 6.7 5 昭和時代の体験学習 5.8 6

6 昭和時代の体験学習 6.3 6 昭和時代の文化・芸術 5.5 5

7 その他 6.0 7 地元の買い物客のための店 5.5 4

平成18年調査 平成22年調査

16.216.216.216.2

6.16.16.16.1

19.419.419.419.4

5.55.55.55.5 5.85.85.85.8 5.55.55.55.5
8.48.48.48.4

41.141.141.141.1

0

10

20

30

40

50

み
や
げ
品
の
販
売

昭
和
時
代
の
娯
楽
施
設

昭
和
時
代
の
イ
ベ
ン
ト

昭
和
時
代
の
文
化
・
芸
術

昭
和
時
代
の
体
験
学
習

地
元
の
買
い
物
客
の
た
め

の
店

そ
の
他

特
に
な
し

指
摘

割
合
（

％
）

指
摘

割
合
（

％
）

指
摘

割
合
（

％
）

指
摘

割
合
（

％
）

参考：参考：参考：参考：昭和の町来街者アンケート調査の概要について昭和の町来街者アンケート調査の概要について昭和の町来街者アンケート調査の概要について昭和の町来街者アンケート調査の概要について    

調査目的：昭和の町の訪問者及び利用者における利用状況（買物、飲食行動）、満足点・不満点、評

価等を把握し、今後の集客施策に向けての基礎資料を得ることを目的とする。 

調査地域：昭和の町商店街主要３地点（①新町１丁目、②新町２丁目、③駅前通り） 

調査方法：街頭インタビュー（面接法） 

調査対象：昭和の町来街者（20歳以上の男女個人） 

サンプル数：309（秋季：156サンプル、冬季：153サンプル）※平成 22年度 

サンプリング方法：無作為抽出 

調査時期：平成 22年 11月７日（日）及び平成 23年２月 13日（日）の２日間 

調査主体：豊後高田市中心市街地活性化協議会 
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（６）市民ニーズの分析 

中心市街地の魅力向上のために重要だと思うことについてみると、一般市民では、

『病院や福祉施設などが集まった「高齢者、障がい者が住みやすいまちづくり」』、『病

院や保育施設などが集まった「子育てしやすいまちづくり」』、『快適な都市環境（まち

並み、公園、河川等）が整備された「きれいなまちづくり」』が上位 3 つを占めてい

る。 

一方、高校生では、『商業施設や娯楽施設が集まりショッピングなどが楽しめる「賑

やかなまちづくり」』、『快適な都市環境（まち並み、公園、河川等）が整備された「き

れいなまちづくり」』、『「昭和ロマン蔵」に代表される観光施設が整備された「観光と

交流のまちづくり」』が上位 3つとなっている。 

 

<中心市街地の魅力向上のために重要なこと> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（豊後高田市総合計画（改定版）策定のための市民アンケート調査より） 

41.641.641.641.6

39.539.539.539.5

33.233.233.233.2

29.429.429.429.4

21.321.321.321.3

20.120.120.120.1

18.318.318.318.3

18.118.118.118.1

17.617.617.617.6

12.412.412.412.4

2.52.52.52.5

22.522.522.522.5

17.217.217.217.2

44.444.444.444.4

49.749.749.749.7

8.68.68.68.6

11.911.911.911.9

19.219.219.219.2

41.141.141.141.1

6.06.06.06.0

15.215.215.215.2

2.02.02.02.0

0 10 20 30 40 50 60

病院や福祉施設などが集まった｢高齢者､障がい者が

住みやすいまちづくり｣

病院や保育施設などが集まった｢子育てしやすいま

ちづくり｣

快適な都市環境(まち並み､公園､河川等)が整備され

た｢きれいなまちづくり｣

商業施設や娯楽施設が集まりショッピングなどが楽

しめる｢賑やかなまちづくり｣

健康づくり教室やスポーツ施設などの環境が整った

｢健康推進のまちづくり｣

道路､駐車場等が整備され､中心市街地に｢車で行き

やすいまちづくり｣

図書館や市役所などの公共施設が集まった｢利便性

の高いまちづくり｣

｢昭和ロマン蔵｣に代表される観光施設が整備された

｢観光と交流のまちづくり｣

日常生活に必要な商店や金融機関､郵便局などが集

まった｢コンパクトなまちづくり｣

賃貸住宅や分譲住宅など､住環境が整った｢住みやす

いまちづくり｣

その他

指摘割合（％）指摘割合（％）指摘割合（％）指摘割合（％）

一般(n=731)

高校生(n=151)
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参考：参考：参考：参考：豊後高田豊後高田豊後高田豊後高田市総合計画（改訂版）策定のための市民アンケート調査について市総合計画（改訂版）策定のための市民アンケート調査について市総合計画（改訂版）策定のための市民アンケート調査について市総合計画（改訂版）策定のための市民アンケート調査について    

調査目的：総合計画（改訂版）策定に伴う市民ニーズの把握のため  

調査地域：市内全域 

調査方法：郵送によるアンケート調査（無作為抽出） 

調査対象：市内在住の２０代から７０代までの市民（男女同数）＋若年団体 

サンプル数：一般市民＋若年団体⇒2,100 人 

サンプリング方法：無作為抽出 

調査時期：平成２３年８月上旬 

調査主体：豊後高田市 
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[５]第１期中心市街地活性化基本計画の評価、現状分析及び各種ニ

ーズ分析を踏まえた課題及び求められる方向性 

これまでの第１期中心市街地活性化基本計画の評価、現状分析及び各種ニーズ分析

を踏まえて、課題と求められる方向性を整理する。 

 

（１）中心市街地の活性化の方向性を見出すに当たって 

「いとおしく懐かしいおまち－進化－」、「高齢者が楽しいおまち－創造－」を目標

とした第１期中心市街地活性化基本計画での取り組みの結果、中心市街地においては、

観光入り込み客数の大幅な増加や、集客基盤の強化などといった効果が着実に発現し

てきている。しかし、一方で、市全体を見ると人口減少や少子高齢化には歯止めがか

からず、社会経済情勢の大きな変化の中で、本市全体を取り巻く新たな課題等も浮き

彫りになってきている。 

こうした状況を踏まえ、従来からある「商業活性化と観光振興」「高齢者」という視

点に加えて、市全体の経済や社会等の発展を考える上で“中心市街地が果たすべき役

割”にも着目、「市民」の視点から見た課題もあわせて整理した上で、今後の中心市街

地活性化の方向性を見出す必要がある。 

 

（２）「商業活性化と観光振興」の視点から見た課題と求められる中心市街地活

性化の方向性 

○○○○「「「「昭和の町昭和の町昭和の町昭和の町」」」」を中心とする取り組みにを中心とする取り組みにを中心とする取り組みにを中心とする取り組みによよよより、観光入り込み客数の増り、観光入り込み客数の増り、観光入り込み客数の増り、観光入り込み客数の増加や加や加や加や観光観光観光観光消費消費消費消費

額額額額の増の増の増の増大大大大ななななどどどど、事業効果が、事業効果が、事業効果が、事業効果が着着着着実に実に実に実に発発発発現現現現    

○た○た○た○ただだだだし、し、し、し、来来来来街者の利用が一部施設街者の利用が一部施設街者の利用が一部施設街者の利用が一部施設やややや商商商商店店店店街に集中し、街に集中し、街に集中し、街に集中し、格差格差格差格差がががが生じ生じ生じ生じるなるなるなるなどどどどの課題の課題の課題の課題もももも

浮浮浮浮きききき彫彫彫彫りにりにりにりに    
 

「いとおしく懐かしいおまち－進化－」を目標とする西側商店街については、「商業」

と「観光」の一体的振興策である「昭和の町」を中心とする取り組みを行った。平成

19 年の観光入り込み客数は「昭和の夢町三丁目館（昭和ロマン蔵北蔵）」のオープン

や「昭和の日」にちなんだイベント等により大きく増加し、約 36万人に達した。 

翌平成 20 年はそうしたオープニング効果が落ち着いたことに加え、景気低迷の影響

等により約 31万人にとどまったが、平成 21 年には再び増加に転じ約 33万人になるな

ど、引き続き増加基調を維持している。 

また、平成 21 年における観光消費額は平均で 3,924円と、平成 19 年に比べ約 600円

も上昇しているほか、「昭和の町展示館」などの滞在時間延長に資する施設整備により

「観光客滞在時間（2 時間を超える観光客の割合）」についても上昇するなど、事業効

果は着実に現れているものと考えられる。 

その反面、来街者の商店街等の利用は新町 1・2 丁目商店街や、昭和ロマン蔵に集

中しており、駅通り商店街や中央通り商店街などと格差が生じるなど、課題も浮き彫

りになっている。 
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○○○○「「「「昭和の町昭和の町昭和の町昭和の町」」」」を中心とする取り組みにを中心とする取り組みにを中心とする取り組みにを中心とする取り組みによよよより、これまり、これまり、これまり、これまで衰退で衰退で衰退で衰退傾傾傾傾向に向に向に向にあっあっあっあったたたた西側西側西側西側 5555 商商商商

店店店店街街街街でででで売場面売場面売場面売場面積積積積･従･従･従･従業業業業員員員員数の数の数の数の減少減少減少減少にににに歯止歯止歯止歯止めがかかるなめがかかるなめがかかるなめがかかるなどどどど、一定の効果が、一定の効果が、一定の効果が、一定の効果が発発発発現現現現    

○年間○年間○年間○年間販売額は販売額は販売額は販売額は一一一一貫貫貫貫してしてしてして減少傾減少傾減少傾減少傾向向向向でででで、地、地、地、地元元元元客客客客離離離離れが一因になれが一因になれが一因になれが一因になっっっっているているているているもももものとのとのとのと想想想想定定定定ささささ

れることから、市れることから、市れることから、市れることから、市民民民民にににに愛さ愛さ愛さ愛され利用れ利用れ利用れ利用さささされるれるれるれる店店店店づくりがづくりがづくりがづくりが今今今今後の後の後の後の重重重重要な課題要な課題要な課題要な課題    
 

西側商店街の売場面積については、平成 11 年から平成 16 年にかけて減少し衰退傾

向が続いていたが、平成 16 年から平成 19 年にかけて減少は食い止められ、増加して

いる。 

従業員数についても平成 11 年から平成 16 年にかけてマイナス 89 人と大きく減少し

たが、その後は減少傾向に歯止めがかかり、増加に転じている。 

「昭和の町」の取り組みにより、これまで衰退傾向にあった西側 5商店街の売場面

積、従業員数については、減少に歯止めをかけることができ、一定の効果が現れてい

る。 

しかし、その一方で年間販売額は、一貫して減少傾向にあり、平成 11 年の 3,491百

万円から平成 19 年には 1,871百万円と大きく落ち込んでいる。西側商店街に立地して

いた 2 つの大型店が平成 12 年、14 年と相次いで撤退したことが主な要因として考え

られるが、特に大きな店舗の撤退等がなかった平成 16 年から平成 19 年にかけても減

少している。この間、観光消費額は来街者アンケート結果から増加傾向にあることか

ら、西側商店街における地元客離れが考えられる。 

今後についても、引き続き「昭和の町」を形成する店舗の拡充を行うことにより、

景観面を含めた統一イメージを促進させ、さらなる活性化を図る必要がある。また各

個店の魅力を一層高めることにより、市民にも観光客にも愛され利用される店づくり

を進めることが重要な課題である。 

 

○○○○来来来来街者ニーズを街者ニーズを街者ニーズを街者ニーズを見見見見ててててもももも、、、、今今今今後後後後も引も引も引も引きききき続続続続きききき来来来来街者が街者が街者が街者が懐懐懐懐かしかしかしかしささささを体を体を体を体感で感で感で感できるきるきるきるイベンイベンイベンイベントトトト

を商を商を商を商店店店店街が街が街が街が主主主主体とな体とな体とな体となっっっって実施していくことがて実施していくことがて実施していくことがて実施していくことが重重重重要要要要    
 
来街者ニーズ（昭和の町に充実してほしいもの）調査では、平成 18 年、平成 22 年

ともに「昭和時代のイベント」となっている。これまで昭和にちなんだ数々のイベン

トが実施されてきたが、商店街が主体的に実施しているものが多い。元来、民間主導

で取り組みが開始された「昭和の町」であるが、現在においても、商店街自身がにぎ

わい創出に向けた数々の取り組みを行っている。今後も引き続き、来街者が懐かしさ

を体感できるイベントを商店街が主体となって実施することが求められる。 
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■■■■「商業活性化と観光振興」の視点から見た課題と「商業活性化と観光振興」の視点から見た課題と「商業活性化と観光振興」の視点から見た課題と「商業活性化と観光振興」の視点から見た課題と求められる求められる求められる求められる中心市街地の中心市街地の中心市街地の中心市街地の方向性方向性方向性方向性    

以上のことから、今後の「昭和の町」を中心とする西側商店街のまちづくりの方

向性については、「昭和の 4 つの“再生”（建築再生・歴史再生・商品再生・商人再

生）」に基づいた拠点施設の整備、景観の統一整備、各種イベントの取り組み等によ

り、多くの観光客を獲得してきた成果を鑑み、さらなる活性化を果たすために、こ

れまでの取り組みの継続はもとより、「昭和の町」における“各商店街の魅力の強化”

という観点から事業を進めていくことが求められる。 

また、観光まちづくりを主に担う観光まちづくり株式会社、商店街活性化を主に

担う商工会議所、個店それぞれの魅力を高める商店主、全体をバックアップする行

政が、それぞれの役割をこれまで以上に明確にし、相互に補完・連携しながら推進

体制の充実を図ることにより、市民からも観光客からも愛されるまちなか『いとお

しく懐かしいおまち』の発展を目指していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの取り組みにより、これまでの取り組みにより、これまでの取り組みにより、これまでの取り組みにより、    

・交流人口（観光入り込み客数）は増加 

・平成 22 年に特殊要因により落ち込みがあるものの、観光客の滞留時間も延長 

・それに伴い、観光消費額も増加 

・上記により、衰退傾向が続いていた西側商店街については、売場面積、従業員数の

減少に一定の歯止めがかけられるなど効果が現れている。 

その一方で、その一方で、その一方で、その一方で、    

・年間販売額は一貫して減少しており、総じて衰退傾向にあることに変わりはない。 

・「昭和の町」を形成する商店街（通り）間で格差も生じている。 

・地元客の商店街利用の低下も考えられる。 

今後求められる方向性今後求められる方向性今後求められる方向性今後求められる方向性    

・「昭和の 4 つの“再生”」コンセプトに基づき、これまでの取り組みを継続・発展さ

せることにより、「強み」である「昭和の町」のさらなる魅力アップを図り、交流人

口の増加を目指すことが重要である。 

・来街者ニーズの高い「昭和にちなんだイベント」を引き続き実施する必要がある。 

・各個店の魅力づくりを行う中で、「昭和の町」における“各商店街の魅力の強化”を

進める必要がある。 

・これらを効果的に推進するために、これまで以上に観光まちづくり株式会社、商工

会議所、商業者及び行政の役割分担を明確にし、それぞれが自らの責任を果たして

いくことにより、推進体制を強化していく必要がある。 
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（３）「高齢者」の視点から見た課題と求められる中心市街地の方向性 

○○○○平平平平成成成成 21212121 年年年年度度度度に策定に策定に策定に策定さささされた「玉津活性化戦略れた「玉津活性化戦略れた「玉津活性化戦略れた「玉津活性化戦略 2009200920092009」に基づき、」に基づき、」に基づき、」に基づき、主主主主に高齢者をに高齢者をに高齢者をに高齢者をタタタターーーー

ゲゲゲゲットとした取り組みをットとした取り組みをットとした取り組みをットとした取り組みを玉津地区に玉津地区に玉津地区に玉津地区におおおおいいいいてててて積積積積極極極極的に的に的に的に展開展開展開展開    

○○○○生鮮食品生鮮食品生鮮食品生鮮食品関係を中心として関係を中心として関係を中心として関係を中心として着着着着実に効果が実に効果が実に効果が実に効果が発発発発現するとと現するとと現するとと現するととももももに、地域に、地域に、地域に、地域全全全全体と連携した体と連携した体と連携した体と連携した

取り組みに取り組みに取り組みに取り組みに波波波波及及及及    
 

「高齢者が楽しいおまち－創造－」を目標とする東側商店街（玉津地区）について

は、平成 21 年度に「玉津活性化戦略 2009」を策定し、積極的な取り組みを展開して

きた。平成 21 年 11 月には「高齢者が楽しいおまち」を演出する施設として、地域の

高齢者や観光客が立ち寄り、囲碁やスマートボールを楽しめる「遊戯館」がオープン。 

また、高齢者交流の拠点施設となる「玉津高齢者交流施設」については、当該施設

で高齢者が楽しく 1 日を過ごせる取り組みを実施する委託事業者を公募により選定し、

平成 22 年 4 月に「玉津座 銀鈴堂」としてオープン、元気な高齢者向けデイサービス

事業とコミュニティカフェを運営している。 

サービス終了時には、商店街での買物時間を設け、生鮮食品関係を中心に着実な効

果がでている。また隣接するお寺の住職がお説教を行うなど地域全体と連携した取り

組みを行っている。 

 

○○○○高齢者向け商高齢者向け商高齢者向け商高齢者向け商品品品品の取りの取りの取りの取り扱扱扱扱いにいにいにいに対対対対する支援制する支援制する支援制する支援制度度度度の創設にの創設にの創設にの創設によよよよりコりコりコりコンセンセンセンセプトにプトにプトにプトに沿っ沿っ沿っ沿ったたたた店店店店

づくりをづくりをづくりをづくりを誘導誘導誘導誘導    

○○○○誰も誰も誰も誰もがががが行っ行っ行っ行っててててみたいとみたいとみたいとみたいと思思思思えるまち「昭和の町・玉津プえるまち「昭和の町・玉津プえるまち「昭和の町・玉津プえるまち「昭和の町・玉津プラチナラチナラチナラチナ通り」の通り」の通り」の通り」の愛称決愛称決愛称決愛称決定定定定    
 
さらに、市では、平成 22 年度から、既存商店が高齢者向け商品を取扱う際の支援制

度を創設し、まちのコンセプトに沿った店づくりを誘導している。同年 6 月には手打

ちそば屋「十割蕎麦 ゑつ」、7 月には農産物直売所「玉津まちの駅 夢むすび」がオー

プンし、食に関する集客基盤も整ったところである。 

あわせて、「高齢者」のイメージにとらわれず誰もが行ってみたいと思えるまちの愛

称を公募し「昭和の町・玉津プラチナ通り」に決定した。 

 

○○○○まちづくりのコまちづくりのコまちづくりのコまちづくりのコンセンセンセンセプトプトプトプトは確は確は確は確立立立立さささされたれたれたれたもももものの、取り組みのの、取り組みのの、取り組みのの、取り組み開始開始開始開始から間から間から間から間ももももないため、ないため、ないため、ないため、

ににににぎぎぎぎわい創わい創わい創わい創出出出出ななななどどどどの効果の効果の効果の効果発発発発現現現現は限は限は限は限定的定的定的定的    

○○○○今今今今後に後に後に後につつつついていていていてもももも、まちづくりのコ、まちづくりのコ、まちづくりのコ、まちづくりのコンセンセンセンセプトにプトにプトにプトに沿っ沿っ沿っ沿って、て、て、て、引引引引きききき続続続続きききき魅力魅力魅力魅力の向上をの向上をの向上をの向上を図っ図っ図っ図っ

ていく必要がていく必要がていく必要がていく必要がああああるるるる。。。。    
 

以上のように、第１期基本計画の取り組みにより、まちづくりのコンセプトが確立

できた東側商店街だが、本格的に始動したのは平成 21 年からであり、まだ取り組みを

開始したばかりである。そのため西側商店街と比較すると、まだ人通りも賑わいも少

ない状況にある。（p.52参照） 

従って、今後についても、まちづくりのコンセプトに沿って、各種事業を積極的に

推進し、さらなる魅力向上とにぎわいの創出を図っていく必要がある。 
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■■■■「高齢者」「高齢者」「高齢者」「高齢者」のののの視点から見た視点から見た視点から見た視点から見た課題と求められる課題と求められる課題と求められる課題と求められる中心市街地の中心市街地の中心市街地の中心市街地の方向性方向性方向性方向性 

西側と東側を 2 分する桂川に昭和の町にマッチした“わたってみたい”と思える

桂橋の架け替えも終わったことから、今後については、玉津地区への新たな来街目

的の付与など、回遊性向上を目指すとともに、引き続き、まちづくりのコンセプト

に沿って、高齢者、そして子どもや大人といった多くの市民にも魅力あるまちづく

りを進め、本市の中心部としての魅力を維持・向上させていくことが求められる。

また課題となっている超高齢化社会に対応したまちづくりも必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの取り組みにより、これまでの取り組みにより、これまでの取り組みにより、これまでの取り組みにより、    

・東側商店街の現状分析等をふまえ、まちづくりのコンセプトが確立 

・コンセプトに基づき、「遊ぶ、食べる、集う、交流する」の 4つのテーマでまちづく

りを進め、東側商店街に新たな来街目的を付与。 

・上記により、「昭和の町」の取り組みが進む西側商店街に比べ、寂しい状態が続いて

いた東側商店街に活気が戻りつつある。 

その一方で、その一方で、その一方で、その一方で、    

・東側商店街の取り組みは始まったばかりで、まだ西側商店街に比べ人通りも少ない。 

・商業の活性化についても、その波及効果が現れ始めた段階である。 

・超高齢化社会に対応したまちづくりが求められる。 

今後求められる方向性今後求められる方向性今後求められる方向性今後求められる方向性    

・これまでのコンセプトを踏襲し、引き続き高齢者が楽しめるまちづくりを行う必要

がある。 

・高齢者が買い物や会話を楽しめる店づくりなど、まちの魅力向上に向けた戦略的な

ハード事業やソフト事業の実施が必要である。 

・桂橋の架け替えなどのメリットを活かし、回遊性、滞留時間の向上に資する新たな

来街目的の付与が必要である。 

・コンパクトなまちの特徴を活かし、超高齢化社会に対応した元気で健康なまちづく

りを行う必要がある。 
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（４）「市民」の視点から見た課題と求められる中心市街地の方向性 

○○○○本市本市本市本市ではではではでは一一一一貫貫貫貫して人して人して人して人口減少傾口減少傾口減少傾口減少傾向が向が向が向が続続続続いていていていておおおおり、り、り、り、歯止歯止歯止歯止めがかかめがかかめがかかめがかかっっっっていない状況ていない状況ていない状況ていない状況    

○また、○また、○また、○また、超超超超高齢化の状高齢化の状高齢化の状高齢化の状態態態態ににににああああり、り、り、り、少子少子少子少子化化化化もももも一一一一段段段段と進と進と進と進展展展展    
 

本市人口は、一貫して減少しており、平成 23 年 4 月 1 日現在の住民基本台帳人口は

24,092 人と、ここ 10 年間で 2,744 人減少（減少率 10.2％）している。自然減、社会減の

進行がともに著しく、平成 22 年には社会減がやや鈍化したものの、人口減少に全く歯

止めがかかっていない状況にある。 

また、平成 23 年には高齢化率は 33.9％となり、超高齢化の状態にある。年少人口も

11.1％と少子化も一段と進んでいる。 

 

○○○○急激急激急激急激な人な人な人な人口減少口減少口減少口減少・・・・少子少子少子少子高齢化高齢化高齢化高齢化はははは、本市に、本市に、本市に、本市におおおおけるけるけるける経済経済経済経済活動の活動の活動の活動の維持維持維持維持・・・・発展発展発展発展にににに大大大大きなきなきなきな影影影影

響響響響を及を及を及を及ぼぼぼぼすすすす可可可可能性が能性が能性が能性があああありりりり、、、、ひひひひいていていていてはははは市の市の市の市の財政悪財政悪財政悪財政悪化・化・化・化・行政サ行政サ行政サ行政サーーーービビビビスのスのスのスの低下も低下も低下も低下も懸念懸念懸念懸念    

○○○○このため、このため、このため、このため、定住人定住人定住人定住人口口口口の増の増の増の増加加加加をををを最重最重最重最重要課題に要課題に要課題に要課題に揚揚揚揚げ、定住げ、定住げ、定住げ、定住対対対対策を策を策を策を主眼主眼主眼主眼としたとしたとしたとした総総総総合計画合計画合計画合計画

のののの見直見直見直見直しにしにしにしにも着も着も着も着手手手手    
 
急激な人口減少・少子高齢化は、本市の経済活動の維持・発展に大きな影響を及ぼ

すことが懸念される。また市の財政面では、税収等の落ち込み、情勢変化に対応する

施策を充実させるために、扶助費及び医療保険等の特別会計への繰出金の増加が見込

まれるなど、住民に対し最低限必要な行政サービスを行っていく上で、様々な弊害を

生むことが危惧される。 

このような状況から、“底辺（人口）が増えなければ本市の真の活性化はない”とい

う強い危機感のもと、定住人口の増加を本市の最重要課題に掲げ、今後については、

定住人口増加に直接効果のある施策・事業を実施していくこととしている。そのため、

現在、定住対策を主眼とした総合計画への見直しを進めているところである。 

 

○中心市街○中心市街○中心市街○中心市街地の地の地の地の魅力低下は魅力低下は魅力低下は魅力低下は、市、市、市、市全全全全体の体の体の体の魅力低下魅力低下魅力低下魅力低下ににににつつつつながり、定住促進をながり、定住促進をながり、定住促進をながり、定住促進を阻害阻害阻害阻害する要する要する要する要

因になることが因になることが因になることが因になることが懸念懸念懸念懸念    

○改○改○改○改訂版総訂版総訂版総訂版総合計画合計画合計画合計画ではではではでは、「まちなか、「まちなか、「まちなか、「まちなか魅力魅力魅力魅力向上プロ向上プロ向上プロ向上プロジェジェジェジェクト」をクト」をクト」をクト」を重重重重点施策に掲げ、市点施策に掲げ、市点施策に掲げ、市点施策に掲げ、市民民民民

にとにとにとにとっっっってててても魅力あも魅力あも魅力あも魅力ある中心市街地を整備する方針る中心市街地を整備する方針る中心市街地を整備する方針る中心市街地を整備する方針    

○市○市○市○市民民民民にとにとにとにとっっっってててて魅力あ魅力あ魅力あ魅力ある中心市街地のる中心市街地のる中心市街地のる中心市街地の形形形形成を目指すことに成を目指すことに成を目指すことに成を目指すことによっよっよっよって、多くの市て、多くの市て、多くの市て、多くの市民民民民のののの来来来来

街を促し、中心市街地を活性化街を促し、中心市街地を活性化街を促し、中心市街地を活性化街を促し、中心市街地を活性化    

○「市の○「市の○「市の○「市の顔顔顔顔」として市」として市」として市」として市全全全全体の求心体の求心体の求心体の求心力力力力を向上を向上を向上を向上させさせさせさせることにることにることにることによよよより、効果的な定住促進がり、効果的な定住促進がり、効果的な定住促進がり、効果的な定住促進が

図図図図られることが期られることが期られることが期られることが期待待待待    
 
今後、市をあげて定住促進に取り組むこととしているが、定住促進のためのアプロ

ーチについては、まず、中心市街地の果たすべき役割を明確にする必要がある。 

中心市街地の果たすべき役割を「市民」の視点で整理すると、中心市街地の魅力低

下は市全体の魅力低下につながり、定住促進を阻害する要因になることが懸念される。

したがって、改訂版総合計画では、「まちなか魅力向上プロジェクト」を重点施策に掲
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げ、徒歩や自転車で生活ができる本市のコンパクトシティの特徴を活かした、都市と

変わらない利便性の高い快適な生活環境の実現を目指すなど、魅力ある中心市街地の

整備を図ることとしている。 

本市の中心市街地は、長い歴史の中で文化、伝統が育まれ、商業、雇用の場、公共

機関及び住居等の都市機能が集積した「市の顔」である。これまで、商業活性化に観

光振興という要素を取り入れることによって、交流人口の増加を図り、中心市街地の

活性化を図ってきた。今後については、これらの取り組みに加え、都市機能集積と新

たな魅力の創出で、市民にとって便利で快適な中心市街地の形成を図ることにより、

多くの市民の来街を促進し、さらなる中心市街地の活性化と市全体の求心力向上によ

る効果的な定住促進が図られることが期待される。 

 

○○○○政政政政策策策策的な都市機能集積と市的な都市機能集積と市的な都市機能集積と市的な都市機能集積と市民民民民ニーズにニーズにニーズにニーズに沿っ沿っ沿っ沿った中心市街地のた中心市街地のた中心市街地のた中心市街地の魅力魅力魅力魅力向上のため向上のため向上のため向上のための施策の施策の施策の施策

が必要が必要が必要が必要    
 

様々の公共機関が集積し、コンパクトシティが維持されている中心市街地ではある

が、今後についても、都市機能の拡散を防ぐとともに、さらなる集積を図り、市民の

利便性向上を図ることが求められる。 

また、市民アンケートでも「中心市街地の魅力向上のために重要なこと」として市

民の意識が高かった『病院や福祉施設などが集まった「高齢者、障がい者が住みやす

いまちづくり」』、『病院や保育施設の集まった「子育てしやすいまちづくり」』、『快適

な都市環境（街並み、公園、河川等）が整備された「きれいなまちづくり」』を念頭に、

総合力で中心市街地の魅力を高め、活性化を図ることが重要である。 
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■■■■「市民」の視点から見た「市民」の視点から見た「市民」の視点から見た「市民」の視点から見た課題と求められる課題と求められる課題と求められる課題と求められる中心市街地の中心市街地の中心市街地の中心市街地の方向性方向性方向性方向性 

第１期基本計画では、「商業活性化」と「観光振興」の一体的振興策を推進する中

で、「昭和の町」の取り組みを進め、また主に「高齢者」をターゲットとした玉津の

まちづくりを行うことで、中心市街地の活性化を図ってきた。 

しかし、本市全体、中心市街地の人口が一貫して減少し、同時に少子高齢化が進

行している現状を鑑みれば、今後については、これまでの取り組みに加え、政策的

に都市機能を中心市街地に集積させ、市民の生活利便性の向上を図ることが求めら

れる。また、市民ニーズに沿った「まちなか整備」を行い、それぞれの施策の相乗

効果をねらうことによって、総合力で中心市街地の魅力向上とさらなる活性化を図

り、市全体の定住促進をけん引する“まちなか”の形成を目指す必要がある。 

中心市街地の魅力を高め、そこを核とし、本市全体の定住人口の増加を図る。底

辺（人口）が増えることにより、さらに中心市街地も活性化し、魅力が高まってい

くというような“スパイラルアップ”の形成が強く望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの取り組みにより、これまでの取り組みにより、これまでの取り組みにより、これまでの取り組みにより、    

・交流人口の増加で、中心市街地はかつての賑わいを取り戻しつつある。 

・これまで衰退傾向が続いていた商店街への波及効果も現れている。 

その一方で、その一方で、その一方で、その一方で、    

・市全体、中心市街地ともに人口は一貫して減少しており、そのスピードも速い。 

・市全体、中心市街地ともに少子高齢化が進行している。 

今後求められる方向性今後求められる方向性今後求められる方向性今後求められる方向性    

・市全体の人口を増やさなければ、本市、そして中心市街地の真の活性化はない。 

・定住促進を考えた上で、「市民」の視点に立った中心市街地の果たす役割を明確化 

・政策的に中心市街地に都市機能を集積させ、生活利便性を向上 

・これまでの商店街活性化、観光振興などの取り組みに加え、ソフト・ハードを絡め

た施策を実施し、トータルとして市民にとっても魅力的な“まちなか”の形成を図

り、さらなる中心市街地の活性化と、市全体の定住促進をけん引する「市の顔」を

目指すことが求められる。 
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[第２期中心市街地活性化基本計画が目指す方向性] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地活性化のための施策は、それぞれがリンクし相乗効果を発揮することが

重要である。 

これまでの経過もふまえ、「昭和の町」の取り組みによる商業活性化・観光振興の一

体的推進、高齢者にやさしいまちづくり、また教育や子育て環境の整備、都市機能集

積、インフラ整備などトータルでまちなかの魅力を高め、さらなる中心市街地の活性

化と定住促進をけん引する「市の顔」につなげていく必要がある。 
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[６]第 2 期豊後高田市中心市街地活性化の基本的な方針 

（１）活性化により目指すべき中心市街地の姿 

平成 19 年に策定した第１期基本計画では、『活性化により目指すべき中心市街地の

姿』として以下を設定している。 

 

〈第１期基本計画における『活性化により目指すべき中心市街地の姿』〉 
 

市民市民市民市民にもにもにもにも観光客観光客観光客観光客にもにもにもにも愛愛愛愛されるされるされるされる““““おまちおまちおまちおまち””””へへへへ    

「「「「にぎわいとにぎわいとにぎわいとにぎわいと憩憩憩憩いのいのいのいの創出創出創出創出でででで愛愛愛愛されるまちなかへされるまちなかへされるまちなかへされるまちなかへ」」」」    
 

市全体の人口減少・高齢化、加えて現役世代の減少が進むと予想される中、地域

の活力維持のため、中心市街地に都市機能が集積している状況を考慮して、効率的・

安定的な都市機能の管理のため、現在の都市機能集積状況を維持する必要があると

ともに、その“源”となる『元気あるまちなか』を目指すため、西側・東側地区の

特色をいかした『にぎわいと憩いの創出』を行い、観光客に観光客に観光客に観光客にもももも市市市市民民民民ににににも愛さも愛さも愛さも愛されるまれるまれるまれるま

ちなかをめちなかをめちなかをめちなかをめざざざざし、し、し、し、中心市街地を核として豊後高田市全体が活力ある地域となるよう

目指すものとする。 

 

 

■■■■第第第第２２２２期基本計画が目指す『活性化により目指すべき中心市街地の姿』とは期基本計画が目指す『活性化により目指すべき中心市街地の姿』とは期基本計画が目指す『活性化により目指すべき中心市街地の姿』とは期基本計画が目指す『活性化により目指すべき中心市街地の姿』とは    

中心市街地の活性化については、一朝一夕では困難であり、継続的な取り組みが求

められる。したがって基本的な方針・コンセプトは不変で、目指すべき到達点は、第

１期基本計画と同様であるべきと考える。 

第１期基本計画に基づく取り組みにより、これまで分析したように、観光客入り込

み数、観光客滞在時間、観光消費額、玉津地区の高齢者交流施設入り込み数など、数

値が示すように確実に効果が現れている。 

一方で、本市全体を取り巻く状況をみると人口減少と少子高齢化の進行という 2つ

の大きな課題を引き続き抱えていることも事実である。 

上記を踏まえた上で、確実に効果がでている分野については、これまでの取り組み

を活かし、継続的に実施するとともに、さらなる飛躍を目指し、“まちなか”のにぎわ

い創出を図っていく必要がある。 

人口減少・少子高齢化という課題に対しては、活力の源である人口が増えない限り、

本市、そして中心市街地の真の活性化は望めないことから、世代を超えた多くの人々

から、豊後高田市で暮らしたい、住み続けたいと思っていただけるような、便利で魅

力あふれる“まちなか”を形成する必要がある。 

そのためには、これまでの商業活性化と観光振興の一体的推進と高齢者にやさしい

まちづくりを継続するとともに、より「市民」の立場から子育て環境、教育環境の整
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備など、多角的・総合的な視点で「まちなかの魅力アップ」を図っていかなければな

らない。 

以上のことから第 2 期中心市街地活性化基本計画の方針・目指すべき姿については、

『市の経済、文化、生活基盤のコアであり「市の顔」ともいうべき中心市街地の活性

化なくして、市全体の活性化はない』との基本認識のもと、第１期基本計画の方針を

踏襲しつつ、下記の点について取り組みを強化することとする。 

 

⇒⇒⇒⇒引き続き交流人口の増加を図るとともに、引き続き交流人口の増加を図るとともに、引き続き交流人口の増加を図るとともに、引き続き交流人口の増加を図るとともに、本市の定住促進をけん引する「市本市の定住促進をけん引する「市本市の定住促進をけん引する「市本市の定住促進をけん引する「市

の顔」として、世代を超えて夢がもて、多くの人に喜びを与えるさらに魅の顔」として、世代を超えて夢がもて、多くの人に喜びを与えるさらに魅の顔」として、世代を超えて夢がもて、多くの人に喜びを与えるさらに魅の顔」として、世代を超えて夢がもて、多くの人に喜びを与えるさらに魅

力的な“まちなか”の形成を目指す。力的な“まちなか”の形成を目指す。力的な“まちなか”の形成を目指す。力的な“まちなか”の形成を目指す。    

 
 

[活性化により目指すべき中心市街地の姿] 
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（２）中心市街地活性化の方針 

平成 19 年に策定した第１期基本計画では、中心市街地活性化の方針として以下を設

定している。 

 

〈第１期基本計画の中心市街地活性化の方針〉 

目指すべき中心市街地の姿である『にぎわいと憩いの創出で愛されるまちなか』

を実現するため、『コンパクトシティを維持する』『選択と集中』による視点で、活

性化の方針を次のように設定し、『地域の生き残り』をかけて行う。 
 

ⅠⅠⅠⅠ    いとおしく懐かしいおまち－いとおしく懐かしいおまち－いとおしく懐かしいおまち－いとおしく懐かしいおまち－進化－進化－進化－進化－    

ⅡⅡⅡⅡ    高齢者が楽しいおまち－創造－高齢者が楽しいおまち－創造－高齢者が楽しいおまち－創造－高齢者が楽しいおまち－創造－    

ⅢⅢⅢⅢ    わたってみたいおまち－交流－わたってみたいおまち－交流－わたってみたいおまち－交流－わたってみたいおまち－交流－    

 

 

『活性化により目指すべき中心市街地の姿』同様に、第 2 期基本計画については、

第１期基本計画を踏襲するものであることから、方針についても上記の考え方を基本

とする。その上で、第１期基本計画の総括、現状分析等を踏まえ、新たに浮き彫りと

なった課題等に対応するため、活性化の方針を下記のように設定する。 

 

 

１）いとおしく懐かしいおまち１）いとおしく懐かしいおまち１）いとおしく懐かしいおまち１）いとおしく懐かしいおまち    －－－－飛躍飛躍飛躍飛躍－－－－    

第１期基本計画の取り組みにより、「進化」を遂げた「昭和の町」（西側商店街）の

「さらなる進化」（＝「飛躍」）を目指す。 

これまでの取り組みから、中心市街地の活性化のためには、“まちは常に進化を遂げ

なければならい”ということを学んだ。 

今後についても、『昭和の町のブランド力強化』をポイントとして、商業者・観光ま

ちづくり株式会社・商工会議所・行政の 4者が一体となって、それぞれの責任のもと

連携を強め、下記の事項について取り組むこととする。 

 

[いとおしく懐かしいおまち －飛躍― に向けた取り組みのポイント] 

昭和昭和昭和昭和のののの町町町町のブランドのブランドのブランドのブランド力強化力強化力強化力強化    
 

 

 

 

 

 

  

⇒⇒⇒⇒    昭和の４つの昭和の４つの昭和の４つの昭和の４つの““““再生再生再生再生””””を基本に、を基本に、を基本に、を基本に、    

・「昭和の町」を形成する拠点施設・店舗の拡充等を行うことにより、景観面を含め

た統一イメージを促進 

・魅力ある地域ブランドの発表の場＝“ハレの場”としての個店づくり 
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以上の取り組みを進め、第１期基本計画同様に、観光入り込み客数の増大を目指す

とともに、まちなかの回遊性を高め、滞在時間の延長及び観光消費額の増加を図る。

このことにより商店街における波及効果を地域に増大させ、市民にも観光客にも愛さ

れる“まちなか”を実現する。 

 

 

２）高齢者が楽しいおまち２）高齢者が楽しいおまち２）高齢者が楽しいおまち２）高齢者が楽しいおまち    －－－－進化進化進化進化－－－－    

第１期基本計画の取り組みにより、コンセプトが確立できた玉津地区（東側商店街）

の「進化」を目指す。 

取り組みが始まったばかりの玉津地区について、引き続きコンセプトに沿って地域

との連携を図りながら、『玉津地区ならではのまちの魅力強化』に向けて、下記の事項

について取り組むこととする。 

 

[高齢者が楽しいおまち －進化― に向けた取り組みのポイント] 

玉津地区玉津地区玉津地区玉津地区ならではのまちのならではのまちのならではのまちのならではのまちの魅力強化魅力強化魅力強化魅力強化    
 

 

 

 

 

  

 

 

以上の取り組みを進め、第１期基本計画同様に、高齢者交流人口の増大を目指すと

ともに、新たな来街目的の付与を行うことで、まちなかの回遊性を高める。さらにま

ちのコンセプトに沿った施策を地域と連携を図りながら実施することにより、その波

及効果を地域に増大させ、市民にも観光客にも愛される“まちなか”を実現する。 

 

 

３）市民がうれしいおまち３）市民がうれしいおまち３）市民がうれしいおまち３）市民がうれしいおまち    －－－－創造創造創造創造－－－－    

まちなかに新たな魅力と様々の都市機能を集積させ、市民生活の上で便利で多機能

なまちづくりを行うことにより、市民の夢をかなえ、喜びを与え、うれしく思ってい

ただける“おまち”の「創造」を目指す。 

各種施策の相乗効果を図り、トータルとして『さらなる“まちなか”の魅力アップ』

に向けて、下記の事項について取り組むこととする。 

 

 

⇒⇒⇒⇒    「遊ぶ、食べる、集う、交流する」の４つのテーマを基本に、「遊ぶ、食べる、集う、交流する」の４つのテーマを基本に、「遊ぶ、食べる、集う、交流する」の４つのテーマを基本に、「遊ぶ、食べる、集う、交流する」の４つのテーマを基本に、    

・新たな来街目的の付与など既存高齢者交流施設の機能を強化 

・プラチナ世代が買い物などを楽しめるための各個店づくり 

・新たな交流拠点施設づくりや高齢者向けの情報発信、生活支援の取り組み 

・元気で健康なまちづくりに資する取り組み強化 
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[市民がうれしいおまち －創造― に向けた取り組みのポイント] 

さらなるさらなるさらなるさらなる““““まちなかまちなかまちなかまちなか””””のののの魅力魅力魅力魅力アップアップアップアップ    
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

以上の取り組みを進め、子ども・大人・プラチナ世代といったあらゆる世代が楽し

め、学べ、安心して公共サービスなどが受けられるまちづくりを行うことにより、市

民の中心市街地への来街を促進させ、さらなるにぎわいを創出させるとともに、市全

体の定住魅力の向上を図り、市民に愛される“まちなか”を実現する。 

 

 

⇒⇒⇒⇒    多角的・総合的な視点から、多角的・総合的な視点から、多角的・総合的な視点から、多角的・総合的な視点から、    

・都市機能の集積を図ることにより、快適で便利なまちづくり 

・教育（学び）、子育て環境の整備 

・高齢者にやさしいまちづくり 

・生活基盤の整備 

・観光振興と商店街活性化の一体的推進の継続 
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２．中心市街地の位置及び区域 

[１]位置 

豊後高田市は大分県の北東部、

国東半島の西側に位置し、西は宇

佐市、東は国東市、南は杵築市と

接した都市である。 
 

○市 面 積：206.6km2 

○人口密度：121.5 人/km2 

○人  口：25,114 人 

（H22 年国勢調査速報値結果） 

 

[２]区域 

[区域設定の考え方] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●中心市街地の中心市街地の中心市街地の中心市街地の境界境界境界境界となる部分となる部分となる部分となる部分    

・北側の境界は、中央公民館など公共施設、住宅が立地している区域の市道 

・西側の境界は、国道 213 号（沿線を含むものとする） 

・南側の境界は、県道沿線に住宅、病院、公共施設が立地している地区 

・東側の境界は、県の施設、住宅が立地している地区 

 

●●●●第第第第 1111 期基本計画区域からの期基本計画区域からの期基本計画区域からの期基本計画区域からの追加追加追加追加    

今回の基本計画における中心市街地の区域設定にあたって、その境界となる部分に

ついては、平成 19 年 5 月策定の第 1 期基本計画における中心市街地同様、道路に沿

った形を基本に設定した。 

区域については、第1期基本計画区域に一部隣接する区域を追加する。 

 

第第第第 1111 期基本計画期基本計画期基本計画期基本計画同様同様同様同様、、、、今今今今後に後に後に後につつつついていていていてもももも、市、市、市、市全全全全体の人体の人体の人体の人口減少口減少口減少口減少・高齢化、・高齢化、・高齢化、・高齢化、加加加加ええええて現て現て現て現役役役役

世代世代世代世代のののの減少減少減少減少が進が進が進が進むむむむとととと予想さ予想さ予想さ予想される中、地域の活れる中、地域の活れる中、地域の活れる中、地域の活力維持力維持力維持力維持のため、効のため、効のため、効のため、効率率率率的・的・的・的・安安安安定的な都市定的な都市定的な都市定的な都市

機能の機能の機能の機能の管理管理管理管理のためにのためにのためにのためにはははは、現在の中心市街地に都市機能が集積している状況を、現在の中心市街地に都市機能が集積している状況を、現在の中心市街地に都市機能が集積している状況を、現在の中心市街地に都市機能が集積している状況を維持維持維持維持すすすす

る必要がる必要がる必要がる必要がああああり、り、り、り、『『『『ココココンパンパンパンパクトクトクトクトシテシテシテシティィィィ』』』』のののの視視視視点を点を点を点を前提前提前提前提に中心市街地の区域を設定したに中心市街地の区域を設定したに中心市街地の区域を設定したに中心市街地の区域を設定した。。。。    

具体的に具体的に具体的に具体的にはははは、第、第、第、第 1111 期基本計画の区域に期基本計画の区域に期基本計画の区域に期基本計画の区域におおおおいていていていてもももも、市、市、市、市役役役役所、中所、中所、中所、中央央央央公公公公民館民館民館民館、、、、図書館図書館図書館図書館なななな

どどどどの市公共施設、公の市公共施設、公の市公共施設、公の市公共施設、公園園園園、、、、病院病院病院病院ななななどどどどの都市福利施設、商の都市福利施設、商の都市福利施設、商の都市福利施設、商店店店店街な街な街な街などどどどが集積している状況が集積している状況が集積している状況が集積している状況

ににににああああることから、第ることから、第ることから、第ることから、第 1111 期基本計画の区域を基本とし、その期基本計画の区域を基本とし、その期基本計画の区域を基本とし、その期基本計画の区域を基本とし、その上上上上でででで、、、、社社社社会会会会経済情勢経済情勢経済情勢経済情勢のののの変変変変

化の中化の中化の中化の中で新で新で新で新たにたにたにたに発生発生発生発生した課題した課題した課題した課題克服克服克服克服のため、一部区域をのため、一部区域をのため、一部区域をのため、一部区域を追加追加追加追加するするするする形形形形でででで中心市街地の区中心市街地の区中心市街地の区中心市街地の区

域を設定した域を設定した域を設定した域を設定した。。。。    

 

 

bu
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●●●●追加追加追加追加する区域及びそのする区域及びそのする区域及びそのする区域及びその理由理由理由理由    

追加する区域は、桂川東側の玉津地区の一部で、玉津の２商店街に非常に近く、高

田側商店街にも徒歩５分ほどで行ける距離にある。また、同区域には大分県豊後高田

総合庁舎、豊後高田警察署及び旧ライスセンター等が立地しており、これらを含む一

帯は市庁舎、市消防庁舎など県、市の施設が集中し、さらにマンション等の住環境も

整備されていることから、都市機能が相当程度集積している状況にある。同区域は第

１期基本計画区域と一体的に商業活動が行われ、都市機能を有し、本市の中心として

の役割を果たしている。 

同区域を含む一帯は本市市街地の中で一番多くの雇用を抱えている区域であり、高

田側・玉津側の両商店街の利用など、中心部の商業活動に大きな影響を与えている。

しかし社会経済情勢の変化の中で、同区域における雇用の場の減少が続き、低・未利

用地が増加し、土地利用及び商業活動の状況等からみて、機能的な都市活動の確保又

は経済活力の維持に支障を生じるおそれがある。 

同区域における都市機能の増進及び経済活力の向上を総合的かつ一体的に推進する

ことが、本市及び中心市街地の発展にとって有効かつ適切であると考えられることか

ら、同区域を中心市街地の一部として追加するものである。 

 

〈中心市街地区域面積〉 

 第第第第２２２２期基本計画期基本計画期基本計画期基本計画    第第第第１１１１期基本計画期基本計画期基本計画期基本計画    

面面面面    積積積積 77.0ha 71.0ha 

 

〈中心市街地の区域〉 
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[３]中心市街地要件に適合していることの説明 

要 件 説 明 

第 1 号要件 

 当該市街地に、相

当数の小売商業者

が集積し、及び都市

機能が相当程度集

積しており、その存

在している市町村

の中心としての役

割を果たしている

市街地であること 

①小売商業が集積し①小売商業が集積し①小売商業が集積し①小売商業が集積しているているているている    

市内の 8商店街が連続して存在しており、高田地区と玉津地区

の 2つの商業集積地が存在。豊後高田市全体の小売商業のうち、

約 36.9％の店舗が集積している。 

 

〈中心市街地への小売商業の集積状況〉 

    
中心商店街中心商店街中心商店街中心商店街    

((((市全体に市全体に市全体に市全体に占める割合占める割合占める割合占める割合))))    
市全体市全体市全体市全体    

小売店舗数小売店舗数小売店舗数小売店舗数（店舗）（店舗）（店舗）（店舗）    127 (約 36.9％) 344 

従従従従業業業業員数員数員数員数（人）（人）（人）（人）    597 (約 39.8％) 1,499 

年間販年間販年間販年間販額（百万円）額（百万円）額（百万円）額（百万円）    8,169 (約 46.2％) 17,668 

（平成 19 年商業統計・豊後高田市資料より） 

 

〈中心市街地の連続する商店街〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②各種事業所が集積している②各種事業所が集積している②各種事業所が集積している②各種事業所が集積している    

豊後高田市全体の各種事業所のうち、約 46.3％の事業所が、中

心市街地に集積している。 

 

〈中心市街地への事業所の集積状況〉 

    中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地    市市市市体体体体    

事業所数事業所数事業所数事業所数    581 (約 46.3％) 1,254 

（平成 19 年事業所・企業統計調査より） 
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 ③各種都市機能が集積している③各種都市機能が集積している③各種都市機能が集積している③各種都市機能が集積している    

公共施設、学校、医療施設など各種都市機能が集積している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ 

<中心市街地エリアにおける都市機能の立地状況> 

[[[[医療施設医療施設医療施設医療施設]]]]    

① 高田中央病院 

② 高田内科 

③ 佐藤医院 

④ 安部内科 

⑤ 鴛海医院 

⑥ 井福医院 

⑦ 畔元外科医院 

⑧ むなかた眼科 

[[[[学学学学    校校校校]]]]    

１１１１ 高田中学校 

２２２２ 桂陽小学校 

[[[[公共公共公共公共施設施設施設施設]]]]    

ａ 豊後高田市役所 

ｂ 豊後高田警察署 

ｃ 大分県高田総合庁舎 

ｄ 豊後高田消防署 

ｅ ＪＡおおいた高田支所 

ｆ 新図書館（建設中） 

ｇ 簡易裁判所 

ｈ 教育会館 

ｉ 勤労青少年ホーム 

  ハローワーク豊後高田事務所 

ｊ 市民体育センター 

ｋ 商工会議所 

Ｌ 福祉事務所玉津プラチナ支所 

Ｍ 中央公民館・旧図書館 
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 ④周辺地域の中心として一定の商圏を形成して④周辺地域の中心として一定の商圏を形成して④周辺地域の中心として一定の商圏を形成して④周辺地域の中心として一定の商圏を形成しているいるいるいる    

商品別の購買力の出向状況調査結果では、最寄品を中心に、周

辺地域の中心として一定の商圏を形成している。 

 

〈『最寄品』の商圏形成状況〉 

商商商商    圏圏圏圏    
中心となる市町中心となる市町中心となる市町中心となる市町    

（地元購入率）（地元購入率）（地元購入率）（地元購入率）    

含まれる市町村含まれる市町村含まれる市町村含まれる市町村    

（中心となる市町に 

10％以上出向している市町村）    

豊後高田豊後高田豊後高田豊後高田    

商圏商圏商圏商圏 

豊後高田市 

74.0％ 

真玉町（51.2％）、香々地町（43.8％）、

大田村（19.0％）、国見町（18.1％） 

※最寄品～食料品（生鮮食料品・菓子類・飲料・米・ビン缶詰・調味料など）
と日用雑貨品（金物荒物・陶器・台所用品・日用品・医療・化粧品など）の
2 商品の合計） 

 

〈『買回品』の商圏形成状況〉 

商商商商圏圏圏圏    
中心となる市町中心となる市町中心となる市町中心となる市町    

（地元購入率）（地元購入率）（地元購入率）（地元購入率）    

含まれる市町村含まれる市町村含まれる市町村含まれる市町村    

（中心となる市町に 

10％以上出向している市町村）    

豊後高田豊後高田豊後高田豊後高田    

商圏商圏商圏商圏    

豊後高田市 

31.1％ 

真玉町（36.1％）、香々地町（28.2％）、

大田村（21.5％）、国見町（24.1％） 

※買回品～日用衣料品（下着・肌着・靴下、ふだん着など）、婦人服・子供服・
紳士服（ふだん着を除く）、身回品（靴・かばん・帽子・服飾品など）の 3
商品の合計 

 

〈『専門品』の商圏形成状況〉 

商商商商    圏圏圏圏    
中心となる市町中心となる市町中心となる市町中心となる市町    

（地元（地元（地元（地元購入購入購入購入率）率）率）率）    

含まれる市町村含まれる市町村含まれる市町村含まれる市町村    

（中心となる市町に 

10％以上出向している市町村）    

豊後高田豊後高田豊後高田豊後高田    

商圏商圏商圏商圏 

豊後高田市 

21.1％ 
真玉町（29.0％）、香々地町（16.0％） 

※専門品～専門品（家電製品・家具・インテリア・基金極・時計・スポーツレ
ジャー用品など） 

 

〈『贈答品』の商圏形成状況〉 

商商商商    圏圏圏圏    
中心となる市町中心となる市町中心となる市町中心となる市町    

（地元購入率）（地元購入率）（地元購入率）（地元購入率）    

含まれる市町村含まれる市町村含まれる市町村含まれる市町村    

（中心となる市町に 

10％以上出向している市町村）    

豊後高田豊後高田豊後高田豊後高田    

商圏商圏商圏商圏    

豊後高田市 

44.0％ 

真玉町（43.3％）、香々地町（29.8％）、

大田村（22.9％）、国見町（24.7％） 

※贈答品～贈答用品（中元・年末用品・記念品など） 
 

（以上、平成 19 年度大分県中心市街地等消費者動向調査より） 

注）表中は合併前の旧市町村名 
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第 2 号要件 

 当該市街地の土

地利用及び商業活

動の状況等からみ

て、機能的な都市活

動の確保又は経済

活力の維持に支障

を生じ、又は生ずる

おそれがあると認

められる市街地で

あること 

国東半島西の玄関口として栄華を誇ってきた中心商店街も、昭和

40 年代の宇佐参宮鉄道の廃線やモータリゼーションの進展、そし

て、平成の時代に入り、大型店・金融機関の移転・撤退などによっ

て、急速に衰退し続け、商店街は“昭和”の姿のまま時代に取り残

されていた。 

平成 13 年度に開始した「昭和の町」の取り組み、その後の第 1

期基本計画に基づく取り組みにより、商店街はかつての賑わいを取

り戻し、活性化しつつある。 

しかし市を取り巻く社会経済情勢の変化、急速に進展する人口減

少、少子高齢化など、今後についても不安要素は多く、引き続き本

市中心市街地の機能的な都市活動の確保又は経済活力の維持に支

障が生じる恐れがある。 

 

（（（（1111）商業活動動向）商業活動動向）商業活動動向）商業活動動向    

中心市街地の小売商業年間販売額は平成 9年から平成 19年にか

けて 19％減少しているものの、平成 16 年から平成１９年では、稲

荷商店街への店舗進出により、販売額の増加が見られる。 

ただし、「昭和の町」を形成する西側商店街については、飲食店

数増加や一部商店街の販売額増加により下げ止まりの兆候が見ら

れるものの、依然として衰退傾向にある。（p.47参照） 

 

〈中心市街地の小売商業年間販売額の推移〉 

（単位：百万円） 

    HHHH3333 年年年年    HHHH6666 年年年年    HHHH9999 年年年年    HHHH11111111 年年年年    HHHH14141414 年年年年    HHHH16161616 年年年年    HHHH19191919 年年年年    

小売小売小売小売    

販売額販売額販売額販売額 

9,411 

(－) 

10,213 

(802) 

10,088 

(△125) 

9,572 

(△516) 

7,054 

(△2,518) 

6,633 

(△421) 

8,169 

(1,536) 

（商業統計・豊後高田市資料より） 

さらに、p.77 で記載したように、本計画で追加する区域につい

ては、官公庁が集積し、多くの昼間人口の流入があり、中心市街

地の商店街等の商業活動を支える要素の一つになっていたが、近

年雇用の場の減少が続いており、昼間人口が減少していることか

ら商業活動への影響が懸念される。 

 

（（（（2222）８商店街の店舗数の）８商店街の店舗数の）８商店街の店舗数の）８商店街の店舗数の状況状況状況状況    

店舗数について、ここ数年は横ばいで推移しているが、総じて

減少傾向にある。 

〈中心市街地の店舗数の状況〉 

    H15H15H15H15    H17H17H17H17 年年年年    HHHH11118888 年年年年    HHHH11119999 年年年年    HHHH22220000 年年年年    HHHH22221111 年年年年    HHHH22222222 年年年年    

店舗数 136 134 127 127 128 124 124 

（豊後高田市資料より） 



| | | | 第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画 

82828282    |||| 

（（（（3333）空き店舗数の状況）空き店舗数の状況）空き店舗数の状況）空き店舗数の状況    

「昭和の町」の取り組みを始めた平成 13 年度以降、空き店舗に

ついては事業により解消されているものもあるが、それを上回る

新たな空き店舗がでてきており、依然として相当数の空き店舗が

見られる。 

〈中心市街地の空き店舗数の推移〉 

    HHHH8888 年度年度年度年度    HHHH15151515 年度年度年度年度    HHHH18181818 年度年度年度年度    HHHH22222222 年度年度年度年度    

空き店舗数空き店舗数空き店舗数空き店舗数 16 35 22 18 

（商工会議所調べ） 

※Ｈ15 年度⇒Ｈ22 年度の▲17 店舗の内訳については、取壊し等によるもの▲7 店舗、住宅等

により対象から除外するもの▲17 店舗、事業等による解消▲8 店舗、新たに空き店舗となった

もの+15 

 

（（（（4444））））西側・東側商店街主要な通り西側・東側商店街主要な通り西側・東側商店街主要な通り西側・東側商店街主要な通り（※）（※）（※）（※）の歩行者通行量の歩行者通行量の歩行者通行量の歩行者通行量((((人人人人////日日日日))))の状況の状況の状況の状況    

平成22年度については、調査日の関係で大きく減少したが、近

年では平成20年度をピークに頭打ちの状態になっていることが窺

える。特に東側商店街については、「昭和の町」の取り組みが進ん

だ西側商店街と比べ、依然として人通りが少ない状況が続いてい

る。（ｐ52参照） 

〈商店街主要通りの歩行者通行量の状況〉 

    HHHH17171717 年年年年    HHHH11118888 年年年年    HHHH11119999 年年年年    HHHH22220000 年年年年    HHHH22221111 年年年年    HHHH22222222 年年年年    

通行量 2,789 1,909 1,766 2,522 2,147 1,550 

（歩行者通行量調査結果より） 

※西側商店街：中央通り・新町１、２丁目  東側商店街：中町・銀座街 

 

 

（（（（5555）観光の状況）観光の状況）観光の状況）観光の状況    

「昭和の町」の取り組みを始めた平成 13 年以降、年間の観光客

数は右肩上がりで増加し、平成 19 年以降は年間 30万人を超えて

いるものの、ここ数年は前年を下回る年があるなど、頭打ちの傾

向が見られる。社会経済情勢の変化などの影響を受け、今後衰退

に向かうおそれがある。 

 

〈昭和の町観光客数〉 

    HHHH11117777    HHHH11118888    HHHH19191919    HHHH20202020    HHHH21212121    HHHH22222222    

観光客数観光客数観光客数観光客数（（（（人人人人））））    

((((対前年比対前年比対前年比対前年比::::％％％％)))) 

259,647 

(－) 

275,260 

(106.0) 

361,320 

(131.3) 

306,844 

(84.9) 

333,488 

(108.7) 

329,968 

(98.9) 

（観光動態調査より） 
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（（（（6666）土地利用の状況）土地利用の状況）土地利用の状況）土地利用の状況    

p.77 で記載している本計画の追加区域に立地する大分県豊後高

田総合庁舎については、平成 17 年度までは、西高地方振興局、高

田県税事務所、高田保健所及び高田土木事務所が入居し、多数の

県職員が勤務していた。 

しかし平成 18 年度に実施された県の行財政改革により、西高地

方振興局は大分県北部振興局（宇佐市）に、高田県税事務所は中

津県税事務所（中津市）にそれぞれ統合され、平成 23 年度時点で

県総合庁舎には土木事務所と保健所を残すのみとなった。 

このことから、県総合庁舎（3階建て）のうち 1階と 2階は空

き事務所となり、職員駐車場についても面積の半数以上が使用さ

れていない状況にある。あわせて県総合庁舎に勤務していた職員

の大半が他市に異動する状況となり、ピーク時と比較して 3 分の

1 以下に激減した。 

また、旧ライスセンターについては、以前はくにさき西部農業

協同組合（以下、「農協」という。）が所有し、高田支所及びライ

スセンターとして利用されていた。市に譲渡された平成 17 年度以

降は、普通財産として市が当該農協に貸し付け、平成 19 年度から

は市内民間企業が活用していたものの、平成 23 年度からは未利用

地となっている。 

以上のことから、県総合庁舎、豊後高田警察署及び旧ライスセ

ンターが立地するエリアにおいて、空き事務所等、低・未利用地

が増加している状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<市庁舎周辺の状況> 
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第 3 号要件 

 当該市街地にお

ける都市機能の増

進及び経済活力の

向上と総合的かつ

一体的に推進する

ことが、当該市街地

の存在する市町村

及びその周辺の地

域の発展にとって

有効かつ適切であ

ると認められるこ

と 

平成 17 年 3 月 31 日に周辺の 1 市 2 町と合併し、新豊後高田市が

誕生した。市全体として、中心市街地区域のように商業・都市施設

が集積している地区は他には見られない。 

 

（（（（1111）豊後高田市まちづくり計画）豊後高田市まちづくり計画）豊後高田市まちづくり計画）豊後高田市まちづくり計画    新市建設計画に整合新市建設計画に整合新市建設計画に整合新市建設計画に整合    

平成 15 年 12 月に西高地域 1 市 2 町合併協議会で策定した『豊

後高田市まちづくり計画 新市建設計画』において、「昭和の町」

（中心市街地活性化）推進プロジェクトを、まちづくりを行って

いく上でシンボル的な事業として推進する『重点戦略プロジェク

ト』の一つとして位置づけている。 

 

（（（（2222））））市長マニュフェスト・市政方針市長マニュフェスト・市政方針市長マニュフェスト・市政方針市長マニュフェスト・市政方針に整合に整合に整合に整合    

平成 21 年の市長選挙において、現市長のマニュフェストとして

「安心して暮らせるふるさとづくり」「ふるさとを興す産業の振

興」を掲げ、その中で、生活基盤づくり、「昭和の町」づくりの推

進をはじめとする中心市街地の活性化を重要施策として位置付

け、「市民一人ひとりの夢のあるまち豊後高田」の実現を目指すこ

ととしている。 

 

（（（（3333）豊後高田市総合計画に整合）豊後高田市総合計画に整合）豊後高田市総合計画に整合）豊後高田市総合計画に整合    

平成 18 年 9 月に、新市施行後策定した『豊後高田市総合計画』

では、重点戦略プロジェクトの一つとして「昭和の町（中心市街

地活性化）推進プロジェクト」を位置付けた。 

当該プロジェクトでは、「昭和の町」を地域住民と観光客の交流

の場、観光拠点と位置づけ、「地域文化の再生と創造による共感で

きるまちづくり・賑わいづくり」を推進するとともに、中心市街

地ににぎわいの場を創出し、商店街の活性化を図ってきた。 

平成 23 年からの『改訂豊後高田市総合計画』では、「魅力ある

中心市街地の整備」を重点プロジェクトに掲げ、これまでの「昭

和の町」、「玉津のまちづくり」に加え、市民生活の上で快適で、

利便性の高いまちづくりを図り、本市の定住促進をけん引する「市

の顔」とすべく、様々なまちなかの魅力向上プロジェクトを推進

することとしている。 
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【基本構想】第４章 施策の大綱  

２ キラリと光るまちづくり     ２-３ 「住みたい」まちづくり  

★魅力ある中心市街地の整備 

年間３０万人以上の観光客が訪れる「昭和の町」や「高齢者が楽しい“おまち”」玉津プラチ

ナ通りの取り組みに加えて、徒歩や自転車で生活ができるコンパクトシティの特徴を活かした

都市と変わらない利便性の高い生活空間の基盤整備を推進します。 

 

４ ふるさとを興す産業づくり   ４-７ 商業の振興  

★魅力ある商業・商店街の整備  

商業者等の活性化意欲を喚起し、個々の店舗の特徴を最大限活かすとともに、農林水産業や

観光産業、さらには福祉産業とも連携を図りながら、魅力ある商店街づくりを推進します。ま

た、商店街の整備として、店舗の修景・再生、空き店舗対策事業、統一的なハード整備を進め

るとともに、若年層が気軽に集える店舗誘致や、高齢者が楽しいおまちを目指した「玉津プラ

チナ通り」との連携など商店街の魅力アップのための各種ソフト事業に対する支援を行いま

す。 

★商店街の観光拠点化 

今や全国的に有名となり年間３０万人以上の観光客が訪れる「昭和の町」を持続的に発展させ

商店街振興を図るため、商店街など自主的な取り組みを支援するとともに、各種誘客イベント

の実施や昭和の町のコンセプトに沿った交流拠点施設の整備を行います。 

 

【基本構想】第５章 重点戦略プロジェクト ５-5 まちなか魅力向上プロジェクト 

本市の市街地は、およそ半径１キロメートル以内に商店街、医療機関、官公庁、住宅地が集

中しており、徒歩や自転車で生活ができるコンパクトシティの形態を有しています。この特性

を活かし、都市と変わらない利便性の高い快適な生活環境を実現することにより、本市の核と

して定住人口の牽引車的役割を目指します。 

主な施策としては、玉津地区における「高齢者が楽しい“おまち”」づくりを促進するため、

高齢者のニーズにあった商品の販売や定期的な演芸等のイベントなどのほか、高齢者が気軽に

集える場の創出を図るとともに、誰もが安心して散策できるよう道路改良など歩いて暮らせる

まちづくりを進めます。 

現在の市役所高田庁舎は耐震性に問題があるとともにエレベーターが無いなど、早急な対策

が必要となっていることから、市民が利用しやすく大規模災害時にも対応できる行政拠点とな

る新庁舎の整備に取り組みます。 

また、新図書館の建設、現市役所跡地や旧ライスセンター跡地を活用して、市民の新たな憩

い、健康づくりの場となる都市公園などの都市的機能を強化するための施設整備など、まちな

かに新たな魅力と様々な都市的機能を集積・強化させ、市民生活の上で、便利で多機能なまち

づくりを行うことにより、市民の夢をかなえ、喜びを与え、うれしく思っていただける“おま

ち”の創造を目指します。 

現在、中心部の商店街は「昭和の町」として全国的にも認知され、平成１３年の誕生から１０

周年を迎えた「昭和の町」の更なる魅力向上を図るため、「昭和の町」のコンセプトの原点に

立ち返った施策を展開するとともに、新たな誘客拠点施設の整備を推進します。 

さらに、若者が気軽に集まることのできる飲食店舗等の誘致や空き店舗を活用した企業誘致

及び起業支援など多様な交流の場所、雇用の場の確保を進めることにより、快適で利便性の高

い魅力あるまちづくりを目指します。 

<改訂版豊後高田市総合計画（案）（H23～） －抜粋－> 



| | | | 第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画 

86868686    |||| 

（（（（4444）周辺への波及効果）周辺への波及効果）周辺への波及効果）周辺への波及効果    

①市の①市の①市の①市の財政財政財政財政事事事事情情情情    

本市の自主財源比率は平成 22 年度決算では 22.4％（約 36億円

弱）となっており、依然として国、県の交付金、補助金等に大き

く依存している状況にある。現在の財政状況からは、ここ数年で

財政再建団体に転落する危険性は極めて少ないが、合併特例の期

間が平成 26 年度で終了し、平成 27 年度からは元利償還金の 70％

を国が補てんする合併特例事業債の起債が出来なくなる。同じく

元利償還金の 70％を国が補てんする過疎対策事業債についても、

暫定的に平成 27 年度まで制度が延長されたものの、その後につい

ては、不透明な状況にある。 

さらに、地方交付税についても、合併特例の期間が終了する平

成 27 年度からは毎年約 2億円ずつ減少、平成 31 年度には平成 26

年度と比較して約 10億円減少する見込みとなっている。 

今後、市民に納得していただける行政サービスと福祉の維持・

向上、そして市政方針に掲げる重要施策の確実な実行を推進して

いくためには、これを下支えする行財政基盤の構築を図ることが

最重要課題である。 

そのため、本市では「第二次豊後高田市行政改革大綱及び実施

計画」を策定し、市政方針に掲げる「市民一人ひとりの夢のある

まち豊後高田」の創造を行政改革の目指すべき方向性と位置づ

け、将来にわたって持続可能で安定した行財政基盤の確立を目指

している。 

今後も引き続き、真に活力ある地域を目指すために、各行政分

野における様々な視点からの自主財源確保策や、事務・事業の見

直しなど、財政健全化に向けた取り組みを継続する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<豊後高田市の財政状況（財政収支）> 

自主財源自主財源自主財源自主財源

3,3343,3343,3343,334

自主財源自主財源自主財源自主財源

3,5813,5813,5813,581

依存財源依存財源依存財源依存財源

11,48711,48711,48711,487

依存財源依存財源依存財源依存財源

12,43012,43012,43012,430
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 ②コ②コ②コ②コンパンパンパンパクトクトクトクトシテシテシテシティィィィ維持維持維持維持のののの視視視視点が点が点が点が周辺周辺周辺周辺地域の地域の地域の地域の発展発展発展発展にとにとにとにとっっっって有効て有効て有効て有効

かかかかつつつつ適適適適切であ切であ切であ切であるるるる。。。。    

以上のような財政事情に加え、今後さらなる少子高齢化社会を

迎える中、各種都市機能の拡散を防止する「コンパクトシティ維

持の視点」は、無秩序なインフラ整備の発生を抑制することとな

り、これにより市全体として都市管理を安定継続的に行うことが

可能になることで、地域全体の活力向上につながっていくもので

ある。 

 

③いと③いと③いと③いとおおおおしくしくしくしく懐懐懐懐かしいかしいかしいかしいおおおおまちまちまちまち－飛躍－－飛躍－－飛躍－－飛躍－・高齢者が・高齢者が・高齢者が・高齢者が楽楽楽楽しいしいしいしいおおおおまちまちまちまち－－－－

進化進化進化進化－－－－・市・市・市・市民民民民がうれしいがうれしいがうれしいがうれしいおおおおまちまちまちまち－－－－創造創造創造創造－－－－のののの視視視視点が点が点が点が周辺周辺周辺周辺地域の地域の地域の地域の発発発発

展展展展にとにとにとにとっっっって有効かて有効かて有効かて有効かつつつつ適適適適切であ切であ切であ切であるるるる。。。。    

中心市街地をさらに魅力あるものとするため、中心市街地内に

重点的に投資することは、まちなかに多くの観光客や市民が集う

ことにつながるものと考えられる。 

その結果として、商業の活性化や二次的要素として新たな就業

の場の確保、農業など他産業への波及効果、さらには、まちなか

が「観光の入り口」となり、周辺観光地への広域観光ルートの確

立につながることなどが期待できる。 

また、中心市街地を核とした経済活動の活発化は、まちなかへ

の駐車場整備、住宅建設といった新たな民間投資意欲の発生など

につながることも期待される。 

さらに、中心市街地に様々な都市機能を集積・充実させ、快適

で利便性の高い魅力あふれるまちなかを形成することにより、市

全体の定住促進をけん引していくことが期待される。 

中心市街地の活性化による、本市の定住人口増加は、自主財源

の増加につながり、ひいては地域全体の活力向上につながってい

くものである。 
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３．中心市街地の活性化の目標 

[１]豊後高田市中心市街地活性化の目標 

これまでの取り組みの検証、さらに本市の厳しい財政状況を踏まえ、今後について

も第 1 期基本計画と同様に、『コンパクトシティの維持』、『選択と集中』による視点

で、継続的なまちづくりを行っていくことが必要である。 

市政方針である「市民一人ひとりの夢のあるまち豊後高田」の創造と、本市の「未

来」を切り拓くけん引車となるべく、「にぎわいと憩い、そして魅力の創出でさらに愛

される“まちなか”」の実現を目指していくこととし、『真に必要で効果の高い施策』

を行うため、前述の方針を踏まえて、引き続き『地域の生き残り』をかけて目標をし

ぼりこみ次のように設定する。 

 

目標目標目標目標①①①①    いとおしくいとおしくいとおしくいとおしく懐懐懐懐かしいおまちかしいおまちかしいおまちかしいおまち    －－－－飛躍飛躍飛躍飛躍－－－－    

商業者・観光まちづくり株式会社・商工会議所・行政の 4者が、それぞれが担うべ

き役割を再認識し、相互に補完・連携を図りながら、第1期基本計画の取り組みによ

り、「進化」を遂げた「昭和の町」（西側商店街）の「飛躍」を目指す。 

「昭和の町」の取り組みの原点に立ち返り、「昭和の 4 つの再生」を基本に「昭和

の町」を形成する店舗の拡充等を行うことにより、景観面を含めた統一イメージの促

進を図る。また魅力ある地域ブランドの発表の場＝“ハレの場”としての個店づくり

や新たな拠点施設づくり、既存施設のリニューアルを行い、観光交流機能を強化する。 

以上の取り組みを進め、第1期基本計画と同様に、観光入り込み客数の増大を目指

すとともに、まちなか回遊性、滞在時間の延長及び観光消費額の増加などを図り、商

店街における波及効果を地域に増大させる。 

 

目標目標目標目標②②②②    高齢者高齢者高齢者高齢者がががが楽楽楽楽しいおまちしいおまちしいおまちしいおまち    －－－－進化進化進化進化－－－－    

地域の特徴を活かし、地域住民との連携を図りながら、第1期基本計画の取り組み

によりコンセプトが確立できた玉津地区（東側商店街）の「進化」を目指す。 

「遊ぶ、食べる、集う、交流する」の 4つのテーマを基本に、既存の高齢者交流施

設の機能強化、プラチナ世代が買い物を楽しめるための個店づくり、新たな交流拠点

施設づくりや高齢者向けサービスの充実、元気で健康なまちづくりに資する取り組み

を行い、“玉津地区ならでは”の魅力を強化する。 

以上の取り組みを進め、第1期基本計画と同様に、高齢者交流人口の増大を目指す

とともに、新たな来街目的を付与することにより、高齢者のみにとらわれず、子ども・

大人・プラチナ世代といったあらゆる世代の来街を促し、「玉津プラチナ通り」におけ

る波及効果を地域に増大させる。 
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目標目標目標目標③③③③    市民市民市民市民がうれしいおまちがうれしいおまちがうれしいおまちがうれしいおまち    －－－－創造創造創造創造－－－－    

“まちなか”に新たな魅力と様々な都市機能を集積させ、市民生活の上で、便利で

多機能なまちづくりを行うことにより、市民の夢をかなえ、喜びを与え、うれしく思

っていただける“おまち”の「創造」を目指す。 

上記目標①、目標②の取り組みに加え、教育（学び）環境、子育て環境、生活基盤

の整備等を行うなど、多角的・総合的な視点から各種施策を実行し、それぞれの施策

の相乗効果を図ることにより、トータルとして“まちなか”の魅力アップを目指す。 

特に“まちなか”に日常において多くの市民が集い、交流ができ、憩いの空間とな

る核施設がないことから、子ども・大人・プラチナ世代といったあらゆる世代が楽し

め、学べ、安心して公共サービスが受けられる拠点施設の整備を行う。このことによ

り、「市民がうれしいと思える“おまち”」の創造を実現させ、より多くの市民を“ま

ちなか”に呼び込むことによって、その波及効果を地域に増大させる。 

 

 

[２]計画期間の考え方 

本基本計画の計画期間は、平成 24 年 4 月から、主要な事業が完了し、事業実施の効

果が現れると考えられる平成 29 年 3 月までの 5 年とする。 
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[３]目標達成状況を把握するための指標設定の考え方 

中心市街地の目標に対する達成状況を把握するために、具体的な活性化の成果指標

を定めるとともに、その数値のフォローアップを行うことを通じて、達成状況の進行

管理を図る。 

中心市街地の活性化の目標を踏まえ、それぞれの達成状況を把握できる成果指標を

以下のように設定する。 

 

■■■■基本的な方針基本的な方針基本的な方針基本的な方針    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民市民市民市民にもにもにもにも観光客観光客観光客観光客にもにもにもにも愛愛愛愛されるされるされるされる““““おまちおまちおまちおまち””””へへへへ    
    

にぎわいとにぎわいとにぎわいとにぎわいと憩憩憩憩いいいい、、、、そしてそしてそしてそして魅力魅力魅力魅力のののの創出創出創出創出でででで    
さらにさらにさらにさらに愛愛愛愛されるされるされるされる““““まちなかまちなかまちなかまちなか““““へへへへ    

[目標１] 

いとおしくいとおしくいとおしくいとおしく懐懐懐懐かしいおまちかしいおまちかしいおまちかしいおまち    

－－－－飛躍飛躍飛躍飛躍－－－－    

[目標２] 

高齢者高齢者高齢者高齢者がががが楽楽楽楽しいおまちしいおまちしいおまちしいおまち    

－－－－進化進化進化進化－－－－    

[目標３] 

市民市民市民市民がうれしいおまちがうれしいおまちがうれしいおまちがうれしいおまち    

－－－－創造創造創造創造－－－－    

[指標１] 

昭和の町の昭和の町の昭和の町の昭和の町の    

観光入り込み客数観光入り込み客数観光入り込み客数観光入り込み客数    

[指標２] 

玉津地区“豊後高田昭和玉津地区“豊後高田昭和玉津地区“豊後高田昭和玉津地区“豊後高田昭和

の町”高齢者交流施設のの町”高齢者交流施設のの町”高齢者交流施設のの町”高齢者交流施設の

入り込み客数入り込み客数入り込み客数入り込み客数    

[指標３] 

新図書館新図書館新図書館新図書館のののの    

年間利用者数年間利用者数年間利用者数年間利用者数    

329,968 人/年(H22) 

400,000400,000400,000400,000 人人人人////年年年年((((HHHH22228888))))    

7,031人/年(H22年度) 8,389人/年(H22年度) 

10,00010,00010,00010,000 人人人人////年年年年((((H2H2H2H28888 年度年度年度年度))))    30,00030,00030,00030,000 人人人人////年年年年((((H2H2H2H28888 年度年度年度年度))))    
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目標目標目標目標 1111    いとおいとおいとおいとおしくしくしくしく懐懐懐懐かしいおまちかしいおまちかしいおまちかしいおまち－－－－飛躍飛躍飛躍飛躍－－－－    

[いとおしく懐かしいおまち－飛躍－の達成状況を表す指標] 
 

●●●●豊後高田昭和の町の年間観光入り込み客数豊後高田昭和の町の年間観光入り込み客数豊後高田昭和の町の年間観光入り込み客数豊後高田昭和の町の年間観光入り込み客数    

『豊後高田昭和の町』の取り組みは、既存商店街の再生を念頭に、“観光”とい

う要素を取り入れて行ってきた。このため、第 1 期基本計画では、観光交流人口

の増加が活性化の実態を把握する指標として適切であると判断し、「昭和の町」へ

の年間観光入り込み客数を指標として設定した。 

今後についても、商店街再生への取り組みのベースは不変であり、引き続き観光

拠点施設の整備、特色ある商業の活性化、魅力ある街並み景観の形成等により、「昭

和の町」全体として観光客の増大を目指すことから、本計画についても同指標を設

定する。 

 

 

目標目標目標目標 2222    高齢者高齢者高齢者高齢者がががが楽楽楽楽しいおまちしいおまちしいおまちしいおまち－－－－進化進化進化進化－－－－    

[高齢者が楽しいおまち－進化－の達成状況を表す指標] 
 

●●●●玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数    

第1期基本計画では、依然として人通りも少なくさみしい状況が続いていた『玉

津地区』について、高齢者の市民をターゲットとした『昭和の町・高齢者が楽しい

おまち』として、まちづくりのチャレンジを開始した。玉津地区への来街状況を把

握するためには、その拠点施設となる空ビルを活用した高齢者交流施設への入り込

み状況を指標として設定するのが適切であると判断し、当該数値を指標として設定

を行った。 

今後についても、同地区に係るまちづくりコンセプトを踏襲し、さらなる「進化」

を目指すことから、引き続き『玉津地区』の核施設である同施設の入り込み状況を

本計画の指標として設定する。 
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目標目標目標目標 3333    市民市民市民市民がうれしいおまちがうれしいおまちがうれしいおまちがうれしいおまち－－－－創造創造創造創造－－－－    

[市民がうれしいおまち－創造－の達成状況を表す指標] 
 

●●●●新図書館の年間利用者数新図書館の年間利用者数新図書館の年間利用者数新図書館の年間利用者数    

子ども・大人・プラチナ世代といったあらゆる世代をターゲットに、“まちなか”

のさらなる魅力向上を図ることとし、「市民がうれしいおまち」の創造を新たな目

標に掲げチャレンジする。 

本目標については、都市機能として、市民が集い、交流ができ、憩いの空間とな

る核施設の整備を行い、“まちなか”に新たな魅力を創出することにより、「市民が

うれしいと思える“おまち”」の創造を実現させ、より多くの市民の来街を目指す

ものである。 

今後、市民ニーズに沿った新図書館とその隣接地に新たな市民の憩いと交流の場

となる都市公園を整備する方針である。新図書館と都市公園を一体的に整備するこ

とにより、同エリアに多くの市民、観光客を誘客し、新図書館に多くの利用者を引

き込む仕掛けづくりを行うことから、本目標の達成状況を表す指標として、新図書

館の年間利用者数を設定する。 

なお、本図書館は、従来の図書館機能にとどまらず、市民が憩える公園へ通じる

アプローチ、休憩・交流のためのロビー、市民講座のための集会室等、様々な機能

を兼ね備えたものを整備することとしており、これまでの中心市街地にはない、市

民にとって魅力ある拠点施設となり得るものである。 
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[４]数値目標の設定 

（１）いとおしく懐かしいおまち－飛躍－の達成状況を表す指標 

１）目標値の設定１）目標値の設定１）目標値の設定１）目標値の設定    

評価指標評価指標評価指標評価指標    
現況値現況値現況値現況値    

（（（（HHHH22222222））））※暦年※暦年※暦年※暦年    

目標値目標値目標値目標値    

（（（（HHHH28282828））））※暦年※暦年※暦年※暦年    
備備備備        考考考考    

昭和の町の観光昭和の町の観光昭和の町の観光昭和の町の観光入り込入り込入り込入り込

み客数み客数み客数み客数 
329,968 人/年 400,000 人/年 昭和ロマン蔵北小蔵への来街者数 

 

平成 13 年度から取り組みをはじめた『豊後高田昭和の町』は、特に、昭和ロマン蔵

がオープンした平成 14 年 10 月以降、観光客数が急激に増加しており、その後の昭和

ロマン蔵の拡充、新規施設の整備によって確実に誘客効果が図られていることがわか

る。 

 

〈昭和の町の年間観光入り込み客数推移（第１期基本計画）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（豊後高田市資料より） 

 

第 1 期基本計画では、平成 21 年に「昭和の町」の拠点遊休地である野村財閥屋敷

跡（大分銀行跡）に新規施設を整備することでさらなる誘客を図り、最終的に観光入

り込み客数 400,000 人の達成を目指すものであった。 

同施設の整備は遅延している状況にあるが、昭和の町誕生 10 周年記念行事等でカ

バーし、目標達成すべく取り組み中である。（p.18～25 に記載） 
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10 月 昭和ロマン蔵オープン 

2 月 昭和ロマン蔵東蔵昭和の絵本美術館オープン 

4 月 昭和ロマン蔵南蔵旬彩南蔵オープン 

4 月 昭和ロマン蔵北蔵昭和の夢町三丁目館オープン

4月 昭和の町展示館本格稼働
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本計画では、第1期基本計画で遅延となった拠点施設活用事業を核に、昭和の町・

玉津プラチナ通りでの新たなイベントの実施、平成 23 年度から改修後の中央公園で実

施しているイベントの継続等により、現況値である平成 22 年の観光入り込み客数（約

330,000 人）から、新たな観光入り込み（約 74,500 人増）を図ることで、年間 400,000

人（目標年次：平成 28 年）の達成を目指すものとする。 

 
 

●現況値（H22） 329,968 人     74,500 人の純増を目指す。 

 

〈昭和の町の観光入り込み客数の推移と目標値〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）基準値（現況値）設定の考え方２）基準値（現況値）設定の考え方２）基準値（現況値）設定の考え方２）基準値（現況値）設定の考え方    

第1期基本計画の目標である平成 23 年時点での観光入り込み客数 400,000 人につい

ては、野村財閥屋敷跡（大分銀行跡）を活用した拠点施設整備の遅延による影響分を

昭和の町誕生 10 周年記念行事・関連イベント等でカバーすることにより達成は可能

な見込みとなっている。（途中経過ではあるが、現時点（H23.10 月）における平成 23

年の入り込み客数は、これまでで最も多かった平成 19 年を上回るペースで進捗してい

る。） 

以上のことから、上記グラフの「「「「※※※※1111」」」」の部分については、昭和の町誕生 10周年に

伴う記念行事・関連イベント、中央公園のリニューアルに伴う効果が大きい。 

昭和の町誕生 10周年については、平成 23 年のみで一過性のものである。また、中

央公園についてもリニューアル直後ということもあり、最も集客効果が現れる時期で

あるため、これらは総じて特殊要因であることから、永続的な効果は期待できない。 

したがって、本目標については平成 22 年の観光入り込み客数を基準値とし、第 1

期基本計画で遅延となっている拠点施設の整備、「昭和の町」の取り組みの原点である

「昭和の 4つ再生」に基づく各種取り組み等を実行し、確実な目標達成を目指すもの

とする。 

259,647259,647259,647259,647

275,260275,260275,260275,260
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３）目標値達成に向けた取り組みと期待され３）目標値達成に向けた取り組みと期待され３）目標値達成に向けた取り組みと期待され３）目標値達成に向けた取り組みと期待される効果る効果る効果る効果    

①各種①各種①各種①各種取り組みに取り組みに取り組みに取り組みによよよより期り期り期り期待さ待さ待さ待される効果れる効果れる効果れる効果    

核施設整備等の事業・核施設整備等の事業・核施設整備等の事業・核施設整備等の事業・取り組み取り組み取り組み取り組み    事業効果（人事業効果（人事業効果（人事業効果（人////年）年）年）年）    

●集客力のある施設の整備●集客力のある施設の整備●集客力のある施設の整備●集客力のある施設の整備     

        ⅰ）高次都市施設事業（昭和の町新拠点施設整備事業）    68,000 人 

●集客力のあるイベントの実施●集客力のあるイベントの実施●集客力のあるイベントの実施●集客力のあるイベントの実施     

        ⅱ）活動支援事業によるイベントの実施 2,000 人 

        ⅲ）中央公園イベント広場を活用したイベントの継続 4,500 人 

●相乗効果の見込める各種ソフト事業等●相乗効果の見込める各種ソフト事業等●相乗効果の見込める各種ソフト事業等●相乗効果の見込める各種ソフト事業等     

        ⅳ）まちなかの魅力向上に資する各種事業 ― 

各種取り組みによる増加見込み各種取り組みによる増加見込み各種取り組みによる増加見込み各種取り組みによる増加見込み    計 74,500 人 

 

②期②期②期②期待さ待さ待さ待される効果のれる効果のれる効果のれる効果の推推推推計方法計方法計方法計方法    

過去の実績を分析すると、改めて観光施策において拠点施設の整備は、集客面での

効果が高いことが窺える。第1期基本計画については、平成 17 年にオープンした『昭

和の絵本美術館』による観光客推移を基準として、のちに整備する新規施設の観光入

り込み客数を推計した。 

新規施設の整備が観光入り込み客数の増加につながるというトレンドに大きな変化

はないことから、本計画ついても、第1期基本計画と同様の考え方を基本とする。た

だし昨今の景気低迷など社会経済情勢の変動により、平成 17 年時と比べて、「昭和の

町」を取り巻く環境も大きく変化していることから、直近の施設整備による「昭和の

町」の観光入り込み客数の増加を基準とする。 

また、近年のトレンドをみると、観光入り込み客数は新規施設を整備した年または

翌年については伸びるが、その後はある程度落ち着いていく傾向にある。そのため、

新規施設の整備を観光入り込み客数増加のための核事業と位置づけ、その他に昭和に

ちなんだ新たなイベント、既存拠点施設のリニューアルを実施し、それぞれの事業の

相乗効果を目指すことにより、「昭和の町」全体の魅力を高め、確実な集客効果を目指

すものとする。 

 

ⅰ）高次都市施設（昭和の町新拠点施設整備事業 平成 25 年度～平成 26 年度） 

平成 20 年度に旧大分合同銀行整備事業により、昭和の町展示館（施設面積 356m2）

を整備している。平成 20 年から平成 22 年の観光入り込み客数が実績値で約 23,000 人

増加（306,844 人⇒329,968 人）していることから、本数値を基礎に新規施設の整備によ

る観光入り込み客数を推測する。 
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〈観光入り込み客数増に資する事業の分析〉 

項目項目項目項目    年年年年    入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分    備備備備    考考考考    

昭和の町観光入り込み客数の増昭和の町観光入り込み客数の増昭和の町観光入り込み客数の増昭和の町観光入り込み客数の増    Ｈ20⇒Ｈ22 23,124 人 実績値[H22] 

昭和の町展示館本格稼働による客数の増昭和の町展示館本格稼働による客数の増昭和の町展示館本格稼働による客数の増昭和の町展示館本格稼働による客数の増    Ｈ20⇒Ｈ22 25,533 人 実績値[H22] 

ボンネットバス導入による客数の増ボンネットバス導入による客数の増ボンネットバス導入による客数の増ボンネットバス導入による客数の増    Ｈ20⇒Ｈ22 17,624 人 実績値[H22] 

※昭和の町展示館はＨ20.4 オープン。初年度は休日のみの稼働（85 日）で、年間入り込み客

数は、26,304人。Ｈ22.4から稼働日数を大幅に増やしたことから（348日）、年間入り込み客

数は、51,837人となっている。（25,533 人増） 

 

平成 20 年から平成 22 年にかけて、昭和の町観光入り込み客数増に資する主事業は、上記

の「昭和の町展示館」の稼働日数増及び「ボンネットバス導入」と推察でき、この２事業の

効果は、43,157人となっている。 

しかし、この間の昭和の町観光入り込み客数増は 23,124人に留まっており、事業効果は限

定的となっている。 

以上のことから、新規施設等の整備に伴う「昭和の町全体の観光入り込み客数増」に資す

る効果の発現率を下記のとおり見込むものとする。 

23,124人 ÷ （25,533 人+17,624人） ＝ 53.5 ≒ 50％ 

 

〈新規施設整備による観光入り込み客数の増加予測〉 

施設名施設名施設名施設名    施設面積施設面積施設面積施設面積    入り込み客数増加入り込み客数増加入り込み客数増加入り込み客数増加分分分分    備備備備    考考考考    

旧大分合同銀行整備事業旧大分合同銀行整備事業旧大分合同銀行整備事業旧大分合同銀行整備事業    356 ㎡ 観光客数の増：約 51,837 人 実績値[H22] 

新
規
施
設

新
規
施
設

新
規
施
設

新
規
施
設
    

野村財閥屋敷跡（大分銀行跡）野村財閥屋敷跡（大分銀行跡）野村財閥屋敷跡（大分銀行跡）野村財閥屋敷跡（大分銀行跡）    945 ㎡※ 

51,837×945/356＝137,601 人 

137,601 人×50％＝68,800 人 

≒68,000 人 

予測値[H26] 

※敷地面積 1,182 ㎡×建ぺい率 80％＝945 ㎡ 

 

昭和の町新拠点施設整備事業による観光入り込み客数の増加  68,000 人（ア） 

 

拠点施設である昭和ロマン蔵、昭和の町展示館に続く、新たな拠点が整備されるこ

とにより、中心市街地における回遊性の向上が期待され、観光客の滞在時間の増加、

それに伴う観光消費額の増加など、西側商店街における波及効果が期待される。 

 

 

ⅱ）活動支援事業(昭和の町・プラチナ通り等活性化支援事業 平成 23 年～平成 28 年) 

「昭和の町」において新たなイベントを実施することにより、観光入り込み客数の

増加を図る。 

平成 21 年に玉津プラチナ祭りを開催した際には、市内を中心に約 1,000 人の来街者

があった。玉津プラチナ通りに比べ、人通りが多く、集客力がある西側商店街におい
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て、これまでにない昭和にちなんだイベントを開催することで、下記目標数値の達成

は可能であると見込まれる。 

 

〈「昭和の町」における新たなイベントの実施による観光入り込み客数の増加予測〉 

事業名事業名事業名事業名    規模規模規模規模    入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分    備備備備    考考考考    

玉津プラチナ祭り玉津プラチナ祭り玉津プラチナ祭り玉津プラチナ祭り    
休日 

1 回/年 
入り込み客数：約 1,000 人 実績値[H21] 

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業
    

活動支援事業（昭和の町・プラ活動支援事業（昭和の町・プラ活動支援事業（昭和の町・プラ活動支援事業（昭和の町・プラ

チナ通り等活性化支援事業）チナ通り等活性化支援事業）チナ通り等活性化支援事業）チナ通り等活性化支援事業）    

休日 

2 回/年 
1,000×2 回/年＝2,000 人 予測値[H28] 

 

活動支援事業による観光入り込み客数の増加  2,000 人（イ） 

 

西側商店街をメインにイベントを開催することにより、商店街における販売額の増

加等といった波及効果が期待される。 

 

 

ⅲ）中央公園イベント広場を活用したイベントの継続（平成 23 年～平成 28 年） 

平成 23 年度には、リニューアルした中央公園イベント広場で昭和の町誕生 10周年

記念イベントを実施している。「昭和の町」の魅力向上、集客効果に資するイベントに

ついて、今後も継続して実施していくことにより、観光入り込み客数の増加を図る。 

 

〈中央公園イベント広場を活用したイベントの継続による観光入り込み客数の増加予測〉 

事業名事業名事業名事業名    規模規模規模規模    入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分    備備備備    考考考考    

昭和の町音楽祭昭和の町音楽祭昭和の町音楽祭昭和の町音楽祭    

昭和の町夏休みイベント昭和の町夏休みイベント昭和の町夏休みイベント昭和の町夏休みイベント    

休日 

2 回/年 

入り込み客数：約 3,000 人 

入り込み客数：約 1,500 人 

実績値[H23] 

実績値[H23] 

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業
    

昭和の町・中央公園活用（夏季・昭和の町・中央公園活用（夏季・昭和の町・中央公園活用（夏季・昭和の町・中央公園活用（夏季・

秋季）イベント秋季）イベント秋季）イベント秋季）イベント    

休日 

2 回/年 

3,000×1 回/年＝3,000 人 

1,500×1 回/年＝1,500 人 
予測値[H28] 

 

中央公園を活用したイベントによる観光入り込み客数の増加  4,500 人（ウ） 

 

リニューアルした中央公園をメインに集客を図ることにより、西側商店街における

販売額の増加等といった波及効果が期待される。 
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ⅳ）相乗効果の見込める各種ソフト事業等 

まちなかの魅力向上に資する事業まちなかの魅力向上に資する事業まちなかの魅力向上に資する事業まちなかの魅力向上に資する事業    事業効果事業効果事業効果事業効果    

○拠点施設再点検強化事業 

○修景・チャレンジショップ等支援事業 

○ボンネットバス活用支援 

○昭和の町発！広域観光確立推進事業 

○昭和の町で子育てひろば事業 

○昭和の町新拠点施設オープニングイベント（仮称） 

○観光客まちなか回遊性向上事業（仮称） 

○旧車ミーティング「昭和の町レトロカー大集合」 

○昭和の町キャンドルナイト 

○昭和の町打ち水大作戦／ゆかた DE ナイト in 昭和の町 

○豊後高田昭和の町街並みめぐり 

○昭和の町豊後高田おひなさまめぐり 

○おかみさん市 

○宝来祭り 

○昭和の町なみスタンプラリー 

○仏の里・昭和の町豊後高田五月祭 

○高田観光盆踊り大会 

○昭和の町エコマネー事業／昭和の町クリーン大作戦 

これらの事業の相乗効

果を図ることにより、

「昭和の町」全体の入

り込みの波及効果を見

込む。 

 
  

■■■■推計結果（まとめ）推計結果（まとめ）推計結果（まとめ）推計結果（まとめ）    

（ア）+（イ）+（ウ）＝74,500 人 

⇒ 現況値現況値現況値現況値 H22H22H22H22 年年年年：：：：329,329,329,329,968968968968 人人人人    ＋＋＋＋    77774444,500,500,500,500 人人人人    ＝＝＝＝    404040404444,468,468,468,468 人人人人    ≒≒≒≒    400,000400,000400,000400,000 人人人人    

 

また、上記事業のほか、平成 23 年 3 月にリニューアルした中央公園、「昭和の町」

にマッチした桂川の架け替えなどにより、まちなか回遊性の向上、昭和の景観統一

による魅力の向上が図られており、これらの効果も期待できる。 

「昭和の 4つの再生」に基づく取り組みとともに、「昭和の町」のコンセプトを

お客さまに伝える「ご案内人制度」についても引き続き取り組みを進め、さらに新

図書館における観光情報の発信機能充実など、各種事業の相乗効果を図ることによ

り確実な目標達成を目指すものである。 

ᘀ  
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（２）高齢者が楽しいおまち－進化－の達成状況を表す指標 

１）目標値の設定１）目標値の設定１）目標値の設定１）目標値の設定    

評価評価評価評価指標指標指標指標    
現況値現況値現況値現況値    

（（（（HHHH22222222 年度年度年度年度））））    

目標値目標値目標値目標値    

（（（（HHHH28282828 年度年度年度年度））））    
備備備備        考考考考    

玉津地区“豊後高田昭玉津地区“豊後高田昭玉津地区“豊後高田昭玉津地区“豊後高田昭

和の町”高齢者交流施和の町”高齢者交流施和の町”高齢者交流施和の町”高齢者交流施

設の入り込み客数設の入り込み客数設の入り込み客数設の入り込み客数 

7,031 人/年 10,000 人/年 高齢者交流施設の入り込み客数 

 

右記グラフが示すとおり、

高齢者交流施設（玉津座銀鈴

堂）については、デイサービ

スの受け入れ人数の増加、そ

の他コミュニティカフェ事業

や地域と連携した取り組みに

よる相乗効果により、当初の

目標を大きく上回る結果とな

った。 

 

引き続き、「高齢者が楽しい

おまち」の進化を目指す玉津

地区の拠点施設である「玉津

座銀鈴堂」において、平成 24 年度からはデイサービスの一日当たりの受け入れ人数を

14 人（現況値）から 20 人に増やし、年間のデイサービス利用者を 4,171 人（H22 年度）

から 5,900 人に増加させる。 

さらに、既存のコミュニティカフェ事業、寄席などのイベント（利用者数 2,860 人）

に加え、デイサービス開所日以外の日曜日に高齢者向けのイベント（バザー等）を実

施するなど、機能強化を図ることにより、さらに利用者数を 1,200 人上乗せする。 

以上の取り組みにより、施設入り込み客数を現況値（H22 年度）の約 7,000 人から約

3,000 人上乗せし、年間 10,000 人（H28 年度）の達成を目指す。 

 
 

●現況値（H22） 7,031 人     3,000 人の純増を目指す。 

 

3,0673,0673,0673,067 2,9522,9522,9522,952
2,4932,4932,4932,493

4,1714,1714,1714,171

目標値目標値目標値目標値

3,603,603,603,600000

7,0317,0317,0317,031
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((((参考参考参考参考)H19)H19)H19)H19～～～～21212121

高齢者交流施設整備以前の

デイサービス事業利用者数

デイサービス事業利用者数デイサービス事業利用者数デイサービス事業利用者数デイサービス事業利用者数

コミュニティカフェコミュニティカフェコミュニティカフェコミュニティカフェ利用者数利用者数利用者数利用者数

〈玉津地区高齢者交流施設入り込み客数の推移(再掲)〉 

(第１期基本計画) 
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〈玉津地区“豊後高田昭和の町”高齢者交流施設の入り込み客数の推移と目標値〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）２）２）２）基準値（現況値）設定の考え方基準値（現況値）設定の考え方基準値（現況値）設定の考え方基準値（現況値）設定の考え方    

第1期基本計画の目標である平成23年度時点での入り込み客数3,600人については、

他事業との相乗効果により、平成 22 年度時点ですでに大きく上回る結果となった。 

平成 23 年度についても、イベント、健康相談事業、講座等を開催し、事業者、市、

商店街を含む地域が連携して、来訪・利用の動機を付与していることから、現状の入

り込み数は維持できる見込みである。 

したがって、本指標については平成 22 年度の入り込み客数を基準値とし、「高齢者

が楽しいおまち」の進化を目指すため、第1期基本計画より高い目標設定を行うこと

とする。 

玉津地区の拠点施設である「玉津座銀鈴堂」の機能拡充と、玉津のまちづくりのテ

ーマである「遊ぶ・食べる・集う・交流する」を基本に各種取り組みを実行し、各事

業の相乗効果を図ることにより、確実な目標達成を目指すものとする。 

 

３）目標達成に３）目標達成に３）目標達成に３）目標達成に向けた取り組みと期待される効果向けた取り組みと期待される効果向けた取り組みと期待される効果向けた取り組みと期待される効果    

①各種取り組みに①各種取り組みに①各種取り組みに①各種取り組みによよよより期り期り期り期待さ待さ待さ待される効果れる効果れる効果れる効果    

核施設整備等の事業・核施設整備等の事業・核施設整備等の事業・核施設整備等の事業・取り組み取り組み取り組み取り組み    事業効果（人事業効果（人事業効果（人事業効果（人////年）年）年）年）    

●集客力のある各施設の●集客力のある各施設の●集客力のある各施設の●集客力のある各施設の取り組み取り組み取り組み取り組み強化強化強化強化  

 ⅰ）玉津座銀鈴堂の機能拡充（デイサービスの受け入れ強化） 1,729 人 

●集客力のあるイベントの実施●集客力のあるイベントの実施●集客力のあるイベントの実施●集客力のあるイベントの実施  

 ⅱ）コミュニティカフェ事業の実施 －人 

 ⅲ）デイサービス開所日以外のイベント実施 1,200 人 

●相乗効果の見込める各種ソフト事業等●相乗効果の見込める各種ソフト事業等●相乗効果の見込める各種ソフト事業等●相乗効果の見込める各種ソフト事業等 － 

 ⅳ）上記取り組みを補完する各種事業 － 

各種取り組みによる増加見込み各種取り組みによる増加見込み各種取り組みによる増加見込み各種取り組みによる増加見込み 計 約 3,000 人 

3,0673,0673,0673,067 2,9522,9522,9522,952
2,4932,4932,4932,493

4,1714,1714,1714,171

基準値基準値基準値基準値

7,0317,0317,0317,031

第第第第1111期計画期計画期計画期計画

目標値目標値目標値目標値

3,6003,6003,6003,600

第第第第2222期計画期計画期計画期計画

目標値目標値目標値目標値

10,00010,00010,00010,000
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②期②期②期②期待さ待さ待さ待される効果の推計方法れる効果の推計方法れる効果の推計方法れる効果の推計方法    

玉津地区高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」で実施するデイサービス事業について、

一日当たりの受け入れ人数の目標を定め、そこから年間のデイサービス入り込み客数

を推計する。 

また、コミュニティカフェ事業については、これまでの実績値を参考にするととも

に、新たに実施するイベントの参加見込み数を定め、同施設に係る全体の年間入り込

み客数を推計する。 

 

ⅰ）玉津座銀鈴堂の機能拡充（デイサービスの受け入れ強化 平成 24 年度～） 

玉津地区高齢者交流施設である「玉津座銀鈴堂」の機能拡充を図り、デイサービス

の一日当たりの受け入れ人数を 20 人/日程度まで拡大することで、入り込み客数の増

加を図る。 

 

〈玉津座銀鈴堂の機能拡充による入り込み客数の増加予測〉 

事業名事業名事業名事業名    規模規模規模規模    入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分    備備備備    考考考考    

高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」    14.3 人/日 
デイサービス事業 

14.3 人×291 日≒4,171 人 
実績値[H22] 

取取 取取
りり りり
組組 組組
みみ みみ
強
化

強
化

強
化

強
化
    

高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」

の機能拡充（デイサの機能拡充（デイサの機能拡充（デイサの機能拡充（デイサーーーービスビスビスビス受け受け受け受け

入れ入れ入れ入れ強強強強化）化）化）化）    

20 人/日 
デイサービス事業 

20 人×295 日＝5,900 人 
予測値[H28] 

 

玉津座銀鈴堂の機能拡充による入り込み客数の増加  1,729 人（ア） 

 

デイサービス利用者の一日当たりの受け入れ人数を増やすことにより、年間の入り

込み客数増加を図る。デイサービス利用者が増加することにより、必然的にデイサー

ビス終了時の日用品等の買物客も増えることが予想されるため、東側商店街への波及

効果が期待される。 

 

ⅱ）玉津座銀鈴堂コミュニティカフェ事業（平成 22 年度～） 

これまでのコミュニティカフェ事業を継続するとともに、玉津プラチナ寄席後の「歌

声喫茶」の開催、空き時間を利用した、高齢者のための「料理教室」「英語教室」「メ

イク教室」「認知症サポーター養成講座（キャラバンメイトの活用）」等を実施するこ

とにより、現状の入り込み客数を維持する。 

 

コミュニティカフェ事業の継続による入り込み客数の維持  現状維持（イ） 

 

引き続き本事業を実施し、玉津地区への来街目的を付与することにより、同地区の

活性化が図られ、東側商店街への波及効果が期待される。 
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ⅲ）デイサービス開所日以外のイベント実施（平成 24 年～） 

「玉津座銀鈴堂」において、デイサービス事業を実施していない日曜日について、

月 2回フリーマーケットやバザー等の催しものを実施し、これまで人通りが少なかっ

た日曜日に来街目的を付与することにより、新たな入り込みを目指すものとする。 

また、高齢者ふれあい交流事業として「玉津プラチナ通り」で開催する「笑い・遊

び・集い」をテーマとした「プラチナ祭り」とタイアップすることにより、事業の相

乗効果を図り、確実な目標達成を目指す。 

 

〈デイサービス開所日以外のイベント実施による入り込み客数増加予測〉 

事業名事業名事業名事業名    規模規模規模規模    入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分入り込み客数増加分    備備備備    考考考考    

玉津座銀鈴堂でのイベント玉津座銀鈴堂でのイベント玉津座銀鈴堂でのイベント玉津座銀鈴堂でのイベント    

（（（（寄席寄席寄席寄席・・・・ワワワワンデインデインデインデイシェフ企シェフ企シェフ企シェフ企画等）画等）画等）画等）    
１回１回１回１回ああああたりたりたりたり 約約約約 50505050 人の入り込み人の入り込み人の入り込み人の入り込み 最新値[H23] 

新
規

新
規

新
規

新
規
取取 取取
りり りり
組組 組組
みみ みみ
    

デイサデイサデイサデイサーーーービスビスビスビス開開開開所所所所日以外日以外日以外日以外のイベのイベのイベのイベ

ントのントのントのントの開催開催開催開催    
月 2 回開催 

50 人×2 回/月×12 月 

＝1,200 人 

※玉津座銀鈴堂の収容人数は

約 70 人（70％の稼働率を見込

む） 

予測値[H28] 

 

デイサービス開所日以外のイベント実施による入り込み客数の増加  1,200 人（ウ） 

 

日曜日の来街者が増加することにより、同地区の活性化が図られ、東側商店街への

波及効果が期待される。 

 

ⅳ）相乗効果の見込める各種ソフト事業等 

まちなかの魅力向上に資する事業まちなかの魅力向上に資する事業まちなかの魅力向上に資する事業まちなかの魅力向上に資する事業    事業効果事業効果事業効果事業効果    

○玉津プラチナ通り等活性化事業支援 

○玉津プラチナ介護予防事業 

○玉津プラチナ健康相談事業（まちの保健室） 

○玉津プラチナいきいき健脳教室事業 

○“おまち”ブランド推進・活性化事業 

○プラチナ笑話館活用事業（遊戯館の活用も含む） 

○地産地消体験施設整備事業（仮称） 

○プラチナ通り元気・健康促進事業（仮称） 

これらの事業の相乗効

果を図ることにより、

「玉津座銀鈴堂」入り

込みの波及効果を見込

む。 
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■■■■推計結果（まとめ）推計結果（まとめ）推計結果（まとめ）推計結果（まとめ）    

（ア）+（イ）+（ウ） ＝ 2,929 人 ≒ 3,000 人 

⇒ 現況値現況値現況値現況値 H22H22H22H22 年年年年    7,0317,0317,0317,031 人人人人    ＋＋＋＋    2,9292,9292,9292,929 人人人人    ＝＝＝＝    9,9609,9609,9609,960 人人人人    ≒≒≒≒    10,00010,00010,00010,000 人人人人    

 

「玉津座銀鈴堂」のほか、新たな拠点施設として高齢者が集うサロン（プラチナ

笑話館：平成 23 年 10 月オープン）を整備した。本施設を老人クラブの活動拠点と

して、ひとり暮らし老人宅への電話サービスや高齢者向けの情報発信、商店街との

連携など、様々な活動を展開することとしている。 

さらに「玉津座銀鈴堂」に隣接する福祉事務所玉津プラチナ支所において、健康

相談事業、認知症予防事業、介護予防事業等の健康づくり事業を実施し、各事業の

相乗効果を図ることにより、健康で元気な高齢者のまちづくりを目指し、玉津地区

全体の活性化につなげていく。 
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（３）市民がうれしいおまち－創造－の達成状況を表す指標 

１）目標値の設定１）目標値の設定１）目標値の設定１）目標値の設定    

評価指標評価指標評価指標評価指標    
現況値現況値現況値現況値    

（（（（HHHH22222222 年度年度年度年度））））    

目標値目標値目標値目標値    

（（（（HHHH28282828 年度年度年度年度））））    
備備備備        考考考考    

新新新新図書図書図書図書館の年間利用者数館の年間利用者数館の年間利用者数館の年間利用者数 8,389 人/年 30,000 人/年 新図書館を利用する人数 

 

公共機関の集積する最も利

便性の高い場所に、新図書館

を建設する（平成 25 年 2 月開

館予定）。従来の図書館機能の

充実を図るとともに、市民講

座、読み聞かせ事業、観光情

報の発信などといった新たな

機能を整備することにより、

中心市街地への新たな来街目

的を付与する。 

また隣接する市庁舎移転後

の用地には、都市公園を整備

する予定である。整備予定地

は、裸祭りなど市を代表する

お祭りが行われる桂川河川敷

に隣接すること、また同地が高齢者のまちづくりを進める玉津地区にあることなどか

ら、「学び・お祭り・高齢者の健康づくり」をコンセプトに整備する方針である。 

したがって、当公園については新図書館の景観とマッチするよう一体的に整備を行

うとともに、お祭りイベント広場、高齢者の健康づくりに寄与できる遊具等を設置す

る方針である。 

お祭りイベント広場については、図書館でのイベントや「昭和の町」のイベントと

連携を図りながら活用することにより、多くの市民、観光客を誘客する。 

これらの取り組みにより、「さらなる“まちなか”のにぎわい創出」、「昭和の町、玉

津地区、新図書館等が集積する地区、3 地区の回遊性向上」、そして「“まちなか”滞

在時間の延長」が期待される。 

以上のことから、図書館建設事業、都市公園整備事業及びその他事業の相乗効果を

図ることで、図書館の年間利用者数について、現図書館（中心市街地エリア内）の 8,389

人（H22 年度）から目標値 30,000 人（H28 年度）の達成を目指す。 

 
 

●現況値（H22） 8,389 人    年間 30,000 人の利用を目指す。 

7,2607,2607,2607,260
7,4457,4457,4457,445 7,4037,4037,4037,403

7,1197,1197,1197,119
6,8696,8696,8696,869

1,5201,5201,5201,520
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）
現図書館の年間貸出利用者数

※その他の利用者数については、

H21以前はデータなし

〈現図書館利用者数の推移〉 

（豊後高田市資料より）
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〈現図書館利用者数の推移と新図書館の年間利用者数の目標値〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）２）２）２）基準値（現況値）設定の考え方基準値（現況値）設定の考え方基準値（現況値）設定の考え方基準値（現況値）設定の考え方    

平成 22 年度の現図書館における年間利用者数 8,389 人を基準値とする。なお、貸出

者数以外の図書館利用（学習、閲覧のみ）の人数については、平成 21 年以前について

は、データがなく不明であるが、学習スペース、蔵書数等に大きな変化はないことか

ら、平成 22 年度の値と大きく変わらないと思われる。 

 

３）３）３）３）各種取り組みにより見込まれる効果各種取り組みにより見込まれる効果各種取り組みにより見込まれる効果各種取り組みにより見込まれる効果    

①各種取り組みに①各種取り組みに①各種取り組みに①各種取り組みによよよより期り期り期り期待さ待さ待さ待される効果れる効果れる効果れる効果    

核施設整備等の事業・核施設整備等の事業・核施設整備等の事業・核施設整備等の事業・取り組み取り組み取り組み取り組み    事業効果（人事業効果（人事業効果（人事業効果（人////年）年）年）年）    

●新図書館の機能向上●新図書館の機能向上●新図書館の機能向上●新図書館の機能向上  

 ⅰ）図書館の機能向上（蔵書数、開架スペースの増） 18,546 人 

●新図書館における付加価値●新図書館における付加価値●新図書館における付加価値●新図書館における付加価値  

 ⅱ）市民講座の開催 480 人 

 ⅲ）読み聞かせ事業の開催 480 人 

 ⅳ）観光情報の発信 6,600 人 

 ⅴ）学習機能の充実 4,200 人 

●相乗効果の見込めるその他事業等●相乗効果の見込めるその他事業等●相乗効果の見込めるその他事業等●相乗効果の見込めるその他事業等 － 

 ⅵ）上記取り組みを補完する各種事業等 － 

各種取り組みによる年間利用各種取り組みによる年間利用各種取り組みによる年間利用各種取り組みによる年間利用者数見込み者数見込み者数見込み者数見込み 計 30,306 人 
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②期②期②期②期待さ待さ待さ待される効果の推計方法れる効果の推計方法れる効果の推計方法れる効果の推計方法    

現図書館の貸し出し利用人数、蔵書数をもとに、新図書館の貸し出し利用者数を推

計するとともに、新たに付与する新図書館の機能向上から、学習、閲覧利用者数、市

民講座等の実施に伴う利用者数を推計する。また、近隣類似団体の同規模の図書館の

利用者数を参考にしながら、同施設に係る全体の年間利用者数を推計する。 

 

ⅰ）図書館の機能向上（蔵書数、開架スペースの増）（平成 25 年度～） 

図書館の蔵書数が少ないためか、他市の図書館を併用する市民が多い。市民一人当

たりの蔵書数は 2.1冊、貸出冊数は 1.1冊で、大分県近隣自治体に比べると低い数値と

なっている。また開架スペース（閲覧箇所）もかなり狭小である。 

そのため、人口規模に見合った蔵書数、開架スペースを確保することにより、新た

な利用者数の増加を図る。 

 

〈図書館の機能向上による利用者数増加予測〉 

事業名事業名事業名事業名    規模規模規模規模    利用者数利用者数利用者数利用者数増加分増加分増加分増加分    備備備備    考考考考    

現現現現図書図書図書図書館館館館    
蔵書数約：52,000冊 

開架スペース：134.21 ㎡ 
6,869 人 実績値[H22] 

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業
    

図書図書図書図書館館館館建建建建設事業設事業設事業設事業    

((((図書館機能の向上図書館機能の向上図書館機能の向上図書館機能の向上))))    

蔵書数：約 140,000冊 

開架スペース：1,068.28 ㎡ 

140,000冊/52,000冊≒2.7 

6,869 人×2.7＝18,546 人 
予測値[H28] 

 

新図書館の機能向上による利用者数  18,546 人（ア） 

 

 

ⅱ）市民講座の開催による利用者数（平成 25 年度～） 

現図書館には生涯学習の場となるスペースがないため、新図書館には新たな集会ス

ペースを設けることにより、利用者数の増加を図る。 

本スペースを活用し、市民が講師や受講者となる講座等を実施することにより、市

民にとっても魅力ある中心市街地の形成を目指す。 

現図書館には、市民講座を開催するスペースがないため、実績等はない。 

新図書館における市民講座を開催する集会スペースは概ね 28席となる予定である。

そのため、集会スペースの収容人数等も鑑み、平成 25 年度から１回あたり 20名規模

の「市民きらきら学び塾事業」等の実施を予定している。 
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〈市民講座の開催による利用者数増加予測〉 

事業名事業名事業名事業名    規模規模規模規模    利用者数利用者数利用者数利用者数    備備備備    考考考考    

現現現現図書図書図書図書館館館館    － － － 

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業
    

図書図書図書図書館館館館建建建建設事業設事業設事業設事業    

（市（市（市（市民講民講民講民講座の座の座の座の開催開催開催開催））））    
2 回/月 

20 人/回×2 回/月×12 月 

＝480 人 
予測値[H28] 

 

市民講座の開催による利用者数  480 人（イ） 

 

 

ⅲ）読み聞かせ事業の開催による利用者数（平成 25 年度～） 

これまで、子どもを対象に月 1回実施していた読み聞かせ事業について、新図書館

では規模を拡大させて実施することにより、利用者数の増加を図る。 

 

〈読み聞かせ事業の開催による利用者数増加予測〉 

事業名事業名事業名事業名    規模規模規模規模    利用者数利用者数利用者数利用者数    備備備備    考考考考    

現現現現図書図書図書図書館館館館    1 回/月 
10 人/回×1 回/月×12 月 

＝120 人 
実績値[H22] 

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業
    

図書図書図書図書館館館館建建建建設事業設事業設事業設事業    

（（（（読読読読みみみみ聞聞聞聞かかかかせせせせ事業の事業の事業の事業の開催開催開催開催））））    
2 回/月 

20 人/回×2 回/月×12 月 

＝480 人 
予測値[H28] 

 

読み聞かせ事業による利用者数  480 人（ウ） 

 

 

ⅳ）観光情報の発信による利用者数（平成 25 年度～） 

「昭和の町」や「高齢者が楽しいおまち」のコンセプトでまちづくりを進めている

「玉津プラチナ通り」にも近いという立地特性を活かし、地域の情報拠点として、観

光情報の発信を図る。 

これにより、同区域への新たな来街目的を付与し、西側商店街→図書館→市民・高

齢者向けのまちづくりを進める東側商店街への新たな回遊ルートを構築し、来街者の

増加を図る。 

目標数値の設定にあたっては、現図書館、現市役所（新図書館に隣接、Ｈ27 年に移

転予定）についても、観光情報を求めに来館・来庁している実態を勘案する。 

また、現在、中心市街地ある公共の観光案内所は昭和ロマン蔵内に設置しているも

のが主であるため、新図書館の観光情報発信については、当該案内所と連携を図ると

ともに、広域観光促進に資する情報発信機能も付加させ、昭和ロマン蔵来訪者の誘客

を図ることとする。さらに、中心市街地全体の回遊性向上を図るため、平成 23 年度か

ら実施しているレンタサイクル事業について、新図書館にサイクルポート機能を設置
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するなどして、観光情報発信と絡めた新たな誘客を目指すものとする。 

上記を踏まえた上で、本取り組みによる利用者数を下記のとおり設定する。 

 

事業名事業名事業名事業名    休休休休日日日日利用者利用者利用者利用者    平日平日平日平日利用者利用者利用者利用者    備備備備    考考考考    

現現現現図書図書図書図書館館館館の観光の観光の観光の観光情報情報情報情報利用者利用者利用者利用者    3 人/日 3 人/日 現況推計値 

現市現市現市現市役役役役所の観光所の観光所の観光所の観光情報情報情報情報利用者利用者利用者利用者    0.5 人/日 1 人/日 現況推計値 

昭和ロマン蔵昭和ロマン蔵昭和ロマン蔵昭和ロマン蔵内内内内ににににあああある観光る観光る観光る観光

案内案内案内案内所からの所からの所からの所からの誘誘誘誘客利用者客利用者客利用者客利用者

（目標（目標（目標（目標 5555％％％％））））    

32 人/日 3 人/日 

昭和ロマン蔵観光案内所利用者 

(Ｈ22 実績値：最少月で算出) 

休日平均 650 人うち 5％（32 人） 

平日平均 65 人うち 5％（3 人） 

レレレレンンンンタタタタサイサイサイサイククククルルルルポーポーポーポートトトトの設の設の設の設

置置置置    
6.5 人/日 3.1 人/日 

レンタル実績（昭和ロマン蔵） 

（Ｈ23 実績値）休日 19.6 人、平日 9.2 人 

休日 19.6 人×1/3（※）＝6.5 人 

平日 9.2 人×1/3＝3.1 人 

計計計計    42 人/日 10.1 人/日  

 ※昭和ロマン蔵に配置しているレンタサイクル台数の 3分の１を設置すると仮定 

 

〈観光情報の発信による利用者数増加予測〉 

事業名事業名事業名事業名    規模規模規模規模    利用者数利用者数利用者数利用者数    備備備備    考考考考    

現現現現図書図書図書図書館館館館    － － － 

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業
    

図書図書図書図書館館館館建建建建設事業設事業設事業設事業    

（観光（観光（観光（観光情報情報情報情報のののの発信発信発信発信））））    

休日 40 人/日 

平日 10 人/日 

40 人×120 日＝4,800 人 

10 人×180 日＝1,800 人 
予測値[H28] 

 

観光情報の発信による利用者数  6,600 人（エ） 

 

上記の取り組みにより、来街者の増加のほか、滞在時間の増やそれに伴う観光消費

額の増が見込まれ、西側商店街、東側商店街への波及効果が期待される。 

 

 

ⅴ）学習機能の充実による利用者数（平成 25 年度～） 

現図書館については、学習スペースが狭小のため、利用者も少なかった。新図書館

については、小中高校生をはじめ、大人も利用できる十分なスペースを確保した学習

室を整備することにより、利用者の増加を図る。 

利用者数については、新図書館の学習室が 50席規模となる予定であることから、休

日・長期休暇では平均稼働率 80％の 40 人を見込むが、図書館利用との重複も考慮し、

その半数の 20 人を利用者数として設定する。 

また平日では平均稼働率 30％の 15 人を見込むが、同様に図書館利用との重複を考

慮し、その半数の 8 人を利用者数として設定する。 
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〈学習機能の充実による利用者数増加予測〉 

事業名事業名事業名事業名    規模規模規模規模    利用者数利用者数利用者数利用者数    備備備備    考考考考    

現現現現図書図書図書図書館館館館    1 日平均 3名  － 

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業

新
規
事
業
    

図書図書図書図書館館館館建建建建設事業設事業設事業設事業    

（学（学（学（学習習習習機能の充実）機能の充実）機能の充実）機能の充実）    

休日・長期休暇：20 人/日 

平日：8 人/日 

20 人×150 日＝3,000 人 

8 人×150 日＝1,200 人 
予測値[H28] 

 

学習機能の充実による利用者  4,200 人（オ） 

 

 

ⅵ）相乗効果の見込めるその他事業等 

まちなかの魅力向上に資する事業まちなかの魅力向上に資する事業まちなかの魅力向上に資する事業まちなかの魅力向上に資する事業    事業効果事業効果事業効果事業効果    

○○○○御御御御玉市玉市玉市玉市民民民民公園整備事業（公園整備事業（公園整備事業（公園整備事業（仮称仮称仮称仮称））））    

○○○○観光客まちなか回遊性向上事業観光客まちなか回遊性向上事業観光客まちなか回遊性向上事業観光客まちなか回遊性向上事業（（（（仮称仮称仮称仮称））））    

これらの事業の相乗効果を図ることにより、

「新図書館」の利用者数の波及効果を見込む。 

 

 

■■■■推計結果（まとめ）推計結果（まとめ）推計結果（まとめ）推計結果（まとめ）    

（ア）+（イ）+（ウ）+（エ）+（オ） ＝ 30,306 人 ≒ 30,000 人 

⇒ 現況値現況値現況値現況値 H22H22H22H22 年年年年：：：：8,3898,3898,3898,389 人人人人    ⇒⇒⇒⇒    30,30630,30630,30630,306 人人人人    ≒≒≒≒    30,00030,00030,00030,000 人人人人    

 

〈参考：現図書館と新図書館の比較〉 

    現現現現図書図書図書図書館館館館    新新新新図書図書図書図書館館館館    

図書図書図書図書館面積館面積館面積館面積    194.21 ㎡ 2,076 ㎡ 

駐車場駐車場駐車場駐車場    専用駐車場なし 28台 

駐輪場駐輪場駐輪場駐輪場    専用駐輪場なし 63台 

 

〈参考：県内類似団体図書館利用者実績〉 

    津津津津久久久久見市見市見市見市図書図書図書図書館館館館    本市新本市新本市新本市新図書図書図書図書館館館館    

延床延床延床延床面積面積面積面積    2,458 ㎡ 2,076 ㎡ 

蔵蔵蔵蔵書書書書数数数数    143,000冊 140,000冊 

利用人数利用人数利用人数利用人数    23,000 人 （※）18,546 人 

人人人人口口口口    21,000 人 24,757 人 

※利用人数は、本計画の目標値 
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[５]フォローアップ 

それぞれの目標値について、以下の方法で数値を把握し、中心市街地活性化協議会

などに報告する。 

 

〈評価指標のフォローアップ〉 

評価指標評価指標評価指標評価指標    フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ    

指標１ 

豊後高田昭和の町の年間豊後高田昭和の町の年間豊後高田昭和の町の年間豊後高田昭和の町の年間

観光入り込み客数観光入り込み客数観光入り込み客数観光入り込み客数    

年間の観光入り込み客数を目標値として設定して

いるため、観光拠点施設である昭和ロマン蔵の入り込

み客数について、同施設を管理運営する市観光まちづ

くり株式会社に、毎年報告させて確認し、必要に応じ

て事業を促進するための措置を講じるものとする。ま

た計画期間の中間年である平成26年の観光入り込み

客数により、達成状況を検証し、状況に応じて目標達

成に向けた改善措置を講じ、さらに、計画期間の最終

年にも再度検証を行うものとする。 

指標２ 

玉津地区“豊後高田昭和の玉津地区“豊後高田昭和の玉津地区“豊後高田昭和の玉津地区“豊後高田昭和の

町”高齢者交流施設の入り町”高齢者交流施設の入り町”高齢者交流施設の入り町”高齢者交流施設の入り

込み客数込み客数込み客数込み客数    

高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」の利用者数を目標

値として設定しているため、施設を管理運営する事業

実施者に、毎年度報告させて確認し、必要に応じて事

業を促進するための措置を講じるものとする。また計

画期間の中間年度である平成26年度の入り込み客数

により、達成状況を検証し、状況に応じて目標達成に

向けた改善措置を講じ、さらに、計画期間の最終年度

にも再度検証を行うものとする。 

指標３ 

新図書館新図書館新図書館新図書館の年間利用者数の年間利用者数の年間利用者数の年間利用者数    

市の施設である新図書館の年間利用者数を目標値

として設定しているため、図書館を所管する部署に、

毎年度報告させて確認し、必要に応じて事業を促進す

るための措置を講じるものとする。また計画期間の中

間年度である平成 26年度の利用者数により、達成状

況を検証し、状況に応じて目標達成に向けた改善措置

を講じ、さらに計画期間の最終年度にも再度検証を行

うものとする。 
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[６]参考指標の設定〈参考数値の把握に基づく効果の検証〉 

目標目標目標目標 1111    いいいいとおしくとおしくとおしくとおしく懐懐懐懐かしいおまちかしいおまちかしいおまちかしいおまち－－－－飛躍飛躍飛躍飛躍－－－－    

目標目標目標目標 2222    高齢者高齢者高齢者高齢者がががが楽楽楽楽しいおまちしいおまちしいおまちしいおまち－－－－進化進化進化進化－－－－    

 

上記のまちづくりを進めていく上で、第1期基本計画と同様、真に活力ある中心市

街地の活性化を実現するためには、こうした取り組みが中心市街地活性化のために相

当程度寄与するものであることを、より正確に把握する必要がある。 

そのため、効果の把握・検証を行うための指標として、3 つの数値目標に加えて、

以下の指標を参考指標として設定する。 

 

■■■■豊後高田昭和の町の観光客滞在時間の増豊後高田昭和の町の観光客滞在時間の増豊後高田昭和の町の観光客滞在時間の増豊後高田昭和の町の観光客滞在時間の増    
 
上記指標は、第1期基本計画では「いとおしく懐かしいおまち－進化－」の達成状

況を把握するための数値目標として設定した。しかし、p.45 で記載したように本指標

については、平成 22 年度の結果から調査日の天候、客層によって大きく数値が変動す

ることが分かったことから、指標としては不確定な部分があると判断し、本計画では

正式なものとして設定していない。 

しかし、本計画の「いとおしく懐かしいおまち－飛躍－」の目標は、西側商店街の

活性化を念頭に設定しており、その達成のためには、各種事業の相乗効果を図ること

により、昭和の町の観光入り込み客数を増加させるとともに、まちなかの回遊性を高

め、滞在時間を延長させ、観光消費額の増加につなげていくことが必要である。 

以上のことから、「滞在時間」については、前述のとおり不確定な部分があるものの、

全体的な効果を検証するためには把握すべき指標であるとも考えられ、また、これま

での調査の連続性も考慮して、本計画においては参考指標として設定するものとする。 

なお、設定方法についても見直しを行うこととする。 

 

■■■■玉津プラチナ通りの入り込み客数玉津プラチナ通りの入り込み客数玉津プラチナ通りの入り込み客数玉津プラチナ通りの入り込み客数    
 
玉津のまちづくりについては、「高齢者が楽しいおまち－進化－」をコンセプトに、

様々な取り組みを実施していくこととしている。その中では、高齢者のみにとらわれ

ず、子ども・大人・プラチナ世代といった、世代を超えた多くの市民の来訪を促すた

め、東側商店街をメインとする通りを「玉津プラチナ通り」と称し、「遊ぶ・食べる・

集う・交流する」の 4つのテーマで、さらに魅力あるまちづくりを進めている。 

昭和の町の拠点施設「昭和ロマン蔵」のように、「玉津に訪れたら、必ずその施設を

訪れる」というものはないが、本計画においては、玉津地区の拠点施設である「玉津

座銀鈴堂」のほか、新たな交流施設の整備や、にぎわい・魅力の創出を図り、来街目

的を付与することとしている。 

したがって、玉津プラチナ通り全体の年間来街者を、各施設等の入り込み客数の積

み上げ（重複分を含む）により把握することにより、玉津商店街全体の定量的な効果

を測定・検証できると考えられることから、本計画において、参考指標として設定す

るものとする。 
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（１）豊後高田昭和の町の観光客滞在時間の増 

第1期基本計画の評価指標は、滞在時間が 2 時間を超える観光客の割合を設定した。

しかし、この指標では、2 時間未満の観光客の滞在時間延長分が反映されないことか

ら、観光客全体の滞在時間の延長を把握するために、平均滞在時間を評価指標して設

定することとする。 

 

〈観光客平均滞在時間の現況と目標〉 

評価指標評価指標評価指標評価指標    
現況値現況値現況値現況値    

（（（（HHHH21212121 年度年度年度年度））））    

目標値目標値目標値目標値    

（（（（HHHH28282828 年度年度年度年度））））    
備備備備        考考考考    

観光客の観光客の観光客の観光客の平均平均平均平均滞在時間滞在時間滞在時間滞在時間 94.3分 108.7分 個人客 

※アンケートによる聞き取り調査 

■■■■第第第第 1111 期基本計画指標期基本計画指標期基本計画指標期基本計画指標    

〈滞在時間が 2 時間を超える観光客の割合推移（個人客）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈平均滞在時間の推移（個人客）〉 
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■■■■本計画の参考指標に本計画の参考指標に本計画の参考指標に本計画の参考指標につつつついていていていて    

平成 22 年度の値については、特殊要因が影響していることから参考とせず、調査を

開始した平成 18 年度から直近の実測値となる平成 21 年度までの 4 カ年の傾向から、

平成 28 年度の目標値を推計する。 

 

〈観光客の平均滞在時間目標値の推計〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■第第第第 1111 期基本計画の滞在時間推計（期基本計画の滞在時間推計（期基本計画の滞在時間推計（期基本計画の滞在時間推計（再再再再掲）掲）掲）掲）    

第 1 期計画の滞在時間の増に係る目標は、策定時点の現況値約 90 分から新規施設

の整備により 138 分の延長を図り、合計で 228 分とし、結果として 2 時間を超える割

合を 26％から 36％にするものであった。 

 

〈事業・取り組みと期待される事業効果〉 

観光拠点施設等観光拠点施設等観光拠点施設等観光拠点施設等    施設面積施設面積施設面積施設面積    滞在時間滞在時間滞在時間滞在時間        

現
行

現
行

現
行

現
行
    

商店街回遊商店街回遊商店街回遊商店街回遊    － 60分 
現行の滞在時間 

は計約 90分 
駄菓子屋の夢博物館駄菓子屋の夢博物館駄菓子屋の夢博物館駄菓子屋の夢博物館    
昭和の絵本美術館昭和の絵本美術館昭和の絵本美術館昭和の絵本美術館    

計 741 ㎡ 30分 

新
規
施
設

新
規
施
設

新
規
施
設

新
規
施
設
    

昭和の夢町三丁目館（昭和ロマン蔵の昭和の夢町三丁目館（昭和ロマン蔵の昭和の夢町三丁目館（昭和ロマン蔵の昭和の夢町三丁目館（昭和ロマン蔵の
北蔵）、旧大分合同銀行の空きビル、北蔵）、旧大分合同銀行の空きビル、北蔵）、旧大分合同銀行の空きビル、北蔵）、旧大分合同銀行の空きビル、
野村財閥屋敷跡・大分銀行跡の施設野村財閥屋敷跡・大分銀行跡の施設野村財閥屋敷跡・大分銀行跡の施設野村財閥屋敷跡・大分銀行跡の施設    

計 1,934 ㎡ 
30×1,934/741 

＝78分の延長 
 

旬彩南蔵旬彩南蔵旬彩南蔵旬彩南蔵     60分  

計計計計     228分  

 

野村財閥屋敷跡（大分銀行跡）の拠点施設整備の遅延や平成 19 年に端を発した世界

同時不況に伴う景気低迷など影響から、滞在時間延長という面では、新規施設整備の

効果は、当初見込んでいたほど発現していない状況にある。 

しかし、このような厳しい状況の中においても、平均滞在時間は確実に伸びている。

今後においても、遅延となっている拠点施設の確実な整備、「昭和の 4 つの再生」に

基づく景観の統一、昭和にちなんだ新たなイベントの実施、昭和の町のコンセプトを

お客様に伝える「ご案内制度」の継続的な実施や夢町小学校での授業体験プラン等、
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さらに「昭和の町」の魅力を高めていくこととしており、これまでの滞在時間の延長

基調は維持できるものと考えられる。 

 

（２）玉津プラチナ通りの入り込み客数 

玉津地区の拠点施設である「玉津座銀鈴堂」の他、4 つのテーマに沿ったまちづく

りに基づき整備する施設等の入り込み客数の合計を参考目標値として設定する。 

 

評価指標評価指標評価指標評価指標    
現況値現況値現況値現況値    

（（（（HHHH23232323 年度年度年度年度））））    

目標値目標値目標値目標値    

（（（（HHHH28282828 年度年度年度年度））））    
備備備備        考考考考    

玉津玉津玉津玉津プラチナ通りのプラチナ通りのプラチナ通りのプラチナ通りの    

入り込み客数入り込み客数入り込み客数入り込み客数 
－ 69,000 人 

各施設の年間入り込み客数の合

計（重複分含む） 

 

「高齢者が楽しいおまち」を“進化”させる 4つのテーマ『遊ぶ・食べる・集う・

交流する』に沿った取り組みと健康増進に資する取り組みを進めることで、玉津プラ

チナ通りの入り込み客数増加が図られるものと考えられる。 

 

〈事業・取り組みと期待される事業効果〉 

事業・事業・事業・事業・取取取取りりりり組組組組みみみみ    積積積積算根算根算根算根拠拠拠拠    事業効果事業効果事業効果事業効果    

■遊ぶ■遊ぶ■遊ぶ■遊ぶ        －－－－    人人人人    

    
1 遊戯館(H21～)（プラチナ笑話館に包含）  － 人 

2 玉津プラチナ寄席（玉津座銀鈴堂に包含）  － 人 

■食べる■食べる■食べる■食べる        29292929,,,,085085085085 人人人人    

    3 手打ちそば屋(H22～) H22 の実績 29,085 人 

■集う■集う■集う■集う        12,00012,00012,00012,000 人人人人    

    

4 高齢者交流施設「玉津座銀鈴堂」(H24～)※ p.99参照 10,000 人 

5 高齢者交流施設「プラチナ笑話館」(H23.10～) 

市内高齢者人口約8,000人

のうち 25％を目標 

8.2 人/日×243 日 

2,000 人 

■交流する■交流する■交流する■交流する        22226666,,,,217217217217 人人人人    

    6 農産物直売所「夢むすび」(H22～) H22 の実績 26,217 人 

□□□□4444 つのテーマに関連する取り組みつのテーマに関連する取り組みつのテーマに関連する取り組みつのテーマに関連する取り組み        1,0001,0001,0001,000 人人人人    

    7 玉津プラチナ祭り H21 の実績 1,000 人 

□健康増進に資する取り組み□健康増進に資する取り組み□健康増進に資する取り組み□健康増進に資する取り組み        720720720720 人人人人    

    

8 玉津プラチナ介護予防事業(H23～) 20 人/回×2 回×3 月 120 人 

9 玉津プラチナ健康相談事業(H23～) 5 人/回×8 回×12 月 480 人 

10 玉津プラチナいきいき健脳教室事業(H23～) 10 人/回×2 回×6 月 120 人 

合計合計合計合計        66669999,,,,022022022022 人人人人    

※上記取り組みを補完する事業※上記取り組みを補完する事業※上記取り組みを補完する事業※上記取り組みを補完する事業      

    
“おまち”ブランド推進・活性化事業(H23～)   

地産地消体験施設整備事業（仮称）   

※高齢者が楽しいおまち－進化－の指標 
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４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐

車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地の

整備改善のための事業に関する事項 

[１]市街地の整備改善の必要性 

（１）現状分析 

本市中心市街地は、一部の地域について土地区画整理事業が進められてきたが、特

に商業が集積する地域については、都市計画道路整備も未着手となっていたこと、ま

た、昭和以前に建てられた木造建築が多いことなどから、道路等の環境改善の面にお

いては整備が進んでいない状態であった。 

しかし、その整備が進んでいない状態を活かし、商店街全体に『昭和 30 年代』とい

うテーマを付加してまちづくりを行ってきた結果、中心市街地の活性化に大きく寄与

することとなった。 

第1期基本計画に基づく市街地整備の現状分析に基づき、策定当時、市民ニーズで

最も要望の高かった駐車場の整備・充実に対応する形で、中央公園の一部用途を変更、

急増する「昭和の町」の観光客に対応するための大型バス専用駐車場を整備し、従来、

大型バスと自家用車の駐車場を兼ねていた中央商店街駐車場については、自家用車専

用として整備を行ったところである。 

また、広大な芝生、野外ステージ、イベント広場、子どもスポーツ広場や小さな子

どもから楽しめる巨大なコンビネーション遊具を備えた中央公園の改修を行い、さら

に市発展の架け橋とすべく、中心市街地の東西をつなぐ桂橋を、市民、そして訪れる

観光客に西側、東側双方から「わたってみたい」と思っていただける「昭和の町にマ

ッチした」橋に改築を行った。 

以上のような取り組みにより、特に桂川を挟んだ西側（高田地区）について、市街

地の整備改善は大幅に図られたものと考えられる。 

一方で、桂川を挟んだ東側（玉津地区）については、第1期基本計画で「高齢者が

楽しいおまち」としてまちづくりのコンセプトを確立し、平成 21 年度から「玉津プラ

チナ通り」を中心に本格始動したものの、市街地の整備改善という点からは、桂橋の

改築以外に、特に進んでいない状況である。 

玉津商店街内及び桂橋へのアクセスとなる市道等については、舗装・側溝の老朽化

が進んでおり、また桂川沿いの玉津側市道の歩道についても、老朽化し、安全な歩行

に支障をきたす箇所もある。 

また同じく桂川を挟んだ東側に立地する市役所本庁舎（高田庁舎）についても老朽

化が進み、移転・建て替えを行う方針であり、市庁舎移転後の跡地活用のあり方につ

いては、今後の中心市街地の活性化を考える上で重要な課題となる。 
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〈第 1 期基本計画に基づく市街地の整備改善〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市街地の整備改善の必要性 

本計画においては、多角的・総合的な視点から、トータルとして“まちなか”の魅

力を向上させ、市全体の定住促進をけん引する「市の顔」を目指すこととしており、

そのためにも、市街地の整備改善は重要な要素となる。 

現状分析を踏まえると、今後については、特に「玉津地区」の市街地整備の改善が

求められており、市民、高齢者向けのまちづくりを進める同地区において、市道の改

修等は不可欠である。また、同地区では、市民、主に高齢者が「健康で元気に暮らせ

るまちづくり」も進めていくこととしており、健康増進に資するバリアフリー化など、

歩きやすい環境整備を行う必要がある。 

また、市民アンケートでは、中心市街地の魅力向上のために重要なこととして、市

民全体、そして高校生とも『快適な都市環境（まち並み、公園、河川等）が整備され

た「きれいなまちづくり」』に対する意識が高かったことを踏まえ、現市庁舎移転後の

跡地の整備方針を検討する必要がある。 

本計画では、①いとおしく懐かしいおまち－飛躍－、②高齢者が楽しいおまち－進

化－、③市民がうれしいおまち－創造－を目標とする中心市街地の活性化を目指すた

め、必要性が高く目標達成に大きく寄与する「市街地の整備改善事業」として、中心

市街地の現状分析等を踏まえた上で、各事業を基本計画に位置付けるものである。 
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〈今後の市街地の整備改善〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）フローアップの考え方 

基本計画が認定された2年後の平成26年度において完了または開始している事業に

ついて、進捗調査を行い、状況に応じて事業の促進などの改善措置を講じる。計画満

了時点においても進捗調査を行い効果の検証を実施する。 

 

■市庁舎移転後の都市公園整備について■市庁舎移転後の都市公園整備について■市庁舎移転後の都市公園整備について■市庁舎移転後の都市公園整備について    

市庁舎移転後の跡地には、市民ニーズ等を踏まえた快適な都市環境の整備を行うた

め、新たな市民の憩い・安らぎの場となる公園を整備する方針である。 

近隣には平成 23 年 3 月に全面リニューアルした中央公園があるが、中央公園につい

ては「昭和の町」に隣接することから、市民はもとより観光客にも愛される公園とし

て整備している。そのため、これまで中央商店街駐車場で実施していた「観光盆踊り」

や「昭和の町」に関連した各種イベントに対応できるイベント広場を設置している。

また市民向けには、主に子育て世代をターゲットとし、小さい子どもからでも遊べる

巨大なコンビネーション遊具や広大な芝生広場を備えている。 

新庁舎移転後の公園整備については、中央公園と基本コンセプトの住み分けを行う

必要がある。立地的には「高齢者が楽しいおまち」としてまちづくりを進める「玉津

地区」に近く、また新たに建設する図書館と「ホーランエンヤ」や「裸祭り」など市
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を代表する伝統行事が行われる桂川河川敷に隣接している。 

これらの立地条件と、「昭和の町」を核とする「西側商店街」、玉津地区の「東側商

店街」、そして新図書館や市庁舎等の行政機関が集積する「御玉地区」3 地区の回遊性

向上を図る観点から、今後整備する公園のコンセプトを見出す必要がある。 
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[２]具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施主体 目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

■事業名 

市道玉津海

岸線改修事

業 
 
■内容 

市道の舗装

補修、一部

新設、交差

点改良 

延長 1, 265m 
 
■実施時期 

H23～29年度 

市 桂川沿いの玉津側市道に整備されて

いる歩道の面改修及び車道の路面補修

を行うことで、安全性が高く快適に散策

できるようにするとともに、新庁舎への

主要アクセス道路として環境整備等を

行い、魅力ある中心市街地の形成を図る

ものである。 

観光客、市民が桂川沿いを散歩する環

境が整備されることで、観光客の滞在時

間が延びるとともに、市民、高齢者にや

さしい魅力あるまちなかの形成に寄与

できる。①いとおしく懐かしいおまち－

飛躍－、②高齢者が楽しいおまち－進化

－、③市民がうれしいおまち－創造－を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

 

 

■支援措置 

①社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画

事業と一体

の関連社会

資本整備事

業） 

②社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画

事業（豊後高

田昭和の町

地区）） 

■実施時期 

①H23～27 年

度 

②H28～29 年

度 

 

■事業名 

市道玉津海

岸線施設等

整備事業 
 
■内容 

市道玉津海

岸線改修と

併せた美装

化 

延長 1,050m 
 
■実施時期 

H24～27年度 

市 上記市道玉津海岸線の改修に伴い、市

民や観光客が安全快適に散策できるよ

うに、防護柵や照明施設、また歩行時の

負担を軽減する舗装を整備するなどの

美装化を行うものである。 

グレードの高い都市空間を創出する

ことにより、まちなかのさらなる魅力向

上が期待される。また、本市道は郊外と

中心市街地を繋ぐアクセス道路でもあ

ることから、中心部への来街促進、回遊

性の向上も期待できる。①いとおしく懐

かしいおまち－飛躍－、②高齢者が楽し

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業） 
 
■実施時期 

H24～27 年度 
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いおまち－進化－、③市民がうれしいお

まち－創造－を目標とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 

■事業名 

市道新町上

町線改修事

業 
 
■内容 

市道の舗装

補修 

延長 218m 
 
■実施時期 

H23～24年度 

市 桂橋から玉津商店街内を通る市道に

ついて、段差解消、側溝整備などのバリ

アフリー化を行い、安全かつ歩きやすさ

を向上させるとともに、楽しく歩ける魅

力ある道路に改修することにより、歩い

てみたいと思える快適で魅力ある中心

市街地の形成を図るものである。 

高齢者のための健康なまちづくりが

推進できるとともに、商店街内で安心し

て買い物をする市民が増加し、商店街で

の滞留時間が延びることが期待される。

②高齢者が楽しいおまち－進化－、③市

民がうれしいおまち－創造－を目標と

する中心市街地の活性化に必要な事業

である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

関連社会資

本整備事業） 
 
■実施時期 

H23～24 年度 

 

■事業名 

玉津プラチ

ナ通り美装

化事業 
 
■内容 

市道新町上

町線改修と

併せた美装

化 

延長 218m 
 
■実施時期 

H24 年度 

市 上記市道新町上町線の改修に伴い、舗

装等に「玉津」のまちづくりのコンセプ

トに基づき、高齢者世代＝プラチナ世代

をはじめとする市民が安全快適に、かつ

楽しく商店街内を散策できるように、美

装化を行うものである。 

②高齢者が楽しいおまち－進化－、③

市民がうれしいおまち－創造－を目標

とする中心市街地の活性化に必要な事

業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H24 年度 

 

■事業名 

市道上町線

改修事業 
 
■内容 

市道の舗装

補修、交差

点改良 

延長 240m 
 
■実施時期 

H25～27年度 

市 玉津地区内の住民と玉津商店街を繋

ぐ市道について、段差解消、側溝整備な

どのバリアフリー化と併せて交差点改

良を行い、安全かつ歩きやすさを向上さ

せるとともに、楽しく歩ける魅力ある道

路に改修することにより、歩いてみたい

と思える快適で魅力ある中心市街地の

形成を図るものである。 

高齢者のための健康なまちづくりが

推進できるとともに、商店街内で安心し

て買い物をする市民が増加し、商店街で

の滞留時間が延びることが期待される。

②高齢者が楽しいおまち－進化－、③市

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

関連社会資

本整備事業） 
 
■実施時期 

H25～27 年度 
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民がうれしいおまち－創造－を目標と

する中心市街地の活性化に必要な事業

である。 

■事業名 

市道上町線

美装化事業 
 
■内容 

市道上町線

改修と併せ

た美装化 

延長 240m 
 
■実施時期 

H26～27年度 

市  上記市道上町線の改修に伴い、舗装等

に「玉津」のまちづくりのコンセプトに

基づき、高齢者世代＝プラチナ世代をは

じめとする市民が安全快適に、かつ楽し

く商店街内を散策できるように、美装化

を行うものである。 

②高齢者が楽しいおまち－進化－、③

市民がうれしいおまち－創造－を目標

とする中心市街地の活性化に必要な事

業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H26～27 年度 

 

■事業名 

市道御玉１

号線改修事

業 
 
■内容 

市道の舗装

補修 

延長 310m 
 
■実施時期 

H24 年度 

市 桂橋から玉津地区内を繋ぐ道路の路

面改修を行うことで、桂川を挟んだ高田

地区、玉津地区を結ぶアクセス道路の歩

きやすさを向上させ、快適で魅力ある中

心市街地の形成を図るものである。 

路面改修により歩きやすい道路が整

備され、玉津地区と高田地区の間のアク

セス環境が向上する。②高齢者が楽しい

おまち－進化－、③市民がうれしいおま

ち－創造－を目標とする中心市街地の

活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

関連社会資

本整備事業） 
 
■実施時期 

H24 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業名 

市道御玉１

号線美装化

事業 
 
■内容 

市道御玉１

号線改修と

併せた美装

化 

延長 310m 
 
■実施時期 

H26 年度 

市 上記市道御玉１号線の改修に伴い、市

民が安全快適に、かつ楽しく散策できる

ように、カラー舗装やパラペットにペイ

ントを施すなどの美装化を行うもので

ある。 

②高齢者が楽しいおまち－進化－、③

市民がうれしいおまち－創造－を目標

とする中心市街地の活性化に必要な事

業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H26 年度 

 

■事業名 

市道御玉川

原線改修事

業 
 
■内容 

市道の拡幅 

市 市道玉津海岸線から新庁舎までの主

要なアクセス路となる道路の拡幅等の

改修を行うことで、安全かつ歩きやすさ

を向上させ、快適で魅力ある中心市街地

の形成を図るものである。 

道路拡幅により歩きやすい道路が整

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の
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延長 250m 
 
■実施時期 

H25～27年度 

備され、新庁舎までのアクセス環境が向

上する。②高齢者が楽しいおまち－進化

－、③市民がうれしいおまち－創造－を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

関連社会資

本整備事業） 
 
■実施時期 

H25～27 年度 

■事業名 

市道御玉5

号線改修事

業 
 
■内容 

市道の舗装

補修 

延長 190m 
 
■実施時期 

H28～29年度 

市 新図書館へのアクセス路となる市道

について、2車線化するとともに、車道

の路面補修を行うことで、安全性が高く

快適に散策できる環境整備等を行い、魅

力ある中心市街地の形成を図るもので

ある。 

市民が通行しやすい環境が整備され、

新図書館までのアクセス環境が向上す

る。②高齢者が楽しい—進化—、③市民

がうれしいおまち—創造—を目標とす

る中心市街地の活性化に必要な事業が

ある。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H28～29 年度 

 

■事業名 

市道下町中

伏線美装化

事業 
 
■内容 

市道の美装

化 

延長 53m 
 
■実施時期 

H27 年度 

市 玉津地区内の住民と玉津商店街を繋

ぐ市道について、舗装等に「玉津」のま

ちづくりのコンセプトに基づき、高齢者

世代＝プラチナ世代をはじめとする市

民が安全快適に、かつ楽しく商店街内を

散策できるように、美装化を行うもので

ある。 

②高齢者が楽しい—進化—、③市民が

うれしいおまち—創造—を目標とする

中心市街地の活性化に必要な事業があ

る。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H27 年度 

 

■事業名 

国道213号

歩道美装化

事業 
 
■内容 

国道の美装

化 

延長 107m 
 
■実施時期 

H27 年度 

市 市道玉津海岸線を繋ぐ国道について、

市民や観光客が安全快適に散策できる

ように、歩行時の負担を軽減する舗装を

整備するなどの美装化を行うものであ

る。 

①いとおしく懐かしいおまち—進化

—、②高齢者が楽しいおまち—進化—、

③市民がうれしいおまち—創造—を目

標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業） 
 
■実施時期 

H27 年度 

 

■事業名 

宮町商店街

景観形成等

魅力向上事

市 昭和の町を形成する宮町商店街にお

いて、商店街の個性、雰囲気に合った高

質空間形成施設整備を行うものである。

グレードの高い街並み景観を創出する

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生
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業 
 
■内容 

昭和の町・

宮町商店街

における高

質空間形成

施設整備 
 
■実施時期 

H24 年度 

ことにより、魅力的かつ機能的なまちづ

くりが期待できる。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、③市民がうれしいおまち－創造－を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H24 年度 

■事業名 

昭和の町街

路灯整備事

業 
 
■内容 

昭和の町に

おける高質

空間形成施

設整備 
 
■実施時期 

H24 年度 

市 昭和の町において、夜間の安全性を高

めるとともに、通りの賑わい創出を図る

ため、照明施設整備を行うものである。

グレードの高い街並み景観を創出する

ことにより、魅力的かつ機能的なまちづ

くりが期待できる。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、③市民がうれしいおまち－創造－を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H24 年度 

 

■事業名 

宮町ロータ

リーグレー

ドアップ事

業 
 
■内容 

昭和の町・

宮町商店街

における高

質空間形成

施設整備 
 
■実施時期 

H26 年度 

市 昭和の町を形成する宮町商店街のロ

ータリーについて、商店街の個性、雰囲

気に合った高質空間形成施設として改

修を行うものである。グレードの高い街

並み景観を創出することにより、魅力的

かつ機能的なまちづくりを期待できる。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、③市民がうれしいおまち－創造－を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H26 年度 

 

■事業名 

御玉市民公

園整備事業 
 
■内容 

整備面積 

8,900ｍ2 
 

市 市庁舎移転後の用地に、都市公園を整

備する。整備予定地については、新図書

館と「裸祭り」「ホーランエンヤ」など

市を代表するお祭りが行われる桂川河

川敷に隣接することと、また市民・高齢

者向けのまちづくりを進める「玉津地

区」との連携を図ることから、「学び・

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再 

生整備計画

事業(豊後高

田昭和の町
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■実施時期 

H24～30年度 

お祭り・高齢者の健康づくり」をコンセ

プトに整備する方針である。 

したがって、当公園については新図書

館の景観とマッチするように一体的に

整備を行うとともに、お祭りイベント広

場、高齢者の健康づくりに寄与できる遊

具等を設置する予定である。当該公園に

ついては、子ども・大人・プラチナ世代

など、幅広い年齢層が楽しめる公園とし

て整備し、近隣にある「中央公園」とは

コンセプトの住み分けを行う。 

また、お祭りイベント広場について

は、「昭和の町」のイベントや新図書館

のイベントと連携を図りながら活用す

ることにより、当該区域に「昭和の町」

来訪者を含めた多くの観光客の誘客と

市民の来街促進を図る。 

これらの取り組みにより、「さらなる

“まちなか”のにぎわい創出」、「昭和の

町、玉津地区、新図書館等が集積する地

区、3地区の回遊性向上」、そして「“ま

ちなか”滞在時間の延長」が期待される。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、②高齢者が楽しいおまち－進化－、

③市民がうれしいおまち－創造－を目

標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

地区)） 
 
■実施時期 

H24～30 年度 

■事業名 

市庁舎解体

事業（仮称） 
 
■内容 

整備面積 

4,597ｍ2 
 
■実施時期 

H26 年度 

市 現市庁舎については、昭和 43 年に建

設され、老朽化が著しく、耐震基準も満

たしていない状況にある。 

そのため、安全かつ良質な市民サービ

スを行う上で、対策は急務であり、平成

26 年度までに、現立地場所と同じく行政

機関が集積するエリア（中心市街地エリ

ア）に移転する方針である。 

現市庁舎移転後の跡地に公園を整備

することから、現市庁舎の解体、撤去を

行うものである。 

 

 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業） 

■実施時期 

H26 年度 

 

■事業名 

事業活用調

査 

■内容 

市 市庁舎移転後の跡地については、高齢

者のまちづくりを行う玉津地区に位置

し、裸祭りやホーランエンヤなど、市を

代表するお祭りが開催される桂川河川

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生
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市庁舎跡地

等の活用方

策検討調査 

■実施時期 

H24 年度 

敷、また現在整備している図書館に隣接

している。そのため、周辺施設等の景観、

機能に配慮した一体的な整備を行うた

めに、事業活用調査を実施し、活用検討

調査を行うものである。 

魅力ある中心市街地の形成を図るも

ので、③市民がうれしいおまち-創造-

を目標とする中心市街地活性化に必要

な事業である。 

整備計画事

業(豊後高田

昭和の町地

区)） 

■実施時期 

H24 年度 

 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関

連する事業 

該当なし。 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

該当なし。 
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５．都市福利施設を整備する事業に関する事項  

[１]都市福利施設の整備の必要性 

（１）現状分析 

本市の中心市街地内には、公共施設・学校・病院などの都市福利機能が集積してい

る状況となっている。（ｐ.32参照） 

これら施設の多くについては現時点で郊外への移転計画等はないが、本市行政の本

丸である市役所高田庁舎については、昭和 43 年に建築され、耐震基準を満たしていな

いため、大規模地震が発生した際には相当なダメージを受け機能不全になる恐れがあ

る。 

そのため、防災拠点としての役割を十分果たせず、災害復旧に遅れが出ることが危

惧される。また、構造的にも窓口が散在し、使い勝手も非常に悪く、エレベーターも

ないことから、庁舎に訪れる高齢者など多くの市民に不便をかけている。市民の生命・

財産を守る要となる施設であること、また、市民サービス向上の観点からも早急な対

策が必要である。 

また本市においては、中心市街地エリアに限らず、市全体において、急速な人口減

少・少子高齢化が進展している。（ｐ.35～42 参照）特に高齢化の進展が著しく、直近

では高齢化率 33.9％と超高齢化の状態となっている。少子化も進展しており、将来的

な活力低下が危惧される。 

市民アンケート（ｐ.60参照）でも「中心市街地の魅力向上のために重要だと思うこ

と」という問いに対して『病院や福祉施設などが集まった「高齢者、障がい者が住み

やすいまちづくり」』、次いで『病院や保育施設などが集まった「子育てしやすいまち

づくり」』という意見が多く、市全体、そして中心市街地の実態を反映した結果となっ

ている。 

以上のことから本市全体と中心市街地が抱える同一の課題である人口減少と少子高

齢化への対応として、高齢者、そして子育て世代のニーズに沿ったまちづくりを進め

ていくことが求められる。 

さらに中心市街地活性化の原点でもある「昭和の町」の魅力向上にも引き続き取り

組む必要があり、これらのことから、今後についても、中心市街地における都市福利

施設の重要性は、ますます高まるものと考えられる。 

 

（２）都市福利施設の整備の必要性 

このような現状から、中心市街地に新たな魅力の創出と様々な都市機能の集積を図

ることにより、市全体の定住促進をけん引する便利で魅力あふれる中心市街地を形成

する必要がる。 

そのため、①いとおしく懐かしいおまち－飛躍－、②高齢者が楽しいおまち－進化

－、③市民がうれしいおまち－創造－を目標とする中心市街地の活性化を目指す上で、

必要性が高く目標達成に大きく寄与する「都市福利施設を整備する事業」として、中
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心市街地の現状分析をふまえた上で、各事業を基本計画に位置づけることとする。 

 

（３）フォローアップの考え方 

基本計画が認定された2年後の平成26年度において完了又は開始している事業につ

いて、進捗調査を行い、状況に応じて事業の促進などの改善措置を講じる。計画満了

時点においても進捗調査を行い効果の検証を行う。 

 

～～～～豊後高田市庁舎豊後高田市庁舎豊後高田市庁舎豊後高田市庁舎～～～～    

昭和昭和昭和昭和４３４３４３４３年年年年にににに建設建設建設建設されたされたされたされた豊後高田市庁舎豊後高田市庁舎豊後高田市庁舎豊後高田市庁舎    

これまでこれまでこれまでこれまで４０４０４０４０年間以年間以年間以年間以上上上上のののの永永永永きにわたりきにわたりきにわたりきにわたり、、、、本市発展本市発展本市発展本市発展のののの礎礎礎礎としてそのとしてそのとしてそのとしてその役割役割役割役割をををを果果果果たしてきましたたしてきましたたしてきましたたしてきました    

平成平成平成平成１７１７１７１７年年年年３３３３月月月月３１３１３１３１日日日日、、、、豊後高田市豊後高田市豊後高田市豊後高田市、、、、真玉町真玉町真玉町真玉町、、、、香々地町香々地町香々地町香々地町のののの１１１１市市市市２２２２町町町町がががが合併合併合併合併しししし、「、「、「、「新豊後高田新豊後高田新豊後高田新豊後高田

市市市市」」」」がががが発足発足発足発足    

新市新市新市新市のののの事務所事務所事務所事務所のののの位置位置位置位置はははは、、、、新庁舎新庁舎新庁舎新庁舎をををを建設建設建設建設するまでのするまでのするまでのするまでの間間間間、、、、現在現在現在現在のののの豊後高田市役所豊後高田市役所豊後高田市役所豊後高田市役所のののの位置位置位置位置としとしとしとし、、、、

新庁舎新庁舎新庁舎新庁舎をををを建設建設建設建設するするするする場合場合場合場合にはにはにはには、、、、そのそのそのその位置位置位置位置はははは、、、、国道国道国道国道２１３２１３２１３２１３号沿線号沿線号沿線号沿線をををを基準基準基準基準にににに検討検討検討検討することとなりますることとなりますることとなりますることとなりま

したしたしたした    
    

耐震強度不足耐震強度不足耐震強度不足耐震強度不足、、、、老朽化老朽化老朽化老朽化、、、、利便性利便性利便性利便性のののの低低低低さといったさといったさといったさといった大大大大きなきなきなきな問題問題問題問題をををを抱抱抱抱えるえるえるえる高田庁舎高田庁舎高田庁舎高田庁舎、、、、そのそのそのその移転移転移転移転・・・・

建替建替建替建替えをえをえをえを検討検討検討検討するするするする中中中中、、、、平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年３３３３月月月月にににに未曾有未曾有未曾有未曾有のののの東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災がががが発生発生発生発生しししし、、、、多多多多くのくのくのくの尊尊尊尊いいいい人命人命人命人命

がががが奪奪奪奪われわれわれわれ、、、、災害復旧災害復旧災害復旧災害復旧・・・・復興復興復興復興のためののためののためののための拠点拠点拠点拠点となるべきとなるべきとなるべきとなるべき市町村役場市町村役場市町村役場市町村役場もももも、、、、そのそのそのその多多多多くがくがくがくが被被被被災災災災しししし、、、、機機機機

能不全能不全能不全能不全にににに陥陥陥陥りましたりましたりましたりました    

今回今回今回今回のののの大震災大震災大震災大震災によりによりによりにより、、、、地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波のののの恐恐恐恐ろしさをろしさをろしさをろしさを思思思思いいいい知知知知らされらされらされらされ、、、、防災拠点防災拠点防災拠点防災拠点としてのとしてのとしてのとしての庁舎庁舎庁舎庁舎のののの役割役割役割役割、、、、

重要性重要性重要性重要性をををを改改改改めてめてめてめて認識認識認識認識することになりましたすることになりましたすることになりましたすることになりました    

近近近近いいいい将来将来将来将来、、、、発生発生発生発生がががが予想予想予想予想されるされるされるされる東南海東南海東南海東南海・・・・南海地震南海地震南海地震南海地震にににに備備備備ええええ、、、、今後今後今後今後はははは一刻一刻一刻一刻もももも早早早早くくくく新庁舎新庁舎新庁舎新庁舎をををを建設建設建設建設

しなければなりませんしなければなりませんしなければなりませんしなければなりません    
    

市民市民市民市民のののの生命生命生命生命・・・・財産財産財産財産をををを守守守守るるるる防災防災防災防災のののの拠点拠点拠点拠点、、、、中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの活性化活性化活性化活性化、、、、市民市民市民市民のののの利便性利便性利便性利便性、、、、逼迫逼迫逼迫逼迫するするするする財財財財

政状況政状況政状況政状況    

様々様々様々様々なななな角度角度角度角度からからからから検討検討検討検討をををを行行行行うううう中中中中でででで、、、、震災後震災後震災後震災後にににに見直見直見直見直しをしをしをしを行行行行ったったったった本市本市本市本市のののの津波津波津波津波のののの想定想定想定想定よりもよりもよりもよりも海抜海抜海抜海抜

がががが低低低低いところがいところがいところがいところが多多多多いいいい国道国道国道国道２１３２１３２１３２１３号沿線号沿線号沿線号沿線ではなくではなくではなくではなく、、、、現庁舎現庁舎現庁舎現庁舎からからからから東東東東にににに 200200200200ｍ～ｍ～ｍ～ｍ～300300300300ｍｍｍｍにににに位置位置位置位置するするするする

是永是永是永是永・・・・御玉地区御玉地区御玉地区御玉地区（（（（第第第第２２２２期基本計画期基本計画期基本計画期基本計画でででで中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地としてとしてとしてとして新新新新たにたにたにたに追加追加追加追加するするするする区域区域区域区域））））へのへのへのへの移転移転移転移転・・・・新新新新

庁舎庁舎庁舎庁舎のののの建設建設建設建設がががが最良最良最良最良であるとのであるとのであるとのであるとの判断判断判断判断にににに至至至至りましたりましたりましたりました    

当該区域当該区域当該区域当該区域はははは、、、、津波津波津波津波のののの想定想定想定想定をををを上回上回上回上回るるるる海抜海抜海抜海抜をををを有有有有しておりしておりしておりしており、、、、またまたまたまた昨今昨今昨今昨今のののの社会経済情勢社会経済情勢社会経済情勢社会経済情勢のののの変化変化変化変化のののの

中中中中でででで、、、、低低低低・・・・未利用地未利用地未利用地未利用地がががが増増増増ええええ、、、、今後衰退今後衰退今後衰退今後衰退するおそれがあるためするおそれがあるためするおそれがあるためするおそれがあるため、、、、当該区域当該区域当該区域当該区域にににに新庁舎新庁舎新庁舎新庁舎をををを移転移転移転移転

することによりすることによりすることによりすることにより、、、、活性化活性化活性化活性化がががが図図図図られられられられ、、、、市民市民市民市民のののの利便性利便性利便性利便性もももも向上向上向上向上するとするとするとすると考考考考えたからですえたからですえたからですえたからです    

平成平成平成平成のののの大合併大合併大合併大合併などなどなどなど本市激動本市激動本市激動本市激動のののの時代時代時代時代をををを支支支支ええええ、、、、常常常常にににに見守見守見守見守りりりり続続続続けてきたけてきたけてきたけてきた高田庁舎高田庁舎高田庁舎高田庁舎はそのはそのはそのはその役割役割役割役割をををを

終終終終えようとしていますえようとしていますえようとしていますえようとしています    

そしてそしてそしてそして、、、、そのそのそのその跡地跡地跡地跡地はははは、、、、市民市民市民市民のののの安安安安らぎ・らぎ・らぎ・らぎ・憩憩憩憩い・にぎわいい・にぎわいい・にぎわいい・にぎわい創出創出創出創出のののの場場場場となるよとなるよとなるよとなるようにうにうにうに、、、、新新新新たなたなたなたな使命使命使命使命をををを受受受受

けけけけ、、、、再出発再出発再出発再出発しますしますしますします    

 まちなかのにぎわいまちなかのにぎわいまちなかのにぎわいまちなかのにぎわい創出創出創出創出とさらなるとさらなるとさらなるとさらなる市市市市のののの発展発展発展発展にににに向向向向けけけけ

たたたた礎礎礎礎としてとしてとしてとして、、、、新新新新たなたなたなたな庁舎庁舎庁舎庁舎をををを建設建設建設建設しますしますしますします    
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～～～～新図書館新図書館新図書館新図書館～～～～    

【【【【新図書館の基本理念新図書館の基本理念新図書館の基本理念新図書館の基本理念】】】】    

-現在・過去・未来へ—学びの空間- 

    

【【【【新図書館新図書館新図書館新図書館のののの基本方針基本方針基本方針基本方針】】】】    

・・・・多多多多くのくのくのくの市民市民市民市民にににに愛愛愛愛されされされされ、、、、利用利用利用利用されるされるされるされる    

・・・・市民市民市民市民のののの要要要要望望望望にににに広広広広くくくく、、、、迅速迅速迅速迅速にににに対応対応対応対応するするするする    

・・・・読読読読書書書書にににに親親親親ししししみみみみ自己自己自己自己のののの感感感感性性性性をををを高高高高めるめるめるめる    

・・・・市民市民市民市民個個個個々々々々のののの学習学習学習学習のののの場場場場をををを確保確保確保確保するするするする    

・・・・有有有有意義意義意義意義なななな時間時間時間時間をををを提供提供提供提供するするするする    

 

 

    

    

““““まちなかまちなかまちなかまちなか””””にににに新新新新たなたなたなたな魅力魅力魅力魅力をををを創出創出創出創出しますしますしますします    
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■■■■新図書館整備概要（新図書館整備概要（新図書館整備概要（新図書館整備概要（HHHH23.10.2623.10.2623.10.2623.10.26 開催開催開催開催    地域振興会議資料）地域振興会議資料）地域振興会議資料）地域振興会議資料）    
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[２]具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施主体 目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

■事業名 

高次都市施

設（観光交

流センタ

ー） 
 
■事業内容 

昭和の町新

拠点施設整

備事業 
 
■実施時期 

H25～26年度 

 

 

 

 

市 市が平成 18 年度に取得した商店街の

中にある遊休地（旧金融機関）を核と

し、観光交流センターなどの拠点施設

を整備する。この事業により、高田側

の商店街に新たな魅力が誕生する。（平

成 26 年度オープン予定）。 

「学び」をコンセプトに昭和という

時代を学べる施設等を設けることで、

地域住民と観光客の交流の場となる施

設を整備する。 

このことは、「昭和の町」のさらなる

魅力アップによる観光客の増加が図ら

れることはもとより、観光客滞在時間

の延長やそれに伴う観光消費額の増加

などにつながることが期待される。①

いとおしく懐かしいおまち－飛躍－を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再 

生整備計画

事業(豊後高

田昭和の町

地区)） 
 
■実施時期 

H25～26 年度 

 

■事業名 

高次都市施

設（観光交

流センタ

ー） 
 
■事業内容 

昭和の町魅

力発信施設

整備事業 
 
■実施時期 

H26～27年度 

 

 

 

 

市 老朽化した空き家の取壊しを行った

場所に、地域住民、観光客の集客を兼

ね備えた憩い空間を創出するととも

に、市の魅力を情報発信する拠点施設

を整備する。この事業により、高田側

の商店街に新たな魅力が誕生する（平

成 27年度オープン予定）。 

 最先端のデジタルアートを活用した

市の魅力を芸術作品等として展示する

施設を設けることで、地域住民と観光

客の交流の場となる施設を整備する。 

このことは、「昭和の町」のさらな

る魅力アップによる観光客の増加が図

られることはもとより、観光客滞在時

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再 

生整備計画

事業(豊後高

田昭和の町

地区)） 
 
■実施時期 

H26～27 年度 
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間の延長やそれに伴う観光消費額の増

加などにつながることが期待される。

①いとおしく懐かしいおまち—飛躍—

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

■事業名 

高次都市施

設（地域交

流 セ ン タ

ー） 

■事業内容 

市民コミュ

ニティプラ

ザ整備事業 

■実施時期 

H25～27年度 

市 新たに建設する市庁舎の一部に市民

活動（NPO、ボランティア等）を支援

するための、自由に使える会議室等を

整備する。市民の自主的な活動を支援

することにより、行政と市民との協働

を促進するとともに、中心市街地のに

ぎわいと魅力の向上を図る。 

③市民がうれしいおまち－創造－を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業(豊後高田

昭和の町地

区)） 

■実施時期 

H25～27 年度 

 

■事業名 

高次都市施

設（地域交

流 セ ン タ

ー） 

■事業内容 

地域交流セ

ンター整備

事業 

■実施時期 

H28～30年度 

市 地域福祉や防災・防犯を含むまちづ

くり活動、学習や趣味を通じた交流活

動など、様々なコミュニティ活動を行

うための施設を整備する。地域のコミ

ュニティ活動を支援していくことによ

り、行政と市民との協働を促進すると

ともに、中心市街地のにぎわいと魅力

の向上を図る。③市民がうれしいおま

ち－創造－を目標とする中心市街地の

活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業(豊後高田

昭和の町地

区)） 

■実施時期 

H28～30 年度 

 

■事業名 

地域創造支

援事業（健

康増進拠点

施設） 

■事業内容 

健康増進拠

点施設整備

事業 

■実施時期 

H28～30年度 

市 新図書館と新たに整備する御玉市民

公園に隣接する場所に、市民が気軽に

楽しみながら健康づくりが行えるスポ

ーツジムを中心とする健康増進施設を

整備する。 

本市では、全市民を対象に運動指導

や食育をはじめとする健康づくりに取

り組みやすい環境整備を進めており、

隣接する健康づくりをテーマとした公

園と一体性・連続性を持たせたまちづ

くりを行い、市の健康増進事業の拠点

の形成を図るとともに、中心市街地の

にぎわいと魅力の向上を図る。③市民

がうれしいおまち－創造－を目標とす

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業(豊後高田

昭和の町地

区)） 

■実施時期 

H28～30 年度 
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る中心市街地の活性化に必要な事業で

ある。 

■事業名 

事業活用調

査（新拠点

施設コンセ

プト等検討

調査） 

■事業内容 

新拠点施設

コンセプト

等検討調査 

■実施時期 

H28 年度 

市 市が平成 18 年度に取得した商店街の

中にある遊休地（旧金融機関）を核と

し、観光交流センターなどの拠点施設

を整備する。整備にあたって、「昭和の

生活」という基本コンセプトをより具

体化し、展示内容や方法へと展開する

ために、事業活用調査を実施し、コン

セプト等検討調査を行うものである。

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍－

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業(豊後高田

昭和の町地

区)） 

■実施時期 

H28 年度 

 

■事業名 

図書館建設

事業 
 
■事業内容 

新図書館の

建設 
 
■実施時期 

H23～24年度 

市 現状の老朽化・狭小化した中心市街

地区域内の図書館を見直し、区域の中

でも特に公共施設が集積し、徒歩や自

転車でのアクセス面でも利便性の高い

場所に新図書館を建設する。 

本来の図書館機能の充実に加え、市

民講座や読み聞かせなど、世代間交流

事業を展開する空間を創出するほか、

定住対策としても重要な要素である子

育てや教育（学び）の観点も含めた魅

力ある都市空間機能を整備する。 

また、隣接地に整備する都市公園と

一体となって整備し、観光情報発信機

能も兼ね備えることにより、多くの市

民、観光客に同区域への新たな来街目

的を付与する。これらの取り組みによ

り、「さらなる“まちなか”のにぎわい

創出」、「昭和の町、玉津地区、新図書

館等が集積する地区、3 地区の回遊性向

上」、そして「“まちなか”滞在時間の

延長」が期待される。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、②高齢者が楽しいおまち－進化－、

③市民がうれしいおまち－創造－を目

標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（暮らし・

にぎわい再

生事業(豊後

高田昭和の

町地区)） 
 
■実施時期 

H23～24 年度 

 

■事業名 

市民きらき

ら学び塾事

市 建設後の新図書館において、子ども

の学習支援、市民講座を開催する。市

民が講師や受講者となる講座等を開催

■支援措置 

社会資本整

備総合交付
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業 
 
■事業内容 

市民講座等

の実施 
 
■実施時期 

H25～27 年度 

することにより、まちなかに新たな魅

力の創出と来街目的を付与することが

でき、③市民がうれしいおまち－創造

－を目標とする中心市街地の活性化に

必要な事業である。 

金（暮らし・

にぎわい再

生事業と一

体の効果促

進事業） 
 
■実施時期 

H25～27 年度 

■事業名 

旧図書館活

用整備 
 
■事業内容 

既存施設の

整備 
 
■実施時期 

H24 年度 

市 新図書館の建設に伴い、空き施設と

なる旧図書館について、市民や来街者

の交流や生涯学習の拠点施設として、

地元農産物を使用した加工体験施設を

整備する。 

玉津のまちづくりのテーマに沿った

「交流する」の推進に加え、農業と連

携した新たな学びの空間を創出するこ

とにより、交流人口の増加、商店街へ

の波及効果が期待できる。また、プラ

チナ世代をはじめとした市民にとって

魅力ある中心市街地の形成に寄与でき

ることから、①いとおしく懐かしいお

まち－飛躍－、②高齢者が楽しいおま

ち－進化－、③市民がうれしいおまち

－創造－を目標とする中心市街地の活

性化に必要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業） 
 
■実施時期 

H24 年度 

 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関

連する事業 

該当なし。 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施主体 目標達成のための位置づけ及び必要性 

国以外の支

援措置の内

容及び実施

時期 

その他

の事項 

■事業名 

新庁舎建設

事業 
 
■事業内容 

市 老朽化した市庁舎について、現庁舎

と同様に行政機関が集積するエリアに

移転・建て替えを行う。 

本市行政の拠点となる市庁舎を、中

心市街地エリア内に留め、本基本計画

■支援措置 

無 
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市役所高田

庁舎の移

転・建設 
 
■実施時期 

H24～27年度 

で新たに中心市街地区域として加える

位置に移転することにより、当区域の

活性化と中心市街地全体のにぎわいを

維持することが期待される。 

また、市の防災拠点として、そして

効率的な窓口の設置によるワンストッ

プサービス化、高齢者、障がい者に配

慮したバリアフリー化など、市民目線

の庁舎を建設することにより、これま

で以上に安心・安全なまちづくりに寄

与できるとともに市民の利便性を高め

ることができる。②高齢者が楽しいお

まち－進化－、③市民がうれしいおま

ち－創造－を目標とする中心市街地の

活性化に必要な事業である。 
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６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事

業その他の住宅の供給のための事業及び当該事業と一体

として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

[１]街なか居住の推進の必要性 

（１）現状分析 

１）本市および中心市街地エリアの人口推移１）本市および中心市街地エリアの人口推移１）本市および中心市街地エリアの人口推移１）本市および中心市街地エリアの人口推移    

①市①市①市①市全全全全体の人体の人体の人体の人口口口口推推推推移移移移    

本市全体の人口推移は、第 1 期基本計画策定時の分析では、平成 8 年度から平成

18 年度までの 1０年間で、2,250 人減少しており、減少率は 8.1％だった。本市人口は一

貫して減少を続けており、さらに今回の数値から、そのスピードも速まっていること

が窺える。 

豊後高田市全体の人口推移（再掲）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（住民基本台帳より：各年 4 月 1日時点） 

②中心市街地②中心市街地②中心市街地②中心市街地エリエリエリエリアの人アの人アの人アの人口口口口推推推推移移移移    

一方で、中心市街地エリアの人口推移は、第1期基本計画策定時の分析では、平成

8 年度から平成 18 年度までの 10 年間で、242 人減少しており、減少率は 7.6％だった。 

今回の分析から人口減少のスピードは緩和され、また市全体と比較しても減少率は

ゆるやかになっているものの、ここ 5 年間は一貫して減少しており、依然として厳し

い状況にある。 

<中心市街地活性化基本計画区域内の人口推移（再掲）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,9882,9882,9882,988
2,9522,9522,9522,952

2,9122,9122,9122,912
2,9332,9332,9332,933 2,9212,9212,9212,921

2,9682,9682,9682,968
2,9432,9432,9432,943

2,8992,8992,8992,899 2,8972,8972,8972,897

2,8462,8462,8462,846
2,8172,8172,8172,817

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

人
口

（
人
）

人
口

（
人
）

人
口

（
人
）

人
口

（
人
）

26,83626,83626,83626,836 26,65426,65426,65426,654 26,45726,45726,45726,457 26,18726,18726,18726,187 25,94525,94525,94525,945 25,63525,63525,63525,635 25,41525,41525,41525,415
25,04925,04925,04925,049

24,68824,68824,68824,688
24,34124,34124,34124,341 24,09224,09224,09224,092

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

人
口

（
人
）

人
口

（
人
）

人
口

（
人
）

人
口

（
人
）

2,7442,7442,7442,744 人人人人減少減少減少減少    

（減少率（減少率（減少率（減少率 10.210.210.210.2％）％）％）％）    

171171171171 人減少人減少人減少人減少    

（減少率（減少率（減少率（減少率 5.75.75.75.7％）％）％）％）    

（住民基本台帳より：各年 4 月 1 日時点）
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２）２）２）２）本市中心市街地の民間賃貸住宅の立地状況（本市中心市街地の民間賃貸住宅の立地状況（本市中心市街地の民間賃貸住宅の立地状況（本市中心市街地の民間賃貸住宅の立地状況（再掲）再掲）再掲）再掲）    

平成 22 年の国勢調査の基礎資料に基づく分析結果から、第 2 期基本計画エリアの民

間賃貸住宅は 53物件あり、居住人口は 702 人となっている。さらに隣接エリアを含め

ると、74物件、971 人が居住している。 

上記エリアの平成 22年 4 月 1 日時点の住民基本台帳人口が 4,323人であることから、

時点・区域ともにやや異なるが、中心部に居住する人口の 22.5％が民間賃貸住宅に居

住していることとなる。また民間賃貸住宅の多くが、商店街に隣接している状況にあ

る。 

なお、平成 22 年国勢調査の基礎資料に基づく第 2 期基本計画エリアの民間賃貸住宅

の空室率は 20.2％、隣接区域については、34.8％となっている。 

そのため、一定のまちなか居住は確保されていると考えられる。 

 

〈中心市街地エリアの賃貸住宅立地状況〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（豊後高田市資料より） 
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（２）街なか居住の推進の必要性 

第 2 期基本計画の基本的な方針として、活力の源である人口が増えない限り、本市

そして中心市街地の真の活性化は望めないことから、本市の定住促進をけん引する「市

の顔」として、世代を超えて夢がもて、多くの人に喜びを与えるさらに魅力的な“ま

ちなか”の形成を目指すこととしている。 

本市の脆弱な財政事情から、より効果が見込まれる定住施策を実施していくことが

求められる。（p.86参照）。今後、定住促進に係る施策を市全体で取り組むこととして

いるが、その中で中心市街地については、市全体の定住魅力を高めるけん引車として

の役割を担わせることとしている。 

直接居住に係る施策としては、今後、中心市街地エリアから約 1キロ離れた玉津・

城台地区に約 7０区画の分譲宅地を造成、整備する予定である。 

中心市街地については、今後新図書館、新庁舎、さらには中央公園とは趣の異なる

新たな市民の憩いの場となる公園を整備する。中心市街地に新たな魅力の創出と都市

機能の集積を図り、利便性の高い魅力ある都市空間を創出することにより、市全体の

定住魅力の向上と、まちなか居住にかかる民間投資意欲の増大が期待される。 

以上のことから、中心市街地の魅力をさらに高めるため、『選択』と『集中』により

目標をしぼりこみ、活性化の方針を設定していることも勘案し、本計画期間中におい

ては、当該事業は実施しないこととする。 
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[２]具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関

連する事業 

該当なし。 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

該当なし。 
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７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その

他の商業の活性化のための事業及び措置に関する事項 

[１]商業の活性化の必要性 

（１）現状分析 

１）周辺における大型小売店の分布１）周辺における大型小売店の分布１）周辺における大型小売店の分布１）周辺における大型小売店の分布    

本市および隣接・近接する宇佐市・中津市・杵築市・国東市には、合計で 57店舗の

大型小売店※が立地しており、店舗面積は計約 24万 m2となっている。 

※店舗面積 1,000m2を超える大型小売店 

 

〈周辺における大型小売店の分布：1/2〉 

№№№№    業業業業        態態態態    店舗名店舗名店舗名店舗名    店舗面積店舗面積店舗面積店舗面積((((㎡㎡㎡㎡))))    

1 ショッピングセンター イオンモール三光（イオン・ホームワイド三光店） 35,231 

2 ショッピングセンター ゆめタウン中津 26,570 

3 ホームセンター ホームプラザナフコ中津店 9,590 

4 スーパー サンリブ中津 8,869 

5 スーパー 
フレンドピア大貞店（新鮮市場大貞店、グッデイ中津大

貞店） 
7,712 

6 寄合百貨店 フレスポ中津北（新鮮市場中津北店） 5,658 

7 専門店 ヤマダ電機九州テックランド中津店 4,845 

8 スーパー スーパーセンタートライアル中津店 4,535 

9 ホームセンター グッデイ中津店 4,274 

10 スーパー スーパー大栄 D&D中津店 4,221 

11 専門店 ヤマダ電機九州テックランド三光店・ビッグウッド 4,185 

12 専門店 中津家具本店 4,102 

13 ホームセンター ホームプラザナフコ中津南店 4,100 

14 専門店 ベスト電器 B・Bnew中津店 3,091 

15 専門店 ヒマラヤスポーツ＆ゴルフ中津店、無法松中津店 2,988 

16 食品スーパー 新鮮市場蛎瀬店 2,970 

17 専門店 MrMax中津店 2,953 

18 寄合百貨店 中津駅ビル（中津駅名店街） 1,718 

19 専門店 ディスカウントドラッグコスモス中津中央店 1,323 

20 スーパー マルキョウ中津店 1,180 

21 スーパー 
ロック ST豊後高田（マックスバリュ・ホームワイド豊

後高田店） 
6,521 

22 スーパー トキハインダストリーアイム高田店 3,461 

23 ホームセンター ホームセンターセブン高田店 2,233 

24 スーパー ディスカウントストアトライアル豊後高田店 1,810 

25 専門店 ディスカウントドラッグコスモス豊後高田店 1,718 

26 専門店 松屋家具 1,458 

 

 

  



| | | | 第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画 

140140140140    |||| 

〈周辺における大型小売店の分布：2/2〉 

№№№№    業業業業        態態態態    店舗名店舗名店舗名店舗名    店舗面積店舗面積店舗面積店舗面積((((㎡㎡㎡㎡))))    

27 ホームセンター ホームプラザナフコ杵築店 7,246 

28 スーパー サンリブ杵築 6,581 

29 ホームセンター ホームワイド杵築店 4,692 

30 寄合百貨店 山香ショッピングセンター（神田楽市） 1,581 

31 専門店 ディスカウントドラッグコスモス杵築店 1,539 

32 ホームセンター ホームセンターツチヤ 1,473 

33 専門店 きつき家具 1,157 

34 スーパー ハイパーモールメルクス宇佐（MrMax 宇佐店） 8,725 

35 ホームセンター コメリホームセンター宇佐店 5,106 

36 スーパー スーパーセンタートライアル宇佐店 4,823 

37 ホームセンター ホームプラザナフコ宇佐店 4,393 

38 ホームセンター グッデイ宇佐北店 4,300 

39 スーパー サンリブ四日市 4,110 

40 専門店 ケーズデンキ宇佐店 3,580 

41 スーパー トキハインダストリー宇佐四日市店 2,500 

42 ホームセンター ホームセンターセブン四日市店 1,814 

43 スーパー トキハインダストリーアークながす 1,700 

44 スーパー フレンドピア宇佐（新鮮市場宇佐店） 1,546 

45 専門店 宇佐市複合店舗（紳士服のフタタ宇佐店） 1,530 

46 専門店 ディスカウントドラッグコスモス四日市店 1,488 

47 専門店 ドラッグストアモリ宇佐四日市店 1,457 

48 専門店 ドラッグストアモリ宇佐上田店 1,429 

49 専門店 ドラッグコスモス柳ヶ浦店 1,352 

50 専門店 アビ・ヒサツネ四日市店 1,282 

51 専門店 ファッションセンターしまむら宇佐店 1,238 

52 スーパー マルショク国東店 3,291 

53 ホームセンター ホームセンターナカシマ 2,359 

54 専門店 アビ・ヒサツネ国東店 2,041 

55 スーパー ディアンドディ大分ムサシ店 1,554 

56 専門店 ディスカウントドラッグコスモス国東店 1,310 

57 ホームセンター ホームセンター松田 1,135 

計計計計        247,301247,301247,301247,301    

（全国大型小売店総覧 2012 年版より） 
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２）主要商圏における競合店の分布（豊後高２）主要商圏における競合店の分布（豊後高２）主要商圏における競合店の分布（豊後高２）主要商圏における競合店の分布（豊後高田市）田市）田市）田市）    

大型小売店の大半は中津市および宇佐市に立地しており、本市への立地は 6 店舗、

店舗面積は計約 17,000m2となっている。 

 

〈主要商圏における競合店の分布〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全国大型小売店総覧 2012 年版より） 

№№№№ 店舗名店舗名店舗名店舗名
店舗面積店舗面積店舗面積店舗面積

(㎡)(㎡)(㎡)(㎡)

1 イオンモール三光(イオン・ホームワイド三光店) 35,231

2 ゆめタウン中津 26,570

3 ホームプラザナフコ中津店 9,590

4 サンリブ中津 8,869

5
フレンドピア大貞店(新鮮市場大貞店、グッデイ中津

大貞店)
7,712

6 フレスポ中津北(新鮮市場中津北店) 5,658

7 ヤマダ電機九州テックランド中津店 4,845

8 スーパーセンタートライアル中津店 4,535

9 グッデイ中津店 4,274

10 スーパー大栄D&D中津店 4,221

11 ヤマダ電機九州テックランド三光店・ビッグウッド 4,185

12 中津家具本店 4,102

13 ホームプラザナフコ中津南店 4,100

14 ベスト電器B・Bnew中津店 3,091

15 ヒマラヤスポーツ＆ゴルフ中津店、無法松中津店 2,988

16 新鮮市場蛎瀬店 2,970

17 MrMax中津店 2,953

18 中津駅ビル(中津駅名店街) 1,718

19 ディスカウントドラッグコスモス中津中央店 1,323

20 マルキョウ中津店 1,180

140,115140,115140,115140,115計計計計

№№№№ 店舗名店舗名店舗名店舗名
店舗面積店舗面積店舗面積店舗面積

(㎡)(㎡)(㎡)(㎡)

21
ロックST豊後高田(マックスバリュ・ホームワイド豊

後高田店)
6,521

22 トキハインダストリーアイム高田店 3,461

23 ホームセンターセブン高田店 2,233

24 ディスカウントストアトライアル豊後高田店 1,810

25 ディスカウントドラッグコスモス豊後高田店 1,718

26 松屋家具 1,458

17,20117,20117,20117,201計計計計

№№№№ 店舗名店舗名店舗名店舗名
店舗面積店舗面積店舗面積店舗面積

(㎡)(㎡)(㎡)(㎡)

52 マルショク国東店 3,291

53 ホームセンターナカシマ 2,359

54 アビ・ヒサツネ国東店 2,041

55 ディアンドディ大分ムサシ店 1,554

56 ディスカウントドラッグコスモス国東店 1,310

57 ホームセンター松田 1,135

11,69011,69011,69011,690計計計計

№№№№ 店舗名店舗名店舗名店舗名
店舗面積店舗面積店舗面積店舗面積

(㎡)(㎡)(㎡)(㎡)

34 ハイパーモールメルクス宇佐(MrMax宇佐店) 8,725

35 コメリホームセンター宇佐店 5,106

36 スーパーセンタートライアル宇佐店 4,823

37 ホームプラザナフコ宇佐店 4,393

38 グッデイ宇佐北店 4,300

39 サンリブ四日市 4,110

40 ケーズデンキ宇佐店 3,580

41 トキハインダストリー宇佐四日市店 2,500

42 ホームセンターセブン四日市店 1,814

43 トキハインダストリーアークながす 1,700

44 フレンドピア宇佐(新鮮市場宇佐店) 1,546

45 宇佐市複合店舗(紳士服のフタタ宇佐店) 1,530

46 ディスカウントドラッグコスモス四日市店 1,488

47 ドラッグストアモリ宇佐四日市店 1,457

48 ドラッグストアモリ宇佐上田店 1,429

49 ドラッグコスモス柳ヶ浦店 1,352

50 アビ・ヒサツネ四日市店 1,282

51 ファッションセンターしまむら宇佐店 1,238

52,37352,37352,37352,373計計計計

№№№№ 店舗名店舗名店舗名店舗名
店舗面積店舗面積店舗面積店舗面積

(㎡)(㎡)(㎡)(㎡)

27 ホームプラザナフコ杵築店 7,246

28 サンリブ杵築 6,581

29 ホームワイド杵築店 4,692

30 山香ショッピングセンター(神田楽市) 1,581

31 ディスカウントドラッグコスモス杵築店 1,539

32 ホームセンターツチヤ 1,473

33 きつき家具 1,157

24,26924,26924,26924,269計計計計
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３）中心市街地周辺における主要競合店の分３）中心市街地周辺における主要競合店の分３）中心市街地周辺における主要競合店の分３）中心市街地周辺における主要競合店の分布布布布    

本市中心市街地内には、大型小売店は３店舗立地（④は国道 213 号沿線のため含む）

しており、一方で中心市街地外への立地は３店舗となっている。 

 

〈本市内における大型小売店〉 

No.No.No.No.    店舗名店舗名店舗名店舗名    店舗面積店舗面積店舗面積店舗面積（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）    開開開開設設設設    

①①①①    ロック ST豊後高田（マックスバリュ・ホームワイ

ド豊後高田店） 
6,521 H9.9 

②②②②    トキハインダストリーアイム高田店 3,461 S52.4 

③③③③    ホームセンターセブン高田店 2,233 H8.3 

④④④④    ディスカウントストアトライアル豊後高田店 1,810 S52.7 

⑤⑤⑤⑤    ディスカウントドラッグコスモス豊後高田店 1,718 H15.11 

⑥⑥⑥⑥    松屋家具 1,458 S54.5 

合合合合    計計計計        17,20117,20117,20117,201        

（全国大型小売店総覧 2012 年版より） 

 

〈中心市街地周辺の大型小売店位置図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全国大型小売店総覧 2012 年版より） 

 

上記の図で示されているように、豊後高田市内には 1,000m2を超える大型小売店が数

多く立地しているが、第 1 期基本計画策定時の平成 18 年度の状況からは変化してお

らず、ここ 5 年間で新たな出店はない。しかし、近隣の宇佐市、中津市には家電量販

店や、大型のショッピングセンターなどが進出している状況にある。 
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４）中心市街地商店街の現状４）中心市街地商店街の現状４）中心市街地商店街の現状４）中心市街地商店街の現状    

中心市街地の商店街については、大型店、金融機関の撤退・移転が相次いで続き、

特に商店街の中にあった大型店が撤退し郊外型大型店が進出した平成 9 年以降、衰退

が続いていた。 

大型店の撤退と金融機関の移転で衰退したということは、いかに商店街が『他者の

立地状況等』に依存していたかを示しており、そのため、第1期基本計画では、真に

持続可能な商業の活性化のため、商店街自体に独自の来街目的を付与しながら、魅力

ある“まちなか”とすべく、西側・東側のそれぞれの経過・特色を活かしながら各種

施策を実施してきたところである。 

ここ数年においては、中心市街地の商店街に新たな脅威をもたらす大型小売店の進

出はないものの、最寄品の購入に関しては、居住者の大半が主に既存の市内スーパー・

大型店を利用しているものと考えられ、依然として中心市街地の商店街を取り巻く環

境は厳しい状況にある。 

第 1 期基本計画に基づく取り組みにより、西側商店街については、「昭和の町」の

入り込み客数の増加で、従業員数等の減少に歯止めがかかってきている。また東側商

店街についても、「高齢者が楽しいおまち」というコンセプトに基づき、「高齢者が商

店街にやってくるための動機づくり」、「高齢者にとって魅力ある商店街づくり」等を

実施している。商店街の活性化に一定の効果が見えはじめた西側・東側それぞれの特

色ある取り組みを、今後も引き続き継続・強化していく必要がある。 

 

（２）商業活性化の必要性 

このような現状と、「商業活性化と観光振興」、「高齢者」の視点から見た課題及び今

後の方向性（ｐ.62～66）を踏まえ、①いとおしく懐かしいおまち－飛躍－、②高齢者

が楽しいおまち－進化－、③市民がうれしいおまち－創造－を目標とする中心市街地

の活性化を目指す上で、必要性が高く目標達成に大きく寄与する「商業の活性化事業」

として、各事業を基本計画に位置づけるものである。 

 

（３）フォローアップの考え方 

基本計画が認定された2年後の平成26年度において完了又は開始している事業につ

いて、進捗調査を行い、状況に応じて事業の促進などの改善措置を講じる。 

計画満了時点においても進捗調査を行い効果の検証を行う。 
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[２]具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施主体 目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

■事業名 

高次都市施

設（観光交

流センタ

ー）（再掲） 

■事業内容 

昭和の町新

拠点施設整

備事業 

■実施時期 

H25～26年度 

市 市が平成 18年度に取得した商店街

の中にある遊休地（旧金融機関）を核

とし、観光交流センターなどの拠点施

設を整備する。この事業により、高田

側の商店街に新たな魅力が誕生する。

（平成 26年度オープン予定）。 

「学び」をコンセプトに昭和という

時代を学べる施設等を設けることで、

地域住民と観光客の交流の場となる施

設を整備する。 

このことは、「昭和の町」のさらなる

魅力アップによる観光客の増加が図ら

れることはもとより、観光客滞在時間

の延長やそれに伴う観光消費額の増加

などにつながることが期待される。①

いとおしく懐かしいおまち－飛躍－を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業(豊後高田

昭和の町地

区)） 

 

■実施時期 

H25～26 年度 

 

■事業名 

高次都市施

設（観光交

流センタ

ー）（再掲） 
 
■事業内容 

昭和の町魅

力発信施設

整備事業 
 
■実施時期 

H26～27年度 

 

 

 

 

市 老朽化した空き家の取壊しを行った

場所に、地域住民、観光客の集客を兼

ね備えた憩い空間を創出するととも

に、市の魅力を情報発信する拠点施設

を整備する。この事業により、高田側

の商店街に新たな魅力が誕生する（平

成 27年度オープン予定）。 

 最先端のデジタルアートを活用した

市の魅力を芸術作品等として展示する

施設を設けることで、地域住民と観光

客の交流の場となる施設を整備する。 

このことは、「昭和の町」のさらな

る魅力アップによる観光客の増加が図

られることはもとより、観光客滞在時

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再 

生整備計画

事業(豊後高

田昭和の町

地区)） 
 
■実施時期 

H26～27 年度 
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間の延長やそれに伴う観光消費額の増

加などにつながることが期待される。

①いとおしく懐かしいおまち—飛躍—

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

■事業名 

まちづくり

活動推進事

業 
 
■事業内容 

中心市街地

活性化協議

会支援 
 
■実施時期 

H23～28年度 

豊後高田

市中心市

街地活性

化協議会 

今後のまちづくりの方向性について

の協議、研究への支援を行うものであ

り、官・民一体的なまちづくりを行う

ことへの意識醸成等を図る。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、②高齢者が楽しいおまち－進化－、

③市民がうれしいおまち－創造－を目

標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再 

生整備計画

事業(豊後高

田昭和の町

地区)) 
 
■実施時期 

H23～27 年度 

 

■事業名 

地域創造支

援事業(修

景・チャレ

ンジショッ

プ等支援事

業) 
 
■事業内容 

・店舗の修

景事業 5

店舗 

・空き店舗

支援事業

5店舗 
 
■実施時期 

H23～27年度 

豊後高田

市観光ま

ちづくり

株式会社/

商工会議

所 

商店街における店舗の外観を、その

建物本来が持つ素材を活かしながら、

店舗が建てられた年代や建築様式に合

うような昔ながらの素材の趣を活かし

た外観や看板に改修するなど、「昭和

30年代」をテーマとした昭和の街並み

景観整備・一店一宝等の整備を行うも

のである。 

また、空き店舗の活用を促進するた

め、家賃助成や内装改修などへの支援

を行うとともに、玉津プラチナ通りに

おいても、戦略的な空き店舗対策を実

施する。 

さらなる観光客の増加を図るため、

引き続き、『昭和 30 年代』をテーマと

した個店づくりと玉津地区の活性化を

行うものであり、①いとおしく懐かし

いおまち－飛躍－、②高齢者が楽しい

おまち－進化－を目標とする中心市街

地の活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再 

生整備計画

事業(豊後高

田昭和の町

地区)) 
 
■実施時期 

H23～27 年度 

 

■事業名 

地域創造支

援事業(昭

和の路地裏

誘客促進施

設整備事

業) 
 
■事業内容 

市 三方を壁に囲まれた空き地を有効に

活用して、昭和の路地裏をコンセプト

にした、子供から大人までが楽しめる

空間（迷路）を整備する。 

体験型観光としての魅力をさらに高

めることで、集客力を一層向上させ、

観光入り込み客の増加を目指すもので

あり、①いとおしく懐かしいおまち－

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再 

生整備計画

事業(豊後高

田昭和の町

地区)) 
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昭和の路地

裏誘客促進

施設整備事

業 
 
■実施時期 

H28 年度 

飛躍－を目標とする中心市街地の活性

化に必要な事業である。 

■実施時期 

H28 年度 

■事業名 

地域創造支

援事業(ま

ちなか居住

促進施設整

備事業) 
 
■事業内容 

まちなか居

住促進施設

整備事業 
 
■実施時期 

H28～30年度 

市 昭和の町の商店街において、新たに

住居併用型の貸店舗を整備する。 

 新規創業者を支援することで、商店

街に新たな魅力を創出し、さらなる観

光客の増加を図るため、『昭和 30 年代』

をテーマとした個店づくりを行うもの

であり、①いとおしく懐かしいおまち

－飛躍－を目標とする中心市街地の活

性化に必要な事業である。 

 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再 

生整備計画

事業(豊後高

田昭和の町

地区)) 
 
■実施時期 

H28～30 年度 

 

■事業名 

地域創造支

援事業(玉

津プラチナ

通り元気い

っぱい事

業) 
 
■事業内容 

玉津プラチ

ナ通り元気

いっぱい事

業 
 
■実施時期 

H28～29年度 

市/玉津プ

ラチナプ

ロジェク

ト 

プラチナ通りの活性化として、店舗

等の改修やイベントの支援を行う。 

店舗の改修により新たな起業やコミ

ュニティビジネスの創出及びシニアの

社会参画を促すとともに、商店主等と

地域の方々が協力したイベント「プラ

チナ市」を開催することで、高齢者が

楽しいまちづくり等を一体的に推進す

るものであり、②高齢者が楽しいおま

ち－進化－、③市民がうれしいおまち

－創造－を目標とする中心市街地の活

性化に必要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再 

生整備計画

事業(豊後高

田昭和の町

地区)) 
 
■実施時期 

H28～29 年度 

 

■事業名 

事業活用調

査（新拠点

施設コンセ

プト等検討

調査）（再

掲） 

■事業内容 

新拠点施設

コンセプト

市 市が平成 18 年度に取得した商店街の

中にある遊休地（旧金融機関）を核と

し、観光交流センターなどの拠点施設

を整備する。整備にあたって、「昭和の

生活」という基本コンセプトをより具

体化し、展示内容や方法へと展開する

ために、事業活用調査を実施し、コン

セプト等検討調査を行うものである。

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍－

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業(豊後高田

昭和の町地

区)） 

■実施時期 
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等検討調査 

■実施時期 

H28 年度 

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

H28 年度 

■事業名 

昭和の町・

プラチナ通

り等活性化

事業支援 
 
■事業内容 

イベント企

画・運営や

空き店舗等

の改修を支

援 
 
■実施時期 

H23～28年度 

豊後高田

市観光ま

ちづくり

株式会社/

商工会議

所/豊後高

田市観光

協会/玉津

プラチナ

プロジェ

クト 

「昭和の町」及び「玉津プラチナ通

り」における新規実施イベントの企

画・運営を支援する。 

新たなイベントを地区内で開催する

とともに、空き店舗等の改修を支援す

ることにより、観光入り込み客の増加

と地区内のコミュニティ活動の活発化

を図るものであり、①いとおしく懐か

しいおまち－飛躍－、②高齢者が楽し

いおまち－進化－、③市民がうれしい

おまち－創造－を目標とする中心市街

地の活性化に必要な事業である。 

 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業) 
 
■実施時期 

H23～27 年度 

 

■事業名 

拠点施設再

点検強化事

業 
 
■事業内容 

昭和ロマン

蔵等の点

検・強化 
 
■実施時期 

H23～27年度 

豊後高田

市観光ま

ちづくり

株式会社/

商工会議

所 

昭和ロマン蔵、昭和の町展示館など

の既存の拠点施設を再点検し、強化を

行うための施設整備等について支援す

る。 

観光拠点としての魅力をさらに高め

ることで、集客力を一層向上させ、観

光入り込み客の増加を目指すものであ

り、①いとおしく懐かしいおまち－飛

躍－を目標とする中心市街地の活性化

に必要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業) 
 
■実施時期

H23～27 年度 

 

■事業名 

ボンネット

バス活用支

援 
 
■事業内容 

ボンネット

バスを活用

した取り組

み支援 
 
■実施時期

H23～27年度 

豊後高田

市観光協

会 

観光客に人気のあるボンネットバス

を利用した中心市街地の周遊コース運

行支援や観光宣伝活動等を支援するこ

とにより、中心市街地のにぎわい形成

を目指す。 

体験型観光の魅力をさらに高め、観

光入り込み客の増加とボンネットバス

による回遊を促すことで、観光客の滞

在時間の延長を図るものであり、①い

とおしく懐かしいおまち－飛躍－を目

標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

 

 

 

 

 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業) 
 
■実施時期

H23～27 年度 
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■事業名 

昭和の町の

あり方検討

調査 
 
■事業内容 

今後の昭和

の町のあり

方を検討・

調査 
 
■実施時期 

H23～25年度 

市 住民参加により常に新しく、新鮮な

「昭和の町」であり続けるための商店

街、昭和ロマン蔵などのあり方に関す

る調査を実施する。 

今後のまちのあり方について、住民

が一緒に考えていく場や機会を設ける

ことで、住民のコンセンサスづくりと

魅力ある中心市街地の形成・維持を図

るものであり、①いとおしく懐かしい

おまち－飛躍－、②高齢者が楽しいお

まち－進化－、③市民がうれしいおま

ち－創造－を目標とする中心市街地の

活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業) 
 
■実施時期

H23～25 年度 

 

■事業名 

まちの魅力

度調査 
 
■事業内容 

社会資本総

合整備計画

事業の事後

評価 
 
■実施時期 

H27 年度 

市 アンケート調査等により中心市街地

全体の魅力度を確認、その後のまちづ

くりのあり方を検討して、継続的なま

ちづくりにつなげていくものであり、

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、②高齢者が楽しいおまち－進化－

③市民がうれしいおまち－創造－を目

標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金(都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業) 
 
■実施時期

H27 年度 

 

■事業名 

昭和の町新

拠点施設オ

ープニング

イベント

(仮称) 
 
■事業内容 

新施設のオ

ープニング

イベント 
 
■実施時期 

H27 年度 

市 

 

昭和の町新拠点施設のオープニング

にあわせて、イベントを実施し、「昭和

の町」のさらなる活性化をめざすもの

である。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、③市民がうれしいおまち－創造－

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

 

 

 

 

 

 

■支援措置 

中心市街地

活性化ソフ

ト事業 

■実施時期 

H27 年度 

 

■事業名 

昭和の町・

中央公園活

用(夏季・秋

季)イベン

ト(仮称) 
 

市 昭和ロマン蔵に隣接する中央公園の

イベント広場において、市民にも観光

客にも魅力あるイベントを実施する。

3,000 人規模のイベントが開催できるリ

ニューアルした中央公園イベント広場

を活用し、新たな魅力を創出すること

■支援措置 

中心市街地

活性化ソフ

ト事業 

■実施時期 

H24～28 年度 
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■事業内容 

中央公園を

活用したイ

ベントの実

施 
 
■実施時期 

H24～28年度 

で、来街目的を付与することができる。 

観光入り込み客の増加と滞在時間の

延長及び商店街への波及効果が期待で

き、①いとおしく懐かしいおまち－飛

躍－、③市民がうれしいおまち－創造

－を目標とする中心市街地の活性化に

必要な事業である。 

 

 

■事業名 

まちなか憩

い空間整備

事業 
 
■内容 

市民、観光

客の憩いの

空間を整備 
 
■実施時期 

H24 年度 

市 昭和の町にある空き家を除去し、市

民、観光客のための憩いの空間を整備

する。 

まちなみの景観整備及び憩いの場の

確保を行うことにより、まちなかの魅

力向上が期待される。さらに憩い空間

においてイベント等多様な活動を行う

ことにより、商店街の賑わい創出も期

待される。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、③市民がうれしいおまち－創造－

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業） 
 
■実施時期 

H24 年度 

 

■事業名 

拠点施設活

用事業 
 
■内容 

昭和の建築

物の改修・

活用 
 
■実施時期 

H24～26年度 

市/豊後高

田市観光

まちづく

り株式会

社 

昭和の町に眠る昭和時代の未活用建

築物である旧共立高田銀行について、

昭和の「雰囲気」を残したまま改修を

行い、昭和の町における新たな拠点施

設として整備する。 

旧共立高田銀行は、高田地区と玉津

地区を繋ぐ桂橋の高田側の袂に位置し

ており、当地に新たな拠点施設を整備

することにより、昭和の町の魅力向上

に繋がるとともに、高田地区、玉津地

区双方の回遊性向上が期待される。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、②高齢者が楽しいおまち－進化－、

③市民がうれしいおまち－創造－を目

標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

 

 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業） 
 
■実施時期 

H24～26 年度 

 

■事業名 

中心市街地

魅力向上事

市 高齢者が楽しいまちづくりを進める

玉津地区において、楽しく安全に歩行

できる道路として、市道新町上町線に

■支援措置 

社会資本整

備総合交付
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業 
 
■内容 

玉津プラチ

ナ通りにお

ける魅力創

出事業 
 
■実施時期 

H25 年度 

ついては、側溝暗渠などのバリアフリ

ー化、舗装の美装化などを実施する。 

本事業の効果を促進し、玉津プラチ

ナ通りを、高齢者にとってさらに魅力

的で、健康増進にも寄与するものとす

るため、魅力向上事業を実施する。 

②高齢者が楽しいおまち－進化－、

③市民がうれしいおまち－創造－を目

標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

 

 

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業） 

 

■実施時期 

H25 年度 

 

■事業名 

玉津プラチ

ナ通り美装

化事業（再

掲） 
 
■内容 

市道新町上

町線改修と

併せた美装

化事業 

延長 218m 
 
■実施時期 

H24 年度 

市 上記市道新町上町線の改修に伴い、

舗装等に「玉津」のまちづくりのコン

セプトに基づき、高齢者世代＝プラチ

ナ世代をはじめとする市民が安全快適

に、かつ楽しく商店街内を散策できる

ように、美装化を行うものである。 

 ②高齢者が楽しいおまち－進化

－、③市民がうれしいおまち－創造－

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H24 年度 

 

■事業名 

宮町商店街

景観形成等

魅力向上事

業（再掲） 
 
■内容 

昭和の町・

宮町商店街

における高

質空間形成

施設整備 
 
■実施時期 

H24 年度 

 

市 昭和の町を形成する宮町商店街にお

いて、商店街の個性、雰囲気に合った

高質空間形成施設整備を行うものであ

る。グレードの高い街並み景観を創出

することにより、魅力的かつ機能的な

まちづくりが期待できる。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、③市民がうれしいおまち－創造－

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H24 年度 

 

■事業名 

昭和の町街

路灯整備事

業（再掲） 

市 昭和の町において、夜間の安全性を

高めるとともに、通りの賑わい創出を

図るため、照明施設整備を行うもので

ある。グレードの高い街並み景観を創

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生
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■内容 

昭和の町に

おける高質

空間形成施

設整備 
 
■実施時期 

H24 年度 

 

 

出することにより、魅力的かつ機能的

なまちづくりが期待できる。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、③市民がうれしいおまち－創造－

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H24 年度 

■事業名 

宮町ロータ

リーグレー

ドアップ事

業（再掲） 
 
■内容 

昭和の町・

宮町商店街

における高

質空間形成

施設整備 
 
■実施時期 

H26 年度 

市 昭和の町を形成する宮町商店街のロ

ータリーについて、商店街の個性、雰

囲気に合った高質空間形成施設として

改修を行うものである。グレードの高

い街並み景観を創出することにより、

魅力的かつ機能的なまちづくりを期待

できる。 

①いとおしく懐かしいおまち－飛躍

－、③市民がうれしいおまち－創造－

を目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H26 年度 

 

■事業名 

旧図書館活

用整備（再

掲） 
 
■事業内容 

既存施設の

整備 
 
■実施時期 

H24 年度 

市 新図書館の建設に伴い、空き施設と

なる旧図書館について、市民や来街者

の交流や生涯学習の拠点施設として、

地元農産物を使用した加工体験施設を

整備する。 

玉津のまちづくりのテーマに沿った

「交流する」の推進に加え、農業と連

携した新たな学びの空間を創出するこ

とにより、交流人口の増加、商店街へ

の波及効果が期待できる。また、プラ

チナ世代をはじめとした市民にとって

魅力ある中心市街地の形成に寄与でき

ることから、①いとおしく懐かしいお

まち－飛躍－、②高齢者が楽しいおま

ち－進化－、③市民がうれしいおまち

－創造－を目標とする中心市街地の活

性化に必要な事業である。 

 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業と一体の

効果促進事

業） 
 
■実施時期 

H24 年度 
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（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関

連する事業 

該当なし。 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施主体 
目標達成のための位置づけ及び 

必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の 

事項 

■事業名 

昭和の町

発！広域観

光確立推進

事業 
 
■事業内容 

昭和の町の

魅力づく

り・ＰＲ 
 
■実施時期 

H23～25年度 

昭和の町

豊後高田

観光再生

協議会 

「昭和の町」と市内の観光資源

を結ぶ新たな旅行商品づくり、顧

客ニーズに応じた魅力づくり、観

光キャンペーン・ＰＲを実施するこ

とにより、観光入り込み客の増加

と観光客の滞在時間の延長を図

る。 

①いとおしく懐かしいおまち－

飛躍－、②高齢者が楽しいおまち

－進化－を目標とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

無 

※厚生労働

省委託事業 
 
地域雇用創

造実現事業 

■事業名 

“おまち”

ブランド推

進・活性化

事業 
 
■事業内容 

玉津地区の

活性化 
 
■実施時期 

H23～25年度 

昭和の町

豊後高田

観光再生

協議会 

 

玉津商店街と玉津プラチナ通り

の活性化のため、「ご長寿・健康」

をテーマに、高齢者向けの食やグ

ッズの調査・開発・PR・販路開拓

及び集客促進イベントの開催を行

う。玉津地区のにぎわい創出、商

店街への波及効果を目的に実施す

るものであり、②高齢者が楽しい

おまち－進化－を目標とする中心

市街地の活性化に必要な事業であ

る。 

■支援措置 

無 

※厚生労働

省委託事業 
 
地域雇用創

造実現事業 

■事業名 

観光客まち

なか回遊性

向上事業

(仮称) 
 
■事業内容 

レンタサイ

市 昭和ロマン蔵など中心市街地の

拠点施設をベースにレンタサイク

ル事業を実施する。環境に配慮し

たまちづくりを推進するととも

に、中心市街地における新たな魅

力の創出と西側・東側地区双方の

回遊性向上に寄与でき、滞在時間

■支援措置 

無 
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クルを活用

した事業 
 
■実施時期 

H24～28年度 

の延長、商店街への波及効果が期

待できる。 

①いとおしく懐かしいおまち－

飛躍－、②高齢者が楽しいおまち

－進化－、③市民がうれしいおま

ち－創造－を目標とする中心市街

地の活性化に必要な事業である。 

 

 

 

■事業名 

昭和の町で

子育てひろ

ば事業 
 
■事業内容 

子育て支援

施設の設置 
 
■実施時期 

H23～28年度 

市 昭和ロマン蔵及び中央公園に隣

接する市の施設に子育て支援拠点

施設（おひさまひろば）を整備し、

市が NPO法人に委託し、子育て支

援事業を運営する。 

拠点施設に中央公園や商店街を

利用する親子連れが、休憩や授乳

等ができるスペースを整備する。

また同施設において子育てに関す

る情報交換、商店街での買い物や

隣接するハローワークで相談等を

する間の託児、子育て用品のレン

タル、子ども服や子ども用品のリ

サイクルなどの事業を行う。 

本事業の実施により、公園利用

者の利便性の向上、商店街への誘

客、再就職のための支援を行うこ

とが可能となり、まちなかに新た

な魅力を創出することができる。 

また近隣の商店街や商工会議所

等とも連携することで、さらなる

効果が期待でき、③市民がうれし

いおまち－創造－を目標とする中

心市街地の活性化に必要な事業で

ある。 

 

 

■支援措置 

無 

※大分県新

しい公共の

場づくりの

ためのモデ

ル事業 

■事業名 

玉津プラチ

ナ介護予防

事業 
 
■事業内容 

介護予防事

業の実施 

市 玉津地区に整備した福祉事務所

玉津プラチナ支所において、介護

予防事業を定期的に実施する。 

第1期基本計画に引き続き、玉

津地区の活性化策として高齢者の

交流と癒しの場を整備するととも

に、まちの特色を活かした「健康

■支援措置 

無 
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■実施時期 

H23～28年度 

と御利益」をキーワードに、元気

で健康なまちづくりを推進する。

また、あわせて高齢者が商店街に

訪れるための動機づくりを行う。 

②高齢者が楽しいおまち－進化

－、③市民がうれしいおまち－創

造－を目標とする中心市街地の活

性化のために必要な事業である。 

■事業名 

玉津プラチ

ナ健康相談

事業 
 
■事業内容 

健康相談事

業 
 
■実施時期 

H23～28年度 

市 玉津地区に整備した福祉事務所

玉津プラチナ支所において、まち

の保健室として健康相談事業を実

施する。 

第1期基本計画に引き続き、玉

津地区の活性化策として高齢者の

交流と癒しの場を整備するととも

に、まちの特色を活かした「健康

と御利益」をキーワードに、元気

で健康なまちづくりを推進する。

また、あわせて高齢者が商店街に

訪れるための動機づくりを行う。 

②高齢者が楽しいおまち－進化

－、③市民がうれしいおまち－創

造－を目標とする中心市街地の活

性化のために必要な事業である。 

 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

玉津プラチ

ナ健脳教室

事業 
 
■事業内容 

認知症予防

事業 
 
■実施時期 

H23～28年度 

市 

 

玉津地区に整備した福祉事務所

玉津プラチナ支所において、認知

症予防プログラムによる教室を実

施する。 

第1期基本計画に引き続き、玉

津地区の活性化策として高齢者の

交流と癒しの場を整備するととも

に、まちの特色を活かした「健康

と御利益」をキーワードに、元気

で健康なまちづくりを推進する。

また、あわせて高齢者が商店街に

訪れるための動機づくりを行う。 

②高齢者が楽しいおまち－進化

－、③市民がうれしいおまち－創

造－を目標とする中心市街地の活

性化のために必要な事業である。 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

玉津プラチ

ナ笑話館活

市老人ク

ラブ連合

会 

玉津地区に新たな高齢者交流施

設として「玉津プラチナ笑話館」

を整備した。同施設を市老人クラ

■支援措置 

無 
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用事業 
 
■事業内容 

高齢者交流

施設の活用 
 
■実施時期 

H23～28年度 

ブ連合会の拠点として、高齢者が

集うサロン、独居老人宅への安否

電話サービス、生活支援サービス

を実施する。また隣接する「遊戯

館」と一体的に取り組むことによ

り、「玉津座銀鈴堂」に続く、高齢

者のための新たな魅力ツールとし

て活用する。 

高齢者が商店街に訪れるための

動機づくり、高齢者にとって魅力

ある商店街づくりを行うことで、

玉津地区全体の活性化が期待でき

る。②高齢者が楽しいおまち－進

化－、③市民がうれしいおまち－

創造－を目標とする中心市街地の

活性化のために必要な事業であ

る。 

■事業名 

玉津プラチ

ナ通り元

気・健康促

進事業 
 
■事業内容 

健康増進事

業 
 
■実施時期 

H23～28年度 

市 

 

玉津地区において、運動教室や

ウォーキング等気軽に参加できる

高齢者向け健康促進事業を実施す

る。 

本事業の実施により、第1期基

本計画に引き続き、まちの特色を

活かした「健康と御利益」をキー

ワードに、元気で健康なまちづく

りを推進するとともに、高齢者が

商店街に訪れるための動機づくり

を行う。 

②高齢者が楽しいおまち－進化

－、③市民がうれしいおまち－創

造－を目標とする中心市街地の活

性化のために必要な事業である。 

 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

旧車ミーテ

ィング「昭

和の町レト

ロカー大集

合」 
 
■実施時期 

H15 年～ 

「昭和の

町レトロ

カー大集

合」実行委

員会 

日本一レトロカーの似合う?豊

後高田「昭和の町」の恒例イベン

トとして、平成 15 年より開催し、

以降継続して実施している。 

昭和の町及び豊後高田市全体の

観光PRと誘客促進を図ることを目

的とするものであり、古いものを

大切にし「昭和」の時代に共鳴す

る方々を誘客することで、リピー

ター効果と他地域イベントとの差

別化を図り、品質の高い旧車イベ

■支援措置 

無 
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ントとして継続化を目指す。 

■事業名 

昭和の町キ

ャンドルナ

イト 
 
■実施時期 

H18 年～ 

市 地球温暖化が世界的規模で問題

となっている現在、電力を最も消

費する時期である夏至の日に、昭

和の町内において、最小の電力で

スローな時間を過ごすことによ

り、省エネルギーや地球温暖化に

ついて考え、環境と商業の一体的

推進を図る。 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

昭和の町打

ち水大作戦 
 
■実施時期 

H17 年～ 

市 地球温暖化防止に向けた温室効

果ガス排出抑制の取り組みがより

一層求められている中、地球温暖

化対策や循環型社会を目指す取り

組みとして、8月を「打ち水月間」

として打ち水の習慣化を図り、そ

のオープニングセレモニーとして

商店街の土曜夜市にあわせて「昭

和の町打ち水大作戦」を実施して

いる。 

二次利用水を使用して、昔なが 

らの懐かしい風情である打ち水を

行うことは、環境面での住民意識

の向上はもとより、昭和の町で打

ち水大作戦として一斉打ち水を行

うことにより、商店街の活性化・

集客性向上につながる。 

 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

ゆかた DE

ナイト in 昭

和の町 
 
■実施時期 

H18 年～ 

市 商店街の土曜夜市にあわせ、日

本の伝統衣装であり、夏の風物詩

である「浴衣」を着て、昔懐かし

い街並みを散策するイベントを行

うことで、日本文化に対する意識

の高揚と商店街活性化を一体的に

図る。 

 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

豊後高田昭

和の町街並

みめぐり 
 
■実施時期

H10 年～ 

豊後高田

街並みめ

ぐり実行

委員会 

8商店街の店舗が参加し、古くか

らの店が建ち並ぶ通りをギャラリ

ーに見立て、各店舗のショーウイ

ンドーや店内で、古い民具や骨董

品、手作りの作品などを展示する

ことで、買い物客の減った商店街

に人を呼び戻し、商業の活性化を

図る。 

■支援措置 

無 

 

■事業名 豊後高田 8商店街の店舗が参加し、古くか ■支援措置  
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昭和の町豊

後高田おひ

なさまめぐ

り 

 

■実施時期

H11 年～ 

街並みめ

ぐり実行

委員会 

 

らの店が建ち並ぶ通りをギャラリ

ーに見立て、各店舗のショーウイ

ンドーや店内で、おひなさまを展

示することで、買い物客の減った

商店街に人を呼び戻し、商業の活

性化を図る。 

 

 

 

無 

■事業名 

おかみさん

市 
 
■実施時期

H12 年～ 

おかみさ

ん市の会 

大型店の撤退により深刻な打撃

を被った商店街の立て直しに向

け、商店街のおかみさんたちによ

る“市”を開催している。 

毎月第 2・4 日曜日におかみさん

たちが昔なつかしい割烹着、気前

のいいサービスで商店街の活性化

を図る。 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

宝来祭り 
 
■実施時期

H16 年～ 

豊後高田

市商店街

連合会 

毎年 1 月に市の中心部、桂川で

行われる伝統行事『ホーランエン

ヤ』にあわせて、振舞酒の提供や

豪華景品が当たる抽選会などを行

い、商店街への集客を図る。 

 

 

 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

昭和の町な

みスタンプ

ラリー 
 
■実施時期

H18 年～ 

豊後高田

市商店街

連合会 

祝日法の改正で、平成 19 年から

4 月 29 日が「昭和の日」となるこ

とを記念して大型連休中にイベン

トを開催している。 

8商店街が参加し、商店街の町な

みを楽しみながらスタンプを集

め、抽選で賞品なども用意し、昭

和の町の集客や滞在時間の延長を

図る。 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

仏の里・昭

和の町豊後

高田五月祭 
 
■実施時期

継続実施 

仏の里・昭

和の町豊

後高田五

月祭委員

会 

毎年 5 月に中心市街地の商店街

駐車場を中心に、市をあげて 2 日

間にわたって開催され、様々なイ

ベントが実施されている。 

2 日目には、昭和の町をコースの

一部とした「ふれあいマラソン大

会」を開催し、全国から数多くの

ランナーが集まっている。これら

の相乗効果で商店街の活性化を図

る。 

■支援措置 

無 
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■事業名 

高田観光盆

踊り大会 
 
■実施時期

継続実施 

高田観光

盆踊り大

会実行委

員会 

毎年 8 月に、昭和の町を約 1,000

人の踊り子が練り歩くイベントを

開催している。 

文化の振興と商店街の活性化を

図る。 

 

 

 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

昭和の町エ

コマネー事

業 
 
■実施時期 

H16 年～ 

市 豊かな自然を守り、環境に配慮

した快適で美しいまちづくりの推

進に向け、リサイクル（再利用）

リユース（再使用）、リデュース（減

量）を住民に意識付けするための

起爆剤として、“昭和の町エコマネ

ー”を発行、清掃活動やリサイク

ル活動に参加した市民等に配布し

て、エコ商品との交換などを行う

ことで、昭和の町づくりの意識の

醸成と環境に優しいまちづくりを

進める。 

■支援措置 

無 

 

 

■事業名 

昭和の町ク

リーン大作

戦 
 
■実施時期 

H16 年～ 

市及び豊

後高田市

青少年健

全育成市

民会議 

中央公園で市民参加による一斉

清掃活動を行い、市民の環境保全

意識の高揚を図り、昭和の町の環

境美化を保つことで、訪れる観光

客に配慮したまちづくりを行って

いる。 

 

 

■支援措置 

無 

 

 

■事業名 

うぃーらぶ

玉津寄席 
 
■実施時期 

Ｈ22 年度～ 

市 玉津地区において「集まる」の

キーワードに基づき、拠点施設活

用事業で整備した玉津地区高齢者

交流施設を活用して、高齢者の娯

楽文化としての落語会を定期開催

する。 

来街者の増が図られることはも

とより、観光客滞在時間の増やそ

れに伴う観光消費額の増などにつ

ながり、②高齢者が楽しいおまち

－進化－を目標とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

無 

 

上記イベントについては、いずれも中心市街地への観光客・市民双方のさらなる集

客を図るためのものであり、①いとおしく懐かしいおまち－飛躍－、②高齢者が楽し

いおまち－進化－、③市民がうれしいおまち－創造－を目標とする中心市街地の活性

化に必要な事業である。 
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■事業名 

まちなか賑

わいづくり

支援事業 
 
■事業内容

昭和の町の

誘客促進 
 
■実施時期 

H27～28年度 

豊後高田

市観光ま

ちづくり

株式会社 

 観光入り込み客数の減少する夏

季、冬季の集客を図るため、昭和

の町商店街の飲食店が参加した食

べ歩きイベントを実施する。 

 本イベントでは、クーポン券を

プレミアム価格で販売し、夏季は

「ひんやりスイーツ食べ歩き」、冬

季は「あったかグルメ食べ歩き」

を実施することにより、観光入り

込み客数の増加と商店街の活性化

を図る。 

 ①いとおしく懐かしいおまち—

飛躍—、②高齢者が楽しいおまち

—進化—、③市民がうれしいおま

ち—創造—を目標とする中心市街

地の活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

大分県がんば

る商店街総合

支援事業費補

助金 

 

■実施時期 

H28 年度 

 

 

■事業名 

宮町等活性

化事業 
 
■事業内容

宮町地区の

活性化 
 
■実施時期 

H27～28年度 

宮町活性

化協議会 

昭和の町の飲食店街である宮町

商店街の集客を図るため、各個店

自慢の鍋をプレミアム価格で食事

ができるクーポン券を販売するこ

とで、来街者の増加と商店街の活

性化を図る。 

①いとおしく懐かしいおまち—

飛躍—、③市民がうれしいおまち

—創造—を目標とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

起業チャレ

ンジ若者支

援事業 
 
■事業内容

若年者の新

規創業支援 
 
■実施時期 

H26～28年度 

市 

 

昭和の町等で起業する 45歳以下

の市内の若者に対して、新規創業

支援をすることで、商店街に新た

な魅力が創出されることにより、

観光入り込み客数の増加と観光客

の滞在時間の延長を図る。 

①いとおしく懐かしいおまち—

飛躍—、②高齢者が楽しいおまち

—進化—を目標とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

無 

 

■事業名 

起業チャレ

ンジウェル

カム支援事

業 
 
■事業内容

市 

 

昭和の町等で起業する移住者・

移住予定者に対して、新規創業支

援をすることで、商店街に新たな

魅力が創出されることにより、観

光入り込み客数の増加と観光客の

滞在時間の延長を図る。 

■支援措置 

無 
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移住者の新

規創業支援 
 
■実施時期 

H27～28年度 

①いとおしく懐かしいおまち—

飛躍—、②高齢者が楽しいおまち

—進化—を目標とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 
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８．4～7 までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業

に関する事項  

[１]公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性 

（１）公共交通機関の現状 

豊後高田市においては、他の地方都市と同様、自家用自動車が生活交通の中心とな

っている。このため、自家用車を利用できない高齢者等の交通弱者にとって、日常の

買い物や通院等の基本的社会生活に不便をきたしており、その対策が求められていた。 

一方で、交通弱者の利用交通手段として大きな位置を占める路線バスは、過疎化の

進展、自動車運転免許の普及等を背景に、輸送人員の減少が続き、バス事業者単独で

の路線維持が極めて困難な状況になり、基幹路線である国道 213 号を運行する国庫補

助対象路線以外の路線は廃止に至った。 

このような経緯から平成 18 年 10 月から市民乗合タクシーの試行運行を行い、平成

19 年 5 月から本格運行を開始した。運行路線については、以前のバス路線が運行する

経路や交通空白地域を中心に設定し、利用実態及び市民ニーズにあった運行形態に随

時見直しを図りながら実施している。 

また、国道 213 号を運行している基幹路線バスについては、年々乗降者が減少し、

停滞化が進んでいる。そこで、周辺部より市内中心部の医療機関・商業施設などを利

用する際の利便性向上とバス路線の維持活性化を図るため、70歳以上の市民を対象に、

路線バス、または市民乗合タクシーと路線バスを乗り継ぐ場合に、片道 200円で乗降

が可能な乗車券を市で販売している。 

この制度（基幹バス路線維持モデル事業）は、当初、旧真玉町と旧香々地町の地域

住民を対象にしたものでスタートしたが、平成 23 年 6 月より利用範囲を市内全域に拡

大し、公共交通機関の利用促進を図っている。 
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〈中心市街地における公共交通機関の路線〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１１１））））市民乗合タクシー年間利用者数市民乗合タクシー年間利用者数市民乗合タクシー年間利用者数市民乗合タクシー年間利用者数の状況の状況の状況の状況    

市民乗合タクシーの利用者数については、平成 20 年度の 27,501 人をピークに、横ば

いから微減傾向となっており、平成 23 年度の利用予定者数については、平成 23 年 9

月末現在で 11,811 人、年間

23,622 人程度と見込まれる。 

また、当初 8系統 8 路線

で実施していたが、利用実

態や市民ニーズに対応しな

がら新規路線の追加や路線

変更を行い、現在では、15

系統 14 路線となっている。 

 

 

 

 

 

 

〈市民乗合タクシー年間利用者数〉 
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２２２２））））基幹路線バス維持モデル事業（基幹路線バス維持モデル事業（基幹路線バス維持モデル事業（基幹路線バス維持モデル事業（70707070 パス事業）利用者数の状況パス事業）利用者数の状況パス事業）利用者数の状況パス事業）利用者数の状況    

市民乗合タクシーの路線については、市町合併前の地域で設定している。旧町村部

から市内中心部へは路線バスを利用しないと移動できない状況であり、高齢者にとっ

ては、路線バスの往復運賃が高額になるため、経済的負担の増大が課題になっていた。

そのため、70パス事業を平成 22 年 5 月から導入した。 

また、市民乗合タクシーの路線等についても、高齢者のまちづくりを進める玉津商

店街に新たに停留所を設置し、乗り入れを開始するなど、周辺部等に居住する市民の

利用促進を図っている。 

 

〈基幹バス路線維持対策事業地域別利用者数〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈基幹バス路線維持対策事業地域別利用者数〉 

    真真真真玉地玉地玉地玉地域域域域    香々香々香々香々地地地地地地地地域域域域    高田地高田地高田地高田地域域域域    計計計計    
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7 月 273 489 － 762 
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9 月 299 459 － 758 

10 月 304 413 － 717 

11 月 309 439 － 748 

12 月 339 408 － 747 

1 月 301 295 － 596 

2 月 328 355 － 683 

3 月 313 412 － 725 

計 2,999 4,130 － 7129 
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4 月 347 454 0 801 

5 月 313 498 0 811 

6 月 329 540 24 893 

7 月 323 514 25 862 

8 月 373 485 29 887 

9 月 299 506 16 821 

計 1,984 2,997 94 5,075 
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（２）公共交通機関の利便性増進の必要性 

自家用自動車が生活交通の中心である本市のような地方都市では、高齢者などの自

家用車を利用できない“交通弱者”にとって、日常の買い物や通院等といった基本的

社会生活に不便をきたしているため、目標とする②高齢者が楽しいおまち－進化－、

③市民がうれしいおまち－創造－の 2つの観点から中心市街地の活性化を目指す上で

必要性が高く、目標達成に大きく寄与する「公共交通機関の利便性増進」としての事

業を基本計画に位置づけるものである。 

 

（３）フォローアップの考え方 

基本計画が認定された以降、日報等により市民乗合タクシーの利用者数や停留所に

おける利用者数等の調査を行い、状況に応じて利用促進策などの改善措置を講じる。 

 

 

[２]具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関

連する事業 

該当なし。 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし。 
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（４）国の支援がないその他の事業 

事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施主体 
目標達成のための位置づけ及び 

必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他

の事項 

■事業名 

市民乗合い

タクシー事

業 
 
■事業内容 

地域交通対

策 
 
■実施時期 

H19 年度～ 

市 高齢者等の通院、買い物、車を運転

しない者の日常生活の移動手段を確

保することにより、福祉・日常生活の

利便性向上を図るとともに、地域の活

性化に資することを目的とし、区域内

における路線バスの代替として、必要

と認める地域の路線を設定し・運行し

ている。 

②高齢者が楽しいおまち－進化－、

③市民がうれしいおまち－創造－を

目標とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

■支援措置 

Ｈ19～21 年度 

・旧町村部コミ

ュニティバス

補助事業 

・廃止路線代替

バス補助事業 

 

Ｈ21 年度～ 

・生活交通路線

支援事業 

 

■事業名 

70パス事業 
 
■事業内容 

地域交通対

策 
 
■実施時期 

Ｈ22 年度～ 

市 旧町村部から市内中心市街地への

公共交通機関としては、基幹路線バス

が主であるが、運賃が高額となるた

め、特に交通弱者である 70歳以上の

高齢者の経済的負担、利便性の向上を

図るため、200円で市内中心部に行け

るように市が補助をしている。 

②高齢者が楽しいおまち－進化－、

③市民がうれしいおまち－創造－を

目標とする中心市街地活性化に必要

な事業である。 

■支援措置 

無 
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◇4 から 8 までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

29 まちづくり活動推進事業(平成23～28年度)/社会資本整備総合交付金(都市再生整備計画) 

30 地域創造支援事業(修景・チャレンジショップ等支援事業)/（平成23～27年度）社会資本整備

総合交付金 

31 地域創造支援事業(昭和の路地裏誘客促進施設整備事業)/（平成28年度）社会資本整備総合交

付金 

32 地域創造支援事業(まちなか居住促進施設整備事業)/（平成28～30年度）社会資本整備総合交

付金 

33 地域創造支援事業(玉津プラチナ通り元気いっぱい事業)/（平成28～29年度）社会資本整備総

合交付金 

34 昭和の町・プラチナ通り等活性化事業支援(平成23～28年度)/社会資本整備総合交付金 

35 拠点施設再点検強化事業(平成23～27年度)/社会資本整備総合交付金 

36 ボンネットバス活用支援(平成23～27年度)/社会資本整備総合交付金 

37 昭和の町のあり方検討調査(平成23～25年度)/社会資本整備総合交付金 

38 まちの魅力度調査(平成27年度)/社会資本整備総合交付金 

39 昭和の町発！広域観光確立推進事業(平成23～25年度) 

40 “おまち”ブランド推進・活性化事業(平成23～25年度) 

41 昭和の町新拠点施設オープニングイベント(仮称)(平成27年度) 

42 昭和の町・中央公園活用（夏季・秋季）イベント(仮称)(平成24～28年度) 

43 まちなか憩い空間整備事業(平成24年度)/社会資本整備総合交付金 

44 拠点施設活用事業(平成24～26年度)/社会資本整備総合交付金 

45 中心市街地魅力向上事業(平成24年度)/社会資本整備総合交付金 

46 観光客まちなか回遊性向上事業(平成24～28年度) 

47 昭和の町で子育てひろば事業(平成23～28年度) 

48 玉津プラチナ介護予防事業(平成23～28年度) 

49 玉津プラチナ健康相談事業(平成23～28年度) 

50 玉津プラチナ健脳教室事業(平成23～28年度) 

51 玉津プラチナ笑話館活用事業(平成23～28年度) 

52 玉津プラチナ通り元気・健康促進事業(平成23～28年度) 

53 まちなか賑わいづくり支援事業(平成27～28年度) 

54 宮町等活性化事業(平成27～28年度) 

55 起業チャレンジ若者支援事業(平成26～28年度) 

56 起業チャレンジウェルカム支援事業(平成26～28年度) 

 

【関連事業】 

◆中心市街地防災対策事業 

◆警戒標識・避難路案内表示等設置事業 

◆テレビの商店街整備事業 

◆地域雇用創造推進事業 

◆地域雇用創造実現事業 

中心市街地活性化基本計画区域 

※オレンジの箇所は、第 2 期計画の核事業位置 

2222    

3333    4444    

8888    

10101010    

 11111111    

15151515    

11116666    

20202020    

17171717    

34343434    

21212121    22222222    

23232323    

19191919    

24242424    

エリア全体での事業エリア全体での事業エリア全体での事業エリア全体での事業    

25252525    

27272727    

 玉津地区玉津地区玉津地区玉津地区全体での事業全体での事業全体での事業全体での事業    

31313131    

28282828    

22226666    

29292929    30303030    

33333333    

32323232    

35353535    

36363636    37373737    38383838    39393939    

40404040    

41414141    

42424242    

43434343    44444444    

45454545    

9999    

1111    

7777    

14141414    

13131313    

12121212    

11118888    

5555    6666    

46464646    

47474747    

48484848    

49494949    

50505050    
51515151    

52525252    

54545454    

53535353    55555555    55556666    

１ 市道玉津海岸線改修事業(平成23～27年度)/社会資本整備総合交付金 

２ 市道玉津海岸線施設等整備事業(平成24～27年度)/社会資本整備総合交付金 

３ 市道新町上町線改修事業(平成23～24年度)/社会資本整備総合交付金 

４ 玉津プラチナ通り美装化事業(平成24年度)/社会資本整備総合交付金 

５ 市道上町線改修事業(平成25～27年度)/社会資本整備総合交付金 

６ 市道上町線美装化事業(平成26～27年度)/社会資本整備総合交付金 

７ 市道御玉１号線改修事業(平成24年度)/社会資本整備総合交付金 

８ 市道御玉１号線美装化事業(平成26年度)/社会資本整備総合交付金 

９ 市道御玉川原線改修事業(平成25～27年度)/社会資本整備総合交付金 

10 市道御玉５号線改修事業（平成28～29年度）/社会資本整備総合交付金 

11 市道下町中伏線美装化事業(平成27年度)/社会資本整備総合交付金 

12 国道213号歩道美装化事業(平成27年度)/社会資本整備総合交付金 

13 宮町商店街景観形成等魅力向上事業(平成24年度)/ 社会資本整備総合交付金 

14 昭和の町街路灯整備事業(平成24年度)/社会資本整備総合交付金 

15 宮町ロータリーグレードアップ事業(平成26年度)/社会資本整備総合交付金 

16 御玉市民公園整備事業(仮称)(平成24～27年度)/社会資本整備総合交付金 

17 市庁舎解体事業（仮称）(平成26年度)/社会資本整備総合交付金 

18 高次都市施設(観光交流センター：昭和の町新拠点施設整備事業)(平成25～26年度)/社会資本整備総合

交付金 

19 高次都市施設(観光交流センター：昭和の町魅力発信施設整備事業)(平成26～27年度)/社会資本整備総

合交付金 

20 高次都市施設(地域交流センター：市民コミュニティプラザ整備事業)(平成25～27年度)/社会資本整備

総合交付金 

21 高次都市施設(地域交流センター：地域交流センター整備事業)(平成28～30年度)/社会資本整備総合交

付金 

22 地域創造支援事業(健康増進拠点施設整備事業)(平成28～30年度)/社会資本整備総合交付金 

23 事業活用調査（市庁舎跡地等の活用方策検討調査)(平成24年度)/社会資本整備総合交付金 

24 事業活用調査（新拠点施設コンセプト等検討調査)(平成28年度)/社会資本整備総合交付金 

25 図書館建設事業(平成23～24年度)/社会資本整備総合交付金 

26 市民きらきら学び塾事業(平成25～27年度)/社会資本整備総合交付金 

27 旧図書館活用整備(平成24年度)/社会資本整備総合交付金 

28 新庁舎建設事業(平成24～27年度) 
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９．4 から 8 に掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進

に関する事項 

[１]市町村の推進体制の整備等 

（１）豊後高田市における内部の推進体制について 

１）基本的な考え方１）基本的な考え方１）基本的な考え方１）基本的な考え方    

基本計画策定に当たり、第1期基本計画での検証を踏まえて、以下の基本的な考え

方で内部の推進体制を構築することとした。 

●●●●内部の組内部の組内部の組内部の組織織織織ににににつつつついていていていてはははは、第、第、第、第 1111 期基本計画の取り組みを進める中期基本計画の取り組みを進める中期基本計画の取り組みを進める中期基本計画の取り組みを進める中で浮で浮で浮で浮きききき彫彫彫彫りとなりとなりとなりとなっっっっ

た課題を踏まえ（た課題を踏まえ（た課題を踏まえ（た課題を踏まえ（p.2p.2p.2p.27777 参参参参照照照照）、市の担当部署を、市）、市の担当部署を、市）、市の担当部署を、市）、市の担当部署を、市全全全全体の施策をコ体の施策をコ体の施策をコ体の施策をコンンンントロートロートロートロールルルルすすすす

るるるる企企企企画画画画政政政政策課に策課に策課に策課に移管移管移管移管し、し、し、し、よよよより戦略的かり戦略的かり戦略的かり戦略的かつ幅つ幅つ幅つ幅広い分広い分広い分広い分野で野で野で野での施策の推進にの施策の推進にの施策の推進にの施策の推進に対応で対応で対応で対応できるきるきるきる

よよよように改善をうに改善をうに改善をうに改善を図っ図っ図っ図ったたたた。。。。    

●●●●また、また、また、また、副副副副市市市市長長長長、関係課、関係課、関係課、関係課長で構長で構長で構長で構成する成する成する成する『『『『検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会』』』』を設置、を設置、を設置、を設置、ささささらに第らに第らに第らに第 1111 期基期基期基期基本計本計本計本計

画に画に画に画に引引引引きききき続続続続き、効果的かき、効果的かき、効果的かき、効果的かつつつつ実効性の実効性の実効性の実効性のあああある計画を策定するため、必要事項を多る計画を策定するため、必要事項を多る計画を策定するため、必要事項を多る計画を策定するため、必要事項を多角角角角的的的的

に調に調に調に調査査査査・検・検・検・検討討討討するととするととするととするととももももに、各部に、各部に、各部に、各部門相互門相互門相互門相互の連携の連携の連携の連携強強強強化を化を化を化を図図図図ることを目的としることを目的としることを目的としることを目的としたたたた、組、組、組、組

織横織横織横織横断断断断的な的な的な的な『『『『プロプロプロプロジェジェジェジェクトクトクトクトチチチチーーーームムムム』』』』を設置したを設置したを設置したを設置した。。。。    

 

２）具体的な体制２）具体的な体制２）具体的な体制２）具体的な体制    

①事務①事務①事務①事務局局局局    

本市では、中心市街地活性化をこれまで以上に戦略的かつ幅広い分野での施策とす

るため、平成 23 年 4 月に新設した市の総合施策を推進する企画政策課に事務移管し、

課内に事務局を設置、専属職員を配置することにより、体制の強化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

②豊後高田市中心市街地活性化基本計画検②豊後高田市中心市街地活性化基本計画検②豊後高田市中心市街地活性化基本計画検②豊後高田市中心市街地活性化基本計画検討委員討委員討委員討委員会（会（会（会（以以以以下下下下、「検、「検、「検、「検討委員討委員討委員討委員会」）の設置会」）の設置会」）の設置会」）の設置    

第1期基本計画策定時と同様に、本基本計画についても、策定にあたり、その基本

方針等を定め、基本計画に位置付ける各種事業の立案及び当該事業の円滑かつ確実な

実施のため、庁内検討委員会を設置し、計画内容の横断的な検討とともに、情報交換

を行っている。 

平成 23 年 3 月まで 平成 24年 4月から 

■商工観光課 

・課長 

・商工労政係長、係員 4 名 

（中心市街地活性化兼務 1名） 

■企画政策課 

・市参事兼課長 

・主幹兼企画係長、係員 4 名 

（中心市街地活性化専任 1名、兼務 1名）

機構改革 
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③中心市街地活性化基本計画策定プロ③中心市街地活性化基本計画策定プロ③中心市街地活性化基本計画策定プロ③中心市街地活性化基本計画策定プロジェジェジェジェクトクトクトクトチチチチーーーームムムム（（（（以以以以下下下下、「策定、「策定、「策定、「策定ＰＴＰＴＰＴＰＴ」）の設置」）の設置」）の設置」）の設置    

本基本計画では、総合的な視点から中心市街地の魅力を高める施策を検討すること

としている。そのため商業活性化担当部局、市街地整備改善担当部局、都市計画担当

部局、教育担当部局、福祉担当部局及び財政担当部局の職員で構成する組織横断的な

プロジェクトチームを設置し、実効性のある施策の調査・研究を行うとともに、情報

交換を行っている。 

 

④④④④第第第第 2222 期中心市街地活性化基本計画策定推進体制期中心市街地活性化基本計画策定推進体制期中心市街地活性化基本計画策定推進体制期中心市街地活性化基本計画策定推進体制    

検討委員会、策定ＰＴのみならず、全庁的な取り組みとして、「連絡・調整」体制の

整備を行っている。 

 

〈第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画策定推進体制〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画策定 

【市の推進体制】 

PT(H23.4.27 設置) 検討委員会 

関係各課の担当者で構成する組

織横断的な PT（構成員 13 名） 
 

□所掌事務□所掌事務□所掌事務□所掌事務    

・第２期中心市街地活性化基本計

画に係る調査・研究 

・総括者(企画政策課長)は、作業

の進行状況について、市長に報

告し、指示を受け、目的完遂に

努める。 

 

 

 

 

 

□調査・研究分野□調査・研究分野□調査・研究分野□調査・研究分野    

①定住促進分野、②観光･まちづ

くり分野、③商業活性化分野、④

新庁舎･新図書館等都市福利施設

分野、⑤道路等インフラ分野、⑥

都市計画･公園整備分野、⑦高齢

者福祉分野 

 

副市長・関係課長で構成

（構成員 10 名） 
 

□所掌事務□所掌事務□所掌事務□所掌事務    

・計画策定に係る意見お

よび計画に関係する所

掌業務のとりまとめ等 

 

事務局(企画政策課企画係) 

□所掌事務□所掌事務□所掌事務□所掌事務    

・計画全体のとりまとめ、調

整および庶務 

中心市街地活性化協議会 

認定基本計画およびその実施

に関し、必要な事項その他中

心市街地の活性化の総合的か

つ一体的な推進に関し必要な

事項を協議 
    

■委員■委員■委員■委員 17171717 人（人（人（人（9999 団体）団体）団体）団体）    
 

□□□□所掌（計画策定時）所掌（計画策定時）所掌（計画策定時）所掌（計画策定時）    

・市が基本計画を策定する際の

意見陳述 

 

各担当課 

総括総括総括総括    構成メンバー構成メンバー構成メンバー構成メンバー    

事務局事務局事務局事務局    

市  長 

意見 

報告 

調整 

協力 

報告 

意見 

協議 

報告 調査･研究指示 
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〈庁内検討委員会における検討経過〉 

年年年年    月月月月    日日日日    会議名・議題等会議名・議題等会議名・議題等会議名・議題等    

平成 23 年 9 月 1 日 設置 

平成 23 年 9 月 26 日 第第第第 1111回回回回検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会    

 Ⅰ 第1期基本計画の総括 

 Ⅱ 第2期基本計画が目指す方向性について 

 Ⅲ 第2期基本計画の基本的方針（案） 

 Ⅳ 第2期基本計画の目標及び目標指標（案） 

 Ⅴ 第2期基本計画エリア（案） 

 Ⅵ 中心市街地活性化に資する事業（案） 

平成 23 年 11 月 28 日 第第第第 2222回回回回検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会    

 Ⅰ 第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画素案

について 

 Ⅱ 今後のスケジュールについて 

 

 

〈豊後高田市中心市街地活性化基本計画検討委員会構成〉 

区区区区    分分分分    職職職職    

会 長 副市長 

副会長 市参事兼総務課長 

委 員 市参事兼情報推進課長 

〃 市参事兼財政課長 

〃 市参事兼農林振興課長 

〃 市参事兼福祉事務所長 

〃 子育て・健康推進課長 

〃 商工観光課長 

〃 建設課長 

〃 都市建築課長 

〃 市参事兼企画政策課長 
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〈中心市街地活性化基本計画策定プロジェクトチーム（策定ＰＴ）における検討経過〉 

年年年年    月月月月    日日日日    会議名・議題等会議名・議題等会議名・議題等会議名・議題等    

平成 23 年 4 月 28 日 設置 

ＰＴ構成メンバーに市長から辞令交付 

平成 23 年 5 月 19 日 第第第第 1111回回回回検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会    

 Ⅰ これまでの経過 

 Ⅱ 第2期基本計画策定の必要性  

 Ⅲ 第2期基本計画の基本方針（案） 

 Ⅳ 今後の策定スケジュール・ＰＴの今後の活動 

平成 23 年 7 月 27 日 第第第第 2222回回回回検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会    

 Ⅰ 第2期基本計画の方向性と計画区域（案） 

 Ⅱ 第2期基本計画の基本コンセプト（案）  

 Ⅲ 具体的な施策の検討作業説明 

平成 23 年 8 月 3 日～8 月末 中心市街地の活性化に資する事業の検討作業 

庁内 LAN を活用し、随時ＰＴメンバーで議論、情報

交換を行う。 

平成 23 年 9 月 28 日 第第第第 3333回回回回検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会    

 目標指標等検討作業 

平成23年10月13日 第第第第 4444回回回回検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会    

 中心市街地の活性化に資する新規事業（案）検討 

平成23年11月11日 第第第第 5555回回回回検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会    

 第2期基本計画素案について 

平成23年11月16日 第第第第 6666回回回回検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会    

 中心市街地の活性化に資する新規事業（案）確認 

平成23年11月28日 第第第第７７７７回回回回検検検検討委員討委員討委員討委員会会会会    

 第２期基本計画素案について 

 

〈豊後高田市中心市街地活性化基本計画策定ＰＴ構成〉 

所属課所属課所属課所属課    人数人数人数人数    

総務課 1名 

企画政策課（まちづくり担当） 1名 

財政課（管財担当） 1名 

商工観光課（商業活性化担当） 2名 

建設課（市街地整備改善担当） 2名 

都市建築課（都市計画担当） 1名 

福祉事務所（高齢者福祉担当） 1名 

教育委員会（図書館建設担当） 1名 

企画政策課（事務局） 3名 
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（２）豊後高田市観光まちづくり株式会社の設立 

旧基本計画策定時の前年にあたる平成 15 年の観光客数は約 20万人と前年比の 2倍

を超え、予想を大きく上回る観光客にお越しいただくようになった。この結果、団体

客の受付の問題や駐車場の整理、ご案内人の不足、団体客の昼食の受け入れの問題な

ど、次々と新しい課題が生じたが、これに対応する専属の組織がない状態であった。 

商工会議所を中心として、市もバックアップをし、それぞれが必死にがんばってい

たものの、昭和の町の受け入れ体制については不十分であり、持続可能なまちづくり

のシステム確立が急務となっていた。そのため、これらの課題を解消し、さらに、来

訪者にまちづくりのコンセプトを正しく伝えるため、「昭和の町」における管理運営を

その業務の一環とする組織として、平成 17 年 11 月に『豊後高田市観光まちづくり株

式会社』を設立した。 

これにより、基本計画に基づく各種の事業の実施について、これまでの市・商工会

議所・地域住民に、新たに市観光まちづくり株式会社が加わり、それぞれが連携・役

割分担することで、継続的・安定的に取り組む体制ができたと考えられる。 

市観光まちづくり株式会社は、設立以降、現在に至るまで「昭和の町」における観

光マネジメントを実施しており、持続可能なまちづくりを主体的に担っている。 

 

〈豊後高田市観光まちづくり株式会社 概要〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●社●社●社●社    名名名名：豊後高田市観光まちづくり株式会社  大分県豊後高田市新町989-1 

●設●設●設●設    立立立立：平成17年11月11日 

●資本金●資本金●資本金●資本金：95,000,000円 

   豊後高田市       50,000,000円 

   豊後高田商工会議所    5,000,000円 

   金融機関        20,000,000円 

   一般株主（企業・個人） 20,000,000円 

   ※一般株主については直接業務提携する可能性のある事業者を除外 
 
［目的］ 

 地域観光の振興に寄与する観光事業について、民間的手法を活用し展開する。 
 
［主要業務］ 

① 広域観光の推進－「山」「里」「街」「海」「温泉」 

② 昭和の町の振興－拠点施設・拠点商店の運営及び整備補助 

③ 昭和ロマン蔵の運営－南蔵飲食施設・案内所の運営、夢博物館・絵本美術館の営業促進及

び発券事務の提携 
 
［特色］ 

① 収益を観光施設の整備等に投資し、市全体の観光振興を図る。 

② 宿泊・飲食・観光施設・小売等の観光事業者と業務提携し、営業・宣伝活動を促進するこ

とで市全体の観光振興を図る。 
 
［当面事業］ 

① 旬彩南蔵の運営・「食」発信のための業務提携 ⇒地域観光業の魅力アップ地域観光業の魅力アップ地域観光業の魅力アップ地域観光業の魅力アップ 

② 昭和ロマン蔵案内所の運営…総合受付・総合案内・発券業務 ⇒地域観光総合窓口機能地域観光総合窓口機能地域観光総合窓口機能地域観光総合窓口機能 

③ 営業宣伝活動…ＨＰ立上運営・旅行社等営業活動・各種チラシ等作成・各種媒体ＰＲ 

  ⇒地域観光の振興地域観光の振興地域観光の振興地域観光の振興 
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[２]中心市街地活性化協議会に関する事項 

豊後高田市中心市街地活性化協議会は、中心市街地の活性化に関する法律により、

豊後高田市が作成しようとする基本計画並びに認定基本計画及びその実施に関し必要

な事項その他中心市街地の活性化の総合的かつ一体的な推進に関し必要な事項を協議

するために、豊後高田商工会議所と豊後高田市観光まちづくり株式会社により平成 18

年 9 月に規約を定め、同年 10 月 2 日に設立総会が開催された。 

協議会の規約、構成員は以下に記載のとおりである。また、協議会での協議事項等

の調整等を図るため、協議会の下部組織として「ワーキンググループ」を設置し、多

様な主体が相互連携を図り、中心市街地の活性化に効果的かつ効率的に取り組むこと

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○法第○法第○法第○法第 15151515条条条条第第第第 3333 項の項の項の項の規規規規定の適合定の適合定の適合定の適合    

豊後高田市中心市街地活性化協議会の内容については、事務局となっている豊後高

田商工会議所において規約、構成員を公表しており、また、共同設置者である豊後高

田市観光まちづくり株式会社のホームページでも公表している。 
 

□□□□豊後高田商工会議所ホームページ（中心市街地活性化協議会）豊後高田商工会議所ホームページ（中心市街地活性化協議会）豊後高田商工会議所ホームページ（中心市街地活性化協議会）豊後高田商工会議所ホームページ（中心市街地活性化協議会）    

   http://www4.ocn.ne.jp/~buntaka/ 
 
□□□□豊後高田市観光まちづくり株式会社ホームページ豊後高田市観光まちづくり株式会社ホームページ豊後高田市観光まちづくり株式会社ホームページ豊後高田市観光まちづくり株式会社ホームページ    

   http://www.showanomachi.com/ 

 

○法第○法第○法第○法第 15151515条条条条第第第第 4444 項、第項、第項、第項、第 5555 項の項の項の項の規規規規定の適合定の適合定の適合定の適合    

これまでのところ協議会への新たな参加要請はなく、協議会が参加を拒否したこと

もない。 

〈中心市街地活性化協議会〉 

[[[[役割役割役割役割]]]]    市が基本計画を作成する際の意見陳述市が基本計画を作成する際の意見陳述市が基本計画を作成する際の意見陳述市が基本計画を作成する際の意見陳述    

認定基本計画及びその実施に関し必要な事項その他中心市街地の活性化の

総合的かつ一体的な推進に関し必要な事項を協議  
[[[[委員委員委員委員]]]]    17 人（9 団体） 

〈ワーキンググループ〉 

[[[[役割役割役割役割]]]]    協議会での協議事項の調整協議会での協議事項の調整協議会での協議事項の調整協議会での協議事項の調整    

新規事業の提案等 
 
[[[[委員委員委員委員]]]]    高田地区 21 人（協議会委員、商業者、地域住民等） 

    玉津地区 18 人（協議会委員、商業者、生産者、学識経験者等） 

    両地区オブザーバー 2 人（協議会正副会長） 
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〈豊後高田市中心市街地活性化協議会規約〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 18年 9 月 20日 豊後高田商工会議所と豊後高田市観光まちづくり株式会社の協議に

より制定） 
 

（名称） 

第１条 本会は、豊後高田市中心市街地活性化協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

（事務所） 

第２条 協議会は、事務所を大分県豊後高田市新町 986番地 2、豊後高田商工会議所内に置く。 

（目的） 

第３条 協議会は、中心市街地の活性化に関する法律（平成 10 年法律第 92号）第 9条第 1

項の規定により豊後高田市が作成しようとする基本計画並びに認定基本計画及びそ

の実施に関し必要な事項その他中心市街地の活性化の総合的かつ一体的な推進に関

し必要な事項を協議する。 

（公表の方法） 

第４条 協議会の組織の公表は、次に掲げる事項について、豊後高田商工会議所及び豊後高田

市観光まちづくり株式会社の事務所で公衆に閲覧させるとともに、ホームページに掲

載することによりこれを行う。 

（1）協議会の会員の氏名 

（2）協議会の規約の内容 

（活動） 

第５条 協議会は、その目的を達成するため、次の活動を行う。 

（1）豊後高田市が作成する中心市街地活性化基本計画及びその実施に関し必要な事項に

ついての意見提出 

（2）中心市街地の活性化に関する会員相互の意見及び情報交換 

（3）中心市街地の活性化に寄与する調査研究の実施 

（4）中心市街地活性化のための研修会等の実施 

（5）中心市街地活性化に係る事業に関すること。 

（6）その他中心市街地の活性化に関すること。 

（会員） 

第６条 協議会の会員は、次のものにより構成される。 

（1）中心市街地の活性化に関する法律（以下「法」という。）第 15 条第 1 項又は第 4

項の規定に該当するもの 

（2）法第 15条第 7項の規定に該当するもの 

（3）その他市内において中心市街地の活性化に関する活動・事業を行う者で、協議会の

目的に賛同したもの 

（入会） 

第７条 会員として入会しようとする者は、協議会の承認を得なければならない。 

（退会） 

第８条 会員は、協議会を退会しようとするときは、その旨を会長に届け出なければならない。 

（役員） 

第９条 協議会に次の役員を置く。 

（1）会 長  1 名 

（2）副会長  1 名 

（3）会計監査  2 名 

2 役員は、協議会において会員の中から選任する。 

3 役員の任期は、2 年とする。ただし、再任を妨げない。 
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（職務） 

第１０条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を

代表する。 

3 会計監事は、協議会の会計に関する事務を行う。 

（事務局）  

第１１条 協議会の事務を処理するために事務局を置く。  

2 事務局に事務局長及び職員を置く。  

3 事務局長及び職員は、会長が指名する。 

（総会） 

第１２条 総会は、活動報告、収支報告、活動計画、収支予算、規約の改正、役員の選出その他

会長が必要と認める事項を審議する。 

2 総会は、会員をもって構成する。 

3 総会は、会員の半数以上が出席しなければこれを開くことができない。 

4 総会は、会長が招集し、会長が議長となる。 

5 総会の議事は、出席者の過半数をもってこれを決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

（ワーキンググループ） 

第１３条 協議会の目的を達成するため、協議会にワーキンググループを設置することができ

る。 

（会計年度） 

第１４条 協議会の会計年度は、毎年 4月 1日から翌年 3月 31日までとする。 

（収入・支出） 

第１５条 協議会の収入は、補助金、寄付金及びその他の収入による。 

2 協議会の支出は、通信費、事務費、会議費その他運営に要する経費とする。 

（解散） 

第１６条 総会の議決に基づいて解散する場合は、会員の 4 分の 3 以上の同意を得なければな

らない。 

2 解散のときに存する財産は、総会の議決を得て協議会と類似の目的を持つ団体に寄付す

るものとする。 

附 則 

1 この規約は、平成 18年 10月 2日から施行する。 

2 協議会設立時の役員の任期は、平成 20 年 3月 31日とする。 

3 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が会議に諮って

定める。 
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〈豊後高田市中心市街地活性化協議会会員〉 

団体名等団体名等団体名等団体名等    根拠法令根拠法令根拠法令根拠法令    氏氏氏氏        名名名名    備考備考備考備考    

豊後高田商工会議所 法第 15 条第 1 項関係(商工会議所) 野田 洋二 会頭 

豊後高田市商店街連合会  法第 15 条第 4 項関係(商業者) 次郎丸 武則 会長 

豊後高田商工会議所 法第 15 条第 1 項関係(商工会議所) 松田 高明 副会頭 

豊後高田商工会議所 法第 15 条第 1 項関係(商工会議所) 清水 良幸 専務理事 

豊後高田市 

観光まちづくり株式会社 
法第 15 条第 1 項関係(まちづくり会社) 渡邊 節男 参与 

豊後高田市 法第 15 条第 4 項関係(市) 鴛海 豊 副市長 

大分北部バス株式会社 法第 15 条第 4 項関係(交通事業者) 熊田 啓二 常務取締役 

豊後高田市議会 法第 15 条第 8 項関係(住民代表) 村上 和人 議長 

豊後高田市自治委員会 

連合会 
法第 15 条第 8 項関係(住民代表) 大塚 仁 会長 

豊後高田市 

老人クラブ連合会 
法第 15 条第 8 項関係(住民代表) 渡部 義彦 会長 

学識経験者 法第 15条第 8項関係(地域経済・文化) 永岡 惠一郎  

学識経験者 法第 15 条第 8 項関係(商業者) 安部 谷次郎  

学識経験者 法第 15 条第 8 項関係(商業者) 高井 博爾  

学識経験者 法第 15 条第 8 項関係(商業者) 土谷 雄二  

学識経験者 法第 15 条第 8 項関係(商業者) 中山田 健晴  

学識経験者 法第 15 条第 8 項関係(教育) 永松 康士  

豊後高田商工会議所女性会 法第 15 条第 8 項関係(地域経済) 都甲 栄岐子 会長 

 

〈豊後高田市中心市街地活性化協議会開催状況〉 

回数回数回数回数    年月日年月日年月日年月日    議議議議        題題題題    議決事項議決事項議決事項議決事項    

第 1 回 H23.7.7 ・平成 22 年度事業活動報告・決算について 

・平成 23 年度事業計画・予算（案）について 

○協議事項○協議事項○協議事項○協議事項    

・第 1 期中心市街地活性化基本計画に基づく事

業の進ちょくについて 

・第 2 期中心市街地活性化基本計画策定の必要

性、今後のまちづくりの方向性について 

原案のとおり

承認 

第 2 回 H 23.9.29 ○協議事項○協議事項○協議事項○協議事項    

・第 2 期中心市街地活性化基本計画（案）の取

り組み概要について  

原案のとおり

承認 

第 3 回 H 24.1.23 ○協議事項○協議事項○協議事項○協議事項    

・第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画

（案）について 

原案のとおり

承認 

第 4 回 H 24.7.4 ・平成 23 年度事業活動報告・決算について 

・平成 24 年度事業計画・予算（案）について 

○協議事項○協議事項○協議事項○協議事項    

・第 1 期豊後高田市中心市街地活性化基本計画

原案のとおり

承認 
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の実績について 

・第 2 期豊後高田市中心市街地活性化基本計画 

の事業内容について 

第 5 回 H 25.7.4 ・平成 24 年度事業活動報告・決算について 

・平成 25 年度事業計画・予算（案）について 

○協議事項○協議事項○協議事項○協議事項    

・第 2 期豊後高田市中心市街地活性化基本計画 

の事業内容について 

原案のとおり

承認 

第 6 回 H 26.7.10 ・平成 25 年度事業活動報告・決算について 

・平成 26 年度事業計画・予算（案）について 

○協議事項○協議事項○協議事項○協議事項    

・第 2 期豊後高田市中心市街地活性化基本計画 

の事業内容について 

原案のとおり

承認 

第 7 回 H 2７.7.10 ・平成 26 年度事業活動報告・決算について 

・平成 27 年度事業計画・予算（案）について 

○協議事項○協議事項○協議事項○協議事項    

・第 2 期豊後高田市中心市街地活性化基本計画

の事業内容について 

原案のとおり

承認 

第 8 回 H 28.2.9 ○協議事項○協議事項○協議事項○協議事項    

・第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画

の事業内容（変更）について 

原案のとおり

承認 

第 9 回 H 28.9.26 ・平成 27 年度事業活動報告・決算について 

・平成 28 年度事業計画・予算（案）について 

○協議事項○協議事項○協議事項○協議事項    

・第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画

の事業内容（変更）について 

原案のとおり

承認 
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平成２４年１月２７日 

 

 

豊後高田市長 永松 博文 様 

 

 

豊後高田市中心市街地活性化協議会 

会長 野田 洋二 

 

 

「第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画（案）」に対する意見書 

 

 

平成２４年１月２３日付け企第０１２３００１号で意見照会がありました「第２期豊

後高田市中心市街地活性化基本計画（案）」について、中心市街地の活性化に関する法

律（平成１０年法律第９２号）第１５条第９項に基づき、意見書を提出いたします。 

 

記 

 

第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画（案）について 

１ はじめに 

本市中心市街地活性化の切り札として、官・民が一体となって平成１３年度にスター

トした「昭和の町」の取り組みも本年度で１０年を迎えました。この「昭和の町」の取

り組みを計画的に進め、その効果を中心市街地全体に波及させるべく策定した第１期中

心市街地活性化基本計画についても、最終年を迎えております。「にぎわいと憩いの創

出で愛されるまちなかへ」を目指すべき中心市街地の姿として取り組みを開始した本計

画については、商工会議所、観光まちづくり株式会社、商業者そして行政が、それぞれ

の責任のもと、協力・連携を図りながら実行してきた結果、中心市街地は大きく様変わ

りをし、交流人口の増大など、活性化に大きく寄与できたものと評価いたします。 

しかし、その一方で、依然として商店街においては厳しい状況にあり、また本計画で

まちづくりの方向性が確立した玉津地区についても、その取り組みは始まったばかりで、

第１期計画の効果は限定的であると考えています。 

これらの経緯を踏まえまして、第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画（案）に

ついて、下記のとおり意見を提出いたします。 
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２ 本協議会の意見 

第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画（案）は、「にぎわいと憩い、そして魅

力の創出でさらに愛されるまちなかへ」を目指すべき中心市街地の姿に掲げています。

本市中心市街地活性化の基本である「昭和３０年代」をテーマとした「昭和の町」の飛

躍、そして玉津地区の活性化策である「高齢者のまちづくり」の進化を目指すこととし

ており、このことは、これまでの取り組みの経過を踏まえたもので、活性化に大きく寄

与した第１期基本計画を踏襲しており、実行性のある継続的なまちづくりであると考え

ます。 

さらに第２期計画では、これまでの施策に加え、新たに「市民」の視点から、中心市

街地活性化のための方向性を見出しており、市民にとっての“まちなか”のさらなる魅

力を創出することにより、市全体の定住促進をけん引する「市の顔」を目指すこととし

ております。このことは、「持続可能なまちづくり」、「中心市街地の真の活性化」のた

めには不可欠であると考えます。 

目指すべき中心市街地活性化の姿、コンセプトについても明確で、これを実現するた

めに必要な具体的事業についても盛り込まれております。また引き続き官・民一体とな

った取り組みを進めることとしており、効果的かつ現実的で、将来のまちづくりについ

て夢が広がる計画であると考えます。 

本計画が円滑かつ着実に実施されることにより、本市中心市街地のさらなる活性化に

大きく寄与するものと考え、本協議会においては、この第２期基本計画（案）の内容に

ついては妥当である判断いたします。 

なお、「市の顔」ともいうべき本市中心市街地のさらなる活性化に向けて、これまで

と同様に、市と十分連携を図りながら、商工会議所・観光まちづくり株式会社・商業者

など関係者が一体となって、「市民協働によるまちづくり」という基本認識のもと、各

種施策を展開していく必要があります。本協議会は、今後も第２期基本計画の進捗や新

たな状況に対応していくため、鋭意協力を行っていくこととします。 
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[３]基本計画に基づく事業及び措置の一体的推進 

（１）客観的現状分析、ニーズ分析に基づく事業及び措置の集中実施 

１）１）１）１）第第第第 1111 期基本計画に基づく事業の実施状況及び評価期基本計画に基づく事業の実施状況及び評価期基本計画に基づく事業の実施状況及び評価期基本計画に基づく事業の実施状況及び評価    

※ｐ.5～31 を参照 

 

２）２）２）２）客観的現状分析客観的現状分析客観的現状分析客観的現状分析    

※ｐ.32～56 を参照 

 

３）３）３）３）ニーズ分析ニーズ分析ニーズ分析ニーズ分析    

昨年 11 月と本年 2 月に昭和の町の来街者に対してアンケート調査を実施、また本年

8 月には市内住民に対し、「中心市街地の魅力向上のために重要なこと」をテーマにア

ンケート調査を実施した。調査の詳細については、ｐ.57～61 を参照。 

 

（２）地域ぐるみでの取り組み状況 

１）１）１）１）広報関係広報関係広報関係広報関係    

昭和の町の取り組みをはじめた平成 13 年度以降、広報誌を通じて随時、市民に対す

る啓発活動を行っている。 
 

〈平成 23 年「市報ぶんごたかだ」9月号〉 
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２）２）２）２）「昭和の町」における商店主・商工会議所・「昭和の町」における商店主・商工会議所・「昭和の町」における商店主・商工会議所・「昭和の町」における商店主・商工会議所・市観光まちづくり株式会社の取り組み市観光まちづくり株式会社の取り組み市観光まちづくり株式会社の取り組み市観光まちづくり株式会社の取り組み    

本市中心市街地活性化の主要な取り組みである「昭和の町」については、中心市街

地の商店主・商工会議所が、衰退する商店街を何とか再生し、かつての賑わいを取り

戻すべく取り組みを始めたものである。「昭和の町」の取り組みの発端は、民間（商店

主）であり、行政主導ではないという点が大きな特徴で、その考え、動きは現在に至

っても同様である。 

「昭和の町」の取り組みの原点である「昭和の 4 つの“再生”」を基本に、昭和の

店づくりとして実施している店舗修景や一店一宝などの事業については、本基本計画

においても主要事業として位置付けているが、これらは、各商店主が主体的に行うも

のであり、商工会議所がコーディネート役となって、行政がそれを全面的にバックア

ップしている。 

また、平成 17 年に設立された市観光まちづくり株式会社は、「昭和の町」における

管理運営をその業務の一環としており、運営収益を「昭和の町」の観光振興に還元す

るなど、持続可能なまちづくりのためのマネジメントを実施している。今後において

も同社が昭和ロマン蔵等の拠点施設強化のためリニューアルを行うなど、「昭和の町」

における観光マネジメントを主体的に実施している。 
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■■■■昭和の町昭和の町昭和の町昭和の町誕誕誕誕生生生生 10101010周周周周年年年年記記記記念式念式念式念式典典典典    

「昭和の町」のまちづくりを開始してから 10周年を

記念して、平成 23 年 10 月に「昭和の町」の誕生 10周

年記念式典を開催した。 

功労者表彰とあわせ、基調講演やシンポジウムを開催、

「昭和の町」のこれまでの 10 年間を振り返るとともに、

これからの 10 年に向け、有識者を交え、行政・商工会

議所・商業者等で意見交換を行った。 

 

 

 

 

○基調○基調○基調○基調講演講演講演講演    

 人とネットワークを活かしたまちづくり 

  ～ソーシャル・ネットワークを 

        「昭和の町」にどう活用すべきか～ 

 講師：ＤＢＪキャピタル株式会社取締役 山口泰久氏 

○○○○シンシンシンシンポポポポジジジジウムウムウムウム    

 これまでの 10 年 –奇跡の軌跡- これからの 10 年 

 

３）３）３）３）「玉津のまちづくり」における地域住民等の「玉津のまちづくり」における地域住民等の「玉津のまちづくり」における地域住民等の「玉津のまちづくり」における地域住民等の取り組み取り組み取り組み取り組み    

玉津地区の高齢者が楽しいまちづくりについ

ても、地域住民や商店街など多様な団体が連携を

図りながら実施しており、地元が主体的にイベン

トを開催するなど、活性化に向けた機運は高い。 

高齢者拠点施設である「玉津座銀鈴堂」におい

ては、運営管理する社会福祉法人が施設の機能拡

充を行うこととしており、また平成 23 年度に整

備した新たな高齢者交流施設「玉津プラチナ笑話

館」では、市老人クラブ連合会の活動拠点として、老人クラブが主体的にまちなかの

にぎわい創出の取り組みを行っていくこととしている。 

行政ではこうした動きを後押しするため、厚生労働省の「地域雇用創造推進事業」

を活用して、昭和の町豊後高田観光再生協議会による

「商店街賑わいづくり仕掛け人養成講座」を開催して

いる。この講座には、商店街、老人クラブ、玉津座銀

鈴堂、農産物直売所など、玉津地区のまちづくり関係

者が受講しており、自らにぎわい創出の主体となるべ

く努力している。 

〈玉津プラチナ市〉 

〈玉津プラチナ笑話館〉 
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４）４）４）４）新たな担い手による取り組み新たな担い手による取り組み新たな担い手による取り組み新たな担い手による取り組み    

新たな担い手として、計画区域内（商店街、中央公園に隣接する場所）で、本年度

からＮＰＯ法人が子育て支援施設を運営している。 

ここでは商店街や商工会議所と様々な連携を図っており、今後、まちなかの魅力向

上や商店街活性化など、新たな波及効果が期待される。 

 

〈子育て支援施設：おひさまひろば〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）５）５）５）児児児児童童童童・生・生・生・生徒徒徒徒・・・・学学学学生等の取り組み生等の取り組み生等の取り組み生等の取り組み    

■■■■卒卒卒卒業業業業生生生生にににによよよよるるるる『『『『昭和の町昭和の町昭和の町昭和の町』』』』ママママップップップップ作作作作成（成（成（成（平平平平成成成成 15151515 年）年）年）年）    

市立高田中学校の外壁に手づくりの「昭和の

町」マップが取りつけられた。これは、卒業記

念に作成され、卒業生全員が商店街の店舗など

を、一人一枚ずつ水彩画で描いたもの。 

市のＰＲにとの思いで作成された。 
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■大■大■大■大学学学学生生生生にににによよよよる“昭和の町”る“昭和の町”る“昭和の町”る“昭和の町”ビジビジビジビジネス・プネス・プネス・プネス・プランランランランの検の検の検の検討討討討・・・・発発発発表表表表会（会（会（会（平平平平成成成成 18181818 年）年）年）年）    

立命館アジア太平洋大学特殊講座“昭和の

町ビジネス・プラン”発表会が商工会議所で

開催された。 

同大学の学生 9名が、大学の講義の一環と

して昭和の町を研究対象とし、昨年 12 月に

商店主及び訪問客へマーケティング調査な

どを行い、市関係者、商工会議所関係者、商

店主などの前でその成果を発表した。 

昭和の町への訪問客を対象に学生 9名が 3グループに分かれて行ったアンケート調

査の報告や 3商店街の“ＳＷＯＴ分析”として、中央通り商店街、新町商店街、駅通り

商店街を“強み”“弱み”“機会”“脅威”の 4つの観点から分析し、学生が 3チーム

に分かれて行った各商店街の現状分析を細かに発表、これらの調査・分析を踏まえて、

学生自らが昭和の町で創業することを仮定した“ビジネス・プラン”のプレゼンテー

ションが行われた。 

 

■■■■市内中高市内中高市内中高市内中高生生生生にににによよよよる昭和のる昭和のる昭和のる昭和の夢夢夢夢町町町町三丁三丁三丁三丁目目目目館館館館の「の「の「の「エイジンエイジンエイジンエイジンググググ」（」（」（」（平平平平成成成成 19191919 年）年）年）年）    

平成 19年4月に昭和の暮らしを体感できる

施設「昭和の夢町三丁目館」を整備した。 

昭和ロマン蔵の北蔵内に木造民家や教室な

どを新築したが、昭和 30 年代の雰囲気にする

ために「エイジング」を実施、市内の中学生、

高校生も参加し、民家を囲む板塀や家の柱な

ど、絵の具やブラシを使いながら塗装を行っ

た。 

 

■■■■「昭和の町「昭和の町「昭和の町「昭和の町    子ども子ども子ども子ども商商商商店店店店街」の実施（街」の実施（街」の実施（街」の実施（平平平平成成成成 23232323 年）年）年）年）    

豊後高田市商店街連合会の主催による「昭和の町 

子ども商店街」を開催、子どもたちに「昭和の町」

の商店街で、販売や清掃、子ども記者などの仕事に

就いてもらい、体験を通じた人間形成を図るととも

に、商店街へ来客を増加させ、商店街の更なる賑わ

いをつくり出すことを目的として実施した。 

当日は市内小学校の 3 年生から 6 年生 124 人が参

加した。 
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■■■■市市市市民民民民ボボボボランテランテランテランティアにィアにィアにィアによよよよるるるる清掃清掃清掃清掃活動活動活動活動    

市民団体が、「昭和の町」に訪れる観光客

を気持ちよく迎えたいと、毎年、昭和の町の

玄関口に当たる市道の清掃活動を行ってい

る。 

 

 

 

 

６６６６））））各種関各種関各種関各種関連連連連事業・事業・事業・事業・イベンイベンイベンイベント等のト等のト等のト等の継続継続継続継続実施実施実施実施    

■■■■ホホホホーーーーランエンランエンランエンランエンヤヤヤヤ（（（（継継継継続続続続））））    

毎年の 1 月に市の中心部、桂川で行われるこの行事は、江戸時代の中期に廻船の安

全と豊漁を祈願したことが始まりとされている。 

江戸時代、豊後高田市は島原領（現長崎県）の飛び地であった。この豊後高田市の

港より島原藩や大阪の問屋目指して多くの廻船が出発した。行事は、大漁旗などに飾

られた「宝来船」に関係者が乗り込み、この行事を受け継ぐ地区を出船する。その途

中でお酒などのご祝儀を抱えた観客がいる

と、この行事の見どころを迎える。宝来船よ

りふんどし姿の若者が寒波の川に威勢よく

飛び込みご祝儀を受け取りに行く。 

商店街でも関連イベントが催され、毎年、

多くの観客が来訪、中心市街地のにぎわいづ

くりに寄与している。 

 

■■■■若宮八幡若宮八幡若宮八幡若宮八幡社社社社秋季秋季秋季秋季大大大大祭祭祭祭（（（（裸祭裸祭裸祭裸祭り）り）り）り）    

毎年 11 月ごろに 3 日間にわたり、桂川を舞台に行われる伝統行事。豊作を感謝する

900 年を超す歴史を持った日本三大裸祭りの一つである。 

初日と最終日に締め込み姿の若者が御輿の川わたしを行い、同時に橋の上から火矢

で「世界一の大たいまつ」に点火、水上ステ

ージでは大太鼓が打ち鳴らされる。 

商店街には、屋台なども出店され、多くの

観客でにぎわう。また、祭り期間中は、商店

街やその周辺で「街並みめぐり」や「昭和の

町スタンプラリー」など様々なイベントが開

催され、中心市街地のにぎわいづくりに寄与

している。 
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10.中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための

措置に関する事項 

[１]都市機能の集積の促進の考え方 

人口減少傾向にある中、必要な都市機能は適切に集約することが必要であるととも

に、中心市街地におけるにぎわいと憩いの再生のために、都市機能の集積を進める必

要がある。 

本市では、既存の中心市街地に一定の都市機能が集積していることから、現状のコ

ンパクトな都市としての魅力の維持を図る。 

 

 

[２]都市計画手法の活用 

■大■大■大■大規模集規模集規模集規模集客施設の立地制客施設の立地制客施設の立地制客施設の立地制限限限限    

準工業地域における特別用途地区を活用した大規模集客施設の立地制限については、

平成 18 年 9 月 27 日に開催した第 1回豊後高田市都市計画審議会において概要を説明

した。その後、平成 19 年 1 月 12 日に第 2回都市計画審議会を開催し、市長から準工

業地域における特別用途地区を活用した大規模集客施設の立地制限に取り組む方針を

報告した。 

平成 19 年 2 月 13 日・14 日・25 日には、当該準工業地域の地権者に対して住民説明

会を開催した。平成 19 年 11 月 30 日には特別用途地区の都市計画決定を行い、当該条

例を制定、同日から施行している。 
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■市計画道路（■市計画道路（■市計画道路（■市計画道路（3.3.3.3.4444....4444 桂橋桂橋桂橋桂橋西新町線、西新町線、西新町線、西新町線、幅員幅員幅員幅員 11116666ＭＭＭＭ）の）の）の）の廃止廃止廃止廃止    

①都市計画①都市計画①都市計画①都市計画道路道路道路道路（（（（3.4.43.4.43.4.43.4.4桂橋桂橋桂橋桂橋西新西新西新西新町町町町線線線線）の概要）の概要）の概要）の概要    

本市では、平成 13 年度から「昭和の町」を中心とした中心市街地活性化に向けた取

り組みを進めてきたが、その一方で、昭和 28 年より計画されていた中央通から新町の

中を通過する都市計画道路（3.4.4 桂橋西新町線、幅員 16ｍ）が長期未着手となってい

た。 

市としては、当該都市計画道路を廃止したいと考えていたことから、平成 18 年 9

月 27 日に開催した第 1回豊後高田市都市計画審議会において、当該方針を報告し、平

成 20 年 1 月に廃止を決定した。 

 

〈都市計画道路（3.4.4 桂橋西新町線）の状況〉 

計画計画計画計画決決決決定年定年定年定年次次次次（当（当（当（当初初初初））））    昭和 28 年 

計画計画計画計画決決決決定年定年定年定年次次次次（（（（最最最最終終終終））））    昭和 61 年 

経経経経過過過過年数年数年数年数    53 年 

計画計画計画計画延延延延長長長長    1,400ｍ 

計画計画計画計画幅員幅員幅員幅員    16ｍ 

整備状況区分整備状況区分整備状況区分整備状況区分    全区間未改良 

整備整備整備整備率率率率    0% 

 

〈「桂橋西新町線」計画位置図〉 
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②②②②廃廃廃廃止止止止のののの主主主主なななな理由理由理由理由    

1) 都市計画決定から長期未着手となっている場合、その原因として現在の土地利

用や道路網が大きく変化していることが考えられたこと。 
 

2) 密集した市街地に都市計画道路が決定している場合、地区内への建替えが困難

であるため、地区外への移転を余儀なくされ、また、整備することにより中心

市街地の空洞化（人口の減少、商店街の閉店）を招き、将来にわたって建築制

限を行うことで活力ある良好な市街地形成が阻害されることが懸念されたこと。 
 

3)「昭和の町」を通過する都市計画道路について、かつて計画していた中心市街地

整備の方向性を見直し、「昭和の町」の取り組みを恒久的に継続させ、中心市街

地の活性化を図っていく方針としたこと。 

 

上記の理由により、市として、この都市計画道路の決定権者が大分県であったため、

当該都市計画道路見直しに係る住民説明会を実施した。 

 

③③③③都市計画都市計画都市計画都市計画道路道路道路道路のののの見直見直見直見直しにしにしにしに伴伴伴伴いいいい想想想想定定定定さささされたれたれたれた影響影響影響影響    

1) 都市計画道路の予定区域となっている沿道の土地において、将来の事業の円滑

な施行を確保するために法の規制がかけられている。新たな建築又は増改築を

行う場合、都市計画法第 53条に基づく建築許可が必要となる。しかし今回の都

市計画道路を廃止することにより、都市計画法第 53条の建築許可は必要がなく

なる。 
 

2) 当該地域は、商業地域の用途で高い容積率（400%）が指定されているが、前面

市道の道路幅員が狭いと容積率を活用できないことから土地の高度利用は抑制

された状態となっており、都市計画道路の見直しを行っても現在の前面道路の

幅員どおりとなるので高層のビル等の建築は、制限を受けたままとなり今まで

どおりの「昭和 30 年代」をテーマとした『いとおしく、懐かしい』当時の景観

を保持することができる。 
 

3) 防災上の観点から、より災害に強いまちづくりを進めていく必要がある。 
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[３]都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等 

現在、市が保有する公共施設のうち、市庁舎（高田庁舎）については、老朽化が進

んでいることや耐震基準を満たしていないこと等の問題から、平成 26 年度までに移

転・建て替えをする予定である。 

移転先は同じく中心市街地区域内としており、移転後の跡地利用については、中心

市街地の賑わい創出に寄与できる都市公園を整備する方針である。（詳細については、

ｐ.116･117 を参照） 

その他、市が保有する公共施設については、具体的な移転計画はない。 

 

〈中心市街地エリアにおける都市機能の立地状況〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[[[[医療施設医療施設医療施設医療施設]]]]    

① 高田中央病院 

② 高田内科 

③ 佐藤医院 

④ 安部内科 

⑤ 鴛海医院 

⑥ 井福医院 

⑦ 畔元外科医院 

⑧ むなかた眼科 

[[[[学学学学    校校校校]]]]    

１１１１ 高田中学校 

２２２２ 桂陽小学校 

[[[[公共公共公共公共施設施設施設施設]]]]    

ａ 豊後高田市役所 

ｂ 豊後高田警察署 

ｃ 大分県高田総合庁舎 

ｄ 豊後高田消防署 

ｅ ＪＡおおいた高田支所 

ｆ 新図書館（建設中） 

ｇ 簡易裁判所 

ｈ 教育会館 

ｉ 勤労青少年ホーム 

  ハローワーク豊後高田事務所 

ｊ 市民体育センター 

ｋ 商工会議所 

Ｌ 福祉事務所玉津プラチナ支所 

Ｍ 中央公民館・旧図書館 
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〈特徴的な公共公益施設〉 

項項項項            目目目目    施設数施設数施設数施設数    備考備考備考備考    

豊後高田市役所（高田庁舎） 1  

豊後高田市真玉庁舎 1  

豊後高田市香々地庁舎 1  

 

〈教育・文化施設数〉 

項項項項            目目目目    施設数施設数施設数施設数    備考備考備考備考    

幼稚園 3 市立 2、私立 1 

小学校 12 市立 12 

中学校 6 市立 6 

高等学校 1 県立 1 

図書館 1 市立 1 

勤労青少年ホーム 1 市立 1 

 

〈医療・福祉施設数〉 

項項項項            目目目目    施設数施設数施設数施設数    備考備考備考備考    

病院・診療所 16 病院 3、診療所 13 

保育所 7 市立 1、私立 6 

児童館 1 市立 1 

老人憩いの家 16 市立 16 

健康交流センター 1 市立 1 

 

 

※「大規模集客施設」の状況については、ｐ.132～135参照 

 

 

 



| | | | 第２期豊後高田市中心市街地活性化基本計画 

190190190190    |||| 

[４]都市機能の集積のための事業等 

※再掲 

事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他の

事項 

■事業名 

御玉市民公

園整備事業 

（仮称） 
 
■内容 

整備面積 

4,597ｍ2 
 
■実施時期 

H24～27年度 

市 市庁舎移転後の用地に、都市公園を整備

する。整備予定地については、新図書館と

「裸祭り」「ホーランエンヤ」など市を代表

するお祭りが行われる桂川河川敷に隣接す

ることと、また市民・高齢者向けのまちづ

くりを進める「玉津地区」との連携を図る

ことから、「学び・お祭り・高齢者の健康づ

くり」をコンセプトに整備する方針である。 

したがって、当公園については新図書館

の景観とマッチするように一体的に整備を

行うとともに、お祭りイベント広場、高齢

者の健康づくりに寄与できる遊具等を設置

する予定である。当該公園については、子

ども・大人・プラチナ世代といった幅広い

年齢層が楽しめる公園として整備し、近隣

にある「中央公園」とはコンセプトの住み

分けを行う。 

また、お祭りイベント広場については、

「昭和の町」のイベントや新図書館のイベ

ントと連携を図りながら活用することによ

り、当該区域に、「昭和の町」来訪者を含め

た多くの観光客の誘客と市民の来街促進を

図る。 

これらの取り組みにより、「さらなる“ま

ちなか”のにぎわい創出」、「昭和の町、玉

津地区、新図書館等が集積する地区、3 地

区の回遊性向上」、そして「“まちなか”滞

在時間の延長」が期待される。①いとおし

く懐かしいおまち－飛躍－、②高齢者が楽

しいおまち－進化－、③市民がうれしいお

まち－創造－を目標とする中心市街地の活

性化に必要な事業である。 

 

 

 

 

 

 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（豊後高田

昭和の町地

区）） 
 
■実施時期 

H24～27 年度 
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■事業名 

図書館建設

事業 

 

■事業内容 

新図書館の

建設 

 

■実施時期 

H23～24年

度 

市 現状の老朽化・狭小化した中心市街地区

域内の図書館を見直し、区域の中でも特に

公共施設が集積し、徒歩や自転車でのアク

セス面でも利便性の高い場所に新図書館を

建設する。 

本来の図書館機能の充実に加え、市民講

座や読み聞かせなど、世代間交流事業を展

開する空間を創出するほか、定住対策とし

ても重要な要素である子育てや教育（学び）

の観点も含めた魅力ある都市空間機能を整

備する。 

また、隣接地に整備する都市公園と一体

となって整備し、観光情報発信機能も兼ね

備えることにより、多くの市民、観光客に

同区域への新たな来街目的を付与する。こ

れらの取り組みにより、「さらなる“まちな

か”のにぎわい創出」、「昭和の町、玉津地

区、新図書館等が集積する地区、3 地区の

回遊性向上」、そして「“まちなか”滞在時

間の延長」が期待される。①いとおしく懐

かしいおまち－飛躍－、②高齢者が楽しい

おまち－進化－、③市民がうれしいおまち

－創造－を目標とする中心市街地の活性化

に必要な事業である。 

■支援措置 

社会資本整

備総合交付

金（暮らし・

にぎわい再

生事業（豊後

高田昭和の

町地区）） 

 

■実施時期 

H23～24年

度 

 

■事業名 

新庁舎建設

事業 

 

■事業内容 

市役所高田

庁舎の建て

替え 

 

■実施時期 

H24～27年

度 

市 老朽化した市庁舎について、現庁舎と同

様に行政機関が集積するエリアに移転・建

て替えを行う。 

本市行政の拠点となる市庁舎を、中心市

街地エリア内に留め、本基本計画で新たに

中心市街地区域として加える位置に移転す

ることにより、当区域の活性化と中心市街

地全体のにぎわいを維持することが期待さ

れる。また市の防災拠点として、そして効

率的な窓口の設置によるワンストップサー

ビス化、高齢者、障がい者に配慮したバリ

アフリー化など、市民目線の庁舎を建設す

ることにより、これまで以上に安心・安全

なまちづくりに寄与できるとともに市民の

利便性を高めることができる。②高齢者が

楽しいおまち－進化－、③市民がうれしい

おまち－創造－を目標とする中心市街地の

活性化に必要な事業である。 

■支援措置 

無 
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11.その他中心市街地の活性化のために必要な事項 

[１]基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項 

実践的・試行的な活動により裏打ちされた、厳選された事業を実施する。 

 

●●●●高高高高次次次次都市都市都市都市施設施設施設施設（（（（観光交流観光交流観光交流観光交流センタセンタセンタセンターーーー    昭和の町昭和の町昭和の町昭和の町新新新新拠点施設事業）拠点施設事業）拠点施設事業）拠点施設事業）    

本事業では、平成 18 年度に取得した商店街の中にある遊休地（旧金融機関）を核と

して、観光交流センターなどの拠点施設をオープンする予定（平成 25 年度～平成 26

年度）である。「学び」をコンセプトに、昭和という時代を学べる機能等を設け、地域

住民と観光客の交流の場となる施設を整備する。 

本事業については、平成 23 年 10 月から同じく昭和の町にある拠点施設「昭和の町

展示館」を活用して実証的に実施をしており、事業効果を検証した上で、より集客力

の高い魅力ある施設として整備する方針である。 
 

●●●●御御御御玉市玉市玉市玉市民民民民公公公公園園園園整備事業整備事業整備事業整備事業（（（（仮仮仮仮称称称称））））    

市民を対象とした調査で、「中心市街地の魅力向上のために重要なこと」として「病

院や福祉施設などが集まった高齢者、障がい者が住みやすいまちづくり」と回答した

住民が 41.6％、「快適な都市環境（まち並み、公園、河川等）が整備されたきれいなま

ちづくり」と回答した住民が 33.2％となった。 

これらの住民ニーズとあわせ、本市は都市機能の集積を図るとともに、高齢者が元

気で健康に暮らせるまちづくりを政策的に進めていることから、現市庁舎移転後の跡

地に、高齢者が日常的に集い、また健康増進に資する都市公園を整備することとし、

本計画の核事業として位置付ける。 
 

●図書館●図書館●図書館●図書館建建建建設事業設事業設事業設事業    

新図書館については、合併前に実施した住民意識調査で非常に高いニーズが確認さ

れたことから、合併後策定した総合計画の重点戦略プロジェクトの中で整備すること

が明記され、早期建設が求められていた。 

また本市は教育のまちづくりも推進しているが、「学びの 21 世紀塾」に代表される

これらの取り組みは市民に浸透しており、知の拠点づくりを求める声は増えている状

況にある。 

さらには、定住人口増加に向けて子育て支援を充実させている中、子育ての柱とも

なる読書活動の推進拠点としての役割も大いに期待されている。 

以上のことから本事業については、本計画の核事業として位置付ける。 
 

●●●●各種各種各種各種イベンイベンイベンイベントトトト    

観光客を対象とした調査の中で、「昭和の町に充実してほしいもの」として、「昭和

時代のイベント」に対するニーズが最も高かったことから、これまでの各種イベント

に加え、誘客効果のある昭和にちなんだ新たなイベントを開催する。 
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さらに平成 23 年度に昭和の町誕生 10周年記念イベントとして数多くのイベントを

実施したが、このうち効果が高く、継続的な実施が中心市街地の魅力向上に寄与する

と判断したイベントについては、基本計画に位置づけるものとした。 

 

 

[２]都市計画との調和等 

（１）豊後高田市まちづくり計画 新市建設計画に整合 

平成 15 年 12 月に西高地域 1 市 2 町合併協議会で策定した『豊後高田市まちづくり

計画 新市建設計画』において、「昭和の町」（中心市街地活性化）推進プロジェクトを、

まちづくりを行っていく上でシンボル的事業として推進する『重点戦略プロジェクト』

の一つとして位置づけている。 

 

（２）豊後高田市総合計画に整合 

平成 18 年 9 月に、新市施行後策定した『豊後高田市総合計画』では、重点戦略プロ

ジェクトの一つとして「昭和の町（中心市街地活性化）推進プロジェクト」を位置づ

けている。 

計画の中では、「昭和の町」を地域住民と観光客の交流の場、観光拠点と位置づけ、

「地域文化の再生と創造による共感できるまちづくり・賑わいづくり」を推進すると

ともに、中心市街地ににぎわいの場を創出し、商店街の活性化を図ることとしていた。 

平成 23 年からの『改訂豊後高田市総合計画』では、「魅力ある中心市街地の整備」

を重点プロジェクトに掲げ、これまでの「昭和の町」、「玉津のまちづくり」に加え、

市民生活の上で快適で利便性の高いまちづくりを図り、本市の定住促進をけん引する

「市の顔」とすべく、様々なまちなかの魅力向上プロジェクトを推進することとして

いる。 
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[３]その他の事項 

都市計画道路等の見直しにより、これまで防災上の観点から、より災害に強いまち

づくりを継続して実施し、市民の居住しやすい環境づくりを行ってきた。 

今後、観光客に魅力あるまちづくり行うため、平成 17 年に認定を受けた「地域再生

計画」（豊後高田「昭和の町」づくり計画）とあわせて総合的に施策を実施し、相乗効

果を図ることにより、中心市街地のさらなる活性化と市全体への波及効果の拡大を目

指すものとする。 

 

（１）中心市街地防災対策事業 

■■■■事業内容事業内容事業内容事業内容    

本市では、各地区の自治会等を中心に自主防災組織の結成の推進し、平成 18 年度で

結成率 100パーセントを目標に取り組みを進めてきた。 

特に、中心市街地においては、商店、民家等が密集する地区が多く、災害の発生に

より家屋等の火災が発生した場合は、延焼の危険性が非常に高い。風の強い時には延

焼は避けられず、また、狭い路地が多いため、避難路等の確保が出来なくなる可能性

があると思われた。 

そのため、火災を最小限に食い止める方策としての初期消火対策として、消火栓用

ホース等の格納箱の設置、消火栓の増設設置、耐震性防火水槽の設置、備蓄倉庫の設

置、避難経路の表示板の設置、防災マップの作成等を行うことにより、中心市街地に

おける防災対策を図った。 
 

■■■■事業実施年事業実施年事業実施年事業実施年度度度度    

平成 18 年度～平成 22 年度 
 

■■■■支援措置等支援措置等支援措置等支援措置等    

コミュニティ助成事業、消防防災施設整備費補助金、市単独 

 

（２）警戒標識・避難路案内表示等設置事業 

■■■■事業内容事業内容事業内容事業内容    

平成 23 年 3 月の東日本大震災による津波被害を受け、本市においても想定される津

波の高さを見直すなど、防災計画見直しに着手。特に沿岸部に近く、海抜の低い中心

市街地エリアについては、海抜表示板や避難場所表示板を設置することとした。 

さらに民間ビル所有者と協定を締結し、避難ビルとして指定、あわせて津波緊急避

難ビル表示板を設置することにより、中心市街地における防災対策の強化を図ること

とした。 
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■■■■事業実施年事業実施年事業実施年事業実施年度度度度    

平成 23 年度 
 

■■■■支援措置等支援措置等支援措置等支援措置等    

大分県地震・津波等被害防止対策緊急事業 

 

（３）テレビの商店街整備事業 

■■■■事業内容事業内容事業内容事業内容    

本市は、平成 19 年度にＣＡＴＶ施設整備事業を実施し、情報通信網の整備を行い、

現在、市内全世帯のうち約 9 割がケーブルテレビに加入している状況にある。この通

信インフラを活用し、各家庭において、市内に店舗がある商工会議所・商工会・工業

連等の加盟店の商品情報等をケーブルテレビ自主放送のデータ放送で閲覧できるシス

テムを構築する。 

商品情報のみならず、宅配の可否や、休日当番医等の行政情報も提供することなど

により、ケーブルテレビ加入者の利便性の向上や高齢者等の買物弱者対策、商店街の

活性化等を図っていくものである。 
 

■■■■事業実施年事業実施年事業実施年事業実施年度度度度    

平成 23 年度 
 

■■■■支援措置等支援措置等支援措置等支援措置等    

過疎地域等自立活性化交付金 

 

（４）地域雇用創造推進事業（地域再生計画関連事業） 

（（（（続続続続・昭和の町づくりに・昭和の町づくりに・昭和の町づくりに・昭和の町づくりによよよよる“る“る“る“キキキキラリラリラリラリ”と光る”と光る”と光る”と光る雇雇雇雇用創用創用創用創出大出大出大出大作作作作戦）戦）戦）戦）    

■■■■事業内容事業内容事業内容事業内容    

昭和の町づくりに、新たに地域の高齢者が集うしかけづくりや、農業や工業との連

携も加え、中心市街地全体をその発表の場＝‘ハレの場’と位置づけて、そこに必要

な人材の育成等（経営体質強化、専門的な技術・知識の取得、就職に係る情報提供な

ど）や、さらなる地域雇用機会の拡大を図った。 

さらに、中心市街地全体を経済活力創造の場として、その波及効果を市全体に広げ、

さらなる地域雇用の創出を目指した。 
 

■■■■事業実施年事業実施年事業実施年事業実施年度度度度    

平成 21 年度～平成 22 年度 
 

■■■■実施実施実施実施主主主主体体体体    

昭和の町豊後高田観光再生協議会 
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■■■■支援措置等支援措置等支援措置等支援措置等    

厚生労働省委託事業 

 

（５）地域雇用創造実現事業（地域再生計画関連事業） 

（地域の「（地域の「（地域の「（地域の「チチチチカカカカララララ」」」」大大大大集集集集結！☆キ結！☆キ結！☆キ結！☆キラリラリラリラリアップアップアップアップ☆☆☆☆実現計画）実現計画）実現計画）実現計画）    

■■■■事業内容事業内容事業内容事業内容    

『小さくても“キラリ”と光るまち・活力あふれるまち豊後高田』の実現に向け、

平成 21 年から実施してきた地域雇用創造推進事業での取り組みを継続させ、一層の波

及効果を市内各産業に広げ・つなげていく必要がある。 

そのため、平成 23 年度から、これまでの取り組みを継続的に実施する仕組みとして、

企画・開発した商品やサービスの地元及び県外への販路を拡大するともに、昭和の町

と連携した観光商品の組み立てとその実現を通じて、市域への波及効果を高めるため

の魅力づくりを行うものである。 
 

■■■■事業実施年事業実施年事業実施年事業実施年度度度度    

平成 23 年度～平成 25 年度 
 

■■■■実施実施実施実施主主主主体体体体    

昭和の町豊後高田観光再生協議会 
 

■■■■支援措置等支援措置等支援措置等支援措置等    

厚生労働省委託事業 
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12．認定基準に適合していることの説明 

基  準 項  目 説  明 

第 1 号基準 

基本方針に

適合するも

のであるこ

と 

意義及び目標に関する事項 中心市街地において『にぎわい』と『憩

い』を創出し、市全体として活力ある地域

をめざすことを記載している。（1.中心市街

地の活性化に関する基本的な方針 及び 3.

中心市街地の活性化の目標 参照） 

認定の手続き 中心市街地活性化協議会を設立し、当計

画の内容について協議を行っている。（9.4

から 8 までに掲げる事業及び措置の総合的

かつ一体的推進に関する事項[3]中心市街

地活性化協議会に関する事項 参照） 

中心市街地の位置及び区域

に関する基本的な事項 

中心市街地の位置及び区域に関しては、

中心市街地の各要件を満たしている。（2.

中心市街地の位置及び区域［3］中心市街地

要件に適合していることの説明 参照） 

4 から 8 までの事業及び措

置の総合的かつ一体的推進

に関する基本的な事項 

検討委員会の設置、横断的プロジェクト

チームの設置等による市町村の推進体制の

整備、中心市街地活性化協議会、市観光ま

ちづくり株式会社、商店主、商工会議所等

と十分連携して地域ぐるみでの取り組みに

ついて記載している。（9.4 から 8 までに掲

げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進

に関する事項 参照） 

中心市街地における都市機

能の集積の促進を図るため

の措置に関する基本的な事

項 

準工業地域における特別用途地区の活用

について、取り組みを進めているとともに、

昭和の町を通過する都市計画道路の廃止を

している。（10.中心市街地における都市機

能の集積の促進を図るための措置に関する

事項 参照） 

その他中心市街地の活性化

に関する重要な事項 
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第 2 号基準 

基本計画の

実施が中心

市街地の活

性化の実現

に相当程度

寄与するも

のであると

認められる

こと 

目標を達成するために必要

な 4 から 8 までの事業等が

記載されていること 

いとおしく懐かしいおまち－飛躍－・高

齢者が楽しいおまち－進化－・市民がうれ

しいおまち－創造-を達成するために、市街

地の整備改善、都市福利施設の整備、観光

振興、商業活性化、公共交通に関連する事

業を 4 から 8 までに記載している。 

基本計画の実施が設定目標

の達成に相当程度寄与する

ものであることが合理的に

説明されていること 

第1期基本計画・ニーズを分析し、まち

なかに『憩い』、『にぎわい』、『魅力』を創

出して、中心市街地の活性化を図る事業を

登載している。 

第 3 号基準 

基本計画が

円滑かつ確

実に実施さ

れると見込

まれるもの

であること 

事業の主体が特定されてい

るか、又は、特定される見込

みが高いこと 

すべての事業について、事業主体を明確

にしている。 

事業の実施スケジュールが

明確であること 

すべての事業について、スケジュールを

明確にしている。 

 

 

 


